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V縄文時代の遺構と遺物

V縄文時代の遺構と遺物

1 ．概要

本章では、縄文時代の遺構・遺物を取り扱い、住居跡9軒、土壌59基、 Tピット8基、焼土56カ所、

小ピット1 , 013カ所、沢2カ所、その他1個とその出土遺物について掲載し、説明している。
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V縄文時代の遺構と遺物

遺構は、住居跡、土壌、 Tピット、焼土、小ピット、沢、その他の順に記載し、基本的には遺構番

号順に説明している。住居跡、土墳Tピット、沢、その他は遺構毎に説明し、土壌、 Tピットは事

実記載のあとに遺構図などを掲載している。また焼土、小ピットは、規模平面形、土居注記などに

ついて一覧表にし、遺構図、士層断面図の前に掲載している。

住居跡土墳、 Tピットはおおよそ位置規模、確認・調査・土居、床面(曠底)、壁、付属構築物

遣物出土状況、出土遺物、重複・新旧関係、性格時期の'''日でそれぞれ説明しており、住居跡の最後
には簡略なコメントを付記している。

出土遺物は、土壌、 Tピット、焼土、小ピットのものはそれぞれ事実記載、一覧表遺構図などの

あとに土器、石器などの順にまとめて掲載し、住居跡沢、その他は各遣構毎にまとめて土器石器

などの順に掲載している。また掲載土器、石器などは一覧表にして各項の最後にそれぞれまとめて掲

載し、各遺構別、包含層出土の遺物はⅦ章の最後にまとめて一覧表にして掲載している。

2．住居跡

住居跡は、 A－1地区(調査区の北～北西側)で6軒、 A－2地区(調査区の南側)で3軒検出された。

A－l地区の6軒は、南から北へゆるやかに傾斜する標高25. 00m～24. 50m、A 2地区の3基は西

から東へゆるやかに傾斜する標高25. 80m～25.40mの緩斜面に作られている。H1は床面付近しか残

っておらず、南東側先端部に小ピットを有するもの、 H2の壁際には内傾する杭状の小ピットが等間

隔にめぐる。H4はH5の中央部を壊し、掘り込んでいて、 H4･ 5 ･ 6にはH4←H5←H6とい

う新旧関係がある。H7は焼失家屋と思われ、H8は6本柱の大型住居跡である。覆土、床面付近か

ら縄文時期中期、後期、晩期の土器が出土しているが、共伴土器などから見て、 H9が縄文時代晩期

の住居跡と考えられ、その他のものは、縄文時代中期に属する住居跡と思われる。

H1 (図V 3 ･4表V－1表1 ･ 2 図版87 ･ 124)

位置:N･○－5 ･ 6 標高24. 50m付近 規模: (2.43m)/(2.32m)×2"72m/2. 57m×(0. 12m)

平面形：楕円形 床面積: 3. 916㎡(Pl33含まない） 長軸方向:N-ll5o E

確認・調査・土層:Pl33の調査中、これに隣接してさらに広い落ち込みが認められた。 この付近で直

交するようにベルトを設定し、掘り進めたところ、壁の立ち上がりと、広く平坦な床を確認した。四

分割した時点で土居断面を記録し、ベルトを掘り下げ床面全体を検出した。西側部分は削平されてお

り、壁や床面を確認できなかった。H1の平面が、 Pl33を取り込むような形状を呈することや、覆土

が同質であることから、 P133は、本住居跡の付属構築物であると考えられる。士層は、Ⅳ層主体の覆

土l層が部分的にみられ、 Ⅱ層主体の2層が床面直上に堆積している。 この土はP133にも連続的に

堆積している。柱穴の確認調査も行ったが、後述するもの以外は確認できなかった。

床面：概して平坦である。

壁：浅いが、明瞭に立ち上がる。西側部分は削平をされ、確認できなかった。

付属構築物：付属ピットが3基ある。

Pl33は土曠のところで記載してあるが、先端部ピットであると考えられる。また、本付属ピットが

有する柱穴について、 ここで記載する。

P133柱穴

位置：中央付近、東側の壁際 規模: 0. 26m/0. 14m×0.21m/0. 12m×(0. 09m) 平面形：円

形
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H1の土居

1 ． Ⅳ層にⅢ層40％程度まじる。すこぶる堅い、

2． Ⅱ層にⅣ層軽石2％程度まじる。軟、 中

中

確認・調査・土層:Pl33の擴底で確認された。

覆土はPl33と同じである。 これとHP1を結ん

だ線が、本住居跡の長軸であると考えられる。覆

土はPl33の覆士と同質のものである。 擴底

・壁：曠底は概して平坦、壁は緩やかに立ち上が

る。 性格：柱穴

悶羅
も.. 《、~ ~ ~

‘も藍蝿1.s勺弘

壕祁謬
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昌些ミーニザ。

HP1

位置：長軸上の東側寄り 規模: 0. 57m/0.44

m×0.42m/0.40m×(0.05m) 平面形：円形

確認・調査・土層：床面を検出した時点で確認さ

れた。浅いもので、覆土は住居跡の覆土2層と同

質の土である。 曠底。壁：曠底は概して平坦、

壁は緩やかに立ち上がる。 性格：不明

蕊
０
１

10
1

c、

図V-4 H1出土の土器

HP2

位置：東側の壁際で、

平面形：長楕円形

中央よりもやや北寄り 規模: 0. 65m/0.43m×0. 14m/0.05m×(0.07m)

確認・調査・土層：床面を検出した時点で確認された。覆土は住居跡の覆土2
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V縄文時代の遺構と遺物

層と同質であった。 擴底・壁：曠底は概して平坦、壁はゆるやかに立ち上がる。 性格：不明

遺物出土状況:HPl付近、特に北側から土器が出土した。

出土遺物：覆土2層からの床面よりやや上でⅢ群の土器片など18点、 フレイク40点が出土している。

1はⅢ群土器の底部である。

時期：住居構造から、縄文時代中期末から後期初頭であると推測される。

本遺構は、先端部ピットを有する住居跡で、炉との関係で規則的な増改築がなされる類のものであ

ると考えられる。炉や別の先端部ピットについて存在位置を予想し、確認調査を行ったが、認められ

なかった。出土土器はⅢ群のものであり、住居跡構造から推測した時代と矛盾しない。 （末光正卓）

H2(図V-5 ･ 6 表V－1 表1 ･ 2 図版87･ 124)
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H2の土層

1 ．暗褐色土＞黄色土(＞灰色粘土塊） 2． 灰色粘土塊＞3 3． ＝1 （1より黄色土多く、灰色粘土小塊多い）

＝3（3より灰色粘土は大きい） 5．暗褐色土＞黄色含む 6． ＝5 7．暗褐色土(粘質で炭化物を多く含む）

褐色土＞黄色土(ボソボソ） 9~ 褐色土く黄色土(砂質） 10． 暗褐色土＞黄色土(ボソボソ） 11． 暗褐色土 1

1 ．暗褐色土＞黄色土(>l火色粘土塊) 2. 1火色粘土塊>3 3. =1 (1より黄色土多く、 I火色粘土小塊多い) 4.

＝3（3より灰色粘土は大きい） 5．暗褐色土＞黄色含む 6． ＝5 7．暗褐色土(粘質で炭化物を多く含む） 8．

褐色土＞黄色土(ボソボソ） 9~ 褐色土く黄色土(砂質） 10． 暗褐色土＞黄色土(ボソボソ） 11． 暗褐色土 12．褐

色士＞黄色土(軟質） 13~ 黒褐色土(黄色土がブロック状に混入） 14．褐色土十黄色士(ボソボソ） 15．黒褐色士＞

黄色土 16~黒褐色土＞黄色土 17．黄色土＞褐色土 18． 暗褐色土＞黄色土(軟質） 19．黒褐色土＞黄色士(ボソボ
ソ）
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西島松5遺跡平成12年度

位置:U-10･ 11 V-10･ 1 1 標高24.40m～24. 55m 〈、

綴：南から北へゆるやかに傾斜するところに位置する。 規 ~､で‘:侭：

模: 2.46m×2.32m/2. 20m×2. 00m/0. 22m 平面

形：隅丸長方形状 床面積： 4．20㎡ 長軸方向:W-

E

確認・調査・土層: I層を除去し、Ⅳ層中で長方形状の広

がりをもつ暗褐色土＞黄色土の落ち込みを検出する。ほ

ぼ東西・南北に土層観察用の土手を設定し、 Ⅱ層、覆土を

順次掘り下げ、調査を行う。覆土を14～24cⅢほど掘り下げ、

暗黄灰色土の堅い面と壁の立ち上がりを検出したことか

恥四罰

1

ら、 この面を床面と判断する。床面北西寄りには炭化物を 9m| | , |Pcm
図V-6 H2出土の土器多く混入する粘質土が見られ、 これを除去し床面を検出す

る。また壁際に暗褐色や黒褐色土の丸い小さなピットがめぐっているのを確認する。覆土はほぼ一層

で、暗褐色士、黄色土、灰色粘土のまじり合った埋め戻し状の土である。なお、 中央部から北西寄り

の床面直上に炭化物を多く混入する暗褐色粘質士が薄く見られた。

床面：Ⅳ層を掘り込んで構築されている。南東から北西へ傾斜する。凹凸がはなはだしく、堅い。

壁：壁の立ち上がりは北壁がややゆるやかであるが、他は急傾斜である。検出面からの壁高は、北壁

がllcnl、東壁が8cm、南・西壁が18cmである。

付属構築物：炉跡～焼土や炉跡は検出されていない。床面北西寄りに50cnl ×50cll1ほどの範囲に炭化

物を多く混入する土が見られたが、炉跡と関係するものかどうかははっきりしない。

付属ピット～小ピットは14個検出されている。すべて壁際(下場ライン付近)をめぐるものである。H

P1 ･ 5 ･ 9は先端部が平らであるが、他は杭状で、すべて直立している。覆土は暗褐色土、黒褐色

土に黄色土が混入する土である。

遺物出土状況：出土遺物総数は13点である。 この内訳は土器2点、石器など1l点である。覆土中出土

の遺物は覆土に混入したもので、 まとまった出土状態ではない。石器では石錐片などが出土している

出土遣物： 1は綱文式の胴部片である。

重複・新旧関係：他遺構と重複していない。

時期：縄文時代中期の住居跡と思われる。

本遺構は、床面などのつくりは粗雑であるが、柱穴状小ピットは規則的に作られている。

H3(図V-7 ･ 8 表V－l 表1 ･ 2 図版88･89 ･ 124)

位置: S-10 T 10南から北へゆるやかに傾斜する標高24.70m付近の緩斜面上に位置する。

規模: 2.82m×2. 52m/2. 27m×2.11m/0. 18m 平面形：楕円形状 床面積: 4. 2811i

長軸方向:N-10o －E

確認・調査・土層: I層を除去し、Ⅳ層中で楕円形状の広がりをもつ暗褐色土＞黄色士の落ち込みを

検出する。北東南西、南東一北西に士層観察用の土手を設定し、覆土を掘り下げ、調査を行う。 P

201と重複しており、 P201を先に調査する。覆土を4cnl～l3clnほど掘り下げ、黄灰色土の堅い面と壁

の立ち上がりを検出したことから、 この面を床面と判断する。覆土はほぼ二層に分層出来る。上層は

暗褐色士、黄色土、灰色粘土がまじり合った士、下層は軟質の黒褐色士で灰色粘土粒を少量混入する。

床面：Ⅳ層を浅く掘り込んで構築している。東から西へゆるやかに傾斜する。やや凹凸があり、堅い。
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V縄文時代の遺構と遺物

壁：壁の立ち上がりは全体的にゆるやかな傾斜である。検出面からの壁高は、東壁が約4cm、南壁が

約13cD}、西壁が約1lcm、北壁が約5cmである。

付属構築物：炉跡～焼土や炉跡は検出されていない。

柱穴状小ピット～P201と重複する形で3個の小ピットが見られる。HPlは15cln×l5cill×7cnl、

HP2は40cnl×34clll×21cIn，HP3は30cnl×30cm×17cnlで、覆土はHPlが黒褐色土＞黄色土(>

灰色粘土)、HP2･ 3は黒褐色土＞黄色士(>灰色粘土)であるが、位置関係から見てHP1が主柱穴

ではないかと考えられる。

遺物出土状況：出土遺物総数は65点である。 この内訳は土器48点、石器など17点である。北西側床面

直上からは、内面を上にしたⅢ群土器が18点出土している。まとまった出土状況ではないが、床面直

上に貼り付いた状態で出土していることから見て、本遺構に伴うものと思われる。石器は覆土中から

フレイク、礫片が出土している。

出土遺物：土器～1 ， 2はⅣ群a類の胴部片である。 1は2本の横走沈線が引かれる。

重複・新旧関係：本遺構は、 P201, TP3と重複している。 P201より古く、 TP3より新しいもの
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1 ． 暗褐色土 2~ ＝1 （ 1

に黄色士がブロック状に混

入） 3．暗褐色士＞黄色土

(＞灰色粘土） 4． ＝3（3

より黄色土、灰色粘土が少な

い） 5． 黒褐色土(灰色粘土

粒をわずかに混入、軟質）

6． 暗褐色土＞黄色土(ブロ

ック状）
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図V-8 H3出土の土器

である。

時期：床面直上出土の土器から見て、 Ⅲ群土器を伴う縄文時代中期のものであろう

本遺構は、床面などのつくりは粗雑である。一本柱の住居跡と思われる。

H4(図V 9 ･ 10 ･ 11 ･ 12 ･ 13表V-1 ･ 2 表1 ･ 2 図版88･89･ 124･ 125 ･ 147)

位置:Q ll 南から北へゆるやかに傾斜する標高24. 92m～25. 00mの緩斜面上に位置する。

規模: 2. 60m×2. 08m/2. 52m×2.20m/(). 50m 平面形：隅丸方形状 床面積: 3.74m

長軸方向:N-30o －W

確認・調査・土層: I層を除去し、 Ⅲ～Ⅳ層中でXl、 H6を検出する。 このためXl、H6共通の

土層観察用の土手をほぼ東西、南北に設定する。土手の南・東側に小トレンチを設定しその土層断面

観察により、 H6を切るH5、H5を切るH4という重複関係が明らかとなり、 X1の覆土がH4の

覆土中に深く堆積していることも明らかとなった。 このためXl調査後H4の覆土を掘り下げ、調査

を行う。覆土はほぼ一層で、わずかに褐色土を混入するやや汚れた黄色土(土層図5)で、床面直上付

近まで堆積している。非常に堅く、しまった土である。床面直上には2cnl～5clllほどの厚さの炭化物、

フレイクチップを多量に混入するやや粘質の黒褐色土(土居図1O)が見られる。北壁際には器表面を上

にした一括土器が床面に貼りついた状態で出土し、一括土器の上下に黒褐色土は見られない。なお黒

褐色土の上面付近には、特に炭化物・フレイクチップが多く、北東壁の中程までこの黒褐色士が広が

っていた。

床面：Ⅳ層を深く掘り込んで構築している。ほぼ平坦で、堅い。東壁寄りには30cm×20cm、厚さ2～

4cn'(破線)で粘土の高まりが見られた。

壁：壁の立ち上がりは全体に急傾斜で、丁寧に作られている。検出面からの壁高は、北東壁が32clll、

北西壁が44cIl、南西壁が45cm，南東壁が38cII1である。

付属構築物：炉跡～焼土や炉跡は明確に検出されなかった。ただ、床面中央部に46cnl×36clll，深さ4

Cnlの楕円形状の浅いくぼみが検出されている(HP1)。 これは人工的なもので、中には炭化物が多量

に混入し、上面付近には明褐色粘質土(土層図l1)が見られたことから考え、 このくぼみ(HPl)が炉

跡ではないかと思われる。

付属ピット～柱穴状小ピットは3個(HP2～4)検出されている。 これらはHPlをかこむように径

4clll～5cm、深約2cm～3cnlの浅い小ピットで覆土は褐色土十黄色土である。杭状の細い材であろ

うと思われる。

這物出土状況：出土遺物総数は8,223点である。 この内訳は土器260点、石器など7,963点である。床

面土からは土器が109点、床直上からは土器14点、石器などは7, 327点、 HPl覆土中から石器などが
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(軟質） 9．淡茶褐色土(ボソボ

ソ) 10.黒褐色土(炭化物を多

量に混入、やや粘質） 11 ． 明褐
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図V-9 H4

13点出土している。北壁際、床面上で出土した一括土器は器表面を上にし、床に貼り付くように三段

に重なっていた。Ⅲ群土器である。一括土器以外の床・床直上出土の土器片はすべて内面を上にして

いた。床面直上の黒褐色土を採取し、 フローテーションによってフレイク・チップ(黒曜石)が6,849

点出土している。 これらは黒褐色土上面付近で出土したものが大半を占めている。土器ではⅡ群土器

片も見られるが、ほとんどがⅢ群土器である。石器ではフレイクの他石槍、石鍼、石斧片などが出土

している。

出土遺物：土器～1は天神山式に位置づけられる個体で、胴部中位までは丸みをもちながら立ち上が

り、そこから口縁部まではほぼ垂直に直線的に立ち上がる。 口縁部には棒状の突起が1箇所残存して

おり、粘土紐が貼り付けられる。 口縁部は粘土紐を2本貼り付ける。胴部上半には山形の貼り付けが

なされ、貼り付けに沿って竹管状の工具で連続する刺突が施される。地紋はLRの縄文である。 2は
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図V-11 H4出土の石器

天神山式に位置づけられる。器形は胴部下半でやや丸みをもち、その後は口縁部付近で若干すぼまり

ながら垂直に立ち上がる。 口縁部は貼り付けにより肥厚し、 ｜釿面は三角形になる。棒状の突起が2箇

所で確認できる。突起は貼り付けと押引きにより施文される。突起と突起の間には垂下する貼り付け

が施される。地紋は結束羽状縄文で、 口縁部の貼り付けや、内面にも施される。 3は天神山式の口縁

部から胴部上半の破片である。 口縁部は貼り付により肥厚し、断面は三角形になる。貼り付けには2

条の押引き文が加えられる。 口縁部の突起は破損しているが、突起の下と思われる部分から、押引き

を施した貼り付けによるY字状の文様が施文される。地紋はRL縄文である。 4は天神山式に位置づ

けられ、 口縁部は貼り付けにより肥厚し、断面は三角形になる。貼り付けの上には口縁と直行する2

列の押引きがめぐる。 口縁部の直下には4本の押引き文が施される。胴部中位には2本の幅広い沈線

がめく､る。器形はやや内湾しながらもほほ垂直に立ち上がる。地紋はRL縄文である。 5は天神山式

で、 口縁部は貼り付けにより若干肥厚し、断面は三角形になる。貼り付けの上には2列の押引き文が
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施文される。器形は胴部下半まで内湾気味に立ち上がり、胴部中位で屈曲したのち、 口縁部に向かっ

てやや内傾気味に立ち上がる。地紋は結束羽状縄文である。 6， 7， 8はⅢ群土器の胴部片である。

石器～1は一括土器中で出土した有茎平基の石鍼。左右のかえしは丸い。 2は床面直上出土の有茎

凸基の石鎌。 ともに石材は黒曜石。 3は覆土I層出土の有茎の石槍で基部下半は欠損する。石材は黒

曜石。 4は壁付近で出土のすり石。石材は安山岩。

重複・新|日関係：本遺構はX1、H5と重複しており、 X1よりも古く、 H5より新しいものである‘

時期：一括出土土器などから見て、 Ⅲ群土器を伴う縄文時代中期のものであろう。

本遺構の覆土は黄色土で、 ほぼ一層である。いっきに埋められた事を示している。全体に非常に堅

く、 しまっているが、 これはXl使用によるものと思われる。明褐色士や灰状集中、 あるいはフレイ

クの出土状況などを考盧すると、黒褐色土上面が最終生活面であろうか。床面上の黒褐色土中には炭

化物、 フレイク・チップが大量に混入していたことは注目されるが、焼失によるものか、石器製作に

かかわるものか、 またその両方を考えるべきなのか、はっきり断言できない。

H5(図V 14･ 15表V-1 ｡ 2 表1 ･ 2 図版89 ･ 126･ 147)

位置:Q-11 ･ 12南から北へわずかに傾斜する標高24. 95m～25.00mのところに位置する。

規模: 3. 52m×3. 10m/3.46m×3. 24m/0. 20m 平面形：隅丸方形状 床面積: 9. 14nf

長軸方向:N-85° －E

確認・調査・土層: I層を除去し、 Ⅲ～Ⅳ層中でXl、 H5、 H6を検出する。 このためXl、H6

共通の土層観察用の土手をほぼ東西、南北に設定する。土手の南、西側に小トレンチを設定し、その

土層断面観察によりH6を切るH5，H5を切るH4という重複関係が明らかとなり、 Xl， H4の

調査終了後、H5の覆土を掘り下げ調査を行う。覆土を約20cInほど掘り下げ、黄灰色土のやや堅い床

面と壁の立ち上がりを検出する。覆土は暗褐色土に黄色土が混じり合った土で、 ほぼ一層である。土

層図3， 4には炭化物が少量混入する。東壁際中央部覆土中でフレイクの集中が見られた。

床面：Ⅳ層を浅く掘り込んで構築している。H4の構築により中央部付近は大きく破壊されているた

め全体は不明である。中央部に向ってゆるやかに傾斜している。平坦で非常に堅い。

壁：壁の立ち上がりは東壁は垂直的であるが、他はゆるやかである。検出面からの壁高は、北壁が10

cnl、東壁が16clll，南壁が19cm、西壁が18cmである。

付属構築物：炉跡～残存部分で検出されていない。柱穴状小ピット～残存部分で検出されていない。

遺物出土状況：出土遺物総数は94点である。 この内訳は土器15点、石器など79点である。床面からは

Ⅲ群土器片が1点出土しているのみである。東壁際中央部付近の覆土中で20cnl×10cnl、厚さ7clllほど

の範囲でフレイク集中が見られた。 フレイク75点が出土しており、流れ込み状である。出土した土器

片はすべてⅢ群土器で、石器では石鍼、 フレイクなどである。

出土遺物： 1はH4の3と同一個体で天神山式に位置づけられる。 口縁部は貼り付けにより肥厚し、

断面は三角形になる。貼り付け部分には2本の押引き文が施文される。突起部分は欠損する。突起部

分から下に向かって、押引きを施した貼付文がY字状に垂下する。地紋は結束羽状縄文である。

石器～1は覆土中出土の有茎凸基の石鍼である。左かえしは欠損する。石材は黒曜石。

重複。新旧関係：本遺構はXl、H4、H6と重複していて、H6より新しく、 X1， H4より古い

ものである。

時期：覆土、周辺出土遺物や重複関係から見て、 Ⅲ群土器を伴う縄文時代中期の遺構であろう。
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図V-15 H5出土の遺物

H6(図V-16表1 ． 2 図版89)

位置:P-ll ･ 12 Q ll･ 12南から北へわずかに傾斜する標高24. 94m～24. 99mのところに位置

する。 規模: 3. 64m×3. 50m/－×－/(0. 13m) 平面形・床面積・長軸方向：不明

確認・調査・土層: I層を除去し、 Ⅲ層中でX1、 H5と重複する暗褐色土の落ち込みを検出する。

Xl、H5に共通するように設定された土層観察用の土手の断面観察によってH5に切られている本

遺構を確認する。覆土を約13cmほど掘り下げ、暗黄灰色土の床面と壁の立ち上がりを検出する。覆土

はほぼ二層で、覆土1層は黄色土と軽石をわずかに混入する暗褐色土、覆土2層は床面上にある土で、

褐色土、黄色土、灰色粘土がまじり合った土である。

床面：Ⅳ層を浅く掘り込んで構築されている。ほぼ平坦で、堅い。

壁：壁の立ち上がりは全体的にゆるやかなものである。検出面からの壁高は5cm～9cnlである。

付属構築物：炉跡～残存部分で焼土や炉跡などは検出されていない。柱穴状小ピット～柱穴状小ピッ

トは13ヶ検出されている。HP1～1lは壁面付近をめぐるもので径5cm～20cm，深さ3cm～20cmで、

ほぼ直立し、 HP7 ･ 10以外は先端部が細くなっている。HP12 ･ 13は床面で検出されたもので、径

8cmほど、深さ3cm～5cnlの浅いもの。覆土は黒褐色土で、直立する。位置的に見て、主柱穴かと

思われる。

遺物出土状況：出土遺物総数は4点。 この内訳は土器3点、礫1点である。 ともに覆土中出土で、土

器はⅢ群のものである。

重複・新旧関係：本遺構はX1， H4･ 5と重複しており、 これらより古いものである。

時期：重複関係、覆土、周辺出土の遺物などから見て、 Ⅲ群土器を伴う縄文時代中期の時期のものと

思われる。
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H7(図V-17･ 18･ 19表V-1 ･ 2 表1 ･ 2 図版90･ 126･ 147)

位置:G、H-16 規模: 4.22m/3. 95m/0. 23m 平面形：円形 床面積: 14.76ni

確認・調査・土層：Ⅲ層で検出した。本遺構の北側と東側にP191 ･ 192があり、 これらと重複してい

た。切り合い関係を確認した後、グリッドとほぼ平行するように十字のセクションベルトを設定し、

それぞれのセクションベルトの南側と西側にトレンチを設定して、断面の観察を行った。

覆土は①パミスを少量しか含まない黒色土層(土層図1， 2）、②パミスを多く含む黒褐色土層(土層

図3～7)、③焼土、炭化材を多く含む黒色土居(土居図8）に大別した。③は床面に接して広がってお

り、焼土、炭化材を多く含むことから、火災により焼失した住居の建材や天井部分の崩落土である可

能性が高いと判断した。②は遺構内全面に広がるのではなく、南側を中心に弧を描くように分布する

②の起源は、竪穴式住居廃絶後の埋め戻し士、士葺き屋根からの崩落土などが考えられる。①は竪穴

式住居廃絶後のくぼみに堆積した自然堆積層であろう。

トレンチ調査により遺構の基本的な堆積構造を把握し、断面図の作成、写真撮影の後、掘り下げを

開始した。①を掘り下げ、②の範囲を確認し平面図を作成した。その後、②を除去し、③の焼土、炭

化材の検出作業を行った。焼土の平面図を作成した後、焼土を除去し、炭化材の検出作業を引き続き
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行った。また、床面の検出作業を同時に行った。その際床面近くの土壌はフローテーシヨン用の試料

として採取した。床面検出中にほぼ完形のⅢ群土器が出土し、 これらの土器と炭化材の平面図を同時

に作成し、写真撮影の後、取り上げた。炭化材はCl4年代測定試料として、 3点を採取した以外は廃
棄した。

床面：平らである。

壁：開き気味に立ち上がる。

付属構築物：床面ほぼ中央で、炉跡が考えられる焼土を検出した。柱穴は検出していない。

遺物出土状況：床面で天神山式の深鉢土器が2個体出土した。 1つはほぼ完形で、 もう1つは底部か
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H7 ． P191 ･ P192の土層

1 . 10YR2/3 黒褐色土砂壌土パミス(径5～10mI')7%含む

2. IOYR1. 7/1 黒色土砂壌土軟Ⅱ層土主体でパミス(径3～5m111)少量含む
3. 10YR2/2 黒褐色土砂壌土Ⅲ居士主体でパミス(径5～10Inlll)7%含む
4. 10YR2/1 黒色土砂壌士パミス(径2～4mll)3%含む

5. lOYR2/2 黒褐色土砂壌土Ⅲ層土主体でパミス(径l～2mm)5%含む o
6. 10YR2/2 黒褐色土砂壌士軟パミス(径3～7mm)3%含む L
7． 10YR2/1 黒色土砂壌土パミス(径2～5m'n)2%含む

8． lOYR2/1 黒色士砂壌士パミス(径2mm) 1%含む(フローテーション用試料採取）

図V-17 H7
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図V-18炭化物と遺物の出土状況図

群土器4点、ら胴部半ばまでが残存する。住居の廃絶に伴い、廃棄されたものであろう。その他、 I群土器4点、

Ⅱ群土器2点、 Ⅲ群b類土器457点、Ⅳ群c類土器49点、石雛8点、 Rフレイク3点、 フレイク6,403

点、石斧1点、砥石2点が出士している。

出i漬物：土器～1は底部を欠損する以外はほぼ完形に近い小型の深鉢で、天神山式に位置づけられ

る。器形は、底部から胴部中位までは外傾気味に立ち上がり、胴部中位でわずかに屈曲し、 口縁部ま

でほぼ垂直に立ち上がる。 口縁部付近には3本の押引きがめく÷り、 口縁端部にも押引きがなされる。

口縁部から垂下する貼り付けが4箇所に存在し、貼り付けの上には竹管状工具による刺突がなされる。

地紋は結束羽状縄文である。 2は胴部上半を欠くが、出土層位が1と同様床面であることから、 1と

ほぼ同時期であろう。地紋は結束羽状縄文である。 3は静内中野式に位置づけられる深鉢の口縁部片

である。地紋はLR縄文である。 4は天神山式に位置づけられる。 口縁部は貼り付けにより肥厚する。

貼り付けも含めてRL縄文が施される。 5は天神山式の口縁部片である。棒状の突起がつけられ、 口

縁部下には貼り付けが垂下する。突起は貼り付けと沈線により施文される。 口縁部は貼り付けにより

肥厚する。 6は萩ヶ岡1式に位置づけられ、突起部分が残存する。 口縁下には山形の貼り付けがなさ

れる。 口縁端部と山形の貼り付けには刻みが施される。 さらにその下には｢Y字｣を重ねたような貼り

付けが施され、竹管状工具による連続する刺突が行われる。

石器～1 ． 2は覆土中出土の石雛である。 1は三角形状の凹基のもの、 2は有茎凸基のもので、石

材はともに黒曜石である。

重複・新旧関係:P191, 192を切る。

’
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図V-19 H7出土の遺物

時期：床面出土土器から、縄文時代中期後葉に位置づけられる。また、炭化材のCl4年代はそれぞｵ1

4210±40(yBP)、 4150±50(yBP)、4050=t40(yBP)という結果が算出されている。 （石井淳平）
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H8(図V 20･ 21 表V-1 ･ 2 表l ･ 2 図版91 ･ 126･ 147)

位置:E、 F-18･ 19･ 20 規模: 8. 80m×7. 00m/8. 32m×6.46m/0.23m 平面形：不整な
楕円形状

床面積:48. 01㎡ 長軸方向:N-70o －W

確認・調査。土層：Ⅲ層で検出した。南側にPl98があり、切り合い関係はH8が古いことを確認した。

また、周辺ではSP群を検出しているが、断面図A－Bが示すようにH8が古い。グリットと平行に

セクションベルトを設定し、 トレンチ調査で覆土の堆積を確認しながら、層ごとに除去作業を行った。

床面に、 6本の明瞭な柱穴を検出した。柱穴は床面から60cnl～80cm程度の深さで、曠壁、曠底ともに

堅く締まっていた。住居跡に伴うと判断できる炉跡、焼土は検出できなかった。

覆土は住居跡本体については、 4分層できた。①はⅡ層の自然堆積と考えられるが、 S.P.群の覆

土と差異無く、区別できなかった。②は、 Ⅲ層上部の色調に近似する。③はⅢ層下部の色調に近似す
るが、②～③で漸移はしない。④はごく一部の検出である。

床面：床面は平坦に作られているが、 あまり堅く締まらない。

柱穴： 6本の柱穴の土居は、それぞれ混入が若干異なるが、概ね同一の傾向を示す。柱穴は開口部か

ら中位程度まで、若干広く掘られており、柱を挿入した後に士で埋めていると考えられる。HP5に

ついては、住居跡本体埋没の初期の覆土③が柱穴擴底部にまで及んでおり、柱が抜かれた可能性もあ

る。 6本の柱穴は2rn程度と2.3m程度の、 2種の間隔で配置されている。

壁：立ち上がりは緩やかで、整然としない。

遺物出土状況: I群土器6点、 Ⅱ群土器34点、Ⅲ群土器23点、Ⅳ群c類土器120点、Ⅵ群土器1点、未

分類土器7点、石雛4点、つまみ付きナイフ3点、スクレイパー1点、 Rフレイク9点、 フレイク410

点、すり石1点が出土した。

出土遺物：土器～1 ， 2， 3， 4， 6， 7， 10はⅢ群に位置づけられる土器片である。 5， 9は静内
中野式、 8は綱文式に位置づけられる。

石器～1～3は覆土I層出土の石鍼で、三点とも三角形状の凹基で、石材は黒曜石。 4は覆土Ⅱ層

出土の石錐である。棒状の素材の一部に刺突部を作り出したもので、石材は頁岩である。

重複・新|日関係:Pl98、 SP群に切られている。

時期：Ⅳ群c類土器が最も多く出土しているが、周辺の包含層からの流れ込みである。六本の主柱穴

をもつこと、平面形が楕円形であることから、縄文時代中期の可能性がある。 （石井淳平）
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H8の土層
1. 10YRl.7/1埴壌土中軟Ⅱ層相等するが､少量の軽石と､ 4を　図Ⅴ-20　H8

細粒状に混入している　　2. 10YR2/2　壌土　弱　堅　色調は皿の上部

に近似しているが漸移せず1と4の泥土である　　3. 10YR3/3　壌土　弱　堅　2に比し明るい色調を示す｡ 2主体で4を多く混入したものをわけた　　3' . 10YR3/4

壌土　弱　堅　3主体でほとんどかわらないが5を少軽まぜやや混入しているためわけた　　4. 10YR4/6　埴壌土　中　堅　Ⅳ主体であるが3をまだら状に少量混入してい
る｡ 1よりゆかにしてはゆるい　　5. 10YR2/2　壌土　中　弱　3′　をまだら状少量混入している　　6. 10YR2/2　壌土　中　弱　5と同等であるが､しま状に層をなし

ているためわけた　　7. 10YRl.7/1　埴壌土　弱　軟　少量のⅣ相等土を細粒状混入　　8. 10YR2/3　埴壌土　中　軟　少量の小軽石および炭火物を含む

9. 10YR2/3　壌土　弱　堅　8主体でⅣをブロック状混入　10. 10YR2/2　増援土　中　軟11を細粒状に少量均一混入　11. 10YR3/4　壌土　中　堅　Ⅳ主体

であるが､ 10を少量混入している　12. 10YR4/3　壌土　中　弱　7をまだら状少量混入
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H9(図V-22･ 23表V-1 ･ 2 表1 ･ 2 図版91 ･ 127･ 145)

位置:H-15 ･ 16 規模: 2. 26m/2.08m/0. 52m 平面形：円形 床面積: 3. 65㎡ 長軸
方向:N 20o －W

確認・調査・土層：周囲は耕作による削平のためⅡ～Ⅲ層が存在せず、 I層除去後のⅣ層で検出した。

南北方向にセクションベルトを設定し、南側を半裁した。当初は墓擴、竪穴式住居の両方の可能性を

想定していた。断面の観察では埋め戻された痕跡が確認できなかったこと、塘底面で周溝小柱穴を

検出したことから、竪穴式住居と判断した。断面図の作成、写真撮影の後、反対側を掘り下げて完掘

した。壌底面から厚さ5cmほどの土壌をフローテーション用の試料として採取した。また、Cl4年代
測定試料を曠底と土居7付近で採取した。

土層1～9は黒褐色土主体土居10～17はⅣ層起源のロームが主体である。いずれも黒褐色土とロ

ームが交互に堆積しており、 自然堆積層であると判断した。土層10～17は壁面の崩落土や周囲の掘り

上げ土に由来し、比較的速やかに堆積したものと考える。 これに対し、土居l～9は掘り上げ土や新

たに形成したⅡ居士、周囲のⅡ居士の流れ込みに由来し、時間をかけて堆積したものと考える。

床面：平らである。床面壁際を幅lOcnlの周溝がめぐる。 また、同じく壁際の五カ所で小柱穴を検出し
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1 . ta-a火山灰の自然堆積層 2． 1()YRl.7/1 黒色土壌土粘性弱軟パミス(径5～10IIm)1%含む
3. 10YR2/1. 5 黒褐色土砂壌土粘性弱軟パミス(径3～5'11111) 1%含む 4. 10YR2/2 黒褐色土
壌土粘性弱軟Ⅲ層土とⅡ層土が50％ずつ混ざるパミス(径3～5111111)3%含む 510YR2/1 黒色土
壌土粘性弱軟パミス(径2～5mm)3%含む 6. lOYR1．7/1 黒褐色土砂壌土粘性弱しようパミ
ス(径5mm)少量含む 7. 7. 5YR3/2 黒褐色土壌土粘性弱しよう Ⅲ層土主体でパミス(径10～15mm)
7％含む 8. lOYR1 .7/1 黒色土壌土粘性弱軟ローム少量含む 9. lOYR2/1 黒色土砂壌
土粘性弱しよう ローム粒(径10～20Innl) 1%含むローム主体 10. lOYR3/1 黒褐色土壌土粘性弱
しよう ローム主体で黒色土40％、パミス(径7'''''I) 1%含む 11. 10YR2/2 黒褐色士砂壌土粘性弱し
よう ローム粒(径1O～20n''n)2%含む 12. IOYR4/6 褐色土壌士粘性弱しようⅣ居士主体
13. 10YRl.7/1 黒色土砂壌土粘性弱軟パミス(径3～5mm)少量含む 14. lOYR5/4 にぶい黄褐
色土壌土粘性弱軟白色ローム主体でパミス(径5mm)少量、黒褐色土粒(径10mlll)3%含む 15. 10YR1.7/
1 黒色士壌土粘性弱軟混入物のほとんどは黒色土 16. 10YR5/4 にぶい黄褐色土壌土粘性弱
堅白色ローム主体でパミス(径10mm)2%、黒色土粒(径5～10Inm)1%含む 17. 10YR2/3 黒褐色土砂壌
土粘性弱軟ローム粒(径20～30mm)10%、パミス(径5～10mll) 1%含む

図V-22 H9

た。

壁：ほぼ垂直に立ち上がる。

遺物出土状況：Ⅲ群土器9点、Ⅳ群c類土器496点、未分類土器7点、石雛3点、 フレイク135点、礫

・礫片7点が出土している。床面から時期のわかる遺物は出土していない。出土遺物の多くは縄文時

代後期後葉で、出土層位は土居1～9が多い。

出土遺物：土器～1～8は爪形文や付き瘤がつけられる口縁部片で御殿山式に位置づけられる。 9～

11は高台をもつ底部片で御殿山式に位置づけられる。 12， 13は後北C2-D式の胴部片である。 14は

縦走する撚糸文をもち、赤穴式に比定できる。

石器～1は覆土1層、 2は覆土2層出土の有茎凸基の石嫉。 ともに茎部は三角形状で、石材は1が

黒曜石、 2は珪質頁岩である。

重複・新旧関係：なし

時期：床面付近と、土居7付近で採取した土壌のC14年代測定結果はそれぞれ、 2520=t40と1620±40

(yBP)となっている。床面で採取した土壌で算出された年代からは縄文時代晩期に位置づけられる。

測定値が正しければ、最も多く出土したⅣ群c類土器は埋没時に流れ込んだものであると考えること

ができる。 （石井淳平）
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表V－1 住居跡掲載土器一覧

器高
〆 、

（Cl]lノ

図版

番号

口径

(cm) 餅繩分罎遺構(層位） 図番号 地文 備考

H1(覆土2)

H2(床）

H3(覆土）

H3(覆土）

~
~
~
~
~

４

６

８

〃

２

~~~
Ｖ

Ｖ

Ｖ

〃

Ｖ

幽
一
幽
一
皿
〃
｜
剛

深鉢

〃

〃

11.0 LR縄文

RL縄文

LR縄文

LR縄文

LR縄文

１

１

ｌ

１

ｌ

２

１

Ⅲ群

Ⅱ群a-1類

W群a類

W群a類

Ⅲ群b-1類

綱文式

2と同一個体

lと同一個体

天神山式H4(床） 〃

H4(床） 〃 〃－2 25. 3 Ⅲ群b-1類 結束羽状縄文
〃 〃 〃

H4(床） ３

４

″

″

″

″

125
nn n

J0．J 〃 ’ Ⅲ群b-1類 | RL縄文 ノ

H4(床､覆土中

層､検出面）

天神山式H5-

lと同一個体
Ⅲ群b-1類 RL縄文〃

H4(床面） ５

６

７

８

″

″

″

″

″

″

″

″

26． 0 IⅡ群b-1類

Ⅲ群

Ⅲ群

Ⅲ群

羽状縄文

LR縄文

RL縄文

RL縄文

天神山式″

″H4(トレン）

H4(床）

H4(検出面）

″

’

″ ″

天神山式H4-

4と|司一個体
H5(悪士中） V-15- 1 23. 0 Ⅲ群b-1類 羽状縄文'26 〃

H7(床） 126 14. 2 Ⅲ群b-2類 結束羽状縄文V－l9－ 1」 天神山式"

H7(床） Ⅲ群 結束羽状縄文〃 〃 り
合 10. 7 〃
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分類 ’’ ’ 底径
(cnl)

口径

~ ~（cln）

器高
ノ 、

（CⅢ）

図版

番号
備考地文器種図番号遺構(層位）

静内中野式

天神山式

〃

LR縄文

RL縄文

類

類

類

類

類

類

類

型

刊

訓

類

訓

２

刊

到

類

類

類

類

類

類

類

類

類

類

類

ａ

ｂ

Ｔ

０

ａ

ｂ

ａ

ａ

ａ

Ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅵ

Ⅵ

鵠
一
謝
一
翻
一
織
一
料
~
翻
一
繩
一
癖
書
織
一
繩
一
総
~
耕
一
織
一
謝
一
絲
一
識
一
耕
一
繩
一
識
一
榊
~
耕
一
織
一
辮
一
幟
~
織
一
楜
一
楜
一
鰯

Ｒ
Ｕ
ｎ

ム

″

″

１V－1 9-3

〃 〃 4

〃 〃－ 5

〃 〃－ 6

V 2 1- 1

〃 〃－ 2

〃 〃－ 3

〃 〃－4

〃 〃 － 5

〃 〃－6

〃 〃－ 7

〃 〃－8

〃 〃－ 9

〃 〃一lO

V-23- 1

〃 〃－ 2

〃 〃－ 3

〃 〃－4

〃 〃－ 5

〃 〃 6

〃 〃－ 7

〃 〃－ 8

〃 〃－ 9

〃 〃－10

〃 〃－1 1

〃 〃－1 ？

〃 〃－1 3

〃 〃－14

H7(覆土）

H7(覆土）

H7(覆土）

H7(覆土）

H8(覆土1)

H8(覆土l)

1

萩ヶ岡l式

LR縄文伽

〃

〃

｜

〃

~

天神山式

LR縄文

LR縄文

LR縄文

RL縄文

LR縄文

RL縄文

LR縄文

LR縄文

LR縄文

LR縄文

LR縄文

LR縄文

H8(覆土2)

H8(覆土1)

静内中野式H8(覆土1)

H8(覆土2)

H8(覆土l)

H8(覆土2)

H8(覆土2)

〃

″

｜

″

″

綱文式

静内中野式

8． 0ｊ

ｊ

ｌ

ｌ

土

土

覆

覆

く

く

８

９

Ｈ

Ｈ 御殿山式

御殿山式

御殿山式

御殿山式

御殿山式

御殿山式

御殿山式

御殿山式

御殿山式

御殿山式

御殿山式

後北C2-D式

後北C2-D式

赤穴式

127

H9(覆土l)

H9(覆土1)

H9(覆土2)

H9(覆土2)

H9(覆土2)

H9(覆土2)

H9(覆土2)

H9(覆土2)

H9(覆土2)

H9(覆土2)

H9(覆土2)

H9(覆土l)

H9(覆土2)

″

″

｜

″

〃 LR縄文

LR縄文

LR縄文

〃

７
’
３
’
９

８
’
７
’
６

″

｜

″

〃

I

撚糸文〃

表V－2住居跡掲載石器など一覧

長さ

(cⅢ）

'旧
ノ 、

(CⅢノ

厚さ

(c､）
備考石材重さ(R)名称 層位図番号遺構番号

図版147黒曜石

〃

〃

安山岩

黒曜石

〃

〃

〃

〃

〃

頁岩

黒曜石

珪質頁岩

一括土器の土の中

床面直上

覆土l層

悪十壁

覆土中層

覆土

〃

覆土l層

８

７

９

７

１

８

６

０

７

４

５

６

２

■
■
●
叩
■
■
■
弔
い
■
■
●
●

０

０

１

３

６

０

０

１

０

０

１

０

１

１

５

８

石鍼

〃

石槍

すり石

石雛

石雛

〃

石錐

〃

〃

石錐

石雛

〃

開

－

２

｜

開

一

流

ｌ

ｌ

２

６

ｌ

２

ｌ

３

ｌ

４

８

０

開

岬
吋
一
噸
祁
一
岬
一
い
一
い
Ｍ
一
い
咄
一
叩
一
恥
一
咄

２

２

ｌ

６

７

ｌ

５

ｌ

２

ｌ

２

２

２

ｌ

ｌ

２

ｌ

２

ｌ

２

咄
一
唖
一
皿
一
椰
一
咽
ｍ
｜
Ｍ
｜
恥
一
ｍ
’
四
一
Ｍ
一
唖
一
師

図V-ll-

〃 ノノ ー

〃 〃 一

〃 〃

図V 15-

図V-19-

〃 〃－

図V-21-

〃 〃

〃 〃

〃 〃－

図V-23-

〃 〃－

ｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
１
１
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
１
ｌ
２

H4

〃

〃

〃

H5

H7

〃

H8

〃

〃

〃

H9

’

図版147

図版147

〃

図版147

〃

層

眉

層

２

１

２

１

土

土

土

覆

覆

覆

図版147

〃
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V縄文時代の遺構と遺物

3．土擴

土壌は、調査区のほぼ全体で59基が検出されているが、擦文期の土壌墓や土壌が分布する地域には

作られていない。またまとまりなどもはっきりしない。平面形はほぼ楕円形状のものが多く、直径1
m前後、深さ30cm程度の浅いものが多い。 P18 ･ 176 ･ 189 ･ 193のように長径3m以上のものもある。

Pl99では礫石器がまとまって出土しており埋納遺構の可能性がある。またPI52では土器が一個体出

土している。土壌の性格や用途などは不明のものが多く、時期も明確でない。その中でも共伴する土
器などによって時期を特定できるのは18基で、縄文時代中期が8基、縄文時代後期のものが10基であ

る。恐らく大半が中期～後期に含まれると思われる。次年度以降の調査区に広がって行く模様であり、
それらを踏えて、用途・性格・時期について改めて検討する必要があるだろう。

P104(図V-25表1 ･ 2図版92)

位置:P-3 規模: 1. 64m×1 .44m/1. 11m×0.83m/0. 17m 平面形：楕円形 長軸方
向:N 79o－W

確認。調査・土層：遺構確認調査中、Ⅳ層軽石を含む黒色土の堆積がみられ、短軸方向で半裁したと

ころ、明瞭な壁の立ち上がりとほぼ平坦な曠底が確認された。覆土の各層は、 Ⅱ層にⅣ層軽石が含ま
れる士で構成される。

曠底・壁：曠底は概して平坦で、東側が若干低い。壁はいずこも明瞭に立ち上がる。

遺物出土状況：東側部分の覆土2層から、土器2点、 円礫1点が出土した。

出土遺物：Ⅲ群土器1点、未分類土器1点、礫・礫片1点が出土した。

性格：不明。 時期：縄文時代中期後半と推測される。 （末光正卓）

P104の土層 1 . Ⅱ層にⅣ層軽石1%程度まじる。 しまり堅 2. Ⅱ層にⅣ層軽石25%程度まじ

る。 しまり堅 3． Ⅲ層、 Ⅱ層の二次堆積？（Ⅳ層軽石1%程度まじる）しまり堅

P105(図V 25表l図版92)

位置:0-1 ･ 2 規模: 0. 94m×0.85m/0. 66m×0.46m/0. 35m 平面形：楕円形 長軸
方向:N-50o －E

確認・調査・土層：遺構確認調査中、Ⅳ層軽石を含む黒色土の堆積がみられ、短軸方向で半裁したと

ころ、明瞭な壁の立ち上がりとほぼ平坦な曠底が確認された。覆土はⅡ層にⅣ層軽石が含まれる土が

主体である。

曠底・壁：壌底は中央部が若干凹み、壁はいずこも明瞭に立ち上がる。

遺物出土状況：遺構の中央付近とそこから南側部分の覆土2層から、土器4点が出土した。

出土遺物：Ⅲ群土器2点、未分類土器2点が出土した。

性格：不明。 時期：不明。 （末光正卓）

P105の土層 1 . Ⅳ層にⅡ層がブロック状に30%程度まじる。 しまり堅 2. Ⅱ層にⅣ層が3%程

度まじる。 しまり軟 3． Ⅱ層にⅣ層(軽石と砂)が30％程度まじる。 しまり軟

P106(図V-25 ･ 35表V－3表l図版92･ 128)

位置:M-12 規模: 1.34m×1. 03m/1.05m×0.88m/0. 23m 平面形：不整形 長軸方
向:N-53. 5° －W

確認・調査・土層：遺構確認調査中、やや暗色を呈する土の堆積がみられ、短軸方向で半裁したとこ
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ろ、明瞭な壁の立ち上がりとほぼ平坦な曠底が確認された。覆土はⅣ層主体のものである。

曠底・壁：曠底は若干凹凸があり、南西側へ傾斜する。壁はいずこもほぼ明瞭に立ち上がる。

遺物出土状況：北東部分の覆土2層から、土器が3点出土した。

出土遺物：Ⅲ群土器2点、未分類土器1点が出土した。 1はⅢ群土器の胴部片で、結束羽状縄文が施
される。

性格：不明。 時期：不明。 （末光正卓）
P106の土層 1 .表土(IE)が90%以上を占める。 しまり軟、粘質性中 2. Ⅱ層にⅢ層(パミス含

まない)20％程度、Ⅳ層軽石3％程度まじる。軟～堅中 3．Ⅳ層とⅢ層が同量にまじるもの主体、

Ⅱ層3％程度まじる。 しまり堅、粘性弱4．Ⅳ層主体、Ⅳ層にⅡ層5％程度、 Ⅲ層8％程度まじる《

しまり堅粘性弱 5． Ⅲ層(パミス含まない)に、Ⅳ層10%、 Ⅱ層10%程度まじる。 しまり軟、粘性

中 6．軽石(.1c'U程度)を含む。Ⅲ～Ⅳ、二次堆積？ 堅、弱 7. W層主体二次堆積、堅、弱

8． Ⅲ層(パミス含まない)主体、二次堆積、軟、 中

P107(図V-25 ･ 35表V－3表1図版92･ 128)

位置:K･L-12 規模: 1. 23m×0.82m/0.81m×0.46m/0.48m 平面形：楕円形

確認・調査・土層：周囲をⅣ層まで下げたところで覆土l層を確認。実際の掘り込み面はⅡ層中であ

ろう。塘底でも遺体は検出できなかったが、形状と、埋め戻しと思われる覆土の状態から墓曠と判断

した。 Ⅱ層とⅣ層が入り混じった土。

曠底・壁：ほぼ水平。壁は緩やかに立ち上がる。

遺物出土状況：覆土上位と中位からⅣ群の土器片が計4点出土。小片がまばらに出土したあり方から

非共伴遺物と思われる。

出土遺物： 2は北筒式の口縁部片で、 円形刺突文が施される。

性格：不明

時期：少なくとも出土遺物より後、縄文中期以降のものである。周囲にあるP109, 110と時期を同じ

くするものと思われる。 （中山昭大）

P107の土層

1 . 10YR2/1 SL弱堅 15%W+m

2， 10YR4. 5/4 SL弱堅 90% Iv>n

3. 10YR2/1 SL 中～弱軟 3% n

4. 10YR2/1 SL弱軟～堅 3% n>W

5. 10YR4. 5/3 SL弱軟～堅70% 1v>n

6. lOYR2/1 SL 中～弱軟 2%=n

7. 10YR1.7/1 SL 中～弱軟～堅 2%=n

’

P109(図V 25･37表V－4表1 ･ 2図版92･ 148)

位置: J-11 ･ 12 規模: 1.38m×0. 97m/1.07m×0. 64m/0.40m 平面形：楕円形 長軸

方向:N-44o E

確認・調査・土層：遺構確認調査中、Ⅳ層軽石を含む黒色土の堆積がみられ、短軸方向で半裁したと

ころ、 明瞭な壁の立ち上がりとほぼ平坦な曠底が確認された。覆土は、 Ⅱ、Ⅳ層主体のものである。

曠底・壁：曠底は概して平坦で、壁は曲線的に立ち上がる。 ~
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遺物出土状況：北側から台石1点、南側からは土器1点が、覆土l層から出土した。

出土遺物：Ⅲ群土器1点、石皿・台石1点が出土した。 1は、覆土出土の台石である。
性格：不明。 時期：不明。 (末光r卓）

P110(図V-25表l ･ 2図版92)

位置: J-ll 規模: 1. 10m×0.87m/0. 71m×0.42m/0.47m 平面形：楕円形 長軸方
向:N-18。 －E

確認・調査・土層：遺構確認調査中、Ⅳ層軽石を含む黒色土の堆積がみられ、短軸方向で半裁したと

ころ、明瞭な壁の立ち上がりとほぼ平坦な曠底が確認された。覆土はⅡ層主体のものが多い。

墳底・壁：曠底面は若干の凹凸を有し、壁はいずこも垂直気味に立ち上がる。

遺物出土状況：中央よりもやや北側よりで、覆土2～4層から土器が合計4点出土した。

出土遺物：Ⅳ群c類土器1点、Ⅶ群土器1点、未分類土器1点、礫・礫片1点が出土した。

性格：不明。 時期：不明。 （末光正卓）

P122(図V-26 ･35･37表V-3 ･4表1 ･ 2図版93･ 128･ 148)

位置:U ll 標高24. 60m付近 規模: 1. 07m×0.89m/1.06m×0.83m/0. 33m 平面形：
円形状

確認・調査・土層：Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。半裁し、覆土を約33cll程掘り下げ、暗

灰色士の曠底面と壁の立ち上がりを検出する。覆土は軽石、粘土粒がわずかに混入する黒褐色土であ

る。ほぼ一層である。

擴底・壁：Ⅳ層中に構築され、平坦で堅い。中央部がわずかに高くなる。立ち上がりは西壁が垂直、

他は急傾斜である。

遺物出土状況：出土遺物総数は48点である。 この内訳は土器39点、石器など9点である。検出面から

2点、覆土中から46点出土している。まとまった出土状態ではない。出土土器はすべてⅢ群のもので、

石器では石鍼、石斧などが出土している。

出土遺物：土器～3は萩ケ岡l式の口縁部片で口縁部下に口縁部と平行して貼り付けがなされ、その

上と口縁端部に刻みが施される。石器～2は、泥岩の石斧で、部分的に磨かれ、刃部は両面丁寧に磨

いている。

性格：不明。 時期：出土遺物などから見て縄文時代中期のものと思われる。

P123(図V-26･35表V－3表1 ･ 2図版93･ 128)

位置:U-ll 標高24. 60m付近 規模: 1.28m×1. 15m/1. 16m×1. 10m/0.28m 平面形：

長円形 長軸方向:N-35° －W

確認・調査。土層: I層を除去し、Ⅳ層中で黒褐色土の落ち込みを検出する。半裁し、覆土を約28cm

程掘り下げ、暗黄灰色士の曠底と壁の立ち上がりを検出する。覆土は、 中央部に褐色土＞灰色土の混

合土であり、壁側には軽石、粘土粒がまじる黒褐色土が見られる。

塘底。壁：Ⅳ層中に構築され、平坦で、堅い。立ち上がりは北壁が急傾斜で、他は垂直的である。

遺物出土状況：出土遣物総数は113点である。 この内訳は土器108点、石器など5点である。曠底面か

らは礫が1点出土しただけで、他は検出面、覆土中から出土したものである。まとまった出土状態で

ない。出土土器はⅢ群とⅡ群の土器片が、石器ではRフレイクなどが出土している。
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出土遺物：土器～6は綱文式の口縁部で、 2個の補修孔をもつ。

性格：不明。 時期：出土遺物などから見て、 Ⅲ群土器を伴う縄文時代中期のものと思われる。

P133(図V-26･35表V－3表1図版87･ 128)

位置:N･O-5 規模: 1.43m×1. 23m/0. 84m×0.70m/O= 10m 平面形：楕円形 長軸

方向:N 32° －E

確認・調査・土層：遺構確認調査中、黒色土の堆積がみられた。短軸方向で半裁して掘り進めたが、

西側の壁が低くさらに、そこから落ち込んでいる状況(住居跡H1)が確認された。作業上の必要性
から本土擴に番号を付したが、結論として、H1の付属構築物であると考えられる。覆土はⅡ層主体

で、Hlの主体的な覆土と同質である。

曠底・壁：曠底は概して平坦で、壁は低いが明瞭に立ち上がる。中央付近、東側の壁際に柱穴(Pl33

柱穴)がlか所ある。

遺物出土状況：中央付近東側の覆土2層から、土器が1点出土した。

出土這物：Ⅲ群土器1点が出土した。 7はⅢ群土器の胴部片である。

性格：住居跡H1の先端部ピットであると考えられる。

時期：住居構造から縄文時代中期末から後期初頭頃と推測される。 （末光正卓）

1

P151 (図V-26表l図版93)

位置:H-4 規模: 0. 58m/0. 50m/0. 18m 平面形：円形

確認・調査・土層：周辺は耕作によりⅣ層まで削平されており、 I層除去後のⅣ層上面で検出した。

覆土はパミスを多く含み、埋め戻しによる堆積の可能性が高い。ただし土層1はパミスを含まない黒

色土で、 自然堆積の可能性もある。おそらく、土圧でくぼんだ遺構の上面にⅡ層が堆積したものであ

ろう。

曠底・壁：曠底はやや丸みを持つがほぼ平らである。壁は開き気味に立ち上がる。

遺物出土状況：覆土中で土器1点が出土した。

出土遺物：Ⅲ群土器1点が出土した。

性格：不明。

時期：出土した土器は1点のみの出土であるため時期を決定する根拠には出来ない。 （石井淳平）

P152(図V-26･35表V－3表l図版93･ 128)

位置:C 22 規模: 1. 96m×1. 36m/1. 62m×0. 92m/0.07m 平面形：楕円形 長軸方

向:N-32° －W

確認・調査・土層：平成12年度調査区の南端で検出した。 Ⅱ層を掘り下げ中に完形に近い注口土器を

検出したため遺構の存在を予測し、 Ⅱ層の掘り下げを進めた。Ⅲ層上面で、遣構と思われる楕円形の

プランを確認した。先の注口土器は楕円形のプランの南よりに位置していた。プランの南側は調査区

外へ広がっていたため、調査区をlrnほど拡張し、全体を確認した。東西方向にベルトを残し、南北

両側を掘り下げた。断面観察の結果、覆土はパミス、 ロームの混入度合いが周辺のⅡ層土と違いない

ことから自然堆積により埋没しているものと判断した。また、注口土器は曠底面より、 lOclllほど上の

レベルで出土していることから、遣構の掘削と注口土器の廃棄は直接の関わりを持たないと推測する。

曠底・壁：壌底は丸みを持つ。立ち上がりは不明瞭で、曠底と壁の区別は判然としない。 ~
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遺物出土状況：覆土中で完形土器1個体と、細かい土器片が出土した。

出土遺物：Ⅳ群c類土器44点が出土した。 うち1点は先述した完形土器である。 10は堂林式の壺であ

る。肩部は胴部の上1／3ほどのところにあり、屈曲は比較的強い。頸部は無文で口縁部は沈線が引

かれ、沈線と口縁部の間には半円形の沈線文が2重に引かれる。胴部の文様は肩部から上に限られ、

肩部から下はミガキが施される。文様帯は沈線により2段に分けられ、下段は鋸歯状の沈線文、上段
は裏、表で文様が異なっており、片側は木葉形の沈線文、反対側は入組文風の沈線文が施される。
性格：不明。人為的な掘り込みではない可能性もある。

時期：出土遺物からは縄文時代後期後葉に属する可能性が高いが、出土遣物と遺構掘削の時期が異な
る可能性もある。 （石井淳平）

P153(図V-26表1 ･ 2図版93)

位置:G 16 規模: 1.82m/1.77m/0.08m 平面形：円形

確認調査・土層：周辺は耕作のため、Ⅳ層まで削平されており、 I層除去後のⅣ層で検出した。規模

の小さい竪穴住居の可能性を想定して調査を進めた。東西方向にベルトを残し、南北両側を掘り下げ

た。数lOcIl]程度の深さを予想していたが、検出面からの深さは10cmに満たない浅いものであった。

覆土はパミスを若干多く含む黒褐色士が主体で、周囲からの流れ込みにより埋没している。

擴底・壁：壌底はほぼ平らで、壁は垂直に立ち上がる。

遺物出土状況：覆土中で土器片、 フレイク、礫が出土した。

出土遺物：未分類土器6点、 フレイク1点、礫1点が出土した。

性格：不明。 時期：出土遺物からは特定できない。 （石井淳平）

P154(図V-27表1 ･ 2図版93)

位置:F･G-7 規模: 1.44m×0. 89m/0.76m×0.41m/0.93m 平面形：不整形

確認・調査・土層：周囲は耕作によりⅣ層まで削平されており、 I層除去後のⅣ層上面で黒色土の充

填された楕円形のプランを確認した。長軸方向で半裁し断面を観察したが、壁にいくつもの細かいオ

ーバーハングがみられた。底面は平らであるが、南側では大きくオーバーハングする。検出時にはプ

ランを楕円形と考えていたが、再度精査すると不整形な楕円形であることが判明した。

土層3～13はパミスを多量に含む黒色～黒褐色土で、埋め戻しの際に生じる堆積構造に類似する。

擴底・壁：曠底は凹凸があるがほぼ平らである。壁はほぼ垂直に立ち上がり、一部オーバーハング気

味になる。

遺物出土状況：覆土中で土器片、 フレイクが少量出土した。

出土遺物：Ⅳ群土器3点、 フレイク1点が出土した。

性格：堆積構造は埋め戻しによる人為堆積層のそれと類似するが、平面形や断面形がいびつであるこ

とから、人為的に掘り込まれたものではないとの印象を受けた。 自然現象が要因で本遺構が形成され

たとすれば、立ち枯れした木の痕跡である可能性が高い。立ち枯れした木が腐植し、空洞化した穴の

内部に崩落士が堆積したため、埋め戻し土によく似た堆積状況が生じたのではないかと考える。

時期：不明。 （石井淳平）
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P155(図V-27図版94)

位置:H-6 規模: 0.88m×0. 68m/0. 80m×0. 63m/0. 10m 平面形：楕円形 長軸方
向:N-24° －W

確認・調査・土層：周辺は耕作によりⅣ層まで削平されており、 I層除去後のⅣ層で楕円形のプラン
を確認した。長軸方向で半裁した。掘り込みは浅いが、地山と覆土の境界は明瞭であることから、人

為的な掘り込みであると判断した。

覆土は単層である。大粒のパミスを含む汚れた暗褐色士で、埋め戻しによる堆積であろう。

曠底・壁：平らであるが、東側が高い。壁はやや開き気味に立ち上がる。

遣物出土状況：出土していない。

性格：不明。 時期：不明。 （石井淳平）

P156(図V-27表l ･ 2図版94)

位置:H-20 規模: 1. 13m×0. 95m/1. 12m×0. 98m/0.20m 平面形：楕円形 長軸方
向:N－83o －E

確認・調査・土層：Ⅲ層中で検出した。当初はプランを円形と考えていたため、グリッドと平行に半

裁した。

覆土は全体的にパミスを多く含む。特に土層2はパミスを多く含む。パミスの混入量から考えて、土

居2， 3は埋め戻しによる堆積である可能性が高い。

擴底・壁：塘底はほぼ平らで、壁はほぼ垂直に立ち上がり、一部オーバーハングする。

遺物出土状況：覆土中から土器片やフレイク類を中心に多量の遣物が出土した。

出土遺物：Ⅳ群c類土器379点の他、Ⅳ群a類土器1点、Ⅵ群土器1点、石錐1点、スクレイパー2点、

フレイク類64点、石斧1点、すり石1点、砥石1点、礫・礫片4点、土製品1点が出土した。

性格：墓の可能性と、ゴミ捨て穴の可能性があるが判断できない。

時期：Ⅳ群c類土器が多量に出土していることから、縄文時代後期後葉の可能性が高い。 1点のみ出

土しているⅥ群土器は周囲からの流れ込みによる混入であろう。 （石井淳平）

P157(図V-27図版94)

位置:G-6 規模: 0. 95m×0. 66m/1. 16m×0.85m/0. 34m 平面形：不整楕円形 長軸

方向:N-86。－E

確認・調査・土層：周辺は耕作によりⅣ層まで削平されており、 I層除去後のⅣ層で検出した。黒褐

色土が落ち込んだ楕円形のプランで、小型の墓曠の可能性があると予測して調査を開始した。長軸方

向の南西一北東方向で半裁した。

覆土はパミスを多く含む黒褐色土を主体とし、埋め戻しによる堆積に類似する。ただし、後述するよ

うに人為的な堆積ではなく、壁面の崩落土を含む自然堆積層の可能性が高い。

曠底・壁：曠底・壁ともに不整形で、凹凸多数。

遺物出土状況：出土していない。

性格：底面、壁面に細かい凹凸が多数見られ、人為的な掘り込みである可能性は低い。覆土はパミス

を多く含んでおり、一見人為的な埋め戻しによる堆積に見えるが、穴の埋没過程で壁面の崩落などが

起きたため、黒褐色土とパミスが混じり合った土層が形成されたものと考える。 P154同様、立ち枯れ

した木の痕跡ではないかと考える。
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時期：不明 (石井淳平）

P158(図V-27表l 図版94)

位置:H 6 規模: 1. 22m×0.79m/1.06m×0. 62m/0. 14m 平面形：隅丸長方形 長軸
方向:N-59o －W

確認・調査・土層：周辺は耕作によりⅣ層まで削平されており、 I層除去後のⅣ層で検出した。プラ

ンは東西方向に長い隅丸の長方形で、長軸に沿って東西方向に半裁した。プランが調査区西側で検出

された北大式期の土壌墓のそれと似ていることから、墓壌の可能性を考えたが、副葬品と考えられる
遺物などは出土していない。

覆土はパミスが混入した黒褐色～暗褐色士を主体とする。埋め戻しによる堆積と判断した。

擴底・壁：擴底は平らで、壁は開き気味に立ち上がる。

遺物出土状況：覆土中で土器片3点が出土した。

出土遺物：Ⅳ群c類土器1点、Ⅶ群土器2点が出土した。

性格：不明。 時期：出土遺物からは特定できない。 （石井淳平）

P159(図V-27･35表V－3表1 ･ 2図版94･ 128)

位置:H-7 規模: 1. 11m×0.76m/0.96m×0. 57m/0. 14m 平面形：楕円形 長軸方
向:N-71o－W

確認・調査・土層：周辺は耕作によりⅣ層まで削平されており、 I層除去後のⅣ層で検出した。長軸

方向で半裁した。曠底付近で土器が一括出土したため、出土状況を図化した後、取り上げた。墳底の

形状から、 当初は二つの遺構が切り合っているものかと考えたが、断面では確認できなかった。掘削

当初から擴底面が二段であったと判断した。

覆土はパミスを多量に含む黒褐色土が主体で、埋め戻しによる堆積であろう。

擴底・壁：曠底は西側が一段低くなっている。壁は開き気味に立ち上がる。

遺物出土状況：曠底付近で堂林式の深鉢が出土した。出土レベルは曠底面ではなく、壌底から約5cnl

ほど上である。その他土器片、 フレイク類が少量出土した。

出土遺物：Ⅳ群c類土器が18点、 フレイク2点が出土した。 9 ･ 11は堂林式の口縁部片と胴部片で、

同一個体の可能性が高い。胴部が丸く、頸部は短い。頸部との境界は強く屈曲する。 こうした器形は

ホッケマ式のような後期中葉の土器に多くみられることから、堂林式の中でも古手に位置づけられる。

口縁部には突瘤があり、頸部は横走沈線の間に鋸歯状の沈線文を施す。頸部と胴部の境界には幅の狭

い無文帯が存在する。胴部は横走沈線によりいくつかの文様帯に区画され、上段は頸部の文様とよく

似た鋸歯状の沈線文、下段は木葉形の沈線文を施す。

性格：不明。

時期：曠底付近で堂林式土器が出土していること、Ⅳ群c類土器が多く出土していることから縄文時

代後期後葉である。 （石井淳平）

P160(図V-28･35表V－3表1 ･ 2図版94･ 128)

位置:F 8 規模: 1.36m×1. 23m/0. 93m×0. 74m/1. 18m 平面形：円形

確認・調査・土層：周辺は耕作のためⅣ層まで削平されており、 I層除去後のⅣ層で検出した。東西

方向にセクションベルトを設定し、南側を半裁した。断面図の作成、写真撮影の後、北側も掘り下げ
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完掘した。

土居1， 2は黒みが非常に強い黒色土で、それより下層ではローム、パミスが主体となる。埋め戻し

による堆積に似る。土居3以下は主に壁面の崩落により堆積したもので、土層1， 2は周辺からの土

砂の流入による堆積と考える。

曠底・壁：壌底壁ともに不整形

遺物出土状況：覆土の上層で土器片、石斧、 フレイク類が少量出土した。 これらは周囲から流れ込ん

だものと考える。

出十潰物：Ⅲ群b類土器9点、石斧片1点、 フレイク2点が出土した。 12は東釧路Ⅲ式～コッタロ式

の胴部片で、組紐圧痕文が押捺される。

性格：壁面曠底ともに細かい凹凸や横穴が無秩序に存在し、人為的に掘削された遣構の可能性は低い

と考える。 Pl54などと同じく、立ち枯れした木の痕跡ではないかと推測する。

時期：不明。 （石井淳平）

P161 (図V-28･35表V 3表1 ･ 2図版95･ 128･ 129)

位置:H-19･20 規模: 1. 34m×1. 10m/0. 90m×0.83m/0. 15m 平面形：楕円形 長軸

方向:N-9o －E

確認・調査・土層： Ⅱ層除去後のⅢ層中で検出した。遺構の中央を通るようにセクションベルトを設

定し、掘り下げた。覆土の中位でⅢ群土器が出土したため、 出土状況を図化し、写真撮影を行った後、

取り上げを行い、完掘した。

覆土はパミスを多く含み、土質は均質である。埋め戻しによる堆積と判断した。遺物が曠底面ではな

く覆土の中位から出土していることを考盧すると、埋め戻しの途中で土器が廃棄された可能性が高い。

擴底・壁：曠底はほぼ平らで、壁は開きながら立ち上がる。

遺物出土状況：覆土の中位で、 Ⅲ群土器の底部が出土した。その他、 Ⅲ群土器の破片が多量に出土し

た。

出土遺物：Ⅲ群土器110点、石鍼1点が出土した。 13は静内中野式の口縁部片、 14はⅢ群土器の胴部片

である。 15は萩ケ岡2式の口縁部片で、突起部分は沈線と刺突が施される。突起の下には貼り付けと

押引きによる×字の文様が施文される。 さらに下には半裁竹管による沈線をはさみ、 Y字状の貼り付

けと押引きが施される。 16はⅢ群土器の底部で、結束羽状縄文が施される。 18， 19， 17はⅢ群土器片

である。

性格：不明。

時期：Ⅲ群土器が多量に出土していることから縄文時代中期である。 （石井淳平）

P162(図V 28図版95)

位置:H-9 規模: 0.37m×0. 29m/0. 25m×0. 22m/0.06m 平面形：楕円形 長軸方

向:N-63。 －W

確認・調査・土居：周辺は耕作のためⅣ層まで削平されており、 I層除去後のⅣ層で検出した。東西

方向にベルトを設定し、南側を半蔵した。断面図の作成、写真撮影の後、完掘した。周辺には規模や

覆土の状況がよく似たP163～165が存在したため、完掘後の平面図作成、写真撮影はこれらと同時に

行った。

覆土はパミスを少量含む黒褐色土が主体で、堅くしまっている。
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擴底・壁：曠底はやや丸みをもち、壁は開きながら立ち上がる。

遺物出土状況：出土していない。

性格：不明。 時期：不明。 (石井淳平）

P163(図V-28図版95)

位置: I-9 規模: 5.4m/0.44m/0. 18m 平面形：円形

調査状況：周辺は耕作により削平されており、 I層除去後のⅣ層で検出した。東西方向にセクション

ベルトを残し、南側を半裁した。断面図の作成、写真撮影の後、完掘した。平面図作成、完掘写真の

撮影はP162, 164, 165と同時に行った。

覆土はパミスを多く含む黒色～黒褐色土主体で、埋め戻しによる堆積であろう。

擴底・壁：擴底はほぼ平らで、壁は開き気味に立ち上がる。

遺物出土状況：出土していない。

時期：不明。 （石井淳平）

P164(図V-28図版95)

位置: 1-9 規模: 0. 69m×0. 61m/0.47m×0.43m/0. 10m 平面形：楕円形 長軸方
向:N-24° －W

確認・調査・土層：周辺は耕作により削平されており、 I層除去後のⅣ層で検出した。東西方向にセ

クションベルトを残し、南側を半裁した。断面図の作成、写真撮影の後完掘した。平面図作成、完掘

写真の撮影はP162, 163, 165と同時に行った。

覆土はパミスを多く含む黒色～黒褐色土主体で、埋め戻しによる堆積であろう。

曠底・壁：墳底はほぼ平らで、壁は開き気味に立ち上がる。

遺物出土状況：出土していない。

性格：不明。

時期：不明。 （石井淳平）

P165(図V-28図版95)

位置: I-9 規模: 0. 75m×0. 64m/0.48m×0.41m/0. 16m 平面形：楕円形 長軸方
向:N-84o E

確認・調査・土層：周辺は耕作により削平されており、 I層除去後のⅣ層で検出した。東西方向にセ

クションベルトを残し、南側を半裁した。平面図作成、完掘写真の撮影はP162～164と同時に行った。

覆土はパミスを多く含む黒色～黒褐色士主体で、埋め戻しによる堆積であろう。

擴底・壁：墳底は丸みをもち、壁は曠底との区別が判然としない。

遺物出土状況：出土していない。

性格：不明。

時期：不明。 （石井淳平）

P166(図V-28･ 35表V－3表1 ･ 2図版129)

位置:G-20 規模: 1. 12m×0. 86m/1.04m×0.78m 平面形：楕円形 長軸方向:N-
53o －E
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確認・調査・土層：Ⅲ層調査中に遺構のプランを検出した。覆土中にⅡ群土器が一括廃棄されていた

ため、断面図の作成を断念し、土器を完全に確認できる深さまで遣構全体を掘り下げた。土器の出土

状況の図化、写真撮影を行った後、取り上げを行い、完掘した。

覆土は暗褐色士を主体とし、パミスの混入は少ない。

曠底・壁：曠底はほぼ平らで、壁は開き気味に立ち上がる。

這物出土状況：Ⅳ群a類土器が一括出土した。 これらはすべて覆土の中位から出土しており、擴底で

出土したものはない。遺構がある程度埋没した後に廃棄されたものであろう。

出r置物：Ⅲ群土器9点、Ⅳ群a類土器136点、Ⅳ群c類土器4点、未分類土器片4点、 フレイク1点

が出土した。 20はⅡ群土器の胴部片で、胎土に繊維を多く含む。

性格：不明である。出土した土器は遺構が埋没しかかったくぼみを利用して廃棄された可能性が高く、

本遺構に直接伴うものではない。

時期：Ⅳ群a類土器が多量に出土していることから、後期前葉である。 （石井淳平）

P168(図V 29)

位置:H 10 規模: 2.34m×1. 78m/1.48m×0. 97m/0. 16m 平面形：不整楕円形 長軸

方向:N-77。－E

確認・調査・土層：周辺は耕作のためⅣ層まで削平されており、 I層除去後のⅣ層で検出した。北東

南西方向にセクションベルトを残し、両側を掘り下げた。断面図、平面図の作成、および写真撮影

の後、完掘した。

覆土は上層に黒色土、下層に明るい黒褐色土が堆積する。地山面と覆土との境界は明瞭で、人為的な

掘り込みの可能性もあるが、平面形、断面形ともに不整形であることから、 自然のくぼみである可能

性もある。

擴底・壁：曠底は不整形で、曠底と立ち上がりの境界は判然としない。

遺物出土状況：出土していない。

性格：自然のくぼみの可能性もある。

時期：不明。 （石井淳平）

’P169(図V-29表1 ･ 2図版96)

位置:F-12 規模: 1. 50m×1. 17m/1. 56m×0.82m/0.76m 平面形：不整楕円形 長軸

方向:N-85。 －E

確認・調査・土層：周辺は耕作によりⅣ層まで削平されており、 I層除去後のⅣ層で検出した。東西

方向にセクションベルトを設定し、南側を半裁した。断面図の作成、写真撮影の後、反対側も掘り下

げ完掘した。

土居l ･ 3は黒褐色土主体で、 Ⅱ層起源の、周辺からの流れ込みによる堆積層である。土層5～9は

Ⅲ、Ⅳ層土主体のしまりのない層で、壁面の崩落土である可能性が高い。

曠底・壁：曠底は不整形で、壁には細かい凹凸が多数存在する。西側がオーバーハングする。

遺物出土状況：覆土上層で土器片、 フレイク類が出土した。周囲からの流れ込みであろう。

出土遺物：Ⅳ群c類土器15点、Ⅶ群土器17点、 フレイク14点が出土した。

性格:P154同様、立ち枯れした木の痕跡ではないかと考える。

時期：不明。 （石井淳平）
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P170(図V 29･36･37表V-3 ･4表1 ･ 2 図版96･ 129･ 148)

位置: 1-13 規模: 1. 26m×0.86m/1.06m×0.72m/0. 10m 平面形：楕円形 長軸方

向:N-89° E

確認。調査。土層：周辺は耕作によりⅣ層まで削平されており、 I層除去後のⅣ層で検出した。検出

時のプランおよび、覆土の状況から、北大式期の土壌墓の可能性を想定し、調査を進めた。南北方向

にセクションベルトを設定し、両側を掘り下げた。検出面からの深さは約1Ocmと浅く、副葬品と見ら

れる遺物は出土しなかった。断面図の作成、写真撮影の後、ベルトを除去して完掘した。また、曠底

近くで炭化物が出土したため、周囲の土壌ごと採取し、水洗選別を行った。

覆土は黒色～黒褐色土主体で、パミスを少量含む。埋め戻しによる堆積である可能性が高い。

擴底・壁：曠底はほぼ平らで、壁は開きながら立ち上がる。

遺物出土状況：覆土中で土器片、 フレイクを中心とした石器類が少量出土した。

出土遺物：Ⅲ群土器21点、石鍼1点、 フレイク20点が出土した。また曠底付近で炭化物を検出した。

21は堂林式～御殿山式の胴部片、 23はⅢ群土器の胴部片である。

石器～4は覆土中出土の石鍼で、有茎平基のものである。石材は黒曜石。

性格：不明

時期：Ⅲ群土器が最も多く出土しているが、時期を特定する根拠には出来ないと判断した。

（石井淳平）

P171 (図V-29･36表V－3表l図版96･ 129)

位置:H-13 規模: 1. 29m×1. 07m/1. 14m×1.08m/0. 68m 平面形：楕円形 長軸方

向:N-68o －W

確認・調査・土層：周辺は耕作によりⅣ層まで削平されており、 I層除去後のⅣ層で検出した。検出

時のプランおよび、覆土の状況から、北大式期の土壌墓の可能性を想定し、調査を進めた。東西方向

にセクションベルトを設定し、南側を掘り下げた。曠底や壁には細かい凹凸が無秩序に存在し、墓曠

である可能性は低いと判断した。断面図の作成、写真撮影の後、反対側を掘り下げて完掘した。

覆土は上層ほど黒色士に近く、最下層の土層7はほぼ純粋なロームである。土層2～6はパミスを多

く含むⅣ層土主体の層で、壁面の崩落土に由来する。

曠底・壁：墳底は不整形で、壁には細かい凹凸が多数存在する。

遺物出土状況：覆土の中層から上層で土器片が出土した。周囲からの流れ込みの可能性が高い。

出土遺物：Ⅲ群土器16点、Ⅳ群c類土器7点が出土した。 22， 24は堂林式～御殿山式の胴部片である。

性格: Pl54などと同様、立ち枯れした木の痕跡ではないかと考える。

時期：不明。 （石井淳平）

P172(図V 29表1 ･ 2図版96)

位置:H-12 規模: 1.00m/0. 96m/0.43m 平面形：円形

確認・調査。土層：周辺は耕作によりⅣ層まで削平されており、 I層除去後のⅣ層で検出した。東西

方向にセクションベルトを設定し、南側を掘り下げた。断面図の作成、写真撮影の後、反対側を掘り

下げ完掘した。

土居1は壁面の崩落土で、 ほぼ純粋なⅣ層土である。土居3， 4はローム主体の層で、壁面の崩落土

である。土層2はくぼみに周囲のⅡ層土が流れ込んだことにより形成された土層である。
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曠底・壁：壌底はやや丸みをもち、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

遺物出土状況：出土遺物の多くは土層2から出土しており、周辺から流れ込んだものと考える。

出土遺物：Ⅲ群土器20点、Ⅳ群c類土器1点、Ⅳ群土器1点、 フレイク2点が出土している。

性格: P154同様、立ち枯れした木の痕跡ではないかと考える。

時期：不明。 （石井淳平）

P173(図V 29表1図版96)

位置:0 12 規模: 1.03m×0. 73m/0.88m×0.66m/0. 16m 平面形：楕円形 長軸方

向:N-39o W

確認・調査・土層：周辺は耕作によりⅣ層まで削平されており、 I層除去後のⅣ層で検出した。東側

を半裁し、土層の確認を行った。深さが1Oclnと浅かったため、幅約5cmのベルトを残し、反対側も壌

底面まで掘り下げた。平面図、断面図の作成、写真撮影の後、ベルトを除去し完掘した。

覆土は炭化物やパミスを含む黒褐色土が主体で、埋め戻しによる堆積の可能性が高い。土器片も含ま

れていたが、多くは小片である。

曠底・壁：塘底はほぼ平らで、壁はやや開き気味に立ち上がる。

遺物出土状況：覆土中で土器片、 フレイク類が少量出土した。

出土遺物：未分類土器4点、 フレイク1点が出土した。土器片は焼成不良のため風化が著しいものが

多い。時期は特定しにくいが、 Ⅲ群の可能性が高い。

性格：不明。曠底に幅2～3cm、長さ3～10cmの細かいくぼみが無数に存在する。掘り具の痕跡では

ないかと推測する。

時期：出土遺物からは特定できない。 （石井淳平）

P174(図V-30表1 ･ 2図版96)

位置:N-13 規模: 0.85m/0. 71m/0. 23m 平面形：円形

確認・調査・土層：周辺は耕作によりⅣ層まで削平されており、 I層除去後のⅣ層で検出した。南側

を半裁し、断面の観察を行った。

覆土はパミスを含む黒褐色土が主体で、埋め戻しによる堆積と判断した。黄褐色土主体の土層3は周

囲からの流れ込みまたは、壁面の崩落に由来する可能性もある。

擴底・壁：曠底は平らで、壁はやや開き気味に立ち上がる。

遺物出土状況：覆土の上層で土器片、 フレイク類が少量出土した。

出十漬物：Ⅲ群土器2点、未分類土器1点、 フレイク1点が出土した。

性格：不明。

時期：曠底付近で採取した土壌によるCl4年代測定では、 4190±40(yBP)という年代が算出されて

いる。出土したⅢ群土器の年代とも矛盾せず、縄文時代中期後葉の年代が与えられる。 （石井淳平）

P175(図V-30･ 36･37表V 3 ･4表1 ･ 2図版97･ 129･ 148)

位置:N-13 規模: 2.25m/1. 66m/0. 23m 平面形：不整形

確認・調査・土層：Ⅲ層上面を調査中に検出した。 I層を除去した時点で、台石と思われる扁平な礫

を確認しており、 また、付近のⅡ層を掘り下げ中にもフレイクや縄文時代中期の土器片が出土してい

たことから遺構の存在を予想した。グリッドと平行するように十字のベルトを残して四分割し、掘り

402



V縄文時代の遺構と遺物

下げた。覆土からは縄文時代中期と思われる土器片やフレイク類、少量の石器が含まれていた。 自然

の落ち込みと判断したため、セクション図は作成せず標高の測定のみにとどめた。

覆土は上下2層からなり、上層はパミスをほとんど含まない黒色士、下層はローム主体で暗褐色土を
含む。遺物は全て上層から出土している。

曠底・壁：曠底は丸みをもち、立ち上がりは不明瞭で擴底と壁の区別は判然としない。

遺物出土状況：土器片を中心に比較的多くの遺物が出土した。ほとんどが上層の黒色土からの出土で
ある。

出土遺物：Ⅲ群土器64点、Ⅳ群c類土器15点、未分類土器26点、石鍼1点、 フレイク171点、石皿・台
石2点、礫・礫片2点が出土している。

土器～25はⅡ群土器の胴部片、 26は余市式の口縁部片である。

石器～3は覆土中出土の石皿片、石材は安山岩である。

性格：土曠の形状は不整形で、人為的な掘り込みの可能性は低いと考える。出土遺物が床面から一定

の高さを保って出土していることから、本遺構がある程度埋没した後にこれらの遺物が廃棄されたも
のと考える。

時期：出土土器の中ではⅢ群土器が最も古いことから、遺構の掘削は縄文時代中期以前である。

（石井淳平）

~

P176(図V-30表l図版97)

位置:P-13 規模: 0.89m×0. 63m/0.74m×0.45m/0. 19m 平面形：不整楕円形 長軸
方向:N-79｡ -E

調査状況：周辺は耕作のためⅣ層まで削平されており、 I層除去後のⅣ層で検出した。短軸方向に幅

5cmのセクションベルトを設定し、両側を半裁した。断面図作成、写真撮影の後、完掘した。

覆土は上下2層に分層した。上層の土居1はⅡ層が落ち込んだ自然堆積層である。下層の士層2は粒

の細かいロームを含み、人為的な埋め戻しによる堆積の可能性がある。

擴底・壁：擴底はほぼ平らで、壁はやや開き気味に立ち上がる。

遺物出土状況：覆土中で土器片が少量出土した。

出土遺物：Ⅲ群土器6点が出土している。

性格：不明。

時期：出土遺物からは特定できない。 （石井淳平）

P177(図V 30表l ･ 2図版97)

位置: P 13 規模: 2.24m×1.66m/1.39m×0.89m/0. 17m 平面形：楕円形 長軸方
向:N-35． －E

確認・調査・土層： Ⅱ層の調査中に土器片が集中的に出土したため、遣構の存在を予測した。周辺を

精査し、遣構のプランを確認した。長軸方向にトレンチを設定し、断面観察を行った。その後、幅

10cmのベルトを残して全体を掘り下げた。

覆土は黒色土主体で、周辺のⅡ層土と同じ土質である。 自然堆積であろう。

擴底・壁：曠底は全体的に丸みを持ち、凹凸がある。立ち上がりは不明瞭で、墳底と壁の区別は判然

としない。

遺物出土状況：Ⅲ群土器片を中心に、多量の遺物が出土した。 これらは曠底から数cm浮いた状態で出
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土している。

出土遺物：Ⅲ群土器93点、未分類土器2点、 フレイク2点、礫・礫片1点が出土している。

性格：平面、断面の形状からは人為的な掘り込みである可能性は低い。出土遺物が曠底面ではなく、

若干上層から出土していることから、 自然のくぼみを利用して遺物が廃棄されたものと考える。

時期：Ⅲ群土器がまとまって出土しており、掘削は中期後葉かそれ以前である。 （石井淳平）

P178(図V 30図版97)

位置:R 12 規模: 0.82m×0. 67m/0. 62m×0｡ 53m/0.09m 平面形：不整楕円形 長軸

方向:N-73° －W

確認・調査・土層：周辺は耕作によりⅣ層まで削平されており、 I層除去後のⅣ層で検出した。検出

時には長径2nl以上の不整形のプランとして確認したため、複数の遺構が切り合っているものと予測

した。遺構の斬り合い関係を平面で確認するため、全体を削って精査したところ、覆土と予想してい

た大部分は上面を浅く覆っているのみで、 これを取り除くと長径lm弱の楕円形のプランが残った。

東西方向に幅約5cmのベルトを残し、両側を掘り下げた。断面図、平面図作成、写真撮影の後、セク

ションベルトを除去し完掘した。また、セクションベルト内壌底付近の土壌をC14年代測定試料とし

て採取した。

覆土はパミスを多く含み、堅くしまっている。覆土にパミスを多く含むことから、埋め戻しによる堆

積であると判断した。

曠底・壁：擴底はほぼ平らで、壁はやや開き気味に立ち上がる。

遺物出土状況：出土していない。

性格：不明。

時期：曠底付近で採取した土壌によるCl4年代測定の結果では、 4210±40(yBP)という値が算出さ

れており、縄文時代中期後葉に位置づけられる。 （石井淳平）

’

P180(図V-30表1 ． 2図版97)

位置:H-16 規模: 2. 55m×1.68m/236m×1.41m/0. 25m 平面形：楕円形 長軸方

向:N-64o W

確認・調査・土層：Ⅲ層調査中に検出した。大型の墓曠または、小型の竪穴式住居である可能性を予

想し、調査を開始した。長軸がグリッドにほぼ平行するため、グリッドに沿って十字にセクションベ

ルトを設定し掘り下げた。南北方向の壁面で、断面図の作成、写真撮影を行った後、セクションベル

トを除去した。

覆土は土層l～4が黒色土主体、土層5， 6がⅢ、Ⅳ層土を起源とする暗褐色～黄褐色土主体で、全

体的にパミスを多く含む。薄い層が幾層も重なって堆積していることから、 自然堆積によるものと考

える。

曠底・壁：曠底は平らで、壁は開き気味に立ち上がる。

遺物出土状況：覆土中から土器片、 フレイクが少量出土した。

出土遺物：Ⅲ群土器5点、Ⅳ群c類士器3点、 フレイク2点が出土した。

性格：不明。

時期：Ⅲ群土器、Ⅳ群c類土器がそれぞれ7点ずつ出土しているが、 これらの出土遺物からは判断で

きない。 （石井淳平）

’

１

１
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P181(図V-31 ･37表V 4表1 ･ 2図版98･ 148)

位置:N-15 規模: 3. 14m×2.39m/2. 98m×2.24m/0. 12m 平面形：楕円形 長軸方
向:N-5o－E

確認・調査・土層: I層除去中に縄文時代中期中葉の土器片が集中的に出土した。 I層除去後、土器

の分布範囲を精査したところ、長径約3mの楕円形のプランを確認した。長軸に沿ってセクションベ

ルトを設定し、西側にサブトレンチを掘削し断面の観察を行った。断面観察の結果、本遺構を切って

Pl83が掘り込まれていることが判明したため、Pl83の調査を先行して行い、その後P181の調査を行

った。覆土中でやや大きな破片の土器が出土したため、主なものは地点を計測し、取り上げた。

覆土はパミスの混入が少なく、 Ⅱ層土に似る。人為的な埋め戻しによる堆積ではなく、 自然堆積によ
るものであろう。

擴底。壁：曠底はほぼ平らで、壁は開き気味に立ち上がる。

重複・新旧関係:Pl83に切られる。

遺物出土状況：土器片、 フレイク類を中心に多量の遺物が出土した。土器片は破片の大きなものが多

い。擴底付近から出土したものはわずかで、多くの遺物は曠底からlOCnlほど高い位置で出土した。

出土遺物：Ⅲ群土器が95点、石雛1点、 Rフレイク1点、 フレイク類106点、礫・礫片1点が出土した。
石器～5は三角形状平基の石鑛。石材は黒曜石である。

性格：人為的な掘り込みか自然のくぼみかは判断できない。出土遺物が塘底面ではなく、若干上層か

ら出土していることから、本遺構の埋没がある程度進んだ時点で、遣物が廃棄されたものと考える。

時期：Ⅲ群土器が大量に出土しているが、遺構の構築時期は出土遺物の時期より若干さかのぼる可能

性がある。 （石井淳平）

P182(図V-31表1図版97)

位置:X-ll 規模: 0.97m/0. 86m/0. 20m 平面形：円形

確認・調査・土層：沢2の落ち込み際で検出した。東側を半裁し、断面の観察を行った。断面図の作

成、写真撮影の後、西側も掘り下げて完掘した。

覆土は黒色土主体で、 しまりがない。パミスが少量混入していること、堆積が互層になっていないこ

とから埋め戻しによる堆積の可能性がたかい。

擴底・壁：墳底は平らで、壁はやや開き気味に立ち上がる。

遺物出土状況：覆土中で少量の土器片が出土した。

出土遺物：Ⅲ群土器9点、Ⅳ群c類土器2点が出土した。

性格：不明。

時期：Ⅲ群土器が最も多く出土しているが、Ⅳ群c類土器も2点出土していることから、 これらの出

土遺物からは判断できない。 （石井淳平）

P183(図V-31 ･36表V－3表1 ･ 2図版98･ 129)

位置:M･N-15 規模: 1．44m×0. 88m/0. 98m×0. 62m/0.22m 平面形：不整楕円形

長軸方向:N-70° －W

確認・調査・土層:P181塘底面の南側で検出した。断面の観察からP181を切って掘り込まれている

と判断した。 P181と完全に重複するため、検出時にはその存在に気づかなかったが、 P181のために

設定したセクションベルトが、本遣構のほぼ中央を通っており、 このセクションベルトの観察により
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本遺構の存在を確認した。主な出土遺物は地点を計測して取り上げを行い、 まとまって出土した土器

片は出土状況図を作成した。断面図の作成、写真撮影はPl81と同時に行った。

覆土はパミスの混入が少なく、 自然堆積による可能性が高い。

擴底・壁：曠底は丸みをもち、壁は開きながら立ち上がる。

重複・新旧関係: P181を切る。

遺物出土状況：Ⅲ群土器フレイク類が多量に出土した。曠底より5～1Ocm程度浮いた状態で出土し

た。

出土遺物：Ⅲ群土器134点、未分類土器29点土器Rフレイク1点、フレイク44点出土した。 27はⅢ群

土器の胴部片、 28は天神山式で、突起から垂下する貼り付けをもつ。貼り付けの両側には竹管状工具

による刺突が連続的に押される。 口縁に沿って押引き文がめぐる。

性格：出土遺物が曠底面ではなく、若干上層から出土していることから、 これらの遺物は本遺構に直

接伴うものではないと考える。遺構の埋没がある程度進んだ時点で、遺物が廃棄されたものであろう

時期：時期のわかる遺物は全て縄文時代中期後葉のⅢ群b類土器であるが、遺物の出土状況から、掘

削の時期はこれよりさかのぼる可能性がある。 （石井淳平）

｜

~
P184(図V-31表1 ･ 2図版98)

位置:Q 14 規模: 0.82m/0. 75m/0. 25m 平面形：円形か隅丸正方形

確認。調査・土層:TP5の北側に検出した。新旧関係は、TP5がP184の曠壁の一部を切っており、

TP5より古いと判断した。曠底面に直径0.37m、深さ0.04mの円形土壌を検出した。断面から、付

属する小ピットであると判断した。

土壌覆土は概ね自然な堆積を示すが、小ピットの覆土は保水性の強い黒色を呈している。

擴底・壁：曠底面は中央から擴壁に向かって緩やかに上がる。壁はやや不整形であるが概ね急な立ち

上がりである。

重複・新旧関係:TP5に切られる。

遺物出土状況：曠底および覆土中で土器片、 フレイク類が出土した。

出土遺物：Ⅲ群土器3点、 フレイク2点が出土した。

性格：不明。

時期：出土遺物からは判断できず、 TP5の構築時期も不明であることから遺構の新旧関係により時

期を特定することは出来ない。 （石井淳平）

’P185(図V-31 ･37表V－4表1 ･ 2図版148)

位置: 1-17 規模: 1. 03m/0. 83m/0. 22m 平面形：円形

確認・調査。土層：Ⅲ層掘り下げ中に検出した。南北方向にセクションベルトを残し、両側を掘り下

げた。断面図の作成、写真撮影の後、セクションベルトを除去し、完掘した。

覆土はパミスを多く含む黒色～暗褐色土である。土層2～3は埋め戻しによる堆積の可能性が高い。

土居1は遺構が埋め戻された後、 くぼみにⅡ居士が堆積したものである。

擴底・壁：曠底は平らで、壁は開き気味に立ち上がる。

遺物出土状況：覆土中で土器片、 フレイクなどが少量出土した。

出士漬物：Ⅲ群土器2点、石雛1点、 フレイク7点が出土した。

石器～6は覆土中出土の有茎平基の石鎌で、石材は黒曜石。被熱している。
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性格：不明。

時期：不明。 （石井淳平）
P186(図V-31表1 ･ 2)

位置:N-16 規模: 0. 69m/0. 63m/0.21m 平面形：円形

確認・調査・土層：Ⅲ層上面で検出した。プランはほぼ円形で、東西方向にセクションベルトを設定

し、半裁した。塘底面付近で、直径約20cmの円礫を検出した。周辺の包含層にはこのような円礫が存
在しないことから、意図的に埋納された可能性が高い。

覆土は軟質で黒色土を主体とする。 Ⅱ層起源の土が流入した自然堆積層の可能性もあるが、断面の観

察ではⅡ層土が流入した状況が確認できなかったこと、 円礫が埋納されていることなどから、埋め戻
しによる堆積の可能性が高い。

曠底・壁：塘底は平らで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

遺物出土状況：覆土中位で円礫が出土したほか、土器片、 フレイクが少量出土した。

出土遺物：Ⅲ群土器1点、Ⅳ群c類土器12点、未分類土器9点、 フレイク5点、礫・礫片1点が出土
した。

性格：不明。

時期：時期のわかる遺物のうちⅢ群b類土器1点を除き、全てⅣ群c類土器であることから縄文時代

後期後葉の可能性が高い。 （石井淳平）

P187(図V-32表1 ･ 2)

位置:C-17 規模: 0. 84m/0. 82m/0.29m 平面形：円形

確認・調査・土層：周辺は耕作のためⅣ層まで削平されており、 I層除去後のⅣ層で検出した。東西

方向にセクションベルトを設定し、南側を半裁した。断面図の作成、写真撮影の後、完掘した。

覆土は砂粒を多く含む黒褐色土が主体で、埋め戻しによる堆積である。

擴底・壁：壌底は平らで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

遺物出土状況：覆土中から土器片、 フレイクが少量出土した。

出土遺物：Ⅳ群c類土器8点、 フレイク8点が出土した。

性格：覆士と地山の境界が明瞭で、鉄製の鋤などの鋭い刃をもつ道具で掘られた可能性が高い。近現

代の土壌である可能性も高いが、出土した遺物に新しい時期のものは含まれていない。

時期：出土遺物からは縄文時代後期後葉の時期が考えられるが、砂粒を多く含む覆土は他の縄文時代

の遺構にはみられないもので、近現代に構築された可能性もある。 （石井淳平）

P188(図V-32･ 36表V－3表1 ･ 2図版130)

位置:C-17 規模: 0.75m/0. 69m/0. 27m 平面形：円形

確認・調査・土層：周辺は耕作のためⅣ層まで削平されており、 I層除去後のⅣ層で検出した。東西

方向にセクションベルトを設定し、南側を半裁した。断面図の作成、写真撮影の後、完掘した。

覆土は砂粒を多く含む黒褐色土が主体で、埋め戻しによる堆積である。

曠底・壁：壌底は平らで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

遺物出土状況：覆土中から土器片、 フレイクが少量出土した。

出土遺物：Ⅲ群土器1点、Ⅳ群c類土器23点、 フレイク1点が出土した。 29は御殿山式の口縁部片で、
爪形文をもつ。
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性格：覆土と地山の境界が明瞭で、鉄製の鋤などの鋭い刃をもつ道具で掘られた可能性が高い。近現

代の土壌である可能性が高いが、出土した遺物に新しい時期のものは含まれていない。 P187と覆土

の状況、平面形が似ており、近い時期に構築された|司種の遺構の可能性が高い。

時期：出土遣物からは縄文時代後期後葉の時期が考えられるが、砂粒を多く含む覆土は他の縄文時代

の遺構にはみられないもので、近現代に構築された可能性もある。 （石井淳平）

~P189(図V-32･36表V－3表1 ･ 2図版98･ 130)

位置:U-14･ 15 規模: (4. 12m)×3.41m/(3. 73m)×2. 91m/0. 29m 平面形：不整楕円

形 長軸方向:N-35o －W

調査状況：調査区東壁付近のⅢ層中で検出した。当初はキトウシュメンナイ川に流れ込む小規模な沢

頭と考えていた。長軸方向に沿ってトレンチを設定し、サブトレンチを設け土層の観察を行った。そ

の結果、地山と覆土の境界が明瞭であることから、遺構であると判断した。幅1OcI1のベルトを残して

掘り下げた。覆土は自然堆積層の可能性が高いと上層と、埋め戻しによる堆積の可能性が高い下層か

らなり、出土遺物の取り上げはこの2層を区別して行った。床面を精査したところいくつかの柱穴を

検出したが、本遺構にともなうものかどうかは不明である。

土層1～4は本遺構を切って掘り込まれる別の遺構の覆土である。土層5～8が本遺構の覆土で、土

居5は自然堆積層、それ以下は埋め戻しによる堆積である。

擴底・壁：曠底は丸みをもち、細かい凹凸が存在する。壁は開きながら立ち上がる。

遺物出土状況：覆土中から土器片、石器類が少量出土した。

出十貴物： Ⅱ群土器3点、 Ⅲ群土器28点、未分類土器2点、スクレイパー2点、 フレイク14点、石斧

1点、石皿・台石1点、礫・礫片1点が出土した。土器～30は静内中野式の口縁部片で、内面にも縄

文が施される。

性格：本遺構は竪穴式住居の可能性も考えられるが、床面が平らでないこと、支柱と認定できる柱穴

を検出できなかったことなどから、竪穴式住居とは認定せず土壌として扱った。

時期：出土土器の主体がⅢ群土器であることから、縄文時代中期の可能性が高い。 （石井淳平）

P190(図V-32表1 ･ 2)

位置:C 18 規模: 1. 15m×0. 98m/1. 10m×0.88m/0.08m 平面形：楕円形 長軸方

向:N－llo E

確認・調査・土層：Ⅲ層上面で楕円形のプランを確認した。長軸方向に沿って、幅5clnのセクション

ベルトを設定し、両側を掘り下げた。 ｜断面図の作成、写真撮影の後、完掘した。

覆土はパミスを少量含む黒色土が主体である。埋め戻しによる堆積か、 自然堆積かは判断できなかっ

た。

擴底・壁：曠底は平らで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

遺物出土状況：覆土中から土器片、 フレイクを中心とした石器類が少量出土した。

出土遺物：Ⅳ群c類土器17点、石錐1点、 フレイク15点が出土した。

性格：不明。

時期：出土土器が全てⅣ群c類土器であることから縄文時代後期後葉の可能性が高い。 （石井淳平）
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P193(図V 32 ･ 36表V－3表1 ･ 2図版130)

位置:H-17 規模: 0. 78m/0.72m/0.30m 平面形：円形

確認・調査・土層：Ⅲ層調査中に検出した。東西方向にセクションベルトを設定し、南側を半裁した。

断面図の作成、写真撮影の後、完掘した。北側を掘り下げ中に、長径約20clllの長方形の礫を検出した。

石皿または台石の可能性があったが、取り下げ後の観察では加工痕、使用痕は確認できなかった。出
土状況図作成後、廃棄した。

覆土はパミスをほとんど含まない黒色土で、埋め戻しによる堆積か、 自然堆積かは判断できなかった。

擴底・壁：曠底は平らで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

遺物出土状況：覆土中で長径約20cmの長方形の礫が出土したほか、土器片、石器類、礫が出土した。

出土遺物：Ⅲ群土器1点、Ⅳ群c類土器32点、Ⅵ群土器1点、石鍼2点、 Rフレイク1点、 フレイク

11点、礫・礫片9点が出土した。土器～31 ･32･33･34は堂林式～御殿山式の破片で、 33は口縁端部
に爪形文をもつ。 34は爪形文と突瘤をもつ。

性格：不明。

時期: 1点だけ出土しているⅥ群土器を周囲からの流れ込みによる混入と理解すると、Ⅳ群c類土器

が多く出土していることから、縄文時代後期後葉である。 （石井淳平）

P194(図V-32表1)

位置:R-14 規模: 0.67m/0. 51m/0. 31m 平面形：円形

確認・調査・土層:X4の周溝範囲内に検出したが、切り合う部分が無く新旧関係等は不明である。

確認面はX4が不明瞭であるのに対し、 Pl94は明瞭な円形を呈す。周囲の周溝のある墓が、周溝と墓

擴の底面レベルが大差ないことからも同時の遺構ではないと推測する。

覆土は部分的に木根攪乱されているが、土居1 ， 2は自然堆積と判断できる。土居5は砂質が強い。

擴底・壁：曠底は平坦で、壁はやや不整であるが、概ね急な立ち上がりである。

遺物出土状況：覆土中から土器片が少量出土した。

出土遺物：未分類土器2点が出土した。

性格：不明。時期：不明。 （石井淳平）

P195(図V-33 ･ 36表V－3表1 ･ 2図版99･ 130)

位置: ,H-21 規模: 1. 12m×0.86m/1.04m×0.78m/0. 17m 平面形：楕円形 長軸方

向:N-30o －W

確認・調査・土層：Ⅳ層上面で検出した。短軸方向に幅約5cmのセクションベルトを設定し、両側を

掘り下げた。断面図、平面図の作成、写真撮影の後、完掘した。

覆土はパミスを多く含む黒色土である。多量のパミスを均質に含むことから、埋め戻しによる堆積で

あろう。

曠底・壁：擴底は平らで、壁は開き気味に立ち上がる。

遺物出土状況：覆土中から細かく破砕された土器片が多量に出土した。

出土遺物：Ⅱ群土器1点、 Ⅲ群b類土器2点、Ⅳ群c類土器218点、Ⅵ群土器1点、石雛1点、 フレイ

ク29点が出土している。Ⅳ群c類土器は細かく破砕された状態で出土している。土器～35， 36， 37，

38， 39は堂林式～大洞BC式並行で、 35は堂林式～御殿山式、 36は御殿山式～大洞BC式並行の鉢又

は壺・注口である。 37， 38， 39は御殿山式の口縁部片で、爪形文や突瘤が施される。 37は突起が残存
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し、突起部分は刻みが施される。

性格：細かく破砕された土器片が多量に出土していること、埋め戻されていることからゴミ捨て穴で

あると考える。

時期：Ⅳ群c類土器が多量に出土していることから、縄文時代後期後葉である。 1点だけ出土してい

るⅥ群土器を流れ込みによる混入であろう。 （石井淳平）

P196(図V-33 ･ 36表V 3表1 ･ 2図版99 ･ 130)

位置:H-22 規模: 2.06m×1. 64m/1. 86m×1.48m/0.07m 平面形：楕円形 長軸方

向:N-18。 －W

確認・調査・土層：Ⅳ層で検出した。短軸方向に幅約10cmのセクションベルトを設定し、両側を掘り

下げた。断面図、平面図の作成、写真撮影の後、セクションベルトを除去し、完掘した。

覆土は黒色土主体でパミスをやや多く含むが、周囲のⅡ層土と土質がよく似ることから、 自然堆積で

ある可能性が高い。

曠底・壁：曠底は平らで、壁は開きながら立ち上がる。

遺物出土状況：覆土中で土器片、石器類が少量出土した。周辺の包含層からの流れ込んだものであろ

う。

出十漬物：Ⅲ群土器4点、Ⅳ群c類土器15点、石雛1点、フレイク2点、礫・礫片2点が出土した。土

器～40は静内中野式の胴部片で、内面にも縄文が施文される。 41は堂林式～御殿山式の胴部片で突瘤

をもつ。

性格：不明。

時期：Ⅳ群c類土器が最も多く出土しているが、土壌の埋没が自然堆積であるとするとこれらの遺物

は時期を決定する根拠にはできない。 （石井淳平）

P197(図V-33･ 36表V－3表l 図版99 ･ 130)

位置: 1-22 規模: 1 . 57m×1. 10m/1. 29m×0. 78m/0. 22m平面形：楕円形 長軸方向：

N-27o －W

確認・調査・土層：Ⅳ層で検出した。短軸方向にセクションベルトを設定し、両側を掘り下げた。断

面図、平面図の作成、写真撮影の後、セクションベルトを除去し、完掘した。

覆土はパミスを多く含む黒褐色土主体で埋め戻しによる堆積と考える。

曠底・壁：壌底は丸みをもち、壁は開きながら立ち上がる。

遺物出土状況：覆土中から土器片が少量出土した。

出土遺物：Ⅳ群c類土器10点が出土した。土器～42, 43は御殿山式で、 42は爪形文をもち、 43は口縁

端部に爪形文、外面に突瘤をもつ。

性格：不明。

時期：出土遺物からは縄文時代後期後葉の可能性が高い。 （石井淳平）

P198(図V-33･36表V－3表1 ･ 2図版99･ 130)

位置:E-20 規模: 1． 97m×1.49m/1. 92m×1.43m/0. 17m 平面形：楕円形 長軸方

向:N-23o －W

確認・調査・土層： ⅡI層調査中に検出した。 Ⅱ層の掘り下げを行っている時点で、直径約30cmの扁平
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な礫を確認しており、遺構の存在が予測できた。短軸方向にセクションベルトを設定し、両側を掘り

下げた。擴底付近から遺物は出土せず、 ｜新面図、平面図の作成、写真撮影の後、セクションベルトを
除去し、完掘した。

覆土は黒褐色土主体で、パミスを多く含む。

擴底・壁：壌底は平らで、壁は開き気味に立ち上がる。

重複・新旧関係:H8に切られる。

這物出土状況：覆土の上層で偏平な礫が出土したが、加工痕使用痕は見られない。遺構の埋没があ

る程度進んだ段階で廃棄されたもので、本遣構とは直接的な関係はないものと考える。他に、土器片、
フレイクが少量出土した。

出土遺物：Ⅲ群土器l1点、Ⅳ群c類土器1点、 フレイク2点、礫・礫片1点が出土した。

土器～44はⅢ群土器の胴部片で、結束羽状縄文が施される。 45は綱文式の胴部片である。
性格：不明。

時期：出土土器の主体をⅢ群土器がしめることから、縄文時代中期である。 （石井淳平）

P199(図V-33･ 38表V－4表2図版99 . 149)

位置: J-15 規模: 1. 52m×l. 18m/1. 33m×0. 92m/0. 26m 平面形：不整楕円形 長軸
方向:N-50° E

確認。調査・土層:HIOの検出作業中に確認した。周辺のⅡ層からは、石斧・石鍼、 スクレイパー類

がまとまって出土していた。 これらの石器はHIOに伴うものと考えていたが、H10の黒色土を除去し、

暗褐色の覆土の上面を精査中に、黒色土を主体とする落ち込みを確認した。上面で出土していた石器

類の出土状況を図化した後、短軸方向で半裁した。擴底は平らで、壁面の立ち上がりも明瞭であった

ため、遺構と認定した。幅約1Ocmのセクションベルトを残し、反対側の掘り下げも行った。石器類の

出土状況を図化した後、取り上げを行った。断面図、平面図の作成、写真撮影の後、セクションベル

トを除去し、完掘した。

覆土は黒色土を主体とする。パミス、 ロームを多量に含むことから埋め戻しによる堆積であろう。

擴底・壁：壗底は平らで、壁はやや開き気味に立ち上がる。

重複・新旧関係:HIOを切って掘り込まれる。

遺物出土状況：石器のみがまとまって出土した。特に石斧が集中して出土しており、意図的に埋納さ
れた可能性が高い。

出土遺物：石槍又はナイフ2点、石鍼1点、つまみ付きナイフ3点、スクレイパー1点、 Rフレイク

3点、 フレイク8点、原石2点、石斧10点、礫・礫片2点が出土した。

石器～7は長身の石鍼で、石材は黒曜石。 8 ． 9は有茎の石槍で、 8の突頭部は欠損する。石材はと

もに頁岩である。 10． 11はつまみ付きナイフである。 10は片面全面加工のもので、 11は破損品である。

石材はともに頁岩である。 12～19は全面磨製の石斧で、石材はすべて緑色泥岩である。 7～19は覆土
中からの出土である。

性格：定型的な石器がまとまって出土し、破損していないものも多いことから、不要になった石器類

を廃棄したものではないようである。埋納遺構の一種と考える。

時期：時期のわかる遣物は出土していないため、不明である。 （石井淳平）
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P191 (図V-34表1 ･ 2図版98)

位置:G-16 規模: 1. 06m/0. 91m 平面形：楕円形 長軸方向:N 43o －W

確認・調査・土層:H7上面を精査中に検出した。平面の観察ではH7に切られており、H7の調査

を先行して行った。

覆土はパミスを小量含む黒色土が主体で、埋め戻しによる堆積か、 自然堆積かは判断できなかった。

擴底・壁：曠底はほぼ平らで、壁は開きながら立ち上がる。

重複・新旧関係:H7に切られる。

遺物出土状況：覆土中から土器片、 フレイクが出土した。

出土遺物： Ⅱ群土器2点、 Ⅲ群土器1点、Ⅳ群c類土器6点、 Rフレイク1点、 フレイク1点が出土
した。

性格：不明。

時期:H7に切られることから縄文時代中期以前である。 （石井淳平）

P192(図V-34図版98)

位置: F-16 規模: 2. 50m/2.26m/0. 19m 平面形□：楕円形 長軸方向:N-40° 一E

確認・調査・土層:H7上面を精査中に検出した。平面の観察ではH7に切られており、H7の調査

を先行して行った。H7に設定した-|-字のセクションベルトを延長し、断面の観察切り合いの確認

を行った。覆土はパミスを少量含む黒色土が主体で、埋め戻しによる堆積か、 自然堆積かは判断でき

なかった。

曠底・壁：曠底はほぼ平らで、壁は開きながら立ち上がる。

重複・新旧関係:H7に切られる。

遺物出土状況：出土していない。

性格：不明。

時期:H7に切られることから縄文時代中期以前である。 （石井淳平）

P201 (図V-34表1図版88)

位置: S-10標高24.70m付近 規模: 1.00m×0. 34m/0. 65m×0. 30m/0. 30m 平面形：楕

円形 長軸方向:N-59o －E

確認・調査・土層:H3の土居観察用土手の断面によってH3を切っている黒褐色士の落ち込みを検

出する。覆土は上層が黄色士と灰色粘土を少量混入する黒褐色土、下層は暗褐色土と黄色土がまじり

合ったもので、埋め戻し状の土である。

擴底・壁：曠底はⅣ層中にあり、断面は椀状である。

遺物出土状況：覆土中から土器片が6点出土している。

性格：不明。

時期:H3を切って構築しており、縄文時代の遺構と思われる。

P220(図V-34表l図版100)

位置:X-l1標高24.45m付近 規模: 0. 76m×0. 62m/0. 55m×0.40m/0. 10m 平面形：楕

円形 長軸方向:N-37° －W

確認・調査・土層: I層を除去し、Ⅳ層上面付近で暗褐色土の落ち込みを検出する。半裁し、覆土を
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約I0cnl程掘り下げ、暗灰黄色土の曠底面と壁の立ち上がりを検出する。覆土は黄色土まじりの暗褐色
土である。

曠底・壁：Ⅳ層を浅く掘り込んでいる。平坦であるが北西側へやや傾き、軟質。立ち上がりはゆるや

かである。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

性格：不明。

時期：縄文時代。

P221 (図V-34表1 ． 2図版100)

位置:X-ll標高24. 50m付近 規模: 0. 96m×0.75m/0. 68m×0. 51m/0. 26m 平面形：楕

円形状 長軸方向:N-45° －W

確認・調査。土層：Ⅲ層上面付近で暗褐色士の落ち込みを検出する。半裁し調査を行う。覆土を約

26cm程掘り下げ暗黄灰色土の曠底面と壁の立ち上がりを検出する。覆土は上層が暗褐色土、下層は褐

色土と黄色土のまじり合った軟質の土である。

擴底・壁：Ⅳ層中にあり、北西へゆるやかに傾斜し、平坦で軟質である。立ち上がりは全体的に急傾
斜である。

遺物出土状況：出士遺物総数は64点である。 この内訳は土器が7点、石器などは57点である。遺物は

覆土上層から出土したものである。出土土器はⅢ群土器3点、石器はプレイ：

性格：不明。

時期：出土遺物などから見てⅢ群土器を伴う縄文時代中期のものと思われる。

イク57点出土している。

413



西島松5遺跡平成12年度

Io ノ

Ｑ

Ｅ

Ｏ

寸

守

凶

PlO5 ~○

PlO4
ハ

ーミ、

今
、
恥
●
与

上

電

舂

時

Ｆ一雷
↑１

入

Ｉ

Ｉ

１

Ｉ皆墹珍
一－
９
℃

一

~

Ｉ

々／

ゞ

血

～

2－－ ~q
､～胸

心
．
、
○
コ

／

ﾉ

一

且一一一 I
I

l 9／ 町

､_一壱/j
d~Ｃ

ｌ 24．40m

や

|‐
ba 24－50m

、C
、 一

戸

仁

○

○

唖

Ｎ

、

へ

で

PIO6

’

散

り

ｊ

ジ

ヘ

~

〆

一

~

〃
〃
悴
Ｉ
Ｉ
ｈ
、

､C′
、

、“

．

_p一一一一
C 25．00m

〔
上
○
Ｎ
・
ぬ
Ｎ

且一一一

唇口 “’ 」曇’Pl lO 一

ba 25．20m

Ｅ
』
。
①
・
す
因

Q__一一一一

．
一旦一一一

／
~ ~

PlO9 ｃ
Ｊ

鋼’具～ 、
一~ －－

／
～ 、

戸
と
Ｏ
Ｑ
の
囚弓1‘

〆/知／
~ノーーザ

I ．C 24‘90m

Ｊ
Ｊ
－

／
Ｌ
一

一一
Ｊ

一

一

P110の土層 1 . Ⅱ層にⅣ層30%、 Ⅲ層10%程度まじる。

戦、 中 2‘ Ⅱ層にⅣ層10%程度まじる。軟、 中 3． Ⅲ

層主体、 Ⅲ層にⅡ層が20％程度、Ⅳ層が5％程度まじる。

軟、 中 4． ＝1 軟、弱 5‘ Ⅳ層にⅡ層が1()％程度ま

じる。軟、 中
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．C 25鯵00m

P109の土層 1 ． Ⅱ層にⅣ層軽石40%程度まじる。軟、

弱 2． Ⅳ層主体(軽石含む）堅中
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黒褐色土(軽石、粘土粒微量混入） 3． 2＞黄色土 4
＝3（3より黄色土多く、ボソボソ） 5．黄灰色砂質土
6．黒褐色土(軟質）

P123の土居 1 . 黒褐色土(軽石、灰色粘土粒少量混入) 2. =1 ( 1より軟
質で、軽石、粘土粒少ない） 3－褐色土＞灰色土 4． 明褐色土＞軽石（ 1よ
り黒っほ｡く、軟質） 5． ＝1 （ 1より黒っぽく、軟質） 6． 2＞7 （7． ＝
3（3より灰色土多い） 8． ＝7（7より灰色土多い） 9．黒褐色土＞7， 10
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P151の土層 1 ． IOYR1． 7／1P151の土層 1 . 10YR1. 7/1 黒褐色土埴壌土粘性弱堅パミス

(径10mm)少量含む 2. 10YR2/2 黒褐色土埴壌土粘性弱堅パ
ミス(径10～20mnl)20～30%含む 3. 10YR1. 7/1 黒色土埴壌土粘
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P153の土層 1 . 10YR1. 7/1 黒色土埴壌土

堅ローム粒(径3mm)2%含む

2． 10YR3/3 暗褐色土埴壌土粘性弱堅
体でパミス(径3mm)3％含む

’

V

P152の土層 1 . 10YR2/1 黒色土埴壌土
堅ローム粒(径l～3ⅢⅢ)1%含む 2． lOYR2

色土埴壌土粘性弱堅ローム粒(径lmm) 1%
(径10mm)少量含む

(U|

粘性弱

2 黒褐

ローム粒

粘性弱

Ⅲ層十羊
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図V-26土壌(2)
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P155の土層 1 . 10YR3/2 黒褐色土埴壌」

粘性弱堅パミス(粒形保たない)20～30％

WPI57
、－－鼻～

P154の土層 1 10YR1 . 7／l 煕色士埴壌士粘性弱堅ﾊﾐｽ(径5mⅢ)少量含む 2. 1()YR3/､:1 1噺掲色土埴壌士粘性
洲堅黒褐色土を含むIlI屑土主体 3~ 10YR2／1 無色士埴壌土粘性弱堅ﾊﾐｽ(径4～15mm) 10％含む4 10YR2/l
無色土埴壌士粘性弱堅ﾊﾐｽを含まない黒色土 5． lOYRl ､ 7／1 熟色土埴騒士粘性弱堅(ミス(形状は粒形を保たな
い) 15～20%含む 6． lOYR2／I 黒色土埴壌晶'二 粘性弱堅パミス(径3~2()lnm)20~30%含む 7. lOYR2／1 黙色士埴
填土粘性弱堅ﾊﾐｽ(径3~5ⅡⅢ') 1％含む8 1 ()YR2/l 黒色土埴壊土粘性弱堅(ミス(径2Ⅲ､, 径1 (}~2()ⅢH1) 1月~
20%含む 9. 1 1)YR3/4 暗褐色土埴壌土粘性弱堅(ミス(径10~30mm)31)％含む 10. 10YR､1. 5／4 にぶい黄褐色上埴
壊士粘性弱すこぶる堅ほぼ純粋なSI〕 1. |バミス主体で黒褐色土を小吐含む 11 1(1YR1 . 7／l 黒色土埴壌士粘性弱軟ﾊﾐ
ｽ(径10~20mm)5%含む 12, IOYR2/3 黒褐色士埴壌上粘性弱戦 13, 10YR4/4 掲色士埴壌土粘性弱執ほぼ純
粋なﾊﾐｽ主体で暗褐色土を少量含む
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P157の土層 1 . 1 ()YR3/4暗黒色士埴壌土粘性弱堅

Ⅲ層土主体でパミス(径2～3111nl)少量含む 2. 10YR3/4暗黒
色士埴壌土粘性弱堅Ⅲ居士主体でパミス(径3～51IIIn) 1%含
む 3. 10YR1. 7/1 黒色土埴壌士粘性弱堅パミス(径5
~15111m)30%含む 4． IOYR1.7/1 黒色土埴壌土粘性弱堅
パミス(径2111nl)1%含む 5. 1()YR1.7/1 黒色土埴壌土粘
性中堅パミス含まない 6. 10YR2/1 黒色土埴壌士粘
性弱堅パミス(径5ⅢⅢ）5～7％含む 7. 10YR2/1 黒色土
埴壌土粘性弱堅パミス(粒形保たないもの多い)30～4()％含む
8. IOYR2/1 黒色土埴壌土粘性弱堅パミス、 ロームの

ブロック(径30～50mlll)5()%含む
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P156の土層 1 . 10YR1. 7/1 黒色土埴壌土粘

'1弱堅パミス(径2mm)1%含む 2. 10YR2/1

黒色土埴壌士粘'lt弱堅パミス(径10～15mm) 10％

含む 3. 10YR2/1 黒色土埴壌士粘’性弱堅
ローム粒(径2ⅢⅢ)2％含む
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』 。… 。鶴’ P159の土層 1 . 10YR1 . 7/1 黒色土埴壌土粘性弱堅パミ

ス(径<1mm)少量含む 2. 1()YR2/1 黒色土埴壌土粘性弱
堅パミス(径5～20mm)25～30%含む 3. 10YR1 . 7/1 黒色士

P158の土層 1 . 10YR1 . 7/1 黒色土埴壌土粘性弱堅

パミス(径<1m'11)少量含む 2. lOYR2/2 黒褐色土埴壌
士粘性弱堅パミス(径3～lOmm)5～10%含む 3. 1()YR 埴壌土粘性弱堅パミス(径10～20mm) 5～10％含む 4． lOYR
1. 7／1 黒色土埴壌土粘性弱堅パミス(径l～3mHI) 1 1 ． 7/1 黒色士埴壌土粘性弱堅パミス(径5mm)5%含む
～2％含む O lml l I 1 【 l

図V-27土曠(3)

416



V縄文時代の遺構と遺物

’
.’

I

“

.’ P

苧

Z戸=ベ－
〆

~Ｅ○
す

．

寸

Ｎ

Ｉ

、
１
１
Ｊ
Ｉ

座

ノ

ノ ､Ｉ
ｊ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
Ｉ
よ≦毫認
〆
〆

一
／一一一

，／

ａ
一 b~ノ

25．90m
〆

｡’
｜
"’ '”〃〃””"ｼ彩勿〃"ﾂﾀ"

P160の土居 1 . 1N1. 5/0 黒色土埴壌土粘性弱軟パミス(径5mm)3
～5％含む、炭化物少量含む 2. N1 . 5/0 黒色土埴壌土粘性中堅パ
ミス(径20～30mm)10%含む 3. lOYR2/1 黒色土埴壌土粘性弱軟パ
ミス(径3～5mm)5～7%含む 4． l()YR4/3 にぶい黄褐色士埴壌土粘
性弱軟ローム粒(径20～30mm)主体で暗褐色土、赤褐色パミスを10%含む 5．
N1. 5/0 黒色土埴壌土粘性中軟パミスほとんど含まずロームのフロッ
クを1%含む 6. 10YR1 . 7/1 黒色士埴壌土粘性中軟パミス(径10～
30mm)7%含む7. IOYR5/4 にぶい黄褐色土埴壌土粘性弱堅ローム
・パミスの混土主体で黒褐色土粒(径30～50mm)3%含む
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P161の土居 1 . 10YR2/1 黒色士埴壌土

粘性弱堅パミス(径10mm)3%含む 2． lOYR2
／2 黒褐色土埴壌士粘性弱堅パミス(径l
~2mm)2%含む

『|‐

i
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P163の土層 1 . IOYR1. 7/1 黒色

土埴壌土粘性弱堅パミス(径l

～5mⅢ)7～10%含む 2. lOYR2/

2. 5 黒褐色土埴壌土粘性弱堅

パミス(径1～lOmm)30%含む
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P164の土層 1 . 10YR1 . 7/1

士埴壌土粘'性弱すこぶる堅

ス(径5～10mm)30%含む

P162の土層 1 . 10YR1 . 7/l

土埴壌士粘性弱すこぶる堅

ス(径5～10mll)5%含む
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P165の土層 1 . 10YR1 . 7/1 黒色

土埴壌土粘性弱堅パミスを少量

含む 2. 10YR2/1 黒色土埴壌
土粘性弱堅非常に細かいパミスを

含む 3. 10YR2/2 黒褐色土埴

壌土粘性弱堅パミス(径5ⅢⅡl)30%
含む~

r~~､
（~ノ
<、_ノイ

｡’ ① ０
１

1，
1

図V-28土擴(4)

417



西島松5遺跡平成12年度

、
､

、や‘~

I PI68
~~、

PI69

《
~、

ba

、

24‘90m

／

、

b
〆

24．70ma
~

P169の土層 1 . 1 ()YRl ‘ 7／1 黒色土埴壌土粘性弱堅赤褐色ﾊﾐｽを(径2～5Ⅲ11） l~

2%含む 2. lOYR2／2.3黒褐色土 ナlIi壌土粘性弱堅Ⅲ層土主体でパミスを(径5mm)5%
含む 3. 1 ()YR2／1 黒色土埴壌土粘性弱鴎ﾊﾐｽ(径3~7mm) l~2%含み､ S1)I |ﾛｰ
ﾑl~2%含む 4. 1()YR3／3 暗褐色士地壌土粘性弱堅 lU層土主体でS1》f Iﾊﾐｽ(径5
～7mm） l~2%含む 5~ l0YR1 ． 7/l 黒色士埴壌士粘性弱しよう S|)I !(ﾐｽのﾌﾛｯｸ
を含む 6. lOYR3／3. 5 暗褐色.t埴壌土粘性弱堅Ⅲ屑土主体でﾊﾐｽ(径5~'0111m)をl
~2%含む 7. 1 ()YR3/3 暗褐色士埴壌士粘性弱曙Ⅲ屑土主体で黒褐色土を5％含み.
ﾊﾐｽ(径3mⅢ)をl~2％含む 8. 1 ()YR4/6 褐色土埴壌士粘性弱しよう Ⅳ固土主体で
黒褐色土1%含む 9. 1()YR5／6 黄糊色士埴壌土粘性｢iｴ しよう､ ほぼ純粋なSpfIパミス

P168の土層 1 . lOYRl - 7〆1 黒色土州[壌土帖性弱堅混入物を含まない純粋な

黒ボｸ土 2. 10YR3／2 黒褐色士埴壊土粘性別堅ﾊﾐｽ(径5~IOlllⅢ） l~

2％含む
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P170の±層 1 . lOYR2／2. 月黒褐色土埴壌土粘性弱

赤褐色パミス(径3～5mm) l～2％含む 2~ I0YR1 ､ 7／l

堅赤褐色ﾊﾐｽ1%含む(径く1mⅢ)炭化物少量含む

すこぶる堅 SI〕f lﾊﾐｽ

黒色士埴壊士粘性弱
P171の土層 1 . IOYR1 . 7／1 黒色士埴壌士粘性弱堅ﾊﾐｽ(径3~5mm) 1％

含む 2． lOYR4／1 褐色土埴壊土粘性弱堅ﾛｰﾑ主体でﾊﾐｽ(径3,Ⅱ11） 1％

含むa 10YR2／l 黒色土地壌土粘性弱軟ﾊﾐｽ(径3~5mm) 10~15％、炭

化物少･量含む 4． l0YR2／1 黒色土埴壌土粘性弱しよう パミス(径5~15mm）

3()％、 ローム3%含む 5, ｜OYR1 ,7／1 黒色土埴壊土粘性”軟ﾊﾐｽ(径3~

5m） 1%、 ⅡI屑土少量含む 6. 1 ()YR3／3. 5 11帝褐色土埴壊土粘性弱 しよう Ⅲ

層土主体で患褐色土を網目状に2~3％含み. ﾊﾐｽを少且含む 7~ 1()YR5／4 にぷ

い哉掲色t埴填土粘性弱すこぶる堅ブロック状のローム主体で､その隙間に黒褐色､

階褐色土を含む
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P173の土層 1 ． 1 ()YR2／2 黒褐色土埴壌土粘性弱駆ﾊﾐｽ(経5~10,1Ⅲ）

1%含む 2. 1 1)YR2／2 黒褐色上埴壌士粘性弱堅ﾛｰﾑと黒色土50%ずつ混

ざり合う。バミス(径5～7mm） 1％含む|”
､､､､、､､､、､、､､、､､､、、U

o‐ に

I
P172の土層 1 . l0YR4／4 褐色土埴壌土粘性弱すこぶる堅 Ⅱ層十1;体でﾊ

ﾐｽ(径5~7mm) 1%含む 2. 0YR1 ､ 7／1 黒色土埴壌土粘性弱堅ﾊﾐｽを

ほとんど含まない黒色土府土器) ',含む 3． IOYR3／3 暗褐色土硫壇土粘性弱

堅 lⅡ屑土主体でﾊﾐｽ少量含み､黒色土が網目状に入り込む土器片少量含む 4. lOY

R5／4 にぶい黄褐色土埴壌土粘性弱すこぶる堅ロームのﾌﾛｯｸ主体で峨間に

無色土を含む
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1 . 5 黒褐色土壌土粘性弱軟 6を細粒状少量均一混

入で色調がlに比し明るい 3． 1 ()YR2／2 黒褐色土

壌土粘性弱 2に比し､ 3を中量均一混入する 4 10Y

R3／3 暗褐色上砂壌士判少量の軽石を混入し褐色

土主体で2を少量混入 5. lOYR3/2 黒褐色土砂壌
士粘性弱4に近似するがやや明るい色調を呈す 6.
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壌土粘性弱堅ローム粒(径10mm）5％
含む
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V縄文時代の遺構と遺物
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表V－3 土曠出土掲載土器一覧

置備噌位） ｜ 図番号 ｜ 底径
(cnl）

高

叩

口

一

町

Ｃ

ロ
ナ
ロ
ノ
ー

口径

(cnl)

図版
番号

備考地文分類器種

綱文式RL縄文

LR縄文

LR縄文

LR縄文

LR縄文

結束羽状縄文

RL縄文

LR縄文

RL縄文

LR縄文

LR縄文

組紐圧痕文

LR縄文

RL縄典

Ⅱ群a 1類織

鋤

癖

繩

総

識

耕

繩

壺

織

耕

浄

耕

謝
一
織

耕

蝿

燕

鋤

織
一
耕
一
織

耕

識

癖

鋤

識

’
一
一

一

一

竃ロ

嘘
一

一

~

“
｜
幽
一
蠅
一
蝿
一
“
｜
〃
｜
〃
｜
伽
一
蝿

P78(覆土l層）

P106(覆土2層）

PlO7(覆土l層）

Ⅲ群

Ⅲ群b-3"

１

２
~~
３

３
~~
Ｖ

Ｊ

図

〃 北筒式

萩ヶ岡1式

類

類

類

引

類

類

類

類

型

類

類

類

類

類

ａ

ａ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｔ

ｂ

ｄ

ｄ

Ｃ

ｃ

ｃ

ａ

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅱ

Ⅳ

P122(検出面）

P123(覆土）

３

４

５

６

７

０

９

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

計
計

昨
ト
チ

詞
針

刎

訓
洲
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

Ｈ
認
独
画

型
側
独
吋
埋

~
~
~
~
~
~
~
~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

ｊ

Ｖ

Ｖ

ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

ｊ

Ｖ

Ｖ

〃

Ｖ

Ｖ

ｊ

Ｖ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

』

！

〃

↓

／

図

図

図

＃

図

図

！

＃

！

！

，

＃

図

図

，

図

〃

図

１

図

~

P123(覆土）
綱文式

P123(覆土）

Pl33(覆土2層） ~

｜調一一LR縄文

LR縄文 堂林式

組紐圧痕文 刺|路Ⅲ式~ｺﾜﾀ同雰
LR縄文 静内中野式

語束羽状縄文萩ケ岡2式

霜束羽状縄文
雁束羽状

P152(覆土）

Pl59(覆土3層）

P159(覆土l層）

P16()(覆土）

Pl61(覆土）

Pl61 (覆土）

P161(覆土）

P161 (覆土）

Pl61(覆土）

P161(覆土）

P161 (覆土）

Pl66(覆土）

P170(覆土）

P170(覆土）

Pl71 (覆土）

Pl71 (覆土）

P175(覆土）

12. 3

咄
一
〃

幽
一
伽
一
〃
｜
”

″

｜

″

二二
LR縄文

RL縄文

結束羽状縄文

LR縄文

LR縄文

不明

RL縄文

LR縄文

幽
一
”

〃
｜
剛
一
〃
｜
剛

堂林式～御殿山式

堂林式～御殿山式

取り上げ番号28

余市式P175(覆土）

P183(覆土）

P183(覆土）

Ⅲ群

Ⅲ群b-1類

129

天神I｣_I式取り上げ
番号15

LR縄文深鉢〃 〃－28 〃

LR縄文 ｜御殿山式
類

類

２

類

類

類

類

類

Ｃ

ａ

Ｃ

ｃ

ｃ

Ｃ

Ｃ

群

群

群

群

群

群

群

Ⅳ

Ⅱ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

錘
耕
悪
癖
癖
一
浄
悪

図V-4-29

図V-4 30

図V-4-31

〃 〃－32

〃 〃－33

〃 〃－34

図V-4-35

剛
一
剛
一
剛

P188(覆土）

Pl89(覆土2層）

P193(覆土）

P193(覆土）

静内中野式

御殿山式

LR縄文

LR縄文

御殿山式

堂林式～御殿山式

LR縄文

RL縄文

LR縄文

LR縄文

P193(覆土）

P193(覆土） 御殿山式

堂林式～御殿山式

″
｜
剛Pl95(覆土）

御殿山式～大洞B
C式並行

Ⅳ群(類へ
V群a類

鉢・

注口P195(覆土）

P195(覆土）

〃 〃－36 〃

御殿山式

御殿山式
御殿山式

静内中野式

堂林式～御殿山式

御殿山式

御殿山式

RL縄文

LR縄文

LR縄文

LR縄文

RL縄文

錘
織
織
繩
認
一
癖
認
一
鰯

Ⅳ群c類

〃

〃

Ⅱ群t'－2類

Ⅳ群c類

〃 〃－37 〃

〃 〃－38 〃

〃 〃－39 〃

図V-4-40 130

〃 －41 "

図V-4 42 130

〃 〃－43 〃

図V-4-41 130

〃 〃－45 〃

図V-4-46 130

P195(覆土）

P195(覆土）
Pl96(覆土）

Pl96(覆土）

Pl97(覆土）

PI97(覆土）

Pl98(覆土）

Pl98(覆土）

P212(覆土）

類
類

Ｃ

Ｃ

群

群

Ⅳ

Ⅳ LR縄文

結束羽状縄文
|RL縄文

Ⅲ群

Ⅱ群a－1類

Ⅲ群l)-1類 喋蒜蚕’
織
一
料
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V縄文時代の遺構と遺物

表V-4 土擴掲載石器など一覧
遺構番号 図番号
P109 図V37- 1

Pl22 〃 〃－2

P175 〃 〃－3

Pl70 〃 〃－4

P185 〃 〃－6

PI81 〃 〃－5

P199 図V-38-7

〃 〃 ノノー8

〃 〃 〃－9
〃 〃 〃-10
〃 〃 〃－11
〃 〃 〃－12

〃 〃 〃－13
〃 〃 〃－14
〃 〃 〃－15
〃 〃 〃－16

〃 〃 〃－17
〃 〃 〃－18
〃 〃 〃－19

々
ロ
ー
《
口

和

一

石

斧

一

皿

鍼

層位長さ(c''') IIE(cm)
覆土 35. 65 21 .3

" 11. 1 5． 6

" 26. 2 26.0
〃 2． 2 1． 55

" 2. 5 1. 7
〃 2.0 1.35
〃 4． 3 1. 75

〃 6． 55 2． 65

" (8. 15) 2.85

〃 5． 75 2． 7

〃 6．05 2． 1

" 12. 7 4.65

" 10．05 3. 9

" 9. 05 4.05

〃 9－4 3． 95

〃 8．3 4． 05
〃 8.45 3.0

〃 8. ：1 2． 95

〃 7．45 2．05

厚さ(c''')
11 ． 5

1.7

12. 9

0.3

0.4

0． 3

0． 65

0．7

1 . 15

1. 25

1． 25

1． 5

1.7

2. 1

1.85

1. 15

1 ． 35

1. 1

1 .05

重さ(9)
12,000. 0

144.8

10,500. 0

0．8

0． 8

0． 6

4． 5

7．84

22． 6

］3． 7

10. 5

130.0

94．7

126． 7

100.6

70． 5

53． 2

47． 9

23． 8

石材

~安山岩
備 考

図版148
〃

石

一

石

石

山
石
山
石

山

泥

安 〃

〃

図版148被熱
図版148

図版1 :19
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

黒曜石
〃

〃

〃

頁 岩
〃

〃

〃

緑色泥岩
〃

〃

石 槍
〃

つまみ付きナイフ
〃

石 斧
〃

〃

〃

〃

″

｜

″

｜

″ ″

｜

″

｜

″

″

″

4. Tピット

Tピットは8基検出された。調査区の北西～北に分布するものと、南側に分布するものがある。規

模は、曠底面の長軸で見ると、 3. 50m前後のもの(TP1 ･2･6･ 7)と2. 50m前後のもの(TP3 ･

5 ． 8）に分かれるが、長軸方向には関連性は見られない。長軸方向が南東一北西のもの(TP2～5

・ 7 ． 8）はおおむね等高線に平行し、南一北のもの(TPl)、東一西のもの(P8)は等高線に直行し

ている。またTP2～5はそれぞれ並列している。形状はすべて溝状で、曠底直上には黒褐色、 ある

いは褐色の粘質土が薄く堆積している。遺物はⅢ群土器が出土するものもあるが、 これらは埋まる途

中で混入したものと思われる。TP7の墳底では9個の杭状小ピットが検出されている。掘り込み面

は確認されていないため時期は明確でない。 TP1とTP3はPl、 H3にそれぞれ切られているこ

とから、土曠墓住居跡より古い時期のものと思われる。

TP1 (図V-40表1 ･ 2図版100)

位置:R-5 S-4･ 5標高24.35m～24.40m 規模､3. 03m)×(2. 91m)/(0. 84m)×(0. 35

m)/0.95m 平面形：溝状 長軸方向:N-25o －W

擴底：凹凸があり、平坦。 壁：中程(50cm前後)までほぼ垂直、上方は外傾し開口する。覆土最下層

には黒褐色粘質士と灰色粘土十黄色砂質士が薄く互層に堆積している。

遺物出土状況：覆土2層でⅢ群の土器片や石斧片などが出土している。

時期: P1と重複し、 P1より古い遺構。縄文時代。

TP2(図V-40表1 ． 2図版100)

位置: S-9T-10標高23. 60m付近 規模: 3. 68m×3.76m/0. 53m×0. 28m/0. 10m 平
面形：溝状 長軸方向:N-58° －W

曠底：平坦 壁：長軸方向は中程(約50cm)までオーバーハングし、上方はほぼ垂直。短軸方向はほ

ぼ垂直的に立ち上がる。覆土最下層には黒褐色粘質土と灰色粘質土が薄く互層に堆積し、塘底直上に
は褐色粘質土が薄く堆積する。

這物出土状況：覆土上層でⅢ群の土器片や礫片が出土している。

時期：縄文時代
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V縄文時代の遺構と遺物

TP3(図V-41表1 ･ 2図版100)

位置: S 10標高24. 75m付近 規模: 2．91m×2.80m/0.51m×0. 10m/0.84m 平面形：溝
状 長軸方向:N-71o －W

曠底：ほぼ平坦 壁：長軸方向は曠底直上付近でオーバーハングし、上方は外傾する。短軸方向は

ほぼ垂直的に立ち上がる。覆土最下層の擴底直上約20cmには淡褐色砂質土がある。

遺物出土状況：覆土上層から土器片と礫片が出土している。

時期:H3と重複し、H3より古い遣構。縄文時代。

TP4(図V-41表l図版101)

位置:R-ll 標高24.85m～24. 95m 規模: 2.68m×2. 13m/0. 60m×0.25m/0. 86m 平面
形：溝状 長軸方向:N 82． －W ~

擴底：平坦 壁：長軸方向は急傾斜、短軸方向は中程(40cmほど)上方まで垂直、上方は急傾斜で外

傾する。覆土最下層は褐色土＞灰色砂質土に黒色土が混入するやや砂質の土。

遺物出土状況：覆土上層から土器片が1点出土している。

時期：縄文時代。

TP5(図V-42･44表V-5 ･ 6表1 ･ 2図版101 ･ 131 ･ 149)

規模: 2. 99m×0. 66m/2.50m×0. 13m/1. 15m 平面形：細長形。底部は一段と細くなっている。

調査状況：確認面は周囲の周溝のある墓と同じⅣ層。当初は周溝の一部の疑いもあったが半裁すると

Tピットであることが明らかになった。覆土堆積状況をしっかり把握するために長軸方向に断ち割っ

て調査した。覆土18層から、更に下の19～22層は幅が一回り細くなり、二段の作りになっている。作

り替えの可能性もあるが、明確な答えは見いだし得なかった。

遺物出土状況：Ⅲ群土器35点、石槍またはナイフ1点、石錐1点、 フレイク3点が出土した。いずれ

も周囲からの流れ込みと思われる。土器～1は見晴町式並行の口縁部片で、 2本の貼り付けの間に波

状の貼り付けを施す。 2～5はⅢ群土器片である。

石器～1は覆土1層出土の石槍で、有茎のものである。石材は黒曜石。

重複・新旧関係：長軸西側でP184と重複しているが、 Pl84が本遺構を削って作られているので本遺
構の方が古い。

時期：他のTピットと同時期であろう。 （中山昭大）

TP6(図V-42図版101)

位置:D-14平坦面から河岸段丘への傾斜変換点。遺構のほぼl/3のところで平坦面から斜面へと
地形が変わっている。

規模: 3. 30m×0. 36m/3. 24m×0. 11m/(1. 00m) 平面形：細長形。

調査状況：Ⅳ層面で確認、周囲は後世の攪乱でデコボコが激しいところであった。非常に幅が狭く、

確認面が大変荒れていたので、実際の構築面は数十センチ上であろう。傾斜変換点から斜面に掛けて

のところがより幅狭になっているのは遺構構築以降に地形が変わり斜面になったためか。

遺物：出土していない。

時期：他のTピットと同時期であろう。 （中山昭大）
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TP7(図V-43･44表V－5表1 ･ 2図版102･ 131)

位置:F 20 規模: 3. 62m×0. 63m/3. 20m×0. 1 1m/l. 05m 長軸方向:N-41o W

調査状況：Ⅲ層掘り下げ中に検出した。短軸方向に幅20cmのセクションベルトを設定し、両側を掘り

下げた。断面図作成、写真撮影の後、セクションベルトを除去し完掘した。曠底で杭の痕跡と思われ

る小柱穴と、掘り具の痕跡を検出した。

土層：土居4～6はしまりのない黒色土とローム層が交互に堆積している。周囲に存在した掘り上げ

土が降水などにより流入したものと考える。土居3はほぼ純粋なローム層で比較的しまっている。北

側の壁面が大きく広がっていることから、土層3は壁面の大規模な崩落によって堆積したものと考え

る。土層2はロームを多く含む混入物の多い土で、周辺の掘り上げ土が流れ込んだものであろう。土

層lはピヅトの埋没速度が緩やかになった後にⅡ層が堆積したものである。

曠底：ほぼ平らである。 9カ所で杭跡を検出した。掘り具の痕跡と考えられる段差を3カ所で検出し

た。

壁：ほぼ垂直に立ち上がるが、上部は崩落のため広がっている。

遺物出土状況： Ⅱ群土器4点、 Ⅲ群土器48点、 Rフレイク1点、 フレイク5点、すり石1点、礫・礫

片2点が出土している。いずれも周辺の包含層から流れ込んだものである。土器～7， 6は北筒式で、

両者は同一個体であろう。 口縁端部は刻まれ、 口縁部外面には押引きと円形刺突文が施される。体部

には綾絡文が施される。内面にも縄文と綾絡文がみられる。 8， 9は静内中野式の胴部片である。

時期：不明。 （石井淳平）

TP8(図V 43図版102)

位置:C-20 規模: 2.83m×0. 68m/2. 66m×0. 22m/1.08m 長軸方向:N-16o －W

調査状況：柏木川へ続く段丘崖付近で検出した。周囲は近現代のゴミ捨て穴と思われる土曠が何カ所

か存在し、本遺構はこれらによって上面を破壊されていた。短軸方向に幅20cmのセクションベルトを

設定し、両側を掘り下げた。覆土の上層で直径約20cI1の円礫を検出した。本遺構に直接伴うものでは

なく、埋没が進んだ時点で自然に落ち込んだか廃棄されたものと判断した。断面図作成、写真撮影の

後ベルトを除去して完掘した。

土層：土居2～5は壁面の崩落土、土居1は埋没速度が緩やかになった後の自然堆積層、土居6は壁

面崩落以前の自然堆積層である。

曠底：ほぼ平らである。

壁：ほぼ垂直に立ち上がるが、上部では崩落のため広がっている。

遺物出土状況r覆土の上部で自然礫が出土した。

時期：不明。 （石井淳平）

432



V縄文時代の遺構と遺物

b TPl24．50mａ

、

~

雷’

｜

’
↑
に
○
山
・
寸
囚

灰白色粘土
－1－．
5． 黒L

’

ol

.’
’

TP2

ﾏフ

１

Ia 24.70m b

｝
a
ｰ一一一
一

b~~
一

Ｅ
○
ト
・
寸
囚

*9巍淡鰯移〃笏韓；

暗灰色細砂(Ⅳ層)＞ⅡTP2の土層 1 .暗灰色細砂(WE)>n

2． 暗黄灰色粗粒(Ⅳ層） 3． Ⅱ層に2が

層で入る。 4． 2にn層が互層に入る。

暗黄色粘質土＞Ⅱ層 6．黄色粘質士 7

灰色粘質土 8．黒褐色粘質土 9． 褐色
質土

層
互
５ Ｉ

〃
〃
〃
Ⅱ
，
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｆ

～0

ルL

下口

Ｉ

.’ ○

０ ｍｌ
ｌ

ｑ
Ｊ
Ⅱ
Ⅱ

Tピット(1)glV-40

433



西島松5遺跡平成12年度

『
TP3'○

24.80mbへ

ロ

い
や
．
②
○
コ
ジ

a~

TP3の土層 1 ．黒褐色土(軽石混入) 2

灰黄色土＞1 （砂質土） 3． 灰黄色砂質士
4．灰色砂質土＞2 5．灰色砂質土＜褐色
土 6．黄灰色粘質土(堅い） 7．淡褐色砂
質土(＞6）

Q-

TP4
や
Ｉ
、

、

b24．90ma

p‐
孝一
一

い
印
？
○
○
ヨ

州 …身…

P4の土層 1 . Ⅲ層くⅡ層 2. 明黄褐

土(Ⅲ層） 3． Ⅲ層く灰色土(Ⅳ層） 4．

色粘土(Ⅳ層） 5．暗褐色土 6．灰色粘
(Ⅳ層） 7~ ＝5 8． 6＞5 9． ＝6

~黒色土 11． 褐色粘質土 12．褐色土＞

色砂質土 13. 12>黒色土

参一一

Ｔ
色
灰
土
的
灰

、
、
凸
、
１
心
、
、
ｊ
、
ｌ
、
§
、
、
§
、
、
、
、
Ｖ
ｄ
ｊ
、

●
、
菱

、○三

Q‐

1

~
ｍ

’

’

一

’

一 ~~~－

ｎ
〕
１
１
日

図V-41 Tピット(2)

434



V縄文時代の遺構と遺物
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表V-6 Tピット掲載石器など一覧

|遺構番号 図番号
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榊
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層位 長さ(cn,) 幅(c,,,) 厚さ(cn,) |重さ(9) | 石材 ｜ 備考
覆土lE (7. 3) 3. 2 1 10 12. 8 1 黒曜石 図版149 ’
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5．焼土(図V-46･47･48表V 7 ･ 8 ･ 9 表1 ･ 2 図版102 ． 103･132･149)

総数： 56カ所

位置と分布：調査区の南東側、 15ライン以南にほとんどが分布する。 この範囲のⅡ層の残存状況がよ

いために検出数が増えた可能性が高く、本来の分布状況を反映していないと考える。

構造：全てⅡ層中で検出した。規模は直径50cm程度の不整形のものが多い。断面の観察では周囲のⅡ
23

2ﾗﾗ察
■~

FC

６
”

1そく¥亡二号17~~
C

1

1○ﾝ-ア 二／

ジ一

回

イ、

14

一
！

蝋
4

圭一1且 ］↑ 1 3 52 F

／日4
.ノー

〆Q

F3q~

職
～_一

／

4 ~
乱

９
１
１
、○ 一

G

一
へ
－

．
．
０
ワ
ロ
）

／ Ｆ
尭
３
・

２

Ｆ
尭
３
・

２

|‘’~~~~~'~

葱
|‘’~~~~~'~

葱
。

〆
俳

屋

、
、

b
1

○ “

0
員尽
写一
員尽
写一

のQ少

「
１
人
幻
ｌ
‐

-1,

､

1F5'
~

~
●

く
く
、

／

/-、_／ 0

’12
/ Ｊ

Ｋ

一~

〈
_〆

’
ｰ

/r
／’ o 〔 ）、

Q~~ ~

（
／

~ ~

／
~ノ

／
~=
F6 /

~｜~I 〆 ○
一

《／
L_ソ

０
５Ｆ

1

1○
~

フ
ー
ノ
ｒ
ｌ
、

／
1

○
｜
’

■
0 0

○ ‘
１
１
画
ひ
１
１
１
１
１

（

!(’迫”〃
~0

ノ ダ
(隅、 。

｛~･
~、~~0
画~Iノワクー

、

， 0 、､－－
／ C

O

／一‐

１４膿ＴＩ、

〆一

k蝋~~

陸、
○

一

一０

~
○
~
秀
一
●
円

艶
竺
~
②

シ

○

○
○、0

、一一
０

。焼土

○土擴(墓）

◎住居跡

I Tピット

・小ピット

､R
~、ロ
、、

ｆ

・

、

~

、

ｊ

‐

、

ｔ

Ｏ
~
・
〃
一
・
０
．

藤

〆

Ｏ

~

。

辱

く

／

、

”
〃
Ｍ
１
心

Ｊ

７

：

~

ｏ

ゾ

。

裁

〃
剰
川
Ⅷ

く

~

０

~

〃

川

ン

ｒ

~

〃

″

／

~

（

Ｕ

~

Ｏ

合

う

℃

一

。

~

Ｋ

一

○

~

、

一

~

行

方

左

”

シ

辰

哺

川

Ｗ

く

ｊ

○○

の

o/

為 0

リ
ー

、
、

、
0

↑、

JL
Lノ

～

／ ~ヘ
､、〆報、 一9

／

L↓ノーー~

－毛
、 列9rl l ，-、へ ノ

、 ‐ 1－ 〕
○

｛
X

○ ~／
／，

~

n
Y

５~
０
－
２ 25m

I
0 5 10

図V-45焼土の位置図

438



V縄文時代の遺構と遺物

表V－7 焼土一覧
遺構
番号

規模(m)

長径短径厚さ

0． 70 0． 42 0． 05

0． 36 0． 30 0．04

0． 80 0． 60 0． 12

0． 54 0． 40 0． 06

0． 52 （). 38 （).08

2． 30 1 ． 00 0． 10

0． 38 0． 32 0． 02

0． 28 0． 22 0. ()4

0． 24 0． 22 0． 02

0． 54 （). 36 0. ()2

0． 56 0. ~ 16 0． 04

0．80 0． 00 0． 08

L84 0． 90 0． 12

2． 80 0． 76 0． 08

0． 50 0． 46 0． 04

0． 90 0． 72 0． 06

0. -18 （). 30 0．04

0. -18 （). 24 0． 0皇1

0． 48 0． 38 0． 06

1 ． 10 0． 90 0． 06

0． 40 （). 36 0． 06

0． 44 0． 30 0． 06

0．86 0． 50 0． 10

0． 42 0． 38 0． 04

(). 60 0． 38 0． 06

0． 62 0． 28 0．04

0．44 0． 32 0． 06

0． 32 0． 30 0． 04

1 ．02 0． 88 0． 1(）

0． 50 0． 22 0．02

0． 38 0．40 0． 06

0， 18 0． 12 0．02
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層との境界は漸移的で、その塲で焼成されたものと考えられる。

色調：暗褐色～暗赤褐色のものが多い。大型のものは赤みが強く、酸化の度合いが高いものが多い。

遺物出土状況：確実に焼土に伴うと判断できるものは少ないが、Ⅳ群c類が最も多く出土している。

性格：不明。周辺には住居の支柱と思われる小柱穴が多数存在することから、住居に伴う炉跡の可能

性もある。

時期：周囲の遺物出土状況から、縄文時代後期後葉～晩期前葉の可能性が高い。 （石井淳平）

焼土出土の土器

1はⅢ群土器の口縁部片で、 口縁部は若干肥厚し、波状の貼り付けがなされる。 口縁部下には二列

の押引きがみられる。 2は北大Ⅲ式の口縁部片である。外側には円形刺突文がみられ、 内外面ともよ

く磨かれる。 3は御殿山式～大洞B式並行の鉢の口縁部片である。 口縁端部は刻みが施され、内外面

ともによく磨かれる。 4は御殿山式の鉢で、 口縁部に小突起をもつ。胴部は3本の横走沈線が引かれ、

上から2本目と3本目の間は縄文が磨り消され、無文帯となる。 5はⅢ群土器の口縁部片である。 口

縁端部は刻まれ、 口縁下には縄圧痕文の施された貼り付けがめぐる。 6は御殿山式～大洞B式並行で、

口縁部外面にA状突起が加えられる。 7は堂林式～御殿山式の注口又は壺である。 8は堂林式～御殿

山式の口縁部片である。 9， 10は堂林式～御殿山式で9は口縁下に突瘤をもち、 3本の沈線を施す。

11は後北C2 D式である。 口縁部は刻まれ、 口縁と平行して刻みを加えた貼り付けを施す。胴部に

は列点文と微隆起線による弧状の文様が描かれる。 12は入江式又は白坂3式並行である。クランク状

と思われる沈線文が施され、沈線の間は磨り消される。 口縁部下に補修孔があけられる。

焼土出土の石器1は扁平礫を素材とするすり石である。石材は安山岩。 2は扁平礫を素材とするす

り石片で、稜の一部にすり痕がある。石材は安山岩。 3は有茎の石槍で、石材は黒曜石である。 4は

全面磨製の石斧で、石材は緑色泥岩である。

表V－8焼土掲載土器一覧
底径
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図V-48-3 石槍 焼土中 (7. (i)
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V縄文時代の遺構と遺物
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V縄文時代の遺構と遺物
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V縄文時代の遺構と遺物

小ピット(図V 50～65表V-10･ 11表1 ･ 2図版133)

総数: 1013カ所

位置と分布：分布は焼土と同様、調査区の南東側、 15ライン以南に密集して存在する。分布域はさら

に南側や西側に広がるようである。

構造：平面は円形で、壌底は平らまたはやや丸みをもち、壁はほぼ垂直に立ち上がるものが多い。覆

土はパミスを多く含む黒色～黒褐色土が主体である。堀形を持つものが多いが、 まれに打ち込まれた

ものも存在する。

遺物出土状況：土器、石器はいずれも小片である。出土土器はⅣ群c類が最も多い。周囲の包含層か

らも多量のⅣ群c類土器が出土しているため、埋め戻しの際に混入したものがほとんどであろう。

性格：住居の支柱と考えられるが、配列は確認できない。

時期：周囲の遺物出土状況から、縄文時代後期後葉～晩期前葉のものが大半を占めると推測する。

（石井淳平）

小ピット出土の土器

1は御殿山式で、爪形文と弧状の沈線文が施される。 2は堂林式～御殿山式の口縁部片である。 口

縁部は波状口縁で、 口縁部下に突瘤が施される。 3は余市式で、 2条のバンドがめく、る。 4は堂林式

の口縁部片で、波状口縁の波頂部が残る。 口縁下には沈線が引かれる。波頂部の下に瘤が存在するが、

内面に刺突の痕跡はなく、器壁をつまみ上げて作り出される。 5は堂林式～御殿山式の注口又は壺で、

胴部には曲線的な沈線文が施される。沈線に囲まれた部分は縄文が充填され、それ以外は磨かれる。

6は堂林式での口縁部片である。 口縁端部は小波状で口縁下に突瘤が施される。 7は御殿山式の口縁

部片で、 口縁部下には突瘤と爪形文が施される。 8は御殿山式の口縁部片で、爪形文、横走沈線、竹

管状工具による押引きが施される。 9～11は堂林式～御殿山式の口縁部片で、 9， 10は口縁部が小波

状となる。 12は堂林式の口縁部片である。 13は御殿山式の口縁部片で、 口縁部付近は無文帯が存在し

その下に爪形文が施される。 14は堂林式～御殿山式の口縁部片、 15は後北C2-D式である。 16， 17

は堂林式～御殿山式で、 17は縦長の同心円上の沈線文が施される。 18は堂林式の口縁部片である。

表V-10小ピット掲載土器一覧

遺構(層位） 図番号 図版

番号

口径

(cnl）

器高

（c[11） '霧器種 分類 地文 備 考

SP173(覆土）

SP187(覆土）

SP405(覆土）

SP423(覆土）

SP465(覆土）

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

１

－

３

６

７

８

１

１

１

１

１

１

１

１

１

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

５ｐ

Ｕ

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

Ｖ

図
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

㈱

〃

｜

〃

〃

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

壺・注'二｜

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

類
類
類
類
類
類
類
類

Ｃ

Ｃ

ａ

ｃ

ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

群
群
群
群
群
群
群
群

Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ

RL縄文 御殿山式

堂林式～御殿山式

余市式

堂林式

堂林式～御殿山式

堂林式

御殿山式

御殿山式

LR縄文

羽状縄文

LR縄文

SP500(覆土）

SP703(覆土2層）
LR縄文

LR縄文

″

″

SP735(覆土）

SP786(覆土）

SP789(覆土）

SP790(覆土）

SP800(覆土）

SP840(覆土）

SP853(覆土）

SP853(覆土）

SP893(覆土）

SP926(覆土）

SP929(覆土）

顛
噸
群
群

Ｖ

Ｖ

Ｉ

Ｉ

LR縄文

RL縄文

RL縄文

羽状縄文

LR縄文

RL縄文

堂林式～御殿山式

堂林式～御殿山式

″

″

｜

″

｜

″

″

″

″

｜

″

〃

｜

〃

癖
一
耕
一
僻
一
織
一
斜
一
織
一
織
一
料

類
類
Ｃ

Ｃ

群
群
Ⅳ
Ⅳ

堂林式～御殿山式

堂林式

御殿!_|_l式

堂林式～御殿山式
岬
岬
僻
犀
恥
恥

Ｉ

Ｉ

１

１

１

後北C2D式

堂林式～御殿山式

’
LR縄文

LR縄文

RL縄文

堂林式～御殿山式

堂林式
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西島松5遺跡平成12年度

表V-11 小ピットー鬘

規模(m)遺構

番号
備 考土付置 覆

短径 深さ長径

I()YR2/2黒褐色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径l()Illnl)5%含む

lOYR2/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径10mm)2%含む

戸

り

り

』

ハ
リ0． 17G－l31 ()． ｜リ

0． 14 0． 25G－l3 0． 182

士

士

士

土

壌

壌

壌

壌

埴

埴

埴

埴

色

色

色

色

黒

黒

黒

黒

１

１

１

１

軟ローム粒(径15mm)7%含む

堅

堅ローム粒(径10mnl)2%含む

堅

３

５

３

１

３

３

３

３

ｋ

ｋ

ｋ

ｔ

卜

１

．

ｉ

ｆ

１

１

１

１

占

占

占

占

ｆ

ｆ

ｆ

岬

1()YR2

1()YR2

1()YR2

1()YR2

G l3 0． 14 0． 1 ~1 0． 20

0－ 15 0． 14I G－l3 ()‐ 1N

N l4 0． 22 0． '| I0． 22）

0． 13 ()． 17N－M 0． 166

| ()YR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径3mm)3%含む0． 15７ M－l4 ()． 20 ()． 2(）

堅ローム粒(径5nlnl) 10%含む

堅

堅

堅バミス(径511Inl)少量含む

IOYR2/1黒色埴壌土

10YR1 .7/1黒色埴壌土

IOYR1. 7/1黒色埴壌土

10YR2/l黒色埴壌土

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

Ml 1 ()． 19 0． 070． 218

()． 159 U－13 0． 17 0． 06

U l3 0． 21 0． 21 0． 19川

Ⅱ 0． 17U－14 ().45 0．40

肌'' | l黒蝋f郷認綣|1調堅 ’1ﾐZ！径2~3 [nnl) l鶏含tj 2 1()YRl~ 『0． 16V－14 ()． 2(）12

~
堅パミス(径5～10ⅢⅢ) 1%含む

ローム粒(径5mm)1%含む

ローム粒(径Ⅲnl)15%含み、炭化物少量含む

10YR1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱

Rl. 7/1黒色埴壌士粘性弱堅

R2/1黒色埴壌土粘性弱堅

0． 20 0． 1 1） 0． 09 ３

｜

ｍ

ｍ

13 V－14

(). 08G l4 0． 17 0． 1614

l5 F－l3 ()． 170． 26 (). 21

IOYR2/l黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径l()1]1111)3%含む
戸 ﾔｰ

lゴーli〕 ()． 120． 18 ()． l(』'6

断面だけ有り1()YR1.7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径5[''n')1%含む0． (}817

l lOYRl. 7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径511nl)1%含むF－l5 0． 060． 18 0． 16lK

2 1 ()YR2/l黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径2～311}|11) 1%含む0． 15 0． 10C l8 0． 17| (）

1()YRl.7/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径5[11nl)3%含むC－l9 0~ 18 0． 1 1 0． 0920

0. 13 1OYR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径5111nl) %含む0． 13C－l9 ()． 1721

IOYR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱堅炭化物少量0． 12 ()． 14C－l9 0． 1822

堅ローム粒(径5～10111111)7%含む

軟

堅ローム粒(径5I''''')15%含み、炭化物少量含む

IOYR1 . 7/1黒色埴壌土

IOYRl ､ 7/1黒色埴壌土

l()YR2/1黒色埴壌士

粘性弱

粘性弱

粘性弱

()． 14 ()． 120． 18叩○
畠⑪ C－l9

0． 1 1 0． 12C－l924 ()． 16

()． 1225 0‘ 15 (10(）C l9

10YR2/l黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径lOIIIDI) 15%含む0． 13 ()． ’226 C－l9 (1 1 1

lOYR1.7/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径51]1m)2%、 ローム粒(径5mⅡ1)2%含む0． 15 0． 12 0． 12
烏
ｊ
Ｏ

ｎ
／
】 C－l9

lOYR1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径7mm)1%含む0． 18 0． 15 ()． ’6C－l928

1 ()YR2/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径10ⅡⅢ1)5%含み、炭化物少量含む()． 13 0． 10 ()． 1029 C－l9

10YR2/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス("5111111) 1%含む

l()YR2/1黒色埴壌士粘性弱堅ローム粒(径IOI11nl)5%含む

0． 05C－l9 0． ’5 0． 13川

0． 000． 13C l91 1 () ‐ 16

IOYR1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径5～10mm)3%含む0． 12 ()． 16)2 D－l9 0． 20

パミス(径5mm)1%含む

ローム粒(径'5～20mm)5％含む

パミス、 ローム粒(径3～5mm)1%含む

土

土

土

壌

壌

壌

埴

埴

埴

色

色

色

黒

黒

黒

１

１

１

粘性弱

粘性弱

粘性弱

堅

一

堅

堅

0. ()9 |()YR1 ． 7

1 ()YR1 ． 7

1()YR1 ． 7

0． 14 0． 12ミq
Ju D－l9

0． 10 0． 15D l9 ()． 15)4

0． 12 ()． 1 1 ()． 1535 D－l9

lOYR1 .7/1黒色埴塊土粘性弱堅ローム粒(径3～5m'1')1%含む0． 07D－l9 0． 21 (1 13里I，

)U

lOYR1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径2mm) 1%含む0． 14D－l9 0． 16 (1－ 1 1）I

10YR2/1黒色埴壌土粘性弱堅炭化物含む()． 15 0， 12 () ． 1318 D－l9

10YR2/2黒褐色埴壌土粘性弱堅黒褐色土粒(径10～15ⅢⅢ)5%、パミス(径1OHI111) ]

％含む

lOYR2/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径2～1Onlm)3%、炭化物少量含む

0． 15D－l9 () ~ 1月 ()． 1519

0． 1 1D－l9 0． 13 ()． 1 110

IOYR1.7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径5～10[11nl)3%含む0． 14 ()． 19' 1 D－l9 0． 16

IOYR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径3I1Im)1%含む0． 18 0． 1‘1 0~ 1 142 D 19

IOYR1.7/l黒色埴壌土粘性弱堅ローム3%含む0． ］3 0． ］243 D－l9 ()． 19

IOYR1. 7/l黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径2()ⅡⅢ1)5%含む0． 15 0． 1 144 D－l9 0． 18

IOYR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径20111111)3%含む0~ 14 0． ’5
1ｰ

li〕 D－l8 0． 18

10YR1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径20111n')5%、パミス(径5mm) 1%含む0． 17 ()． 13 0． 1416 D l8

IOYR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒、パミス(径3n'11])3%含む0． 1217 D－l8 0－ 15 0． 12

IOYR2/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径5mm)3%、炭化物少量含む()． 1 1） 0． 15 0．0718 D－l8

l lOYR2/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径20ⅢⅢ)5%含む 2 10YR1 . 7

1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(篠5nl111) 13%含む
0． 22 1 0． 1:I ()． 18D－l819

146



V縄文時代の遺構と遺物

噸
一
屋

位一
直

規 模(m)

長径短径深さ

0． 30 0． 25 0， 20

0． 25 0， 13 0． 15

0． 16 0． 15 （)． ’ 1

0． 15 0． 1 1 0． 17

0． 13 0． 12 0． 17

0． 13 0． 10 0． 15

0． 14 0． 14 （). 06

0． 18 0． 17 0． 06

(). 22 0． 20 0． 14

0． 16 0． 13 0． 18

0． 14 0． 13 0． 18

0． 16 0． 15 0． 1 1

0． 23 0． 17 0． 18

遺構

番号
覆 土 備 考

ハ
Ｕ

ｌ

，

】

⑪

〕

４

Ｐ

－

３

ｎ

０

局

Ｉ

Ｒ

ｕ

Ｑ

Ｕ

Ｏ

）

Ｉ

９

当

ニ
リ

毎

９

－

９

Ｆ

３

一

３

ニ

リ

Ｆ

３

Ｆ

３

声

３

Ｐ

３

八

０

、

０

バ

リ

D－l8

1－14

1 14

1 14

1－14

1－14

1－ll

J－I4

J l4

J－l5

I－l4

J l4

D l9

1()YR2/1黒色埴壌土粘性弱軟

IOYR2/l黒色埴壌土粘性弱堅

IOYR2/1黒色埴壌土粘性弱堅

l 1OYR2/l黒色埴壌土粘性弱

2 1()YR2/l黒色埴壌土粘性弱

I()YR2/l黒色埴壌土粘性弱堅

ローム粒(径5ⅢⅢ) 1%含む

ローム粒(径1O～2()11111)5%含む

堅パミス(径3''Ⅲ}）2％含む

堅パミス(篠3～5ⅢⅢ）3％含む

パミス(径l lllm) 1%含む

l()YR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱軟

l()YR2/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径5～l()i''11')2%含む

lOYR1． 7/1黒色埴壌土粘‘性弱軟

I()YR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱軟

l()YR1 . 7/1黒色埴壌士粘性弱堅パミス少量含む

IOYR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱軟

10YR2/1黒色埴壌土粘性弱軟パミス(径1mm) 1%含む

l lOYR2/l黒色埴壌土粘性弱しよう柱痕

2 10YR2/3黒褐色埴壌士粘性弱堅Ⅲ層土主体
E l963 0． 15 0． 190． 12

肌

価
｜
肺

的

Ⅲ

Ⅲ

~

~

Ｅ

Ｅ

Ｅ

0.08 10YR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径2[''m)1%含む

0. 19 10YR2/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径3111n1)2%、 h

0． 09 1 ()VR2／1里伝蛸蛎十 淵11,1雌弱堅パ室ズイ標1 ，，，，1 1鰹会諦

10YR2/1黒色埴壌土粘性弱堅

l()YR2/1黒色埴壌土粘性弱堅

ローム粒(径3111n1)2%、炭

ｎ

ｄ

｜

ひ

９

含

！

ｌ

ｌ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

３

９

６

１

１

１

０

０

０

l lOYR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱

2 10YR1 . 7/1黒色埴壌士粘性弱

l lOYR2/3黒褐色埴壌土粘性弱

弱堅パミス(径5ⅡⅢ})2％含む

化物(径3mm) 1%含む

パミス(径1 11lm) 1%含む

堅ローム粒(径20～30nln1)20%含む、抜き取り痕

堅ローム粒(径4mn1)3%含む

すこぶる堅2 10YR2/2黒褐色埴壌土粘性

67 E l9 0． 16 0． ］2 0． 18

6X E－l9 0． 20 0． 14 0． 15

69 E-191Q14 1 ()｣:1 Q10 1 1OYRL7/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径31'''1')1%含む

刊
1()YR2/1黒色埴壌土粘性弱

IOYRl . 7/1黒色埴壌土粘性弱

１

２

堅

堅

ﾊ<ミス(径2mⅢ） 1％含む

パミス(径3～5111m)1%含む
E－I9 0． 15 0． 12 ()． ’5

2黒褐色埴壌土粘‘性弱堅パミス(径l ⅢⅢ) 1%含む 2 10YR1 . 7／

粘性弱堅ローム粒(径5n''')1%含む

l黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径2()～30111m)7%含む

'1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径5nllll)2%、 ローム粒(径10～201nm)

l lOYR2/

l黒色埴壌土

1 10YR2/

2 10YR1 ． 7

3％含む

3 1 ()YR1 ． 7

ワ1
11 E－l9 ()． 15 0． 11 0． 20

72 E－191 0． 16 1 （). 15 0． 22

序f》

lr〕 E－l9 ()~ 15 ()． ’3 ()， 17

74~ ９

９

９

０

嘘

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

~~

~

~

~

~

~~

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

皿

卿
一
州
一
椰
一
叩
一
叩
一
岬

唯
一
Ⅷ
｜
肥
一
Ⅷ
｜
叩
一
州
一
咄

岬
一
恥

岬

岻
一
叫
一
皿
一
岬
一
ｍ
一
岬

岼
一
恥

皿
一
岨
一
叱
一
岬
一
叩

l黒色埴壌士粘性弱堅パミス(径5mm)3%含む

両
一
冊
一
両

10YR2/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径2()～30n1111)5%含む、炭化物少量含む

lOYR2/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径l()IIIm)2%、炭化物少量含む

IOYR2/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径3mm) 1%、炭化物少量含む

10YR1. 7/l黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径31]1111) 1%含む

I ()YR2/2黒褐色埴壌士粘性弱堅ローム20～30%含む

10YR2/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径3mm) 1%含む

IOYR2/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径10nlnl) 1%、炭化物(径5111nl)少量含む

10YR2/l黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒、炭化物少量含む

IOYR2/l黒色埴壌土粘性弱しよう

lOYR1 . 7/1黒色埴壌士粘性弱堅ローム粒(径3nml)少量含む

l()YR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径5～10mn')5%含む

10YRl7/1黒色埴壌士粘性弱堅パミス(径3～5mm)7%含む

Ⅷ

岬

叩
一
岬

町
一
脚

叩
一
ｍ
一
叩

皿
一
服

皿

Ｑ

○

Ｑ

Ｕ

ｎ

ｖ

‐

１

り

と

、

０

１

Ｊ

一

〃

７

【

ｊ

（

５

ｎ

５

Ｒ

〕

Ｒ

ｖ

Ｏ

Ｏ

ハ

５

洲

師 10YR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径10～20mm)5%含む

l lOYR1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱しよう炭化物、 ロームを少量含む 2 1()YR

2／2黒褐色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径3ⅢⅢ）7％含む
88 D l7 0． 20 0． 17 0． 17

I ()YR3/3暗褐色埴壊土粘性弱堅Ⅲ層土主体でパミス(径1Onlnl)3%、炭化物(径3
mⅢ) 1%含む

帥
一
叩

D－l7 0． 19 0． 18 0． 18

７

７

７

７

７

１

１

１

１

１

~
~
~
~

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

叩
一
咄

Ⅷ
｜
岬
一
価

10YR2/1黒色埴壌土粘性弱すこぶる堅ローム7%含む

10YR2/1黒色埴壌士粘性弱軟パミス(径lnⅢ1)2%含む

lOYR2/2黒褐色埴壌土粘性弱堅パミス(径l()IIII)5%、炭化物(径5mm)1%含む

IOYR2/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム1O%含む

IOYR2/2黒褐色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径3111111) 15%、炭化物少量含む

岬
一
帖
一
岻
一
叫
一
岨

叫
一
叫

叫

皿

岬

別

呪

船

似
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西島松5遺跡平成12年度

規模(m)遺構

番号
備 考覆 土付置

長径 短径 深さ

ローム粒(径l l1lm)3%含む

ローム粒(径1 111111)少量含む

パミス(径5nllll)2%含む

ローム粒(径IOI1''11)7%含む

パミス(径lⅢⅢ)少量含む

堅パミス(径1 1}llll)3%含む

l()YR2/1黒色埴壊土粘性弱堅

I ()YR1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱堅

IOYRl . 7/1黒色埴壌土粘性弱堅

IOYR2/1黒色埴壌土粘性弱堅

1()YR2/1黒色j1H壌土粘性弱堅

1 10YR2/1黒色埴壌 |言 粘性弱

()． 13 0． 10(lR
IJqJ E l7 () . ()(』

()． 1月 0． 15E－l7 ()． 179(i

()． 17 0． 15E l7 (}． 16Ｗ

鵬 0． 14E－l7 0． 14 0． 12

0． i5 ()． 1（１

０

１

帆

Ⅲ

Ⅲ

E－17 ()． 20

()~ 13 0． 06D－l (1 ()． 14

2 10YR1 .7/1黒色｣1自壊土粘性弱堅ローム3%含む

IOYR2/1黒色埴壌士粘性弱堅（ミス(径l ()'11111)2%含む

iOYR2/1黒色埴壊土粘性弱堅ローム粒(径3mlⅡ)少量含t

IOYRl . 7/1黒色埴壌士粘'|､'|弱堅パミス(径5111ill)3%含む

l ()YR2/2黒褐色埴壌土粘'|1調堅ローム15%含む

()~ 1 1 0． 15D－l6 0． ］2

0． 16 (). 2(）D－l6 0. 2(）102

0． 19 0()!）E l803 () ~ 28

()． 1610~1 E－1＄ 0． 19 (1 ｛1K

0． 080． ’3 ()． 12'05 目－18

ローム粒(径'0～2()1I1m)15%含む

ローム粒(径20ⅢⅢ)i5%含む

ローム1％含む

3黒褐色埴壌」

, l黒色埴壌土

' 1黒色埴壌土

弱

司

り

」

“

－

３

４

泄

生

生

朏

剖

制

ｆ

淵

堅
一
堅
一
堅

I()YR2/

1()YR1 ． 7

10YR1 ． 7

0． 15 () ． 15 0． 1 (1E l8| (}(#

0． 1 1 ()． ’8()． 16107 E lN

E－l8 0~ 24 (}． 23 （j、 2(）108

ローム粒(径lO～2()nm')10%含む

Ⅲ層土花体

ローム粒(径lmnl)3%含む

R1. 7/1黒色埴壌土

R3/2黒褐色埴壌土

R1.7/l黒色埴壌士

lfili性弱

粘性弱

粘性弱

堅
一
堅
一
堅

0． ’8 叩
一
ｍ
｜
、

E－l8 ()． 16 0． 21109

()． 15 0． 1《I0． 1 (i1 10 E－l8

1 1 11 1 1 0． 170． 20 0． 08E－l8

0． 13 (). ()8' 12 E－l7 ()‐ 16

1 ()YR1 . 7/l黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径511111)5%含む

l lOYR2/1黒色埴壌土 1#i'i性弱堅パミス(径5111m)少量含む2 10YR3/3黒褐

色埴壌土粘性弱軟

10YR2/1黒色埴壌土粘性弱堅Ⅲ屑士粒(径5～IOmm)2%含む

I()YRl. 7/1黒色埴壌土粘‘性弱堅ローム粒(径5mm) 1%含む

l lOYR1 .7/l黒色城壌土粘性弱堅ローム粒(径3～I()ⅢⅢ)5%含む

2 10YR3/3暗褐色埴壌士粘性弱堅ローム粒(径l～3II111)2%含む

l lOYR1 . 7/l黒色岫壌士粘性弱軟ローム粒(径2ⅡⅢ1)3%含む

2 1()YR1 .7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径5111m)2%含む

1(1YR1.7/l黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径 n1ll) 1%、炭化物少量含む

(). ()8' 13 C－2(} 0． 21 ()． 12

0． ’2 ()． 16' 14 C 20 ()． 13

0． 1 1 (). ()91 1局
且 1 Vノ ()~ 14C 2(）

0． 1 10． 21 ()‘ 171 16 C－20

0． 17 ()． 1 1C 20 (}. 2(）' 17

0． 10C－20 ()． 13 (’（)61N

0， 1 1 ()． l (）C－2(） ()． 13' ’9

l20 C 20 0． 16 0． ’2 0． 1 1

C－20 0， i ~ I ()． 12 (}. ()9121

IOYRl.7/1黒色埴壌土粘性弱

1()YR2/l黒色埴魂士粘性弱

戦

蚊ローム粒(径10H}HI) 1%含む

0， 12 ()． ！ ’122 C－20 ()． 13

0． 20 () ~ 10C 20 (). 27

()． 10

123

0. 2() 10YR2/1黒色埴壌土粘性弱しよう ローム粒(径I ()～2()mn')少量含む(). 09C－20124

IOYR1.7/1黒色埴壌士粘'|､'|弱堅

IOYR2/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径101111il)2%含む

lOYR2/1黒色埴壌土粘!|ﾘﾐ弱堅ローム粒(径5111111) 1 ()%含む

1 10YR1 ､ 7/l黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(経3～5111II)3%含む(柱痕） 2

1 ()YR3/3暗褐色埴壌土粘‘性弱堅 ⅡI層土主体(捌方）

IOYR1 . 7/1黒色埴壌土粘'I1弱堅ローム1%含む

10YR2/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径3～5ⅢⅢ)少量含む

()．ⅢC－2(） 0． 15 （)． 14125

0． 1 ~~ID 20 0． 160． 15126

0， 12 ()． l(）I27 D－20 ()． 16

0． 220. 2~ ~1 0~ 22128 C－20

0． ’7 (). 07D－20
n 4）4）
U･ 白白121）

()． 17()~ 19 () lX剛

皿

D 20

IOYR2/l黒色岫壌土粘'|1弱堅ローム粒(径1mⅢ)1%含む()． l ~ I ()． 180． 1 ~1D－2I）

IOYR1. 7/1黒色埴壌土粘'11弱堅ローム粒(径5mm)2%含む0． 05D 20 0． ｜ ’ () ． l (）1りり
19 )畠

ローム粒(係5～1()''In')7%含む

ローム粒(径2m''}）5％含む

10YR2/1黒色埴壌土粘性弱堅

IOYR2/1黒色埴壌土粘,|､II弱堅

1 ()YR2/1黒色埴壌士粘性弱堅

l lOYR1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱

壌土粘性弱堅ローム粒(径1Omm）

l()YR2/1黒色埴壊土粘,性弱堅

0． 12D－20 0． 16 ()． 1 1133

0~ 15 0． 1 1 0. ()9D－20'34

0. ()7135 ()． 19D 20 0． 20

しようパミス少量 2 1()YR2/2黒褐色ll肖

％含む

ローム粒(径l()～2011II'') l～2%含む

0． 18138 D－20 心

岬

0． ZO

()． 10 () ~ （)9D 2(）’39

1 1()YR1 . 7/l黒色埴壌土粘性弱軟ローム粒(径5111nl)少量含む0. （)9 0． 12110 D－2(） () ~ ’ 1

| ()YR2/1黒色ﾅl自壊士粘‘性弱堅ローム粒(径3mm) 1%含む0． 1 1()． 10 0. 0(）l －l l D 20

ローム粒、炭化物少量含む

ローム粒(10111m)5%含む

ローム粒(1mm)5%含む

パミス、炭化物少量含む

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

｢ 1黒色岫壌十

l黒色埴壌土

' 1黒色埴壌士

' 1黒色埴壌土

l黒色埴壌土

堅

堅
一
堅

曜

堅

lOYR1．7

10YR2/

l()YRl ， 7

1()YR1． 7

1 ()YR2／

0． 1 (i ()． 13 0． 1(）M2 D－20

143143 0． 15 ()． 150． 20D－2(）

()． 15 1 0． 13 ()． 1814‘1 D－2(）

0．07'45 0． ’’1D 20 ()． 20

0． 1 ‘'1 0． 12 0． 12ll6 D－20
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V縄文時代の遺構と遺物

規模(m)

雲 位置 覆 土 備 考
長径 短径 深さ

lOYR2/1黒色埴壌土粘｣|t弱堅パミス(径1nlnl) 1%含む'47 D 20 0．M ()． 12 0. ()6

IOYR2/l黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径2mm) 10%含亡148 D 20 0． 13 0． 1 1 ()． l (）

IOYR2/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径2IIIn')10%含を149 D－20 0， 13 0． 12 0． ］2

150 l()YR2/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径lⅢⅢ) 1%、 ローム粒(径15mⅢ)5%含むD－20 0． 18 0． 15 0． ］ ’

|OYR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム5%含む151 D 20 0． 20 0． 19 0． 12

I()YR2/l黒色埴壊土粘性弱堅□－ム粒(径I()ⅢⅢ)2%、炭化物少量含む
1月1）
LfJ白 C－21 （)． 16 0． 15 0． 1(）

IOYR2/l黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径5～IOII]I1)3%、炭化物(径5 111nl) ]

含む

1一m

13J C－21 0． 14 0． 13 0． 06

lOYR2/l黒色埴壌土粘性弱軸ローム粒(径li''m) 1%含む154 C－21 0． 26 0． 22 0． 16

l iOYR2/1黒色埴壌士粘性弱堅ローム粒(径5ⅡⅢ1)5%、炭化物(径3 illm) ]

含む
155 C－21 0． 07(}、 13 0． 12

2 10YR2/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径5 111m)3%、炭化物(径3ⅡⅢ1) 1%

含む
156 C 21 0． 14 0． i3 0． 09

IR7
IJI 10YR2/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径IOIIII11)2%含むC 21 0． 17 ()． 15 0． 13

l IOYR1.7/l黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径7～10[11[1)2%、炭化物少量含む158 C－2］ 0． 16 0， 21Ⅷ

州 2 10YR1.7/l黒色埴壌士粘性弱しよう ローム粒(径7111m)2%含む副） r､一ツ1…国上 ()． 12 0． 23

0. 12 10YR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径5ⅡⅢ')5%含む0． 25160 C－21 0． 22

161 lOYR2/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径1ⅡⅢ1) 1%含むC 21 (). 34 0． 32 0， 10

l()YR2/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径411IIII)2%含む

I()YR1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱堅

l62 C－21 0． 15 0． 14 (} （)N １
’
２'63 C 21 0． 16 ()． 1 1 ()． 08

I()YR2/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径1 '''''')少量含む[64 C－21 0． 14 0． 13 0． （)(1

IOYR1 . 7/1黒色埴壌士粘性弱堅ローム粒(径I()～201III11)2%、炭化物(径5mm） l既

含む
165 0． 20C－21 0． 1」 O~ 24

lOYR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径3～5'''''')1%、炭化物少量含む166 0． 19 0． 19C－21 0． 23

IOYR1 ． 7/1黒色埴壌士粘性弱堅ローム粒(径I ()IIIm) 1%含む167 C 2］ 0． 21 ()． 19
リ
】
リ
ヨ

ハ
リ

IOYR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径301nl) 1%含む168 C－21 0． 18 0． 16 (). 04

lOYR1. 7/1黒色埴壌士粘性弱堅C－21 0． 1 1 0． 1〔）169 0. 06

IOYR2/1黒色埴壌士粘'11弱堅ローム粒(径5～10HInl)7%含む170 C 22 0． 12 ()． 1 1 ()． 20

1()YR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒少量含む171
り
白
？
】Ｃ 0． 22 0． 19 0． 11

l lOYR1. 7/1黒色埴壊土粘性弱堅ローム粒(径IOⅢⅢ)2%、炭化物(径511III') 1%

含む 2 10YR2/l黒色埴壌土粘性弱

しよう ローム10％含む

172 C－22 ()． 170． 2(） 0． 23

IOYR1 . 7/1黒色埴壌士粘性弱軟ローム粒(径7111nl) 1%含む173 C－22 (). 57 0．42 0． 29

IOYR1. 7/1黒色埴壌士粘性弱堅174 0． 14 0． 12 0． 05C－22

175 |OYR1 . 7/1黒色埴壌士粘性弱堅
ハ
ノ
】

、
ノ
】

Ｃ

()． 23 0． 20 0．06

lOYR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱堅176
『へ q1O

L織一白白 0． 15 0． 14 0． 11

lOYR1. 7/1黒色ﾅ|肖壌士粘性弱堅Ⅲ居士粒(径3mm)少量含む
1守辱

1 J（
戸一りリ
ン白白 0． 15 0． 080． 20

178 lOYR1 . 7/1黒色埴壌士粘'|fl畠弱堅C 22 0． ’9 0． 1 1{) ． 1 1）

10YR1.7/1黒色埴壌士粘性弱堅179 r,一ツ‘）
し－－ 0． 1 ‘10． iN 0． 18

IOYRl . 7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径I()m11')2%含む18(） D 22 0． 17 0． 140． 18

IOYR1 . 7/1黒色埴壌士粘性弱堅ローム粒(径1O～131IIII1)3%含むB 22 0． 15'81 0． 14 0． 14

l lOYR1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱堅 2 10YRl. 7/1黒色埴壌土粘性弱しよ

0． 32 う柱痕 3 1()YR2/2黒褐色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径10mm)5%含む

1 1()YR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱堅 2 10YR2/2黒褐色埴壌土粘性弱堅
()． 14
ローム粒(径5mm)1%含む

1 10YR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱堅炭化物(径5mⅡl) 1～2%含む柱痕 2 10
0． 2(）
YR2/3黒褐色埴壌土粘性弱堅Ⅲ層十羊休

0． 32

0. 2(）

182 D－22 0． 24() 剛）

183 0． 17 0~ 14
n 6》ID

Lノームム

'84 D 22 0． 13 ()． 14

IOYR2/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径5ⅡⅢ') 1%含む185 D 22 0． 14 0． 26() ~ 12

10YR2/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径l()nlll]) 1%含むD－22 0－ 16 0． 15 0． 1計|N(1

lOYR1. 7/1黒色埴壊士粘性弱堅ローム粒(径5～l ()Inlll)3%含走187 D－22 0． 17 (1 16 ()． 13

10YR1. 7/1黒色埴壌士粘性弱堅パミス(径l～2mⅢ)少量含むl88 D 22 ()． 17 ()． 15 {)‐ （)H

IOYR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱堅炭化物(径5''I''I) 1%含む189 D 21 0． 17()． 1N ( ) ． （)8

'90 D-2' 10YR1 ． 7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径5I'l''1)1%含む0． 18 0． 1 I 0． （)8
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西島松5遺跡平成12年度

規模(m)遺構

番号
備 考付置 覆 土

短径長径 深さ

IOYR1.7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径5ⅢⅢ)3%含むD－22 0． 1 1 0． 10 0． 05191

IOYR2/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径10nllll) 1～2%含む0． 15192 D－22 ()． 16 ()． 20

1 10YR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱堅 2 10YR1 . 7/1黒色聴壌土粘性弱堅

ローム粒(径5ⅡⅢ1) 10%含む
()． 17画一99

坐白白 0． 18193 {) ． 28

| ()YR2/1黒色岫壌土粘性弱堅0． 18Fり‘）
し己些 0， 22 0． 14'94

l lOYR1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱軟柱痕 2 1()YR3/4暗褐色士ローム粒

(径5～10111111)20%含む
195 0． 1 ，1 (). 22E－22 0． 20

IOYR3/4暗褐色土粘性弱堅Ⅲ層十和体E22 0． 13 0． 1 (）i96 {) ‐ （ 1N

l lOYR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径1 IIIn') 1%含む 2 10YR2/2

黒褐色土ローム粒(径4nlnl)3%含む
197 0． 16 0． 24E22 ()］(1

IOYR3/3暗褐色埴壌士粘性弱堅戸一リ1
些白土 0． 16 0． 14 0． 17198

IOYR2/1黒色埴壌士釉性弱堅パミス(径3ⅢⅢ)1%含む()． 17 ()． 14'99 D－21 0. ()8

IOYR1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径10IIIHI)7%含むD－21 0． 1 1 0 1 {） ()． ’620(）

、

I()YR2/2黒褐色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径101IIn')1%、炭化物(径3 11101) 1%含

む
0． 14331 ()~ 15 ()． 1(）D21

0'910081'0YRL7/!黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径2[11nl)2%含む(). 24D－21鯉

糊 l lOYR2/2黒褐色士D21 0． 1 1 0． 1 1 0． 12

2 10YR1.7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径5111m)3%含む()． 15 0． 1 ．1)34 D－21 0． 06

IOYR2/2黒褐色埴壌土粘性弱堅0． 15D－21
I)りF
1),1， ()． 16 ()． ’3

l lOYR1 .7/1黒色埴壌土粘性弱堅 2 10YR2/1黒色埴壌土粘性弱堅

ローム粒(径5n'nl)1%含む
E－2］ 0. ,18 0~ 21 (). 21)36

1 10YR2/2黒褐色埴壊土粘性弱堅ローム粒(径5 mm)2%含む柱痕 2 10

YR2/1黒色埴埋土粘性弱堅ローム粒(径5[11m) 1%含む 3 10YR4/4褐色埴

壌土粘性弱堅Ⅲ層土主体でパミス(径5nlII) 1%含む

外E）ワ

ビ)て〕【 0． 25E－21 ()． 18 0． 2(）

IOYR1. 7/l黒色埴壌土粘性弱堅()． 13E－21 0． 13 (1 1)(｝338

l()YR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱軟ローム粒(径3nl''')少量含む0． 15 0． 13洲9 E21 0 11(）

IOYR2/2黒褐色埴壌土粘性弱堅黒伊‘十約(径5ⅢⅢ)3%含む)40 E－21 0． 2(） (}． 15 0． 1 ~ 1

1 1()YR2/1黒色埴壌土粘性弱堅炭化物(径lnl'1')1%含む 2 1OYR3/2黒

褐色埴壌土粘性弱堅ローム主体でパミス(径10～2()111nl)3%含む
｝'11 E2I 0． 32 ()． 18 0． 17

IOYR2/2黒褐色llH壌土粘性弱堅ローム粒(径IOⅢⅢ)1%含む}42 E21 0． 18 0． l Ii ()‐ OK

i lOYR1 .7/l黒色埴壌土粘性弱軟ローム粒(径4mnl)少量含む(柱痕) 2 1()Y

R2/3黒褐色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径51Im) 10%含む
0． 24〕川'。

』宝！】 E－2（ ()． 25 0． 22

IOYR2/1黒色埴壌土粘性弱堅炭化物(径3mm)少量含む()． 15 0． 15} ’小I E－20 0． 10

1 10YR2/l黒色埴壌士粘性弱堅炭化物(ｲ苓2n'l'1)少量含む2 1()YR3/3黒褐

色埴壌土粘性弱堅ローム主体
0． 18 ().21145 E－20 ()． 22

01710091 1OYR2/｣黒色埴壌土粘性弱堅0－ 19)46 E－20

10YR2/2黒褐色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径2nln')5%含む347 F－22 0． 12 ().09()‐ 11

IOYR3/3暗褐色｣直壌土粘性弱堅Ⅲ層土主体でローム粒(径2 HInl)5%、黒色土粒

(径5mm）3％含む
F－22 0． 14 0~ 13 0．08;48

I ()YR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱軟ローム粒(径3ⅢⅢ)1%含む
、
ｌ
Ｊ

ｆ
ｋ
■

０
１
１~
~
３

F22 0． ’7 0． 14 0． 10

1 10YR3/3暗褐色埴壌土粘性弱堅パミス(径7mm)2%含む 2 1()YR4/4

褐色墹壌土粘性弱軟ローム主体でパミス(径3''1Ⅲ)3％含む
0． 17 0． 27350 F－22 0． 20

l(}YR3/3暗褐色埴壌土粘性弱堅Ⅲ層十芋体で黒色土粒(径1011m)2%、 ローム粒

(径1 ()mIII)5%含む
0． 25351 F－22 0． 12 0． 1 1

IOYR1. 7/1黒色埴壌士粘性弱堅ローム粒(径3mn1)少量含む‘』民ツ
EJYF－ F22 0． 15 0． 13 ()． 10

|OYR1 . 7/l黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径3n1nl)2%含む《丙‘l
JuJ《〃 F－22 0． 12 0． 120． 13

10YR4/4褐色埴壌土粘‘性弱堅ローム主体でパミス(径5～7ⅡⅢ1)2%、炭化物(径

5IIIDI) 1%含む
354
戸nn

f 44 0． 19 ()． 16 0． 27

0．050~ 1 ~1 0． 12
一
‐
、
叩

Ｆ
、
Ｊ

ｎ
く
叩 副－22

G22 0． 2(） ()． 12
B，ーJォ

jf〕0 ()． 18

0． 26 0. 2(） 0． 21｝57
行 も}叩

Ly 当当

G－22 0． 19 0． 17358 0． 1 1

450



V縄文時代の遺構と遺物

雲|位ゞ
規模(m)

覆 土 備 考
長径 短径 深さ

359
戸nn

Ly－ムム 0． 16 1 0． 16 0． （}N

360 G－22 0． 18 0． 17 0． 14

361 G－22 0． 22 0． 20 0． 12

362
へnn

Ly－j4 0． 12 0． 11 0． 12

363 G－22 ()． 12 0． 12 0． 12

)6‘1 G－22 0． 16 0． 16 0． 12

365 G－22 0． 1 1 ()．080． 1(）

G－22366 0． ’2 0． 10 0． 09

３ 、n房

00J G22 ()． 19 ()． 16 0． （)(）

368 G－22 0． 21 0． 18 0． 10

169 G－22 0． 16 0． 16 (). 09

370 G22 ()． 13 0． 1 ］ 0． 10

371
r竜 ｡⑪
L丁一過当 0． ］9 0． 17 0． 12

372 F2］ 0． 1 （ ()． 14 0. 09

〕弓｡

）ID F－21 0． 1 1 0． 1 1 0． 08

174 F－21 0． 1 1 0． 150． 10

375 F2］ 0． 27 0． 22 0． 05

)76 F 21 0． 17 ()． 13 0． （)計

、同月

フイイ G－22 0． 17 lOYR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱軟

IOYR1. 7/l黒色埴壌士粘性弱軟

IOYR1.7/1黒色埴壌土粘性弱堅

l()YR2/2黒褐色埴壌土粘性弱堅

l lOYR2/1黒色埴壌土粘性弱

堅パミス(径五mm)3%含む

10YR2/2黒褐色埴壌土粘性弱堅

10YR2/1黒色埴壌土粘性弱軟

lOYR2/l黒色埴壌土粘性弱堅

10YR2/l黒色埴壌土粘性弱堅

()． 1 ;1 ()‐ （)8

QワQ
IJIO G－22 0． 24 0． 21 0 （10

財70
u~Iソ H－22 0． 17 0． 14 0． 07

}80 H22 0． 10 0． 10 0． 18 パミス(径1 [11111)2%含む

しよう 2 10YR2/2黒褐色埴壌士粘性弱381 H－22 ()． 15 0． 14 0． 15

382 H－22 0． 16 0．昨’ 0． 17 ローム粒(径5nllll) 1%含む

ペミス(径511111) 1%含む

'fミス(径5111'11) 1%含む

383 H-221 0． 17 0． 15 0． 18

38－1 H22 0， 18 0． 16 0. 08

385
TT nn

rlー4竺 0． 14 0． 1 1 1 0． 10

186 H－22 0． 28 OYR1. 7/1黒色埴壊士粘性弱堅ローム粒(径51IIm)1%含む0． 22 0． 25

187 H22 0． 22 10YR1.7/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径lⅢⅢ)1%含む

10YR1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱軟ローム粒(径7mm) 1%含む

IOYR2/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径10mm)少量含む

lOYR1. 7/l黒色埴壌士粘性弱堅

lOYR2/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径1111111) 1%含む

IOYR2/l黒色埴壌士粘性弱堅パミス(径l '11''')少量含む

lOYR1. 7/1黒色埴壌士粘性弱軟ローム粒(径71nn')2%含む

lOYR1.7/1黒色埴壌土粘性弱しよう

l lOYR1.7/l黒色埴壌士粘性弱堅ローム粒(径2～lO1'lll})3%含む 2 10YR

2／3黒褐色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径51III1I)5%含む

10YR2/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径2111nl)3%含む

l()YR1.7/1黒色埴壌士粘性弱堅ローム粒(径10nlm)1%含む

IOYR2/1黒色埴壌土粘性弱堅

IOYR2/1黒色埴壌士粘性弱軟パミス(径5Ⅱ1nl)1%含む

()． 18 0． 13

州X H22 0． 15 0． 1 1 0， 10

389 1=J－リ‘）
▲~ユ ご釦 0． 12()． 13 {1 （)0

39(）
り
当
り
］Ｈ 0． 150． 19 ()． 16

391 H22 0． 17 0． 16 0． 07

湖
一
郷

H－22 0． 17 1 0． 15 0． 16

H－22 0． 16 0． 16 0． 15

394 H22 0． 12 ()． 10 0． 10

)95 H－22 0． 22 0． 22 0． 36

396 H－22 0． 18 0． 14 0． 15

397 H22 O~ 18 0． 17 0， 20

398 H－22 ()． 15 0． 13 ()． （)8

}99 H－22 0． 17 0． ］5 ()．胴

100 T－T－りり
｣上 白白 0． 15 0．M OYR1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径l0mm)2%含む0． 10

101 H－22 10YRl.7/1黒色埴壌土粘性弱堅

10YR2/1黒色埴壌土粘性弱堅

IOYR2/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径2mm)1%含む

IOYR1.7/1黒色埴壌土粘性弱堅

10YR1.7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径l 'IIm)3%含む

lOYR2/3黒褐色埴壌土粘性弱堅パミス(径5～10IIInl)3%、炭化物(径lOnlⅢ） 1％
含む

1 1 ()YR2/1黒色埴壌士粘性弱堅パミス(径311}m)2%含む 2 10YR4/6褐

色埴壌土粘性弱堅Ⅳ層土主体、パミス(径IOHIIII)10%含む 3 10YR3/3暗褐色
埴壌土粘性弱軟パミス(径5111m)5%含む

0． 19 0~ 15 0． 16

102 G－21 ()． 18 ()． 15 {) （)9

103 G21 0． 18 0． 15 0． 12

104 G21 0． 19 0． 16 0． 13

105 G－21 ()． 19 ()． 17 0． 16

406 G－21 0． 18 ()． 15 0． 26

107
戸、1

kコ一色1 0． 24 0． 21 0． 34
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西島松5遺跡平成12年度

規模(m)

長径|短径| ＃長径 短径 深
遺構

番号
備 考覆 土位置

さ

l lOYR2/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径10～1511'''')2%含む 2 1()YR4／

4褐色埴壌 t粘性弱堅ローム主体、 パミス(径5～1 ()mⅢ)2%含む

IOYR1 . 7/1黒色箙壌士粘性弱堅ローム粒(径I ()[11nl) 1%含む

IOYR1. 7/1黒色埴壌土粘,|1弱堅

l()YR2/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径1()nlnl) 1%含む

IOYR1 . 7/l黒色地壌土粘性弱堅

l lOYR2/2黒褐色埴壌土粘'M弱堅パミス(径5～7 mm) 1%含む 2 10YR

1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径101'''1')1%含む

10YR1.7/l黒色埴壌土粘性弱軟ローム粒(径10～20'''''1)2%含む

lOYR1. 7/1黒色埴壌土粘'|'|弱堅パミス(径2～5IIIm) 1%含む

0． 34(). 32 1 0． 2(）G－21408

0~ 23iO9 G 2(） ()． 26 0. 0(』

0． 18 0． 08G 21 ()． 2(）110
~

0． 13 0． 080． 1前G－2141 1

()． 1 :1 0． 13 (). ()8G-211 12

0． 26 ()． 3(）0． 29G－21113

()． ’80． 19G－21 (1 1N1 14

川
一
川
一
仙
一

115

Ⅷ

117

0． 21 ()． 310. 2-1H－21

0． 180． 1 1 ()． l(）H－21

0． 17 ()． ’6 ()． ’2H－21

0． 18 ()． 12()． 18H－21118

()． 13 0． 12H－21 （)． 191 19

0． ’9 (). 26H－21 0. 2局420

含む 2 10YR2／3
0． 23 ()． 20 0． 23121 H－21

0． ’5422 H－21 0． 17

123 H 21 0． 13

0． 17H－21 ()． 16

0， 13 {)． 30

lOYR2／
0． 40H－l7 0． 25 0．2212‘ 1

~

0． 23H－l7 0~ 2－1 ()． 28125

1,m）5％含む 2 10YR2／1粘性弱堅 ローム粒(径2

3ⅢⅡ')10％含む
()． 1 1 0． ’7H－l7 0． 1812(』

ローム粒(径

0． 150． 1 (』l27 H－l7 0． 17

l lOYR1.7／1黒色埴壌士粘性弱軟 2 10YR2／l黒色埴壌土粘性弱堅
0~ 15 (). 20H l7 0． 24428

パミス(径2011'Ⅲ)7％含む

I ()YR1. 7/1黒色埴壌士粘‘性弱堅パミス(径5111nl)1%含む0． 1－1 0． 18129 H－l7 ()． 15

IOYR1 . 7/l黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径10mn1)2%含む ‐

IOYR1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱堅

1 1 ()YR1 . 7/1黒色埴壊土粘性弱堅パミス(ff4 1IIII) 1%含 2 10YR2/3黒

褐色埴壌士粘性弱軟パミス(径13111H1)3%含む

I (IYR2/3黒褐色埴壌土粘性弱堅パミス(ff511Inl)2%、炭化物(径10[11RI)2%含む

l lOYR2/1黒色埴壌土粘'|ll弱炊炭化物20%含む 2 10YR2/2黒褐色埴壌

土粘性弱堅（ミス(径5～10111111) 1 ()%含む

I()YR2/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径4mm)3%含む

lOYR3/3暗褐色埴壌土粘性弱堅Ⅲ層土主体、パミス(径15mm)1%含む

1 ()YR1 . 7/1黒色埴壌士粘‘性弱 I炊パミス(径51II111) 1%含む

I()YR3/3暗褐色埴壌土粘性弱堅パミス(径10n1ill) 10%含む

1 10YR2/2黒褐色埴壌士粘性弱堅パミス(径5～I ()mnl)5%含む 2 1()YR

1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径3ⅢⅢ)1%含む

()． 1 1 0． ’2H－l7430 0． 13

0． 1 10， 17 0． ’7H－l7131

0． 11 ()．l‘1132 H－l7 ()． ’8

0． 19H－l7 0， 24433 () ． 2(）

0． 19 ()． 18H－l7 0－ 2(）13‘1

()． l汀 0． 00H－l7 0． 21'35

0． 16 0． ’5 ()． 12H l7436

H－171 0． 15 ()． 13 (}. ()(i137

H－17 0． 22
リ
ヨ
リ
ー

０
》 0. 13l洲

H l7 0． 29 1 （) ~ 30139 () ; {(）

0． 1 1 0.06H－17 岬
一
吋

l 10

柱痕2 ］OYR
(). 24 0． 191－17141

()． 150， 271 17 0－ 3(）1 ．'12

0． 21 (). 2(） 0． 13M3 1－17

()． 1 1114 1 17 0． 1 (） () （)9

壌土粘性弱堅パミス(径3～5mm) 15％含む色埴

色埴

0． 20 ()． 120． 28145 1 17

壌土粘性弱堅パミス(径15,1,)10％含む0． 121 17 0． 2(） 0． 19146

含む性弱堅パミ ス(径5mm）7％

ス(径7mm)10％含む
1 17 (). 370． 23 () 19447

Ⅲ層土主体でパミ
~

0． 21 0． 18148 1－17 ()． 30

1 17 （). 21 ()． 18 Ⅱ‐ 16449
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V縄文時代の遺構と遺物

位置|長:,"W長径 短径 深

遺構

番号 覆 土 備 考
さ

450 I－i6 0． 17 0．M IOYR2/1黒色埴壌士粘性弱堅パミス(径51nm)2%含む

l ()YR1 . 7/l黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径5111111)5%、炭化物(径3'l1''')少量含む

l()YRl. 7/l黒色埴壌土粘‘性弱堅□－ム粒(径10111111) 1%含む

IOYR2/3黒褐色埴壌土粘性弱堅パミス(径2～3ⅢⅢ)3%含む

l IOYR2/1黒色埴壌士粘性弱堅パミス(径5mm)少量、炭化物1%含む

2 1OYR2/2黒褐色埴壊土粘性弱堅ローム粒(径10～20Inm)1%含む

IOYR1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱堅

2 1()YRl . 7/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径2～41ⅡⅢ)3%含む

()．09

~151 1 17 0． 08(1 1 {I ()． 10

152 F－17些 11 ()． 13 0． 12 0． 111

｣53 E l7 0． 13 0． 13 0． 19

｜
捌
一

151
~

E l7 ()． 16 0． 16 ().00

ｵ ■一Pー

I ト､ ．､
I IJﾏﾉ

ロ 17
当 11 0． 21 (). 20 0， 1 1

1戸／b

l3I） E l7 0． 15 ()． 13 （) . 05

157 E－l7 ()． 15 0． 12 ()‐ 15

158 ７

７

１

１
~
Ｅ

Ｅ

0． 16 0． 14 (). 05 1 1 ()YR2/3黒褐色埴壌土粘性弱堅

岬
一

0． 16 ()． 14 IOYR2/l黒色埴壌土粘性弱堅

lOYR1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱 ！欧

l lOYR2/1黒色埴壌士粘性弱

1 . 7/l黒色埴壌士粘性弱軟

IOYR1 . 7/1黒色埴壌士粘性弱堅

0． 18 パミス(径5m111)1%含む

パミス(径4111HI)2%含む

堅バミス(径3～5 mm）2％含む 2 10YR

~

460 F－171 0． 19 0． 18 ()． 16

161 F－l7 0． 28 0．心1 ()． 18

蛾
一
F－l7 0． 15 0， 13 0． 1 1 ローム粒(径10HInl)2%含む

163 F l7 ()． 12 016 10YR2/l黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径31]1111)2%含む()． 1 1

16．1 F 17人 l ~I 0． 1 1 2黒褐色埴壌土粘性弱

2黒褐色埴壌士粘性弱

()． 10 ワ

』

ワ

］

Ｒ

Ｒ

む

Ｙ

Ｙ

含

０

０

６

１

１

９

0． （)(1 堅

軟ローム粒(径10mm)2%、パミス(径l～2 111111) 1165 F l7 0． 14 0． 12 0． 20

欠
4，か

lUU

167 F－l7 0． 18 ()． 13 1 10YR2/2黒褐色埴壌士粘性弱軟バミス(径2mm)5%含む

2 10YR3/1黒褐色埴壌土粘11弱堅ローム粒(径5～7[11m)3%含む

10YR2/l黒色埴壌土粘'|化弱堅パミス(径1 1lIIII) 1%含む

l lOYR1 . 7/l黒色埴壌士粘性弱戦柱痕 2 10YR2/2黒褐色埴壌 t粘性
弱堅ローム粒(径5～100111) 15%含む

l()YRl.7/1黒色埴壌士粘性弱堅ローム粒(径10～|5111III)2%含む

10YR2/1黒色埴壌士粘性弱堅ローム粒(if15'''''') 1%含む

1 1()YR2/1黒色埴壌土粘性弱軟パミス(径2～3Inn')1%含む 2 10YR2／

l黒色埴壌士粘性弱堅ローム粒(径5～10[1111I)3%含む

0． （)6

168 F－l7 0． ’4 0． 100． 13

169 F－l7 0~ 13 0． 12 0． 1 1

170 F l7 0． 15 ()． 15 O~ 15

171 F l l ()． 17 0． 15 0.2 1

17ウ
1 1畠

1コ、 17
ユ 1 1 0． 15 ()． 14 (} ､)(）

岫
一
州

F 17 0． 22 () ． 1 (1 () ~ 13

F－l7 (). 2(） 0． 15 (109 IOYRL7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径2mⅢ)3%含む
－
０
房
ｊ
~

F ]7 ()． I ()． 12 0． 13 | ()YR2/l黒色埴壌土粘'|fl弱堅

2 10YR1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱

l lOYR1.7/1黒色埴壌士粘性弱

IOYR2/1黒色埴壌 t粘性弱軟

IOYR1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱軟

476 F－17ユ Lﾛ 0． 1 1 0． 1 1 () 00 堅

堅パミス(径10nlnl)1%含む

ローム粒(径10mm)2%含む

パミス(径1mⅢ)2％含む

177
ｴ I 』 F l7 0． 17 0． ’3 0． 19

'78 F－l7 ()． 10 ()． ’0 0． 18

17〔）
可ロ 1J F－l7 0． 12 () ． 10 0． 16

剛
一
側

F－l7 0. 17 1()YR2/l黒色埴壌士粘性弱堅パミル(径3mlll)2%含む(1 1N 0． 16

F－l7 IOYR2/l黒色埴壌土

IOYR2/1黒色埴壌土

10YR2/1黒色埴壌土

IOYR2/1黒色埴壌土

IOYR1 . 7/1黒色埴壌士

0． 18 ()． 15 粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘｣Mf弱

0. 20 堅
一
堅

堅
一
堅

戦

ローム粒(径5～l5nl'11)5%含む

ローム粒(↑そ10ⅢⅢ)5%含む

パミス(径5IIIIll) 1%、 ローーム粒("1011111)7%含む

パミス(径1mⅢ)2％含む

ローム粒(径1 ()mlil)2%含む

182 F－l7 0， 13 0． 13 ()－ 1 (1

183 F－l7 0． 18 0． l ~ 1 0． 12

184 F－l7 0． 20 ()‘ 12 0． 13

485 F－l7 0， 24 0． 18 (). 23

186 F l7 0－ ’0 1()YR2/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径1 lmm)3%含む()． 13 0． 12

187 F－l7 ()． 16 015 0． 18 l lOYR2/1黒色埴壌士粘性弱堅パミス(径lllm)2%含む

2 10YR2/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(if21'''1')1%含む

1 10YR1 . 7/l黒色埴壌土粘性弱軟バミス(径1 111nl)2%含む 2 10YR2

黒褐色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径IO|11HI) 10%含む

IOYR2/1黒色墹壌土粘'性弱堅ローム粒(径l()''1''')10%含む

IOYR1 . 7/1黒色埴壊土粘性弱堅ローム粒(径20IIIn')5%含むIOYR1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径20IIIn')5%含む

188 F－l7 0． 13 0． 10 0． 12

２
189 F l7 0． 17 1 0． 14 0． 13

191 F l7 ()． 18 0． 15 0． 22

191 F 17 0． 1皇！ 0． 13

IOYR1 . 7/l黒色埴壌土粘'lt弱堅ローム粒(径711In') 1%含む

()． 20

192 F－17 ()． 16 0． 15 ()． ’9

193 F l7 0． 15 鑓
鐙
蝿
錯
蝿

蝕
醗
嘩
帥
蝕

黒

黒

黒

県

県

司
１
１
「
Ｉ
上
司
Ｉ
工
ｆ
ｆ

()． 15 1 ()YR2

10YR2

1()YR2

10YRl、

lOYRl．

５

弓

３

弱

弱

固

喝

箇

性

性

ｆ

ｆ

ｆ

叩

ｈ

粘

粘

粘

岬

半

()． 16 堅
一
堅
一
堅

軟

堅

ペミス(径4111nl) 1%含む

ペミス(径2mⅢ）2％含む

'『ミス(径5']1'1) 10%含む

ローム粒(径10nlll) 1%含む

ローム粒(径5～I () |1}11)3%含む

19-1 F l7 0． 13 ()‐ 15 0． 08

495 F－l7 0． 1 1 (}、 10 0． 13

196 F－17 0． 15 0． 13 0． 19 ７
’
７’197 F－l7 0． 14 0． 12 0. 2(）
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西島松5遺跡平成12年度

規模(m)

雲|位置蘆 備 考霞 土

短径 深さ

l()YR2/1黒色埴壌土粘性弱軟

1 10YR2/l黒色埴壌士粘性弱

2 10YR2/1黒色埴壌土粘性弱

()~ 10 0． 12198 F 17 0． 13

ペミス(径3[11m) 1%含む

パミス(径l～2''''1')1%含む

軟
一
堅

0． 23 0~ 14画一l7
L 上 ~0 0． 24499

0． 25F l7 ()． 12 0． 10500

I

軟ローム粒(径5 mm) 10%含む 2 1()YR41 10YR1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱

4褐色埴壌土粘性弱すこぶる堅

lOYR2/1黒色埴壌土粘性弱堅

IOYR1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱堅

I ()YRl.7/1黒色｣直壌土粘性弱堅

0． 120． 130． 14621 G－l7

ペミス(径3mm）2％含む

パミス(径1 111II)3%含む

パミス(径2～3Inm)3%含む

0． 19G－171 0． 09 ()． 08622

0． 15 0． 14 0. ()7G－l7代り‘』
U当り

0． ］5 0． 15()． 17岨
一
噸

G－17

0． 130．I1 0． 13G－l7

(). 22G l7 0. 2］ ()． 19626

0． 1 1 0． 10627 G－17 0． 12

0． 12 0． 22G－l7 0． 1 ~I628

0－ 10D l (i ()． 11） 0． 1 (』629

D l5 ()． 12 0－ 1 1 {) ‐ ｛){1630

()． 13 0， 090． 13631 D－l6

0~ 050． 23 0． 21D－l6632

0． 170． 18 0． 14E－l6633

0． 15 0． 13 0． 1263ざ1 E－l6

0． 170． 18635 E－l(i 0． 19

0． 19 （)． 18E－l6 0． 20636

0． 17 0． 1 1E－16 0． 19師６

()． 19()． 14 0． 13E－l6638

0． 12 ()． 16()． 12639 E l6

0． 320． 1 1640 E－l Ij (1 － 1 ( 1

0． 190． 22 ()~ 196．1 1 E－l6

6 12

M3

612

M3

0，200． 14 ()． 12E－l I

0． 150． 13 ()． 12E－l6

0． 18 0． 120． 20州 E－l6

0． 12 0． 10645 E－l6 ()． 12

0．080． 16 0． 15M6 E－l6

0． 12 ()． 12()． 12647 E l6

(). 27 0. 2二1 0． 11648 E－l6

0． 1 10．ME－l6 0． ’5649

0． 15()． l (）E－l6 0． 11650

0． 120． 12 0－08651 E l6

（152

、／】

一『リ

ハｈＵ

0．20E－16 0． 13 ()． 11

0， 150． 15 ()． 13
小声11

0i）唖〉 E－l6

0． 15 0．08654 E－l6 ()． l(1

0． 130， 22R民兵
咄tj『ﾉ E－l (』 ()． 25

0， 24E－l6 0． 10 ()． 10656

0． 12 0． 10E l6 0． 12657

().250．II 0． 1 16う8 E－l6

0． 12E－l6 0． 12 ()． 2(）659

l 10YR2／2黒褐色埴壌士粘性弱堅ローム粒(径5 Ⅱ}Ⅲ）5％含む2 10YR
()． l ~1 0． 13 (). 21E l6(j(jO

1.7／l黒色埴壌土粘性弱紋

0． 18 () ．ⅢE－l6 ()． 21661

0． 180． 15 0． 12E－l6662

0． 140， 1 1 0． 13E－l6663

0． 12 0． 130． 13州 E l6

()． 130． 23 ()． 21665 E－l6

r｢百~TmE－l6 ()． 1 1 ()． 1 1 ()~ （)8666
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V縄文時代の遺構と遺物

規模(m)遺構

番号
位置 覆 土 備 考
長径 短径

寺
ご
元
木

。
■
・
ｆ

667 E l6 0． 14 0． 12 0． 12 10YR2/1黒色埴壌土粘性弱軟ローム粒(径5111[11)2%含む

IOYR2/1黒色埴壌士粘性弱堅パミス(径l～2[11m)3%含む

10YR2/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径5～10mm)5%含む

l lOYR2/l黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径3～5HI111)5%含む

2 10YR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径5mm) 10%含む

10YR1. 7/1黒色埴壌士粘性弱堅パミス(径4[11nl)3%含む

1 10YR1. 7/1黒色士 2 10YR2/3黒褐色埴壌土粘性弱軟ローム粒(径l()～
20mm)5%含む

D－l5“8 0． 070． 12 0． 1 1

D－l5669 ()． 18 0． 16 0． 14

670 D－l5 0． 17 0． 17 0. ()7

671 D－l5 0． 15 0． 15 0． 13

672 D－l5 0． 14 0． 13 0． 15

673 Dl5 0， 16 0． 15 0． 16

674 D l5 0． 11 0． 150． 10

675 D－l5 0． 13 0． 13 0． 1 1

676 D－151 0． 13 0． 12 0 （)9

ハ旬再

0イイ D－l5 0． 13 0． 12 (). （)6

恥 D－l5 0． 12 0． 1 1 0． 15

門679 Dl5 0． 14 0． 13 0． 14

D－l568(） 0． 060． 16 0． 14

681 D－l5 0． 10 0． 10 0． 10

682 D－l5 0． 12 0． 1 1 0． 10

683 D－l5 0． 12 0． 12 0． 15

684 D－l5 0． 12 0． 1 1 0． 20

685 E－l5 0． 10 ()． 10 0． 10

686 E－l5 0． 10 lOYR2/1黒色埴壌士粘性弱堅ローム粒(径3mm)1%含む

10YR1.7/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径lHIR1) 1%含む

0 （)R 0． 14

687 両1′fしl散 0． 17 0． 17 0， 1 1

慨
一
岬

E l4 0． 14 0． 14 0． 07 ' 1黒色埴壌土

1黒色埴壌土

' 1黒色埴壌土

' 1黒色埴壌土

' 1黒色埴壌土

l()YR1． 7

10YR2/

l(lYR1． 7

10YR1． 7

1()YR1 ． 7

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

堅
一
堅
一
堅
堅
一
堅

パミス(径1～2mn1)2%含む

'《ミス(径5ⅢⅢ)3％含む

ローム粒(径5～10n'n')5%含む

パミス(径3ⅡⅢ1)2％含む

パミス(径2～3mm)2％含む

E－l5 0． 17 ()． 16 0． 13

690 E－l5 0． 1 1 0． 1 1 0． 09

691 E－l5 0． 1 10． 12 0． 13

692 E l5 0． 15 0． 13 0． 15

693 戸－1目些 L Qノ 0． 15 0.06 10YR2/1黒色埴壌士粘性弱堅パミス(径3''''')2%含む0． 12

694 D－l5 0． 10 0． 10 0． 12 lOYR1. 7/l黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径1mm)1%含む

IOYR1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱軟パミス(径3111III) 1%含む

IOYR2/3黒褐色埴壌土粘性弱堅パミス(径10HIm)7%含む

lOYR2/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径1mm)少量含む

10YR1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径10mm)3%含む

l 10YR1. 7/1黒褐色埴壌士粘性弱堅

2 10YR2/1黒色埴壌土粘性弱堅

lOYR2/1黒色埴壌士粘性弱堅ローム粒(径l()']1111)3%含む

695 E－15 0． 13 0． 12 0． 16

696
戸 fn

L－1U 0． 13 0， 12 0． 14

697 戸－1員些 上り 0． 15 0． 14 0． 08

698 E－l6 0． 15()． 1N 0． 10

699 E－l5 0． 120． 12 ()． 12

700 E－l5 0． 15 0． 14 0. 07

701 E－15 0． 15 0. 100． 14

702 E－l5 0．非1 0． 13 0． 16

703 E－l5 0． 15 0． 13 0． 17

704 E－l5 0． 17 0， 14 0． 07

705 E－l5 0． 14 0． 14 0． 14

伽 E－l5 ()． 1 1 0. （)9 10YR1.7/1黒色埴壌土粘性弱しよう0． 1(］

707 E－l5 0． 12 0． 1 1 1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径3mnl)3%含む

l黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径5111m)3%含む

2黒褐色埴壌土粘性弱堅パミス(径3～5mm）3％含む

'1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径l～2mm)3%含む

1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径31111n)3%含む

'1黒色埴壌士粘性弱堅パミス(径3～5111m)2%含む

008 lOYR2／

lOYR2／

IOYR2/

10YR1．7

10YR2/

lOYR1 ． 7

708 F－l5 0． 36 0． 22 0． 15

709 F－l5 0． 19 0． 19 0． 19

710 F－l5 0． 14 0． 11 0． 06

711
1上I

戸
へ
Ｊ

ｌＦ

0． 12 0． 050． 11

712 F l4 0． 100． 12 0． 04

ワ1Q
llJ F－l5 0． 15 lOYR1.7/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径1～3mm)2%含む0． 14 0． 07

714 F－15 1黒色埴壌土粘性弱堅

2黒褐色埴壌土粘性弱堅

/1黒色埴壌土粘性弱堅

3黒褐色埴壌土粘性弱堅

0． 16 0， 060－ 18 lOYR2/

lOYR2/

lOYRl’ 7

10YR2／

《ミス(径5mm) 1%含む

パミス(径1～2111HI)5%含む

パミス(径3mm)5%含む

ローム粒(径3～5nll1l) 10%含む

715 F－15 0． 15 0． 13 0．07

716
Ｐ
Ｄ

ｌＦ

0． 15 0． 13 0． 1 1

ヴ1ワ

111 G－l5 0． 22 0~ 16 0． 12
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西島松5遺跡平成12年度

規模(m)

蕊|位置蟹 備 考霞 土

短径 深さ

パミス(径2～3mn1)2%含む

パミス(径3～IOnlm)2%含む

ローム粒(径21111) 1%含む

ローム粒(径10mm)7%含む

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘』性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

IOYR1 . 7/1黒色埴壌土

10YR2/1黒色埴壌土

IOYR2/1黒色埴壌土

lOYR2/1黒色埴壌土

IOYR1 . 7/l黒色埴壌土

I()YR2/1黒色埴壌土

lOYRI .7/1黒色埴壌土

1OYR1 . 7/l黒色埴壌土

10YR1 . 7/1黒色埴壌土

堅
一
堅
堅
一
堅
一
堅
一
堅
堅
堅
一
堅

0． ’4718 1E－l8 0． 18 ()‐ 18

0． 24(). 27 ()． 28E－lN叩

剛 0． 10E－I8 0． 1 ‘1 (}、 13

0． 15()． 15 0． 13弓01
J当I E－l8

0． 10 0． 14E l8 0． 12722

ペミス(径3～5II}''')1%含む

パミス(径4111HI)2%含む

(). 27()． 19 0． 177り‘』
~0台1J E l8

~()． 17 0． 26724 F 18 ()． 21

F－l8 0． 20 0－ 167‘）民
0台7J (}． （)9

0． 18(). 2(） ()． （)X剛
一
面

F－l8

会
0．070． 12F－l8 0． 1 ‘I

0． 22 0． 14728 F l8 0． 23

0． 19 0． 18F－l8 ()． 2U剛

0． 29 0． 250． 20730 F－l8

0． 1 皇I 0． 16F－18 0． 16731

0． 15 ()－ 13 0． 1 1F－18『32

0． 13 0， 21F 1R
ユ LU

写、I〕

ID,） 0． 18

0． 1』1 0． 10F l8 0~ 15734

0． 190． 19 0． 17735 F－l8

(}、 17 0． 17 0． 13F l8酬

0． 15 0． 1‘1 0． 10737 F－l8

016 0． 1 "‘I 0． 12738 F l8

0． 120， 12F－l8 0． 16739

0．250． 35740 F－l8 0． 38

0． 20 0． 13741 F－l8 0． 2］

0． 150． 33742 0． 38F l8

()． 150． 13 0， 1 1F l8743

0． 237川4
1』式1 F l8 0． 16 0． 15

0． 21噸
一
剛

F l8 ()． 16 ()． （)6

0． 14
F 10

｣ず－16 0． 16 0．23

0． 12 0． 16747 F－l8

~F－l8
(1 13

()． 15 0． 130． 177‘'18

0． 1 1 ()． 18749 F l8 ()．Ⅲ

0． 140． 19 0． 19750 F－ll

()． 15 0． 180． 19751 F－l7

0． 17()．Ⅲ 0． ’3752 F－l7

0． 1 1 ()_ ()9
庁一ハ

イi〕〔ウ G－l8 ()． 16

0.070． 15754 G－18 0． ’8

0． 160． 12 ()． l(）755 G－l8

()~ 15 0． 14 0．20756 G lN

()． 14 0． 13 0． 137R7
IUO G18

0． 16().43

~()． 2(）
G－l8 ()． 30758

1 10YR2／1黒色埴壌士粘性弱堅ﾊﾐｽ(径l()~20mm)2%含む 2 10YR
()． 18 0．31Gl8籾

1.7／l黒色埴壌土粘性弱軟パミス(径lOnIm)3％含む

0． 35/~、 1D

Lフー16 0． 13 0． 1376(）

G－l8 0． 20 0． 18 (). 28761

0． 18 0． 16 (). 26G－l8762

0． 12763 G－l8 ()． l (） 11－ 1 (］

0． 2"~！G－l8 0． 14 0． 12764

()． 1 1ワRR
lUlノ G－l8 0． 18 0． 1(〕

0． 13戸一‘〕リ
ロムム O~ 10 0． 10祁

0． 14 ()． 14 0． 21767 G－22

0， 070， 19 0． 18768 G－22
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V縄文時代の遺構と遺物

規模(m)遺構

番号
付置 覆 土

IOYR1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径1mm)2%含む

IOYR1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱軟

IOYR1. 7/l黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径lⅢⅢ)1%含む

1 10YR2/1黒色埴壌士粘性弱堅パミス(径3n'nl) 1%含む

2 10YR2/1黒色埴壌土粘性弱軟パミス(径3～5111nl)2%含む

IOYR2/l黒色埴壌士粘性弱堅パミス・ローム粒(径2～4''1n')5%含む

lOYR2/2黒褐色埴壌土粘性弱堅パミス(径1mm) 1%含む

備 考
長径 短径深さ

769 G－22 0． 14 0． 13 0． 10

ｍ
一
ｍ

G－22 0． 16 0． ’5 0． 08

H－22 ()． 08 (). ()8 0． 10

77り
11台 G22 0． 14 0．昨’ 0． 06

弓弓n

IIj G－22 0． 12 0． 1 1 0． 12

弓弓~川

114 1 22 0． 09()． 09 (). （)K

一

３

ウ

ー

向
Ｉ

TT nn

l1一ムム 0． 13 0． 13 0． 17

再局JJ

イイ0 H－22 0． 1 :1 0．06()． 14

777 H－22 0． 13 0． 12 ()． ｜ (）

778 H－22 O~ 19 0． 20()‐ ｜X

779 H－22 ()． 1 1 0． 10 0， 1 1

780 H22 0， 130． 13 0． 25

781 H－22 ()． i5 0． 15 0． 14

782 H－22 0． 20 ()． 18 0． 18 軟

783 H－22 0． 130． 15 0． 16 堅ローム粒(径2～4mⅢ）3％含む

784 H－22 ()． 25 0． 20 0． 19

785
TT 恥m

rl一ムム (1 1 0． 250－ （)6

H－22 0． 15 0． 14 0． 10心0

787 0． 09H22 ()~ 09 {) ． 1K

788
TT n⑪

』コームム 0． 11 0． 1 1 0． 15

789 H－22 0． 23 0． 18 0． 20

790 H－22 0． 17 0． 14 0． 15

791 H－22 0． 1月 0． 15 0． 09

792
TT nn

ロームム 0， 15 0． 14 0．07

793 H－22 0． 12 0． 1 1 (). 09

794 H－22 0． 14 0． 14 0． 07

795 H2］ 0． 17 0． 15 0． 10

796 H－21 0． 13 ()． 1 1 0． 15

797 H21 0． 15 1 0． 10 ()． 1 (）

798 H－21 0．11 0． 11 0． 19

799 H－21 0． 17 0． 16 0． 1 1

H－218()(） 0， 18 0． 16 0． 15

801 H－21 0000． 13 0． 20

l 10YR2／I黒色埴壌土

YR2／2黒褐色埴壌土粘

粘''|溺堅パミス(径5～7 1]1m)3％含む柱痕 2 10

1生弱堅パミス(径7～lOmnl)10％含む
802 H－21 0． 20 0． 20 0， 20

803 H－21 0． 19 0． 18 0． 19

皿 H2］ 0． 10 0． 09 ()． 1 1

H－2］ 0． 15 0． 138()↓〕 0. （)N

H2］ (). 20806 0． 19 ()． 33

807 H21 0． 16 0． 32(1 16

808 H－21 0． 17 0． 17 ()． 1N

H－218(11） 0． 18 錘
一
吋

壌土粘性弱軟パミス(径1mm）2％含む0． 16 0． 14

H-21 019810 0． 14 0. 07 軟

811 H－2］ 0． 130． 13 0． 18

812 H21 0． 19 0． 18 0． 28

813 H－21 0． 13 ()． 12 ()． 13 粘'|生弱堅パミス(径2mm）2％含む

814
TT 心n

rl 44 0． 1N 0． 18 0． 1(） 粘性弱軟

815 H22 ()． 23 0． 17 0. 08

816 H22 0． 25 0． 22 0． 09
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西島松5遺跡平成12年度

規模(m)遺構

番号
備 考土

ローム粒(径10～2011111)5%含む

覆

l lOYR7､ 1/1黒色埴壌土粘性弱

倫署
短径長径

寺
□
屈
木

宅
。
ｐ
ｆ

堅0． 10H－22 0. 2(）817 ()． 20

0． 21 0． 18 0． 25G l8那
一
卵 0． 17 0． 14Gl8 ()． 12

()． 240． 24 0． 20G－l882(）

0． 14 0． 13 0． 26G－l8測

0， 080． 16 ()． 15822 G－lH

0． 250． 16G l8 ()． 17823

岻
一
岬

0． 21 0． 13迦
一
蹄

G－l8

0． 15G－18 0． 15

0~ 150． 18 0． 23Gl8826

0． 20 0． 240， 21827 G－l8

0， 18 ()． ’3()． 19828 G－18

0． i30． 19 0． 19G－18剛

0． 350． 27 0． 26G－l8830

ローム粒(径20～30II1n')5%含むIOYR1 . 7/1黒色埴壌土

IOYR1. 7/1黒色埴壌士

lOYR1 . 7/l黒色埴壌土

IOYR3/2黒褐色埴壌士

I ()YR1 . 7/1黒色埴壌土

IOYR2/1黒色埴壌土

10YR1.7/l黒色埴壌土

IOYR1. 7/l黒色埴壌土

lOYR2/2黒褐色埴壌士

10YR2/1黒褐色埴壌士

粘性弱堅

粘性弱軟

粘性弱軟

粘性弱堅

粘性弱堅

粘性弱軟

粘性弱軟

粘性弱堅

粘性弱堅

粘性弱軟

()． 15 (). 240． 18H－l8洲８

0．05H－18 0． 15 0． 15832

パミス(径2～3n1''l)5%含む

パミス(径l ()1'1111)7%含む

パミス(径3～5mm）5％含む

ペミス(径5～10nlnl)5%含む

パミス(径1mm)1%含む

パミス(径5～7n'm)10%含む

パミス(径10nlnl) 1 ()%含む

パミス(径10mm)5%含む

0． 18 ()． 12H18 0－ 10833

0． 20H－181 0． 26 0． 23いり4

6q）4

H－l8 （)． l ‘’ 0． 13 0． 10835

0． 17 0． 20Hl8 （)． 19836

0． ’5 0． 12837 H－l8 0． 19

0． 100． 18 0~ 17H－l8N38

(). 200． 22 0． 19H－l8839

0． 1 ‘1H－l8 0． 16 0． 20840

0． 14 0． 12 0． 22H l8841

0． 23()． 17 0． 16I-l8842

0． 15 0． 25H l8 ()． 20843

H－l8 （)． 18 0． ］5 0． 13844

0． 14 0． 06H－18 0．ルI845

0． 18 0． 1月H l8 ()． 20846

l()YR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径2～3111nl)3%含む0． 27 0． 15G－21 0． 27841

IOYR2/l黒色埴壌士粘性弱堅

l lOYR2/2黒褐色埴壌士粘性弱堅パミス(径3～51111n)2%、炭化物(径l()～2(）

nlnl) 1%含む 2 10YR2/1黒色埴壌士粘性弱堅パミス(径5ⅡⅢ1)2%含む

l lOYR2/2黒褐色埴壌土粘性弱堅パミス(径5～7mm)2%含む

2 10YR2/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径l ()111m)2%含む 3 10YR2/3黒

褐色埴壌土粘性弱堅パミス(径10111m)7%含む

lOYR2/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径7～l()HInl)7%含む

10YR1 .7/1黒色埴壌土粘性弱堅

lOYR1.7/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径3111nl) 1%含む

10YR1 ､ 7/1黒色埴壌土粘性弱しよう

IOYR2/1黒色埴壌士粘性弱軟

10YR2/2黒褐色埴壌士粘性弱堅パミス(径5～2()ⅡⅢ])5%含む

IOYR2/3黒褐色埴壌士粘性弱堅パミス(径5～15IIIn')5%含む

lOYR2/2黒褐色埴壌士粘性弱堅パミス(径511'm)5%含む

0． 15G－21 0． 22 0. 2(）848

0． 24 0． 22 ()． 26849 G-21

0． 17G21 ()． 19 0． Z!｝850

0． 25G－21 0． 16 ()． 14851

0． 37G－21 (). 26 0． 23雌

0． 19 0． 10G－21 0． 23853

0． 15()． 14 0． 12854 G－21

0． 16()． 170． 18855 H－21

0． 15G－21 0． 15 ()． 10856

0． 19 0．46G21 (). 22857

0． 21 0． 43G21 0． 23858

0． 22 0． 200． 29859 G－2(）

(). 10 10YR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径5～7mm)3%含むG－20 0． 12 0． 12860

IOYR2/l黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径3Hm')2%含む

lOYR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径1mm)1%含む

IOYR1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径3ⅢⅢ)3%含む

IOYR1. 7/1黒色埴壌士粘性弱堅ローム粒(径1011m)3%含む

l ()YR2/2黒褐色埴壌土粘性弱堅パミス(径5～I()ⅢⅢ)5%含む

1()YRl . 7/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径1～2nlnl)2%含む

10YR2/2黒褐色埴壌土粘性弱堅パミス(径2～31111n)2%含む

()． 15 ()． 18G－20 0． 16861

0． 12 (). 08G20 0．M弛

0． 15 （)． 13 0． 10G－20岫

0． 13 0． 21()‐ ’6864 G－2(）

G－20 0． 17 0． 16 ()． 3(）865

0． 14G－20 0． 19 ()． 19細

()． 17 0． 20()． 18867 G－20
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V縄文時代の遺構と遺物

規模(m)遺構

番号
付置 覆 土 備 考
長径 短径

美
亡
元
木

も
●
■
ｆ

G20868 0． 15 /1黒色埴壌土粘性弱軟ローム粒(径1Omm) 10%含む

2黒褐色埴壌士粘性弱堅パミス(径10mm)5%含む

2黒褐色埴壌土粘性弱堅パミス(径1O''1nl)1%、炭化物1%含む

2黒褐色埴壌土粘性弱堅パミス(径10～15IIInl)7%含む

/l黒色埴壌土粘性弱軟ローム粒(径2mm)1%含む

/ 1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径3～5mm)5％含む

/1黒色埴壌土粘性弱軟ローム粒(径5H1nl)5%含む

l黒色埴壌士粘性弱堅ローム粒(径10mnl)3%含む

l黒色埴壌土粘性弱軟パミス(径5mm）7％含む

'1黒色埴壌土粘性弱しようパミス(径3ⅡⅢ1)1%含む

'1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径5mm)3%含む

'1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径5～I()mm)7%含む

' 1黒色埴壌土粘性弱しよう

0． 16 (). 24 lOYR1． 7

10YR2／

lOYR3/

lOYR2/

lOYR1． 7

10YR1 ． 7

10YR1． 7

1()YR2/

IOYR2/

lOYRl 、 7

1OYR1． 7

10YRl、7

10YR1 ． 7

869 G－20 0． 20 ()． 19 ()． 19

87(） G20 0． 19 0． 16 ()． 10

871 G－20 0．43 0． 37 0． 23

師 G－20 0． 18 0． 16 0． 22

873 0． 12G－20 0． ］3 0． 14

874 G20 0． 12 0． 24U， 12

875 G－20 0． 12 0． 1 1 0． 06

876 1G-20 0． 12 0． 1 1 0． 18

耐 G－20 0． 17 0． 15 0． 14

878 H20 0． 27 0． 21 0． 37

879 [－20 0．08 0. 070． 08

H－20 0． 16880 0． 15 0． 15

畑 H20 0． ］5 0． 13 0． 18

882 H－20 0． 14 0． 14 0． 24

883 H20 0． 15 ()． 15 0． 05

884 H－20 0． 16 ()‐ 15 0． 15

885 H－l9 0. 2］ 0． 16 0． 23

886 H－l9 0． 24 0． 22 0． 23

〃

’
887 H－l9 0． 18 0． 15 0． 16

888 Hl9 IOYR2/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径3～10['1III)5%含む()． 18 ()． 18 0． 13

889 H－l9 0． 15 ()． 14 0． 14 lOYR2/l黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径5～7mm)5%含む

lOYR2/1黒色埴壌士粘性弱堅ローム粒(径7～15mm)2%含む

lOYR1. 7/1黒色埴壌士粘性弱堅パミス(径3～5111nl)3%含む

10YR2/2黒褐色埴壌士粘性弱堅パミス(径511m)2%含む

IOYR2/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径2～5I1111)2%含む

10YR1.7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径2～3nlHI) 10%含む

IOYR1.7/l黒色埴壌士粘性弱堅ローム粒(径2～3ⅢⅢ) 10%含む

lOYR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱軟パミス(径l～3[1'm)3%含む

lOYR1. 7/1黒色埴壌士粘性弱軟パミス(径l Inm)2%含む

10YRl.7/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径5～1Omm)3%含む

10YR2/l黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径5mm)2%含む

10YR1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱軟パミス(径10mⅢ)2%含む

lOYR1. 7/1黒色埴壌士粘性弱軟パミス(径1()～15mⅢ)3%含む

10YR2/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径l～2I1In')1%含む

10YR2/2黒褐色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径10～15ⅡⅢl)5%含む

R90 H－l9 0． 21 0． 15 ()． 13

H－l9891 0． 21 0． 17 ()． 16

892 H－19 0． 38 0． 29( 1 3( ）

893 0． 18H－l9 0． 16 ()． 1月

894 H－191 0． 14 ()． 10 0． 12

馴

一

Ｆ
『
ゆ

く
叩
ｗ
Ｕ

ｎ
ｘ
Ｕ H－l{） 0． 13 0． 12 ()． 16

896 H19 0． 14 0． 13 0． ()8

897 H19 0． 20 0． 18 0． 15

898 H－l9 0． 070． 13 0． 12

899 H－l9 0． 140． 14 ()~ 09

H－199()0 ()． 19 ()． 11） 0． 12

901 Hl9 0． 19 0． 16 0． 12

902 G－l9 0． 16 0． 13 0． 10

9()3 H－l9 0． 14 0． 12 0． 18

904 H－l9 0． 17 0． 14 0． （)9

l lOYR1．7／l黒色埴壌土粘性弱軟2 10YR3／3暗褐色埴壌土粘性弱堅口905 H－l9 0． 16 0． 15 0． 1 1）
－ム主体

906 Hl9 ()． 15 0． 15 0． 16

9()7 H－l9 0． 21 0． 20 U‐ （)8

908 H19 0． 18 0． 17 ()． 17

909 H－18 0． 18 0． 14 0． 23

910 G－19 0． 15 IOYR1.7/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径2～3mm)5%含む0． 19 0． 09

911 G－l9 0． 16 0． 09 10YR2/1黒色埴壌土

IOYRl . 7/1黒色埴壌土

IOYR2/1黒色埴壌土

lOYR2/1黒色埴壌土

10YR1.7/1黒色埴壌土

lOYR2/1黒色埴壌土

lOYR2/1黒色埴壌土

IOYR2/1黒色埴壌土

10YR2/l黒色埴壌士

0． 19 粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

堅ローム粒(径lOmm)3%含む

しよう

堅パミス(径5～15mm)2%含む

堅ローム粒(径3～10[llm)2%含む

堅

堅パミス(径2mm)1%含む

堅ローム粒(径10mm)5%含む

堅パミス(径10～15nlm)5%含む

堅パミス(径5～101111n)3%含む

912 G－l9 0． 200． 20 0． 24

913 G 19 0． 18 0． 15 ()． 23

911 G－l9 0． 19 0． 18 0． 10

915 G－l9 ()． 1 ． 1 ()． 13 0． 10

916 G－19 0． 14 0． 13 0． 06

917 G－19 0． 240． 20 0． 20

918 G－lO 0． 18 0． 15 0． 16

919 G－19 0． 20 ()． 18 0． 19
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遺構

番号

規模(m)
備 考覆 土位置

長径 短径 深さ

lOYR2/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径10nlll1)3%含む

1 1()YR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱軟 2 10YR2/3黒褐色埴壌土粘性弱堅

（ミス(径3～5mm）3％含む 3 10YR3/2黒褐色埴壌士粘性弱堅ローム粒(径

1011}II')5%含む

l lOYR2/l黒色埴壌土粘性弱秋 2 10YR2/2黒褐色埴壌土粘‘性弱軟

ローム粒(径lOIIInl) 15%含む

I ()YR1.7/1黒色埴壌士粘性弱堅ローム粒(径4m111)2%含む

lOYRl . 7/l黒色埴壌士粘性弱堅ローム粒(径5mll)3%含む

1()YR1. 7/1黒色埴壌士粘性弱堅ローム粒(径2～5mm)1%含む

0． 310． 15 ()． 13G－l992(）

(). 25 0． 31G－l9 0． 2592］

0． 15 ()． 250． 18G－l9哩

0． 120． ’二1 ()． 13G－l9923

0． ］40~ 18G l9 0． 20924

0． 15G－l9 0． 19 0． 17(1リR
ﾛﾉ白IJ

0()9110YRL7/1黒色埴壌土粘性弱しよう ローム粒(径15nlm)1%含む0 18G 19 0． 22卿

'fミス(径15111[11)7%含む

ペミス(径IOHInl)3%含む

ロームl ()%含む

軟 2 10YR2/2黒褐色埴壌土粘性弱堅

IOYR2/1黒色埴壌土粘性弱堅

lOYR2/1黒色埴壌土粘性弱堅

1()YR1 .7/l黒色埴壌土粘性弱堅

l lOYRl . 7/l黒色埴壌土粘性弱

ローム粒(径3～5mm)2%含む

I ()YR1 . 7/1黒色埴壌士粘性弱堅

10YR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱堅

IOYR1 . 7/l黒色埴壌土粘性弱堅

lOYR2/l黒色埴壌土粘性弱堅

l 1OYR2/1黒色埴壌土粘性弱

ミス(径10mm)5%含む

l()YRl.7/1黒色埴壌土粘性弱堅

lOYR2/1黒色埴壌土粘性弱堅

G－19 0． 22 0． 22 0． 22927

0． 22 0． 220． 23蝿 G l9

岼
一
岬

()． 210． 3(）929 G－l9

0， 25 0． 14G－l9州
一
卿 ローム粒(径10nⅢ)1%含む

ローム粒(径l()～2011111)3%含む

0． 15 ()－ 140． 18G－l9

0． 15 ()． 2(）G 19932 ( ) ‐ 16

0． 15()． 180， 25933 G－l9

G 19 0． 17 0． ’4 () ． 1 (｝934

堅 2 10YR2/1黒色埴壌土粘性弱堅パ
0． 21 0． 27G－19 0． 22蠅

パミス(径2illnl) 1%含む

《ミス(径lO[''nl)5%含む

0． 18 0． 18G－l9 0． 18州
一
噸 ()~ 15 0． 14 0． 14G l9

0． 050． 14 0． 12938 F－l9

0， 28 0． 21 0． 20939 F－l9

()． 17 0． 13 ()_ ()月940 F l9

0． 150－ 19 0． 18941 G－l9

G 19 0． 32 0． 25 0. 2(）942

0． 20G－l9 0． 14 ()． 14943

0． 15()． 17 0． 13G－l9944

0. 30 10YR1. 7/l黒色埴壊土粘性弱堅ローム粒(径51]111]) 1%含むG－l9 0． 22 () 1N945

IOYR1.7/l黒色埴壌士粘性弱堅

l lOYR2/l黒色埴壌土粘性弱軟

l()YRl. 7/1黒色埴壌土粘性弱軟ローム粒(径10～2011Inl) 1%含む

10YR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径I(}～20mm)2%含む

10YR2/3黒褐色埴壌土粘性弱堅パミス(径3～5mⅡ')1%含む

lOYR1 . 7/1黒色埴壌士粘性弱堅パミス(径l～2mm) 1%含む

0． 100． 17 ()． 15G l9!)46

0． 18 ()． 190． 13艸 G l9

0． 17 0． 15 ()． 16948 G－I9

()． 18 ()． 150， 189《19 G－l9

0． 15 0． 23G l9 ()． 12㈱

()． 130． 17 () I)9(1局1
ﾋﾉ 【〃｣ G－l9

(). lO lOYR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱堅()． 14 0． 12952 G l9

IOYR1 . 7/l黒色埴壌土

l ()YR2/1黒色埴壌土

10YR1. 7/1黒色埴壊土

10YR2/1黒色埴壌土

10YR1 .7/1黒色埴壌土

10YR1. 7/1黒色埴壌土

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

パミス(径2～3111111) 1%含む

ローム粒(径3～51ilin)5%含む

ローム粒(径5～7n'11')3%含む

ローム粒(径3～5[11m)3%含む

パミス(径2～3nlnl)1%含む

パミス(径5～lOnⅢ1)2%含む

軟
一
堅
一
堅

堅
一
軟
一
堅

0． 14 ().09 0． 13G l9953

0． 17 0． 16 0． 20954 G－l9

0． 13G－l{） ()． 21
一
Ｊ
Ｐ
３
Ｑ
Ｕ 0. 0(』

0． 15 0． 13 0． ’4G－19恥

0． 15 0． 14 ()． ｜ (）G l9
f1P再

りり（

0． 15 ()． 19958 F－l6 0． 11

I ()YR1.7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径1O～20m'11)2%含む0． 120． 11F－l6 () ~ 12959

ローム粒(径lOmnl)5%含む二

土

土

土

土

土

土

土

蝿
嘩
嘩
嘩
嘩
嘩
幟
壌

包

色

色

色

色

色

色

埴

黒
喋
県
県
喋
喋
県
耗

３１Ｌ

Ｐ
ｒ
ｆ
ｆ
ｌ
ｌ
４

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

堅
一
堅

堅

堅

堅
一
軟
一
堅
一
堅

lOYR2／

lOYR1 ． 7

10YR1． 7

1 ()YR1． 7

10YRl 、 7

10YR1 ． 7

10YRl 、 7

10YR2／

()． 11 0． 21F－l6 ()． 1296(）

()． 15 0． 19()． 16961 F－l6

ローム粒(径5mm）3％含む

ローム粒(径5～10nlm)2%含む

ローム粒(径5～I ()IIIHI) 15%含む

F－l6 ()． 14 0． 12 0 ，(）962

0． 16()．卿 ()． 13F－l6963

0． 17F 16 0． 13 0． 12964

0． 09 0． 19㈹

㈹

９

９

F－l6 ()． 1 (’

0． 10 パミス(径4ⅢⅢ) 1%含む

ローム粒(径1011]m)2%含む

0． 1 1F－l(』 0． 12

0~ 08 1() ON0． 13 ()． 12967 F－l6

16()



V縄文時代の遺構と遺物

位置|急景
規模(m)遺構

番号
覆 土 備 考

深さ

968 F－l6 0－ ’0 土

土

土

土

土

土

土

土

士

土

土

土

壌

壌

壌

壌

壌

壌

壌

壌

壌

壌

壌

壌

埴

埴

埴

埴

埴

埴

埴

埴

埴

埴

埴

埴

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

0． 10 0． 08 粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

lOYR1．7

IOYR1． 7

1()YR1． 7

10YR1 ． 7

10YR1 ． 7

10YRl7

10YR1． 7

10YR1． 7

10YR1．7

10YR1．7

10YR1 ． 7

10YR1． 7

堅ローム粒(径5～10[11'II)3%含む

堅パミス(径5ⅢⅢ）3％含む

堅ローム粒(径5～10111111)3%含む

堅ローム粒(径5～1OIIIDl)3%含む

堅パミス(径5～711}m)5%含む

堅

堅ローム粒(径1()～20nl111)2%含む

堅パミス(径5111111)5%含む

しよう

堅ローム粒(径10mm)2%含む

堅ローム粒(径10IIm) 1%含む

堅

969 F l6 0． 18 0． 1河0． 13

970 F－l6 0． 14 0． 12 0． 10

971 F－l6 0． 1：1 ()． 12 () ． 19

972 F－l6 0． 12 0． 12 0． 12

973 F l6 0． 12 0． 1 1 0． 1 1

974 F l6 0． 12 0． 1 1 0． 15

975 F l6 0， 13 0． 13 ( ) I)9

976 F－l6 0． 10 ()． 08 0． 13

977 F,－17L L ~I 0． 18 0． 17 (). （)9

978 F－l7 0． 18 0． 18 0． 13

979 G－l7 0． 170． 13 0． 12

QRO
公 1斤

Lゴ 11 lOYR1. 7/1黒色埴壌士粘性弱堅ローム粒(径5～10111'')5%含む()． i3 0． 12 ()． 21

981 G－l7 0． 15 10YR1 .7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径3～5nlm)7%含む

IOYR1.7/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径211111)2%含む

lOYR1. 7/1黒色埴壌士粘性弱堅パミス(径l()～20IIInl)7%含む

lOYR1. 7/1黒色埴壌士粘性弱堅パミス(径2nIIn)3%含む

lOYR1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱軟ローム粒(径3～7n1m)2%含む

10YR1.7/1黒色埴壌土粘性弱しよう

IOYR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱堅

IOYRl . 7/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径1 11}nl) 1%含む

lOYR1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径5～7mll) 1%含む

l l()YR1. 7/1黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径5～71''''')3%含む 2 10YR

3／2黒褐色埴壌士粘性弱堅パミス(径5mnl)2%含む

l()YR1 . 7/1黒色埴壌士粘性弱軟

lOYR2/1黒色埴壊土粘性弱堅パミス(径2～811Inl)7%含む

IOYR2/1黒色埴壌土粘性弱堅パミス(径l～2IIInl)3%含む

lOYR1.7/1黒色埴壌土粘性弱軟ローム粒(径3～5mm)7%含む

1()YRl.7/1黒色埴壌士粘性弱堅ローム粒(径5～7mm)2%含む

IOYR2/l黒色埴壌土粘性弱堅ローム粒(径10nlm)5%含む

0． 14 0． 20

982 G l7 0． 150． 1 (』 0． 1(）

983 G－l7 0． 22 0． 21 0． 28

984 G－I7 0． 13 0． 14 0~ 13

985 G－l7 0． 14 0． 12 0． 1 1

986 G－l6 0~ 140． 15 0． 13

987 G－16 ()． 10 0． 09 ()‐ （)6

988 Gl6 ()． 16 0． 10 0． 09

989 G－l6 0． 17 0． 120． 14

990 0． 15 0． 15 0． 14G－16

991991
ハ 1ハ

L了一lU 0． 10()． ｛)!） (). 08

992 E－l9 0． 18 0． 18 U‐ U(』

993 E l9 0． 20 0． 20 () OQ

99,1 E－l9 0． 150． 19 0． 1 1

995 E－l9 0． 17 0． 1 1 0． 07

州
一
卿

E 19 0． 18 ()． 15 ()． 20

E－20 0． 17 0．ルI 0． 13

咄
l lOYR1.7／l黒色埴壌土粘性弱軟 2 10YR2／l黒色埴壌士粘性弱堅

E－20 (). 24 0． 150． 20

パミス(径5～10,1Ⅲ) 15％含む

999 E－20 ()． 18 0． 18 ()Ⅸ）

州

Ⅲ

F－20 0． 17 0．Ll 0． 14

F－20 0． 15 0． 15 0． 23

l()02 F20 0． ’6 0． 15 ()． 16

1003 F－2(） ()． 10 0． 09 0. 1-1

1004 F－20 0． 14 IOYR1 . 7/1黒色埴壌土粘性弱軟パミス(径3～5mnl)7%含む0． 16 0． 14

1003 F20 l黒色埴壌土

1黒色埴壌土

'1黒色埴壌土

'1黒色埴壌土

' 1黒色埴壌土

l黒色埴壌土

' 1黒色埴壌土

0． 15 粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

粘性弱

0． 12 ()． 29 lOYR2／

lOYR2／

lOYR1 ． 7

10YRl、7

10YR1． 7

10YR2/

lOYR1 ． 7

軟
一
堅
一
堅
一
堅
一
堅
一
軟
軟

パミス(径7111m)5%含む

パミス(径5～10ⅢⅢ)5%含む

ローム粒(径10mm)3%含む

パミス(径5～10IIm)3%含む

ローム粒(径5mm）3％含む

ローム粒(径5～lO'''''')7%含む

1006 F20 0. 2-I 0． 23岬
一
岨1007 F－l9 0． 18 0． 10

1008 F－l9 0， 15 0． 12 0． 07

1009 F l9 0． 15 0． 12 0． 12

Ⅲ F l9 0． 18 0． 17 0． 14

'01 1 F－18 0． 21 0， 20 ()． 08

Ⅱ8の図面に断

面有り
1012 E－l9 () ~ 19 0~ 18

161
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V縄文時代の遺構と遺物

21 22 23

|1
’

B

’

鋸，

｜
’C一

蛎
~1－，154

鋼56疑7
155、

~l÷－

兜2
~声

,5，

７

１

，

１

Ｊ

／

Ｆ

‐

、

、

ノ

〆

へ
、
一

戸

ゞ

ｒ
１
ｊ
／
Ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
、

~l＝－

ず．7， ，"＆'59

爵
pl24
"、

'69食画も5
画
、

募’
〆～

ソ 、

／ ､

｡ヨ ーーIF噌一
r← ，÷③
① の1761174

~1175

６ ２蝿

帰
６

－

【

卜

、

、

／

一

一

一

〆
。
Ｉ
。
、
、

７

６

６

螺

畳
８７

螺
圖

５２回
、

‘
~川68

Dj皇旦
、,2，
~ノ

廃。

９７

０

／
學
恥
邦８Ｊ

丁e直言/鐸ご~ー、1
ノ

ーヨ 、､~_ﾉF41927 ２８画
い’87

畷IBB

旧猟「
蝿5
ざ
’186

噂。

14典継。
’49.-‐

1－← －

恥3碗4 5，鐵嚥
蝿§

｡|Eo畦9

←

200
~'一

,9,｡←'92
334

3麺

鎚“
５

４

４

鱈

睡

‐

（

価

》

~

Ｅ

‘
193嚥3γ 雲圖‘唯38
呪，

〆

~ ~ ~
／

／

'

1
､

I
l

F43、､-、--, ~
ざ
~1339

’
1 ’

O 1m
l Ⅱ I

図V-53 B-22、 C-20･21 ．22， D-20 ･21 ･22、 E-20 ･21 ･22の小ビット

465



西島松5遺跡平成12年度

151413

~

F‐

鴬“
710

○709

極' ’

7,』－‘21 QZI3

I趣､
G

蝿
常

侭

廟
〆

｡,4

H

I
~

下

ｍ４
１
１
－

ｌ

－

（
Ⅱ
〕
・
１
１

図V－54 F-14･ 15， G-13･ 14の小ピット

466



V縄文時代の遺構と遺物
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V縄文時代の遺構と遺物
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V縄文時代の遺構と遺物
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7． その他

沢1 （図V-66～74,表V-ll, 図版104･ 105 ･ 150･ 151)

沢1は、調査区の北側、南東から北西にのび、キトウシュメンナイ川に流入するものである。長さ

約5m、 巾7m～9m、最大深約1. 20m、 Vライン付近からYライン付近までは底面、斜面はゆるや
かな傾斜で、 Yラインから北西側は両斜面とも急傾斜、底面はほぼ平坦である。出土遺物総数は

10,744点で、 この内訳は、土器が7,047点、石器など3, 697点である。土器では、Ⅶ群が3,720点、 Ⅲ群
が951点、Ⅳ群が354点で、未分類の土器を除くとⅦ群が約74%、 Ⅲ群が約18%、Ⅳ群が7%で、 これ

らで約99％以上を占めている。Ⅶ群土器はW6周辺のⅡ層上層とYラインの北西側から集中的に出

土している。Ⅲ、Ⅳ群土器はYラインの南西側のⅡ層中・下層と沢の斜面付近で多く出土している。

他にI群、 Ⅱ群、 v群、Ⅵ群の土器片もわずかであるが出土している。石器ではフレイク・チップ
(2, 145点)と礫・礫片(1,238点)が全体の約92%を占めており、 この他にすり石(片)が114点、台石・石
皿(片)が39点、たたき石(片)が38点と多く出土している。 これらはYライン付近をはさんで南東側で
はフレイク・チップなど剥片石器類が、北西側で礫、礫石器が集中的に出土している。 とくにフレイ

ク・チップはW－6周辺の沢頭付近で、すり石(片)、たたき石(片)などはZ 5付近の底面付近で多

く出土している。

図V-68はYラインとZラインでの土層図である。Yラインでは、 Ta-aの下にⅡ層が厚く堆積し、

自然堆積の状態を示している。 ところがZラインではTa-aをはさんで上下に泥炭化した黒渇色土が堆

積しており、底面はほぼ平坦で、硬いⅣ層が表出している。 このようにYラインとZラインの間で土

層堆積に大きな相異を示している。

調査は、表土、耕作土および盛り土と思われる土(土層図1）を除去し、 Ta-a， Ⅱ層を順次掘り下げ

を行なった。 Ⅱ層を5cm～10cmほど掘り下げたところ、W－6周辺で遣物の集中が検出された(図V

-69)。遣物は面的な広がりをもって出土し、骨片を多く混入する焼土やTa-aの落ち込み、フレイク・

チップの集中が検出された。出土遺物はⅦ群の土器片やフレイク・チップ、礫などである。 Zライン

付近から北西側ではTa-a下で伏流水が湧出し、水中ポンプを稼動させつつスコップなどを用いた粗い

調査となった。底面付近から礫・礫石器やⅦ群土器などが出土し、底面は堅いⅣ層が平坦な状態が検

出された。また一部に加工痕が見られる木材片(20cm×30cm、厚さ約20cln)が底面上から出土している。

以上のように、遺物の出土状況や土層推積にはYラインとZラインの間付近で大きく異なっている。

本来沢lは縄文時代には自然堆積によって小さな浅い沢状の地形になっていたものと思われる。 Zラ

イン付近の北西側の底面の状態や出土遺物から見て、北大Ⅲ式期にキトウシュメンナイ川を利用する

目的で人工的に掘削されたものではないかと推測される。その用途、性格については今回の調査結果

からは明らかではない。またW－6付近でのⅡ層上層付近の遺物集中区は、出土土器が北大Ⅲ式期の

ものであることから見て、付近に広がる同時期の土壌墓との関係を伺わせるものである。直接埋葬儀

礼に結びつく痕跡は認められないが、細片化した土器片やフレイク・チップの集中、骨片を多く混入

する焼土やいくつかの凹地は、 あるいは埋葬に際して、 ここで何らかの営みをする場として利用され

ていた可能性は否定できない。勿論具体的な様子などは不明である。 Zライン付近北西側の掘削も、

それらに関係する行為にあったのではないかと推量される。

’
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西島松5遺跡平成12年度

沢1出土の石器(図V-66～74表V-ll表1 ･ 2図版104･ 105 ･ 150･ 151)
沢1からは石鍼30点、石槍3点、石錐4点、つまみ付きナイフ14点、スクレイパー10点、石斧11点、
すり石88点、たたき石37点、石皿・台石36点、砥石8点、礫1,238点、 フレイク2, 145点が出土してい
る。 このうち石鍼22点、石槍2点、石錐1点、つまみ付きナイフ6点、 スクレイパー3点、石斧6点、
すり石13点、たたき石7点、台石1点、砥石1点、礫1点を図示した。 1～22は石鍼。 7 ･ 8 ･ 10~
12, 17は三角形状で凹基のもの、 13～15． 18は三角形状で平基のもの、 lは有茎平基、 2～6， 9 ．

16は有茎凸基のものである。 2は茎か非常に長く、 lはきわめて丁寧なつくりである。石材は1 ． 19
が頁岩で、他は黒曜石である。 22．23は石槍で、有茎のもので、石材は黒曜石。 25は棒状の石錐で、
先端部欠損する。石材は黒曜石。 26～29はつまみ付きナイフで、 26は片面全面加工のもの、 27 ．28は
片面周縁加工のもの、 29は両面加工のものである。石材は黒曜石。 30～34はスクレイパー。 32は円形
のもので上部に礫皮面を残す。 33は縦長で側縁に刃部をもつもので、 30． 31 ．34は素材の形状を大き

く変えていないものである。 30 ． 33は側縁、 31 ．34は下端部にそれぞれ刃部を作り出している。 35～

40は石斧である。 39は敲打痕のみられるもの、 35～38は打ち欠きにより整形されているもの、 40は刃

部と側面を磨いていもの、である。石材は35が片岩、 36が緑色泥岩、 29が砂岩、 37･38･40が泥岩で
ある。 41～47はたたき石。 41は棒状の礫を素材としたもので、下端にたたき痕がある。 42．46 ．47は

扁平礫を素材としたもの、 43～45はくぼみ石と称されるもの、である。石材は41 ．43～45が砂岩、 46
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V縄文時代の遺構と遺物
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V縄文時代の遺構と遺物

備考

~図版150
重さ(9) 石材

339. 4 緑色泥岩

344- 3 安山岩

1 ,065． 3 〃

746. 5 砂岩

466. 0 安山岩
333. 2 〃

664.4 〃

463. 2 〃

636． 1 〃

504. 9 〃

1 ， ()52.8 〃

1 , 136. 1 片麻岩

575.7 砂岩

1, 1 13. 3 安山岩

193. 2 砂岩

1,428. 3 "

2, 950. 0 安山岩

170. 3 不明

401.4 安山岩

厚さ(c[11)

3． 6

3． 9

8． 1

5． 8

3． 6

4．0

3．45

5． 05

6． 1

6． 15

3． 8

5． 95

5． 5

5． 7

2． 0

5．0

7． 75

2． 8

5． （）

長さ(cI'1) IIM(cm)

9．0 6． 0

9．4 6．45

8. 15 (13. 75)

（7. 7) (15. 2)

7． 95 11， 0

8． 35 （8. 1）

10． 85 12． 75

6. 2 (12. 35)

7. 6 (10. 95)

6. 35 (10. 9)

9． 25 19． 1

8． 1 16． 9

7. 25 (10. 9)

1 1 . 75 (12. 8)

10． 6 （6. 75）

(16.8) 10. 9

15． 9 18． 7

7． 7 7． 2

7． 8 7． 15

居位

11－7回目

沢底直上

m 1回目

Ｆ
」
戸
Ｏ
兵
Ｕ

掘
一
一

発
Ｘ
Ｙ

地区

~A－］
名称

~たたき石
図番-号

図V-7246

〃 〃－47

図V-73-48

〃 〃－49

〃 〃－50

〃 〃－51

〃 〃－52

〃 〃－53

〃 〃 54

〃 〃－55

〃 〃－56

〃 〃－う7

〃 〃－58

〃 〃－59

図V74-60

〃 〃－61

〃 〃－62

〃 〃 63

〃 〃－64

図版151
"

〃

すり石 〃
Ｒ
〕
Ｆ
Ｄ

~~
Ｚ

Ｙ

〃

Ⅱ－2回目

Ⅱ－3回目

Ⅱ－6回目

Ⅱ－7回目

Ⅱ－14回目

沢底直上

〃

１

６

５

５

″

一

一

一

ａ

Ｘ

Ｘ

Ｙ

″
｜
″

"

〃

"

戸
Ｄ
戸
Ｏ
貝
〕
戸
Ｏ
ハ
０
７
，

~

~

~

~

Ｚ

Ｗ

Ｚ

Ｘ

Ｗ

Ｘ

Ⅱ－1回目

沢底直上

Ⅱ－7回目

Ⅱ 1回目
〃

砥石
〃

諦
一
礫

沢2（図V-75～80表V-13～15表1 ･ 2 図版105 ･ 134･ 135･ 152)

調査区西側で検出した、キトウシュメンナイ川へ続く沢頭である。南東から北西方向に延びており、

調査区北西壁では約11nの深さを測る。出土土器はⅢ群、Ⅶ群、Ⅳ群が多く、 出土量もこの順に多い。

石器では剥片類や礫・礫片が多く出土している。破片の細かい遺物が多く、接合破片も少ないため、

台地上の包含層から雨水などで流れ込んだ遺物が多いと考えられる。

遺物は沢の北東斜面に多く分布する。沢の傾斜が、北東側で緩く南西側で急であることとも関係す

るかもしれないが、遺物の多くは沢の北東側から流れ込んだものと推測する。

時期毎の土器の出土量をみると、 I群Ⅱ群土器はごく少量しか出土せず、 Ⅲ群土器では急激に増

加する。Ⅳ群土器もⅢ群土器より出土量は少ないものの、堂林式～御殿山式を中心に一定量出土して

おり、Ⅶ群ではふたたび出土量が増加する。つまり、縄文時代早期、前期にはこの沢の埋没が始まっ

ておらず、水の流れによる掘削が進んでいたため、遺物はキトウシュメンナイ川へと流され、残存し

なかったものと考えることが出来る。縄文時代中期には水による掘削の力が弱まり、次第に土砂の堆

積による流路の埋没が進行したため、流れ込んだ遺物がそのまま沢底に残ったものと考えられる。

また、遣物の出土層位をみると、 Ⅲ群Ⅳ群土器では沢の底面からの出土が多いが、Ⅶ群土器では

出土層位が上層に集中する。 このことから、沢2は縄文時代中・後期にはある程度の深さを保ってい

たが、擦文時代にはほぼ埋没しきっていたものと考えられる。

土層の堆積は、底面付近の下層では黒みの強い黒色土が厚く堆積し(土層13他)、 中層では黒色土と

シルト質の黄灰色土が堆積する（3～11層)。上層では周辺の包含層にみられるものとほとんど変わら

ないⅡ層土が堆積する（2層)。

下層の黒色土は、均質で厚く堆積することから、泥炭層が土壌化したものと考えられる。 この段階

の沢の底面は、水に浸かっていたような状況であったと推測する。中層では黒色土とシルト質の黄灰

色土が交互に堆積することから、水による黄灰色士の流入と黒色土の形成が交互に繰り返されたよう

である。水の流入は一時的なものとなり、沢の底面も通常は乾燥していたものと考える。上層は周囲

の包含層に存在するⅡ層土とほとんど同じ土壌で形成されており、沢の埋没がほぼ終了したと考えら

れる。底面の標高も周囲の地面とほぼ変わらない状態になり、通常の包含層と同様の黒色土の堆積が

進行したものと考える。
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図V-75沢2の位置図
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V縄文時代の遺構と遺物

A'24.9“m~
Ａ
ｌ

＜沢2断面図十層注記＞

l lOYRl~7/l 黒色土シルト質壌土粘性なしすこぶる堅パミス （径10mm) 10%含み、 ロームブロツク （径10～15mm) 7%含む
2 10YR1.7/1 黒色土シルト質壌土粘性なしすこぶる堅パミス （径l～2mm) 7%含む
3 10YR1.7/1 黒色土シルト質壌土粘性なし軟パミス（径2mm) 2%、 5～40mm角の木片15％含む
4 10YR1.7/1 黒色土シルト質壌士粘性なしすこぶる堅パミス （径l～5mm) 7%含む
5 10YR6/2灰黄褐色土壌土粘性なし しよう 6 10YR1.7/1 黒色士シルト質壌土粘性なし軟パミス （径1～2mm) 5%含む
7 10YR1.7/1 黒色士砂土粘性なし ta-a主体で､上層の黒色土の影響で､黒く変色する｡ 8 5Y8/2灰白色砂土粘性なし ta-a
9 10YR1.7/1 黒色士シルト質壌土粘性なし軟ローム粒（径1mm) 2%含む
10 10YR2/1 黒色土シルト質壌土粘性弱軟パミス（径10～15mm) 1%含み、 ローム粒（径l～2mm） 3％含む
ll lOYR2/l 黒色土シルト質壌土粘性弱軟ローム粒（径1mm) 3%含み、炭化物（径5mm) 1%含む
12 2.5Y6/4 にぶい黄色士砂士粘性なし軟b－tmと思われる黄色火山灰
13N2/0黒色士シルト質壌土粘性弱軟パミス （径lmm) 2%含み、 ローム粒（径l～5mm) 2%含む
14 10YR2/2黒褐色土シルト質壌土粘性弱しよう
15 10ⅥR2/2黒褐色土シルト質壌士粘性弱軟ロームブロック （径20～30mm) 20%含む
16 10YR2/2黒褐色土シルト質壌土粘性弱軟ローム粒（径l～10mm) 20%含む
l7 10YR6/3 にぶい黄燈色土シルト質壌土粘性なし堅Spnパミス主体
18 10YR2/2黒褐色士シルト質壌土粘性弱軟ローム粒（径l～10mm) 20%含む
19 10YR2/2黒褐色土シルト質壌土粘性弱軟ローム粒（径l～5mm) 20%含む
20 10YR4/4褐色土シルト質壌士粘性なし軟ローム粒主体で、黒褐色土を含む
21 10ⅥR2/2黒褐色士シルト質壌士粘性弱軟ローム粒（径l～5mm) 3%含む
22 10YR3/4暗褐色土シルト質壌土粘性弱軟ローム粒（径1～10mm) 20%含む
23 10YR2/2黒褐色土シル|､質壌土粘性弱軟ローム粒（径l～10mm) 20%含む
24 10YR1.7/1 黒色土シルト質壌士粘性弱軟ローム粒（径l～5mm) 3%含む

図V-76沢2の土層断面図

沢2出土の土器(図V-78表V-14･ 15表1 ･ 2 図版134･ 135)

1 ， 3は綱文式である。 3はⅢ群土器で刺突を加えられた貼り付けが残存する。 4は余市式で、 口

縁部に幅広の貼り付けがめぐる。 5～9は手稲式またはホッケマ式である。 10は堂林式～御殿山式、

11～13は後北C2-D式である。 14～22は北大Ⅲ式である。 16は小型の甕で、全体の約半分を欠くが

口縁部から底部まで残存する。頸部と胴部の境界には段差が存在する。 口縁部には円形刺突文が施さ

れる。内外面ともによく磨かれる。内面は胴部下半を除き炭化物がほぼ全面に付着し、外面はほぼ全

面に煤が付着する。 17は中型の甕で、胴部上半を欠く。内外面ともによく磨かれるが、外面はミガキ

の上からハケメが確認できる。内外面ともに炭化物、煤が少量付着する。 18はミニチュアと思われる

底部片である。内外面はミガキが施されるが、内面はハケメの痕跡が残る。 19は小型の甕である。頸

部と胴部の境界は沈線で区画されるが、その後のミガキやハケメなどで沈線は不明瞭である。外面は

よく磨かれるがミガキの上からハケメを確認できる。内面は胴部のミガキの密度が薄く、ハケメが残

る。 20は中型の甕である。頸部と胴部の境界には明瞭な段差は存在しない。 口縁部には円形刺突文が

施される。内外面ともによく磨かれるが、 口縁部内面にハケメが残る。内面はほぼ全面に炭化物が付

着し、外面は口縁部から頸部に煤が付着する。 22は小型の甕の口縁部である。頸部と胴部の段差は不

明瞭であるが存在する。頸部は短く急激に外反する。内外面ともに磨かれるがハケメが残る。 口縁部

内面には縦方向に細い沈線が引かれる。内面はほぼ全面に炭化物が付着する。 14は小型～中型の甕の

口縁部である。 口縁部には円形刺突文が施される。内外面ともよく磨かれる。外面は煤が付着する。

15は中型の甕の口縁部である。 口縁端部は面取りされる。内外面とも磨かれるが、外面はミガキの上

からハケメを確認できる。外面は煤が付着する。

491



西島松5遺跡平成12年度

、 、

､、

U＝
､

～

～

～~~~~~~~~~~~

好ニヱ
L"?且~

～

、 一－－－、

／賃~、、～

五
、 ／

P122

、
､〆

遅_一
P123

～

V－

‘~/が．
~I ~《

一一、~〆×~《
~x1~《~‘

~●▲~■／･~《
･~･~●~■×／~／
~ノ~~
~･×~/xo~I

●ｱ~。／・I
/ / I

ｳj･･ |:xI
~｜×~･~順 I

f~×~7 I

~~▲~~~為

や奇澪函~、
~／ ×

I． ×

H2

～

… 一

一
一

〆

、 一

一~

〆

）

I

I

’

△、 8

Ｆ
ｄ
１
ｋ
ｘ
●
旧
ｄ
し
列
１
１
副
１
Ｗ

、

、

~

~

~

~

~

／

／

~

~

~

~

~

~

~

~

1
／
／
／
１
１
、

ノ
ソ
ノ

I
X－

／

、、

、、

●｜ | |群土器

▲Ⅳ群土器

■VII群土器

×その他

/／／一～
／／
/／／一～
／／

一
Y－鐸一

▲
ノ

0 3m
と:… ‐（

（縮尺1/100）1 1 1句

1匹

図V-77沢2出土土器の分布図

492



V縄文時代の遺構と遺物

‘強景・

瀞
I

篭
で鍾愛､菫堅~'｡÷〆ｰ華ソ・ 亨’

３2I

I
拶鬼一

4

７5
8

6

ノ
蕊§鍵繊 〃
瀞

幸

9
奪尹.参一一嗜〆

121110 1514

13

ノ一
一
一
（

一
一
一
（

ノ

零’
’

8
17

16

図V-78沢2出土の土器

493



西島松5遺跡平成12年度

~

’
~~

－一一U
一

一

一

ｊ

ｆ

ｒ

~
~ 三一一

~~~一一～〆～
一

一

一

－ご／Ⅳ
■ I O
I ■

P122

Q
~､

■

､、

一

、
I

’
メ

1■
V－I

●

■
H2

' ．一

一 冬

■ ■

『

I ■

▲

■

｜
■

幸

’

~~

~

■
F

l
h※L｜

I

I
メ

■
I

、
~

ﾛ■
●

o/ / D F9
一

■

ノ
γ
｜

召
斗’ I

､

､

／

I

P

、

、＋

X

/

⑭
、

!

●剥片石器

▲礫石器

■剥片類

×礫・礫片

一

Y－

ﾀﾉ(/7>"7/癌
崎
弓
吋

割
討
ン■

■

0 3m
巴 ﾛ ﾛ ﾛ 』－』 i

（縮尺1/100)

！ － l
ｰ一－－

’

1 1
’

1312

図V-79沢2出土石器の分布図

494



V縄文時代の遺構と遺物

~くこ＞ 3

息嶋
.＜二＞ 8

雛
－ 10

＝ 5

一

~

－ 76

－ 9

０
１

ｍＣ５

１

毒

、

、

一

~

、

~

》

『

罫

~

一

一

／

I
一~‘曇針

、ノ

し
邑〆

〔、‐

蕊■ h

'一、

1 1 13
12
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１

沢2出土の石器

沢2からは石鍼7点、つまみ付きナイフ5点、 スクレイパー4点、すり石4点、たたき石3点など

が出土している。 このうち石嫉3点、つまみ付きナイフ4点、 スクレイパー2点、 Rフレイク1点、

すり石1点、たたき石2点を図示した。 1～3は石鍼で、 1 ， 2は三角形状で凹基のもの、 3は有茎

凸基のものである。 2は被熱している。 5～8はつまみ付きナイフ。 8は両面加工のもので、他は片

面周縁加工のものである。石材は、 5が頁岩、他は黒曜石。 4 ． 9はスクレイパー。 4は円形のもの

で周縁に刃部を作る。 9は左側縁上半部に礫被面が残り、他の側縁部に刃部を作る。石材は黒曜石。

10はRフレイクで表・裏側縁に刃部を作っている。石材は黒曜石。 11は断面が三角形の礫の稜をすっ

たすり石で、石材は安山岩。 12． 13は扁平礫を素材とするたたき石で、石材は安山岩である。

495



西島松5遺跡平成12年度

表V-13沢2掲載土器一覧
醗
号

図版

番号

口径

(cn')

一
局
、
叩

凹

冒

Ｃ

ｕ
百
〃
！

底径

(cn,)
遺構(層位） 器種｜ 分類 地文 備考

圖

圓

圖

圓

ｌ
く
く
ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

２

２

２

２

沢

沢

沢

沢

１

２

３

４

~
~
~
~

８７Ｖ

〃

〃

〃

図 134
－ア

燭
一
繩
一
織
一
料

類
類
訓

刊

類

ａ

ａ

ａ

群
群
群
群

Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ

RL縄文

LR縄文

結束羽状縄文

RL縄文

綱文式点取り番号406

緬文式点取り番号83
点取り番号190

余市式点取り番号59
〃

点取り手稲式～ホッケマ式
番号293

沢2(HE) 〃 －5 深鉢 Ⅳ群b類
〃

不明

沢2（Ⅱ層）

沢2（Ⅱ層）

布
一
イ

深鉢 Iv群b類
~ ~~深鉢|w群b類

〃 〃

LR縄文

LR縄文
ホッケマ式

ホッケマ式

点取り番号611

点取り番号534

手稲～ホッケマ式点取り番
号626

沢2（Ⅱ層） 〃 －8 深鉢 Ⅳ群b類
〃

羽状縄文

沢2（Ⅱ層） 〃 －9 〃 深鉢'Ⅳ群b類 ホッケマ式点取り番号580

堂林式～御殿山式点取り番
号495

後北C2-D式点取り番号
406

沢2（Ⅱ層） 〃 一｜ (｝ 深鉢 W群c類 LR縄文
〃

沢2（Ⅱ層） -11 深鉢 VI群
〃

後北C2-D式点取り番号
405

沢2（Ⅱ層） -12 深鉢 Ⅵ群 RL帯状縄文
〃

点取り番号後北C2-D式
406

沢2（Ⅱ層） 〃 －14 深鉢 VI群 RL帯状縄文
〃

表V-14沢2掲載土器一覧(Ⅷ群）
調整

法量(cⅢ、 l ）
内面 外面

器高|底径 最大径 容量｜ 口縁部 ｜ 体部 n縁部 ｜ 休部

法量(cⅢ、 l ） 使用痕蘂
号~
図版

番号
層位 器種

｜ 外面‘縦骸崎h渋’人]面(タール・炭化物）
怖考

口径

図V－

78 l4
Ⅱ層 饗'34 縦ミガキ 縦ミガキ 口縁部30％付着 点取り番号287

| |縁部50％付着
↓

キ

ケ

ガ

ハ

ミ

縦

縦

リ 15 Ⅱ層 爽

一

喪

縦ミガキ 点取り番号493

[j縁部60％、胴部上半

00％付着 繍半W撫細%1WWi,
Ⅱ層1 (i '35 14． 9 16．8 横ミガキ(i、 I '2． 2 縦ミガキ 縦ミガキ 縦ミガキ

↓

キ

ケ

ガ

ハ

ミ

縦

縦

点取り需号

503. 531

Ⅱ層 蕊－17
~ ~

縦ミガキ 胴部下半2()％付着 胴部下半4()％付着

↓
キ

ケ

ガ

ハ

ミ

横

縦

一
昭
Ｌ

郭

心ノ 18 Ⅱ層
叩 弓

凸, I 縦ミガキ 点取り番号137

↓

キ

ケ

ガ

ハ

ミ

横

描

↓

キ

ケ

ガ

ハ

ミ

横

縦

↓

キ

ケ

ガ

ハ

ミ

縦

縦

↓

キ

ケ

ガ

ハ

ミ

縦

縦

Ⅱ層
一
町
Ｌ

郭

公 '4． 3 15． 8〃－19 12． 6l〕‐ ；1
胴部上半5()％付着 点取り番号1 12

↓

キ

ケ

ガ

ハ

ミ

横

横

↓

キ

ケ

ガ

ハ

ミ

横

縦

口縁部100％、胴部上

半90％付着

134 11層 喪帥
一
釦

縦ミガキ 縦ミガキ |」縁部90％付着 点取り番号556

Wi沼
堅ノロ 識 縦ミガキ 縦ミガキ 口縁部10％付着 l縁部'0％付着 点取り番号204

’
↓

キ

ケ

ガ

ハ

ミ

横

横

↓

キ

ケ

ガ

ハ

ミ

横

縦’Ⅱ層 熟リ‘）
ゴー 口縁部100％付着 口縁部10％付着 点取り番号172

表V-15沢2掲載石器一覧

図番号

図V-80-1

〃 〃 －2

〃 〃 －3

〃 〃 －4

名称

石鰄

〃

〃

スクレイパー

重さ(9)

0. 59

6． 3

0．7

7．04

唾
一
姪
〃
〃
｜
蛭

区

旧

岨

Ⅱ

吻

掘

一

一

一

一

発

Ｖ

Ｖ

Ｘ

Ｗ

翫
一
蠣
一
〃
｜
〃
｜
幅

長さ(cHI)

(1. 7)

4． 55

（2.05）

2．8

駒
一
噸
｜
郡
蠅
一
”

厚さ(cH')

0． 35

0． 75

0．4

l. 0

石材

黒曜石

備考

図版152

〃

〃

〃

″

｜

″

つまみ付き

ナイフ
〃 〃－5 A-2 V-l2 Ⅱ層 5． 25 2．45 頁岩0.8 8． 59

〃 〃 －6

〃 〃 －7

〃 〃 －8

ノノ 〃－9

〃 〃 -1O

〃 〃 －11

〃 〃 －12

〃 〃 －13

２

２

１

１
~~
Ｙ

Ｗ

〃

〃

〃

スクレイパー

Rフレイク

すり石

たたき石

〃

称
一
価
一
郷
一
“
一
池
一
帥
一
幽
一
地

″

″

｜

″

ｊ

Ｆ

３

－

‐

り

戸

り

戸

Ｄ

Ｆ

Ｄ

１

８

６

９

３

７

９

６

~
~
~
~
~
~
~
~

３

３

１

２

１

０

８

０

１

１

く

Ｆ

ｈ

ｕ

Ｆ

、

ぴ

Ｆ

へ

Ｊ

Ｏ

Ｏ

４

０

６

６

２

８

■
■
■
●
■
●
６
■

ｌ

ｌ

Ｏ

１

０

６

６

４

１

７

５

３

２

６

８

６

０

~
~
~
~
~
~
~
~

７

９

１

０

２

０

３

６

１

３

５

８

６

４

３

黒曜石

〃

〃

″
｜
〃
｜
〃
｜
〃
｜
喉
一
幅
一
幅
一
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ｗ
一
Ｗ
咄
一
郡
繩

２

２

２

’

｜

’

″

Ａ

Ａ

Ａ

〃

安山岩

〃

〃’
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X1 (図V-81 表1 ･ 2 図版106)

位置:Q-11 ･ 12南から北へわずかに傾斜する標高24. 98m～25. 10mのところに位置する。

規模: 2. 53m×2. 00m/2.37m×1. 80m/0.42m周溝状落ち込みの巾25cm～70cm、深さ8cm～13cm

平面形：不整楕円形 長軸方向:E-W

確認・調査・土層: I層を除去し、 Ⅲ～Ⅳ層中でⅡ層の落ち込みとそれをめぐる周溝状の落ち込みを

検出した。当初周溝状落ち込みは東側が開口していると思われたが、周辺精査し、 Ⅱ層を除去したと

ころほぼ一周していることが判明した。 Ⅱ層の落ち込みと周溝状の落ち込みとの重複・新|日関係が把

握できなかったため、共通の土層観察用の土手を設定し、 Ⅱ層の落ち込みから調査を行う。 Ⅱ層およ

び覆土を26cm～42cm掘り下げ黄色士の堅い面を検出し、壁の立ち上がりを検出した。堅い面は異常に

堅く、 また褐色土も混入し、やや汚れた土であるため、小トレンチを土手西・南側に設定して掘り下

げ、約13cmほど下げた。北壁際で一括土器が出土した。堅い黄色土、 フレイクの散在などから他の遺

構(H4)と重複しているものと判断し、竪穴状遺構であろうと考えた。また周溝状の落ち込みとの関

係を土層断面で検討したところ重複などは見られなかった。覆土にきわだった違いが見られることか

ら別遣構と考え、周溝状落ち込みの覆土を8～13cm掘り下げ、凹凸のはげしい暗褐色土(H5の覆土）

が検出された。 さらに西側曠底には浅いくぼみの底に貼り付くようにしたⅢ群土器片が出土した。出

土状態から見て共伴土器と考えられる事から、竪穴状遣構と周溝状落ち込みは、同時期かあるいは余

り時間差のない遣構であろうと半l1断した。竪穴状遺構の覆士は、 Ⅱ層およびⅡ層に黄色土が少量混じ

り合った土で、 ほぼ一層である。 自然堆積状である。周溝状の落ち込みの覆土は、褐色土がわずかに

まじる暗黄色土である。

擴底:H4覆土中に構築されている。全体に凹凸があり、 中央部90cm×80cm、深さ約13cmほどくぼん

でいる。非常に堅い。

壁：立ち上がりは全体にゆるやかである。検出面からの壁高は、東壁が24cm、南壁32cm、西壁が26cnl，

北壁が38cmである。周溝状の落ち込みは曠底がH5覆土中につくられていて、断面は皿状で、わずか

にくぼむ部分が数カ所見られる。

遺物出土状況：周溝状の落ち込みから土器片が4点出土している。 これらは内面を上にし、曠底面に

貼り付いた状態である。他は竪穴状遺構・周溝状の落ち込みの覆土中から土器29点、石器等38点が出

土しているがまとまった出土状態ではない。出土土器はⅢ群のもので、石器はフレイクである。

重複・新旧関係:H4･ 5と重複しており、 これらより新しいものである。

時期：重複関係出土遺物などから見て、 Ⅲ群土器を伴う縄文時代中期のものと思われる。

本遺構は、確認・調査・土層のところで触れたように、竪穴状遺構と周溝状落ち込みは同一遺構と

するか、余り時間的な差のない別遣構とするか、 あるいは全く別遺構とするかきわめて判断し難い。

検出当初周溝状の落ち込みは擦文時代の周溝のある墓か、墳丘墓の周溝かと考えていた。 しかしなが

ら出土遺物や竪穴状落ち込みとの関係から考え同一遺構と判断した。H4の覆土が踏みかためられた

ように非常に堅くなっていることから、竪穴住居跡と思われる。周溝状の落ち込みは浅く、形が不整

で、 ところどころに浅くくぼんだところがあることから、上屋を設置する構築物であろうかとも考え

られる。ただ覆土の違いへの疑問は残る。今回は竪穴状遣構として報告するが、今後の類例の増加を

待って判断したいと考える。
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VI 包含層出土の遺物

Ⅵ包含層出土の遺物

1 ．概要

出土遣物の分布は石器も含めて調査区南側に集中する。 これは調査区北側の表土掘削を重機により

行い、南側を人力で行ったことが多少は影響していると考えられる。また、調査区南側に分布の中心

をもつⅣ群c類土器が、他の時期の出土量を圧倒しているため、全体では調査区南側に偏った分布を

示す結果になったものと考えられる。土器の分布図は出土量の多いⅢ群Ⅳ群c類、Ⅶ群について作

成した。以下、土器の分布を時期毎にみていく。

Ⅲ群土器は調査区西側から南にかけての範囲で出土する。縄文時代中期中頃の竪穴住居がQ-11付

近やG-17付近で検出されており、包含層から出土した土器はこれらの竪穴住居とほぼ同時期のもの

である。 したがって、竪穴住居に居住した人々がこれらの遺物を残した可能性が高く、 中期中頃には

調査区西側から南側にかけての範囲に生活域が広がっていたものと推測する。

Ⅳ群c類は調査区南側に集中して分布する。柱穴状小ピットや焼土などがこの分布域とほぼ重なっ

ており、柱穴状小ピットや焼土はこの時期に属す可能性が高い。 この時期に位置づけられる竪穴住居

は見つかっていないが、柱穴状小ピットは住居を構成する柱、焼土は炉跡であったのではないかと推

測する。Ⅳ群C類土器の分布はさらに南側に広がり、一部は段丘の斜面や低位段丘面まで広がるよう

である。

Ⅶ群土器は沢1を中心に出土した。多くは北大Ⅲ式に属し、土墳墓に副葬される土器とほぼ同時期

のものであることから、土壌墓を営んだ人々が残したものと考えられる。沢1から出土する土器が埋

葬儀礼に伴うものか日常的な生活の痕跡かは不明である。

図Ⅵ－1 ･ 3 ･4で明らかなように、土器同様石器、剥片石器、礫石器、剥片類とも同じような出

土状況を見せている。石器などの包含層出土総数は50,597点で、沢l周辺から西側と調査区南側に集

中している。 これは沢1周辺ではⅡ層が残存していたこと、西側および南側はA 2地区に含まれ、

人力でI層から掘り下げた結果であろうと思われる。

剥片石器の包含層出土総数は約2,750点で、沢1周辺と調査区南側に集中している。南側は縄文時

代の遺構が多く、それに関係するものと思われる。剥片石器では石鍼が1,098点、 Rブレークが1,057

点と多く、それぞれが全体の約40%、約38%と、合わせて剥片石器の約78%を占めている。石材は大

半が黒曜石である。

礫石器の包含層出土総数は約4, 100点で、剥片石器同様の出土状況である。南側出土のものは縄文

時代の遺構に関係するものであろう。沢l周辺、 とくに底付近で礫や礫石器、 とりわけすり石、たた

き石が多く、出土している。 これは北大Ⅲ式期の士曠墓に置き石として礫石器が再利用されているこ

とから見て、周辺から礫とともに礫石器も利用するために集められていた結果ではないかと思われる。

礫石器では石斧と石斧片(233点)、すり石(148点)、たたき石(62点)が多い。

剥片類の包含層出土総数は約43,700点で、包含層出土石器などの約86%を占めている。出土状況は

剥片石器、礫石器と同じである。沢1周辺では沢頭付近に多く、北大Ⅲ式期の土墳墓覆土中からフレ

イク・チップなどが多く出土していることと何らかの関係があるかも知れない。調査区南側では縄文

時代の遺構、 とくに住居跡や焼土の分布域とほぼ重なっている。
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2．土器・土製品など(図VI-1～3 ･ 5～20表Ⅵ－1～3 表4図版153～174)

｜群土器（ 1～12）

1～7は東釧路Ⅲ式である。 1～3は器壁に組紐圧痕文が施され、 4， 5は絡条体圧痕文が施され

る。 6， 7は低部片で6は縄の圧痕が縦に押捺され、 7は結束羽状縄文が施される。 8は中茶路式の

胴部片で、横走する沈線と微隆起の間を短縄文で充填する。 9～12は東釧路W式に相当し、撚糸文が
施される。

’

！
’| |群(13～31）

13， 14は体部に結束羽状縄文、 口縁部付近に4条の縄線文を施すもので、花積下層式並行とみられ

る。 15は結束羽状縄文の施される胴部片で、 13と同一個体の可能性がある。 16～21は網文式である。

22～29は静内中野式で、 LR又はRLの斜行縄文が施される。胎土には繊維を多く含む。 30， 31は結

束羽状縄文の施される胴部片である。

| | |群(32～90）

32～41は中期前葉に位置づけられる固体で、 32は貼り付けと縄の圧痕により施文するもので、 円筒

土器上層式c～dに相当する。 33， 34は胴部にくびれをもつもので、サイベ沢Ⅷ式に並行する。 33は

口縁部に小突起と、 V字状の貼り付けをもつ。 35は口縁端部に縄の圧痕を施し、体部には結束羽状縄

文が施される。 36～40は口縁部に肥厚帯をもち、 口縁部を貼り付けにより施文するものである。いず

れも見晴町式に並行するものと考える。 41は胴部片で半裁竹管による横走沈線が引かれ、 ｜司じ工具で

ジグザグの文様が縦に施文される。 42～67は萩ヶ岡1， 2式に相当するもので、 42～51までは刻みが

用いられるもの、 52～67は押引き中心の施文がなされるものである。 68～86は天神山式に位置づけら

れる。 68～73は口縁部に棒状の突起をもつ個体である。突起部分は貼り付け、半裁竹管による沈線

押引きなどが施される。 74～85は口縁部片である。 口縁部が貼り付けにより肥厚し、断面が三角形に

なるものが多い。 74， 75， 77は口縁部が肥厚しない。 75は口縁部から垂下する貼り付けをもち、 口縁

端部と口縁部付近には押引きがめぐる。 86， 90は胴部片で、 86は横の貼り付けと縦の貼り付けが組み

合わされる。 90は綾絡文が施文される。 87～89は底部片である。 88は底部外面にも縄文が施される。

IV群a類(91～100)

91～94は余市式に位置づけられる。 口縁部及び胴部に幅l～2Cmの貼り付けをもち、 口縁端部はや

や丸みをもち内傾する。 95～100は入江式や白坂3式に並行するものである。 95， 96は幾何学的な沈

線文により施文される。 95は乙字状の文様を沈線とすり消しにより表現する。 99は肩部が強く屈曲し

ており、壷に近い器形であろう。 96～98, 100は波状文など曲線的な枕線文が施文される。

|V群C類(101～242)

堂林式～御殿山式のもので、一部晩期前葉のものも存在すると思われるが、これに含めて報告する。

101～204は深鉢、 205～227は鉢又は浅鉢、 228～242は壷又は注口である。

深鉢は大きく分けて平口縁のものと、突起をもつものや波状口縁のものに分けられる。

101～194は平口縁のものである。平口縁のものは爪形文をもつものともたないものに分けられ、 さ

らに口縁端部が①平らで、胴部とほぼ同じ幅か若干肥厚するもの、②内傾し、切り出し状になるもの
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③細くすぼまり華著なもの、 の3つに分類できる。

101～127は爪形文をもたないもので、 101～108は口縁端部が平らなものである。無文もしくは口縁

部近くに横走沈線が施される。 109～117は口縁端部が切り出し状になるものである。無文か、横走沈

線のみのものがほとんどであるが、 117のような波状文や、 115のような弧状の沈線文が施されるもの

もある。 118～127は口縁端部が細くすぼまるものである。文様は無文のものや横走沈線の他、 123の

ような弧状の沈線や127のような鋸歯状の沈線文など、文様のバリエーションが多い。 128～141は爪

形文をもつもので、 128, 129は口縁端部が平らなものである。 130～141は口縁端部が細くすぼまるも

ので、無文又は横走沈線のみが施文される。 134は口縁部外面に山形の突起をもつ。

142～155は突起をもつもので、突起の形状は三角形のものが多い。 143, 149は突起が2つのもの、

150, 151は突起に刻みがつけられるものである。 156～194は波状口縁をもつもので、 156～163は波の

単位が大きいもの、 164～194は波の単位が小さいものである。 176はボタン状の貼瘤がなされる。

195～204は深針の胴部片である。 200は外面に赤色顔料が付着しており、全面に赤色顔料が塗布さ

れていた可能性がある。

205～227は鉢又は浅鉢である。 205, 206は上げ底気味の高台をもつものである。 205は体部に横走

沈線が数条巡り、その間に斜行する沈線が施される。 206は口縁部の5箇所に突起をもち、体部には弧

状の文様が施される。 207, 208は高台をもつ無文の鉢である。 207は底部から直線的に立ち上がる器

形で、 208は胴部上半で内湾気味に立ち上がる。

228～242は壷又は注口である。 228は肩の張る器形で、頸部はすぼまりながら直線的に立ち上がる。

頸部と胴部の屈曲部には2本の沈線が引かれ、 この沈線をまたぐように4個所に刻みを加えた貼瘤が

施される。 235, 236は小型の壷又は注口で、 同一固体である。胴部には貼瘤が施される。

V群C類(243）

243は大洞A式～A'式に平行する個体で、 口縁端部には縄文と刻みが加えられる。

Ⅳ群(244～253）

244～253は後北C2-D式である。文様は微隆起線、帯状縄文、列点文によって構成される。 口縁

端部は刻みが加えられ、 口縁部外面は口縁端部と同様の刻みを加えた隆起線が貼り付けられる。 244

は深鉢で、 口縁部から胴部上半が残存する。横走する3本の帯状縄文と微隆起線に挟まれた2段の文

様帯に、微隆起線、帯状縄文で弧状の文様を描く。

Ⅵ|群(254～302）

多くは北大Ⅲ式であるが、擦文前期のものも含まれる。墓曠出土のものと異なり、 これら包含層出

土のものは中型から大型のものが多い。

254～261は甕の復元個体である。

262～278は甕の口縁部を含む破片である。 266は口縁部は2段のナデが施される。頸部と胴部の境

界には2本の段状沈線を施す。 268は甕の頸部で口縁部はごくわずかに残存する。頸部の文様は鋸歯

状の沈線文と連続する縦の刺突文及び沈線文で構成される。

279～302は底部片である。 279, 280は片口又は注口である。 283は底部の張り出しが少なく、ハケメ

が残ることから擦文土器の底部の可能性が高い。 302は底部の側面がU字状になっている。上部が破

損しているため断定は出来ないが、柱状の高台に貫通孔をあけているのではないかと推測する。
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図Ⅵ－22包含層出土の土製品(2)
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図Ⅵ－23包含層出土の須恵器・玉

土製品(図Ⅵ－21 ･ 22表Ⅵ－3 表4 図版175 ･ 176)

1～16は耳栓である。 1～7は無文またはそれに近いもの、 8～17は沈線や刺突により施文される

ものである。 16は沈線のくぼみに赤い顔料が付着しており、赤彩されていたようである。

17～22は土偶で、 17～19は顔面、 20は胴体、 21， 22は足である。 17， 18は赤色顔料が付着する。

23～32は土玉である。 26～29は周囲に沈線状の溝がめぐるもの、 30は蜜柑の房のような形状のもの、

31は細長いものである。 32は貫通孔が無い。

33， 34はミニチュア土器である。 33は深鉢を模したもので無文である。 34は浅鉢を模したものでL

R縄文が施される。

35～37は弧状の土製品で、全て両端部を欠く。 38は｢く」の字状に屈曲する土製品で、 中央に1箇所、

両方の先端部2個所の計5箇所の貫通孔をもつ。地紋はRL縄文で、赤色顔料が付着する。 39は38を

小型にしたような形状で、両方の先端部を欠く。先端部に貫通孔をもつ。 40は四つ足の動物をもした

と思われる士製品である。耳、四肢が確認できる。

須恵器・ガラス玉(図Ⅵ 23表4 図版175)

1～5は須恵器の杯で、 1～3は口縁部、 4は底部から体部、 5はへう切りの底部である。出土地

点が比較的近く焼成、胎士が似通っていることから、近い時期のものであろう。 5のへラ切りの底部

が存在することから7世紀後半～8世紀の年代が考えられる。

6はガラス玉で、色調は青紺色である。包含層出土のため時期は不明であるが、北大Ⅲ式期の土壌

墓の分布域で出土したことから、土曠墓と近い時期に位置づけられる可能性が高い。
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Ⅵ包含層出土の遺物

表Ⅵ－1 包含層掲載土器一覧

｜地紋’
底律

（cⅢ）

一

個

叩

ｕ

口

Ｃ

ｕ

謬

向

ｆ

ｌ’
口径

（(､Ⅲ）

図版

番号

備考分類器櫛調査区(層位）|X|番号

束釧路Ⅲ式

東釧路Ⅲ式

束釧路Ⅲ式

東釧路Ⅲ式

東針||路Ⅲ式

束釧路Ⅲ式

東釧路Ⅲ式

中茶路式

東釧路Ⅳ式

東，||路Ⅳ式

東釧路Ⅳ式

東釧路Ⅳ式

花積下層式並行

花積下層式並行

花積下層式並行

綱文式

類

類

領

類

類

頻

頻

頽

頽

類

類

頽

類

類

類

類

類

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

３

４

４

４

１

１

１

１

１

１

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

ｈ

ｂ

ｂ

ｈ

ｂ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｂ

ｂ

ｂ

３

１

Ⅲ

ａ

ａ

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

鮮

群

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

組紐II昌痕文

組紐圧痕文

組紐j |を痕文

縄圧痕文

結束羽状縄文

絡条体圧痕文

絡条体圧痕文

短縄文

撚糸文

撚糸文

撚糸文

撚糸文

結束羽状縄文

結束羽状縄文

紬束羽状縄文

RL縄文

不明

癖
一
癖
一
職
一
需
繩
一
耕
一
識
一
繩
一
癖
一
幟
一
耕
繩
一
“
｜
斜
癖
一
鰯
一
癖

C-22'(IE)

C-22(Ⅱ層）

E-2()(I層）

H-2() (Ⅱ層）

C22(IIM)

E-2()(Ⅱ層）

153罰
１
ワ
］
３
４
１
５
（
ｂ
〔
ｉ
（
ろ
９
ハ
Ｕ
１
“
リ
］
、
ｊ
’
４
号
ａ
八
０
戸
Ｉ

１
Ｉ
ｊ
ｏ
Ｉ
Ｉ
且
・
Ｉ
Ｉ
４
－
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
１
▲
１
１
１
１
１
入

~
~
~
~
~
~
~
~
~
Ｆ
Ｄ
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
〃

Ⅵ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ｘ

１

１

層

層

Ⅱ

Ⅱ

く

く

０

１

２

２
~

Ｅ

Ｈ

"

G-17(11層）

H16(Ⅱ層）

G-16(Ⅱ層）

G-16(Ⅱ層）

a-1 (Ⅱ層）

a-1(Ⅱ層）

il-1 (Ⅱ層）

X-5(Ⅱ層）

Y-3(Ⅱ層）

″
｜
叩

綱文式

~綱文式ｊ
ｊ
層
層

Ｉ

Ｉ

ｌ
く

〔
ｉ
〔
ｆ ~

Ｙ

Ｚ

不明Ⅱ群al"深針1－18
~

綱文式

綱文式
も、'一全 一ト

神1又工L

静内11.1野式

静内中野式

静内Ii '野式

静内中野式

静内中野式

静内中野式

静内中野式

静内中野式

噸
噸
噸
噸
蝿
蝿
瀧
蠅
蝿
蝿
蝿
頻
頻
類
類
頽
類
類
頻
頻
類
類
類
類
類
類
類
頽
類
類
頽
類
類
類
類
類
類
類
類
類
頽
碩
頽
領
類

一

一

一

一

一

一

一

１

８

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

。

＆

ａ

ａ

ａ

ａ

。

ａ

ａ

３

３

３

３

ａ

ａ

３

８

ａ

ａ

ａ

ａ

諦
榊
鮪
齢
鞘
納
齢
獅
齢
榊
齢
群
群
群
群
群
群
群
群
群
群
群
群
群
群
群
群
群
群
群
群
群
群
群
群
群
群
群
群
群
群
群
群
群
群

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

不明

RL縄文

RL縄文

LR縄文

LR縄文

LR縄文

LR縄文

LR縄文

LR縄文

LR縄文

LR縄文

結束羽状縄文

結束羽状縄文

なし

RL縄文

RL繩文

結束羽状縄文

深鉢W-6(Ⅱ層）

(' 1 (Ⅱ層）

3－2（Ⅱ層）

H-20(Ⅱ層）

G-16(Ⅱ層）
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H-21 (Ⅱ層）

G-21 （Ⅱ層）
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G18(Ⅱ層）
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il-2(Ⅱ層）

il 1(Ⅱ層）

R-15(I Ig)

Y-5(Ⅱ層）

ti 2(Ⅱ層）

E-20(Ⅱ層）
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Tll(IE)

L13(IE)

F-18(Ⅱ層）

D21(IE)

R-10(Ⅱ層）

R-1 1 (nlW)
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W-10(風倒木）
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H-21 (I IW)
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〃 〃－25

"

繩
一
癖

認

癖

癖

一

識

一

耕

織

一

繩

一

瞬

斡

織

一

鋤

一

跡

″

'55

パ

リ

序

ｌ

リ

ム

ｎ

／

〕

″
″

〃 〃－28

〃 〃－29

〃 〃 30

〃 〃－31

図Ⅵ－7－32

〃 〃 33

〃 〃－3．1

〃

円筒土器上層tI、 b式

サイベ沢Ⅶa式並行

癖
一
癖

|昂6

〃 ノリ 35

〃 〃－36 繩

一

瞬

一

鋤

織

織

一

織

一

料

癖

識

結束羽状縄文

RL縄文

RL縄文

'－37

〃 〃－38

〃 〃 39

〃 〃－－10

〃 〃－41

図Ⅵ－8－42

〃 〃－~13

〃 〃 ~1 1

〃 〃－－15

’’ 〃 16

〃 〃－47

RL縄文

RL縄文 １

１

１

１

１

岡

岡

岡

岡

岡

ケ

ケ

ケ

ケ

ケ

萩

萩

萩

萩

萩
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２

２

２
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２
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萩
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岡
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岡
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ケ

ケ
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ケ

萩
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萩
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深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢
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深鉢

深鉢
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深鉢

深鉢
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部

旬

唖
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萩
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図版

番号
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音
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Ⅲ

ず

く

底径
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調査区(層位）図番号 器種 分類 地紋 備考
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ａ
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F-16(Ⅱ屑）

F 16(Ⅱ層）

L-13(Ⅱ層）

L-15(Ⅱ層）

il-2(Ⅱ層）

J-14(IE)

″

″

蝿
一
癖
一
識
一
癖
一
繩

〃

RL縄文

LR縄文

結束羽状縄文

LR縄文

｜
″

浄
一
癖

織
一
織
一
鍛
一
繩
一
癖
一
癖
一
癖
一
繩
一
耕
辮
一
耕
一
癖

〃

″

Ⅲ群l)-1"

Ⅲ群b-1類

RL縄文

LR縄文

LR縄文

LR縄文

Ⅲ群b 1類

Ⅲ群b-1f

Ⅲ群b-1類

Ⅲ群I)-1類

Ⅲ群b-1類

Ⅲ群

Ⅲ群

師

細

部

LR･RL縄文

結束羽状縄文

RL繩文

〃

叩

師〃 〃-88 1 i58

H-18(Ⅱ層）

D-19(n層）
〃－89 深鉢l ()． 3 Ⅲ群 結束羽状縄文 底部

〃 〃－90

図Ⅵ－'0 91

〃 〃－92
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〃－98 B-22(Ⅱ層） 深鉢
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堂林式～御殿山式

堂林式～御殿山式C 16(Ⅱ層） RL縄文

(膳り消し）
鉢・浅鉢 Ⅳ群(･類

ｌ
り
］
、
ｊ
‐
ｌ
言

３

６

７

８

０

〃

０

１

７

－

叩

ｊ

‐

１

－

３

０

７

１

１

１

‐

１

１

１

‐

’

１

２

２

２

２

２

２

２

２

７

》

，

］

り

］

？

》

リ

ョ

リ

］

リ

ー

リ

〕

，

〕

，

】

り

ヨ

リ

ョ

リ

当

り

』

７

】

り

］

リ

営

~
~
~
~

~

~
~
~
~
~
~

』

Ｊ

Ｊ

Ｊ

ｊ

ｊ

Ｊ

Ｊ

ｊ

ノ

ノ

ノ

ノ

Ｊ

Ｉ

Ｊ

ｊ

Ｊ

ノ

ノ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

１

ｆ

ｆ

ｒ

Ｉ

Ｆ

１

H 20(Ⅱ層）

F l8(Ⅱ層）

G-16(Ⅱ層）

H-18(Ⅱ層）

H-19(Ⅱ層）

B-22(Ⅱ屑）

H 20(Ⅱ層）

H-20(Ⅱ層）

L-15(I 1Ei)

B-22(Ⅱ層）

G-3()( I層）

H-20(I IEi)

H-21 (I層）

E 20(I層）

鉢・浅鉢

鉢・浅鉢

" 類

類

頻

頻

類

類

類

類

類

頻

頻

類

類

頽

類

頽

類

Ｃ

心

Ｃ

Ｃ

心

岨

心

Ｃ

に

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

６

ｃ

ｃ

群

群

群

群

群

群

鮮

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

LR純文

LR縄文

LR縄文

RL縄文

無文

LR縄文

RL繩文

無文

LR縄文

LR縄文

無文

I~"R縄文

RL縄文

LR縄文

LR縄文

RL縄文

LR縄文

LI

RI

1． F

堂林式～1111殿山式

堂林式～御殿山式

堂林式～御殿山式

″

鉢・浅鉢

鉢・浅鉢

鉢・浅鉢

鉢，浅鉢

鉢・浅鉢

鉢・浅鉢

鉢・浅鉢

鉢・浅鉢

鉢・浅鉢

鉢・浅鉢

鉢・浅鉢

鉢・浅鉢

鉢・浅鉢

鉢・浅鉢

鉢・浅鉢

堂林式～御殿山式

堂林式～御殿山式
〃

堂林式～御殿山式

堂林式～御殿| | I式167

堂林式～御殿|｣l式

堂林式～↑fll殿山式

堂林式～征ll殿山式

堂林式～御殿山式

堂林式～御殿山式

堂林式～御殿l l l式

堂林式～征ll殿山式

堂林式～御殿山式

堂林式～御殿山式

堂林式～御殿山式

〃

H-| !I (Ⅱ屑）

E-20(Ⅱ層）

H 2()(Ⅱ屑）

H 21 (Ⅱ層）
図Ⅵ－1(j-228 注1 1 ．壷 Ⅳ群c類 LR縄文 堂林式～御殿lll式

〃－229

'ノー230

"－231

H-20(Ⅱ層）

H-22( I層）

H-20( I層）

注口・壺

注口・壺

注「l ・壺

類

類

頽

Ｃ

ぐ

心

群

群

群

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

LR縄文

〃

無文

堂林式～御殿lll式

堂林式～御殿山式

堂林式～御殿山式

RL縄文

(膳り消し）
〃－232 H-21 ( IFi) 注口・壷 IV群(W類 堂林式～御殿I｣l式

LR縄文

(膳り消し）
〃 〃－23:｝ 1-11)( I層） 注|=l ・壺 IV群〔類 堂林式～御殿ll l式

’
LR縄文

(膳り消し）
23, 1 D l :1(Ⅱ層） 注1J・壷 Ⅳ群c類 堂林式～御殿I 1｣式
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Ⅵ包含層出土の遺物

’需｜ 鰐種
｢|径

(cⅢ）

一

同

叩

叩
命
に

|而考図版

番号

地紋分類調査|X(居位）図番号

堂林式～御殿山式

下と同一個体の可

能‘性有り

LR細文Ⅳ群c類注｢l ・蒜箭匿H-19(HE)167図Ⅵ 10-235

堂林式～御殿山式

上と同一個体の可

能性有り

LR繩文Ⅳ群C類注1 ｜ ・壷I I 19(Ⅱ層）〃 〃－236 l {州

堂林式～御殿山式

堂林式～御殿山式

RL縄文

RL縄文

LR縄文

類

頽

類

Ｃ

Ｃ

心

群

群

群

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

抑
一
割
一
部

L 15(Ⅱ層）

H-2()(Ⅱ層）

亜

圭

亜

圭
亜

【

Ｉ

Ｒ

ｕ

０

叩

叩

』

心

ｊ

ｎ

ｊ

リ

】

リ

ー

リ

『

″

″

″

〃

堂林式～御殿山式H-20(Ⅱ層）
LR縄文

（充填）

~

堂林式～御殿山式Ⅳ群c噸注｢｜ ・壺F-17(IE)〃 24(）

堂林式～椎ll殿山式

堂林式～御殿山式

LR縄文

無文

W群c類

IV群c類

湘
一
畑

I I-2()(Ⅱ層）

H-19(Ⅱ層）

亜
壺
亜

１

２

’

１

４

り

】

リ

ヨ~

〃

″

大洞A式～A式1i

行

~

RL縄文v群(類深針G-18(Ⅱ層）〃-243

後北C2 D式RL帯状縄文Ⅵ柳深鉢H 17( I IFI)〃 2側

深鉢 ’ Ⅵ群 | RL帯状縄文 ｜ 後北c2-DX〃 | H-22( IE)５

６

１

１

２

２

″

″
1 1-19(I 12)

（Ⅱ層）
後北C2 D式RL帯状縄文深鉢 VrlfY

，入111

漆詠 | vl群 | RL帯状縄文 ｜ 後北C2 D式H 19(EE)'ノー247

H 19(I層）

(n1g)

RL帯状縄文 後北C2-D式深鉢 Ⅵ胴'69リー248

後北C2 D式

掻北C2 D式
後北C2 D式

雇北C2 D式
後北C2 D式

文

文

文

文

文

縄

縄

縄

縄

縄

犬

犬

犬

犬

ｋ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

昔
市
排
市
群
布
告
市
山
市

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

深鉢
深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

型
癖
一
避
癖
一
噸

F-18(Ⅱ層）

H 19(Ⅱ層）

H-19( I層）

R-1()( I層）

F 20(Ⅱ層）

ｎ

げ

ｎ

Ｕ

１

鍋

肩

Ｊ

り

主

叩

些

~
~

″

″

″

″ "

１

１

リ

ョ

ｎ

Ｊ

戸

３

－

，

』

り

り

当

り

包

り

】

~
~

″

″

″

~

表Ⅵ－2 包含層掲載土器一覧(Ⅶ群）
使用痕調整

’
~

図版

番号

法量(ClⅡ、 l ） 備考内面 外|、層位 器種ゲリッI図番号 外面(煤・酸化消失）内面(タール・炭化物）
口縁部｜ 休部 ｜ 口縁部｜ 休部I｣径 器高 底径li,&大径|容量

注口
片口

|()％付君胴部上半訓)％付着縦ミガニキ横ミガキ 縦ミガキ 縦ミガキ0． 17Ⅱ層 ).8 1.7N， I図Ⅵ-17 25-1 l70 Y－4

注’ 1

片1 1

空
~変L

胴部下半30％付着胴部上半60％付着縦ミガキ縦ミガこキ 縦ミガキ
●伴言－』ず4

爪町ミノJ－10． 275. (〕Ⅱ層〃 -‘沢局
一■JTJ W G

口緑部、胴部上半
3()％付着

↓
キ
ケ
ガ
ハ

ミ

縦
縦

川底直
上

80％付着縦ミガキ樅ミガニキ 瀧ミガキ0．1510. 2 1－N () ． X'2． ．1256 Z－5

口緑部、胴部上半

20％付着、胴部下

半100％酸化消失

1 |縁部20％、胴晋｜

下半100％付着
縦ミガキ横ミガキ 縦ミガキ 縦ミガキ零 ’ 18． 8Ⅱ屑 16257 7－民

営 U

" "〃 ｢|縁部10％付着樅ミガ訓縦ミガキ
J壇I上～－ －;-『，学十

↑典ミノJｰr 縦ミガキ鞭 13． 2I層 19． 1258 W－6

↓
キ
ケ
ガ
ハ

ミ

描
横

八
戸
、

凱
叫

§
伽
ｂ

口縁部10％付着縦ミガキ 縦ミガキ 縦ミガキ1 1. 6Ⅱ層 讃 17． 5〃 1)馬Q
＝『JqP

口緑部、胴部上斗

5％付着
↓
キ
ケ
ガ
ハ

ミ

縦
縦

胴部上半10％付着縦ミガニキ横ミガキ 樅ミガキ甕 '6． 8Ⅱ層 20. 0V－71 260

胴部上半50％、胴部

下半100％酸化消失

口縁部30％、胴部

ﾄ半9()％付着
縦ミガ才 縦ミガキ

川上～4 デー¥

↑囚ミノJイ 縦ミガキ霧 2． 59)‘4 1
部qJD －r '8． 1）Ⅱ屑Y－8〃 〃 鋤I

樅ミガキ

→横ナデ
↓
キ
デ
ガ
ナ
ミ
横
縦

胴部上半30％付着耐ミガニキ縦ミガキⅢ層 甕 36. 0'71 W－6図Ⅵ 18-262

口縁部70％、胴部

上半S0％付･着
縦ミガキ

●婿￥－4雫4

刑11ニミノJ訓横ミガキ 縦ミガキ[I層 甕 28．0X－-263

口縁部100％、 服

部'三半80％付着

機ハケー→
』.士上一J 『斗△

棚IミノJ－r

横ハケー

樅ミガキ
↓
キ
デ
ガ

ナ

ミ

横
縦

川底直

上
縦ミガ斗喪 17. ’

ワ

乙 0‘)ハ,1
ョ1J玉

口緑部60％付着キカ一一一
横

縦ミガキ喪Ⅱ層 21．0X－5-2師

俄ミガキ

→縦ミカ

キ

| | |底直
~！

_上

横ナデ喪 19， 0Z－5〃 -26{1

↓
キ
ケ
ガ
ハ
ミ
椣
横

口縁部l{〕％付漕1 1縁部20％付着縦ミガ可寮Ⅱ層 1 1 （｝W一 （-267
~

キ

キ

ガ

ガ

一

一

一

一

一

一

松

縦

不明喪Ⅱ層 ;0. 0Z－4〃 －268

| ｣縁部5％付着縦ミガキ聾I層 10-0269 a コ

1 1緑部90％付着|｣縁部l()％付着縦ミガニキ縦ミガキ聾 29． 0Ⅱ層X 6図VI-l9 270

’ 口緑部8()％付着口縁部‘ l()％付潤縦ミガキ蕊 縦ミカキV－6 11眉 28. （）〃 一ツ71~~~
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層位 トー--－ 調整
法量(c､， l ） 1－－－－－

｜~内面 ｜~＃
旦丘|器高|底径腱天罹|雰扇~｢口縁部 体部 ｜ 口縁蔀

去量(c､， l ）
内面~ 外

使用痕図版

番号
図番号 グリッド

~

亜子
よ

１

巳

か

Ｕ

↓

、

面 備考内面(タール・炭化物） 外mi(煤・筋化消失）
体音

図Ⅵ-19 272 172 W 6 Ⅱ層 鋤j
昼些 21 ． (） 横ミガキ 縦ミガキ 口縁部80％付着

↓
キ

ケ
ガ
ハ
ミ
横
横

澗

刑

２

２

″
〃

W－6 Ⅱ屑 喪 26． 0
縦ミガキ 口縁部20％付着｜ 口縁部70％付着

沢底直
上

Z 饗 23-0 横ミガキ 縦ミガキ 口縁部10()％付着

沢底直
卜

↓
キ

デ
ガ
ナ
ミ
横
幟

一
周
叩

戸
７
●
０

期
ク
】 V l司

~公 U 喪 23. 0 横ミガキ 口縁部90％付着 口縁部90％酸化消失

〃－276 R－3 Ⅱ層 聾 2(i， 1 横ミガキ 縦ミガニキ | I緑部5％付着 口縁部4()％付着
~

〃 277 ↓
キ
デ
ガ
ナ
ミ
横
幟

W 6 Ⅱ層 甕 25. (） 横ミガキ |=l縁部20％付着 口縁部10％付着

川底直
f

↓
キ

ケ
ガ
ハ
ミ
横
縦

↓
キ
ケ
ガ
ハ
ミ
横
縦

-278 7－頁
〃ゴ ロノ 燕 口緑部7()％付着、 11

部上半100％酸化消失
23. 0 縦ミガキ 縦ミガキ l縁部90％付着

図Ⅵ 20-279 片1 1

注口
↓
キ
ケ
ガ
ハ
ミ
横
縦

W 6 Ⅱ層 胴部上半､胴部下
半40％酸化消失

iく り
U･ 当 縦ミガキ 胴部上半90％付着

片口

注口
〃 280 I層 胴部上半、胴部

下半i00％付着

W－6 局 〔1
『』ﾆ ﾛF 縦ミガキ 縦ミガキ 縦ミガキ 縦ミガキ I同部上半| ()％付着

↓
キ
ケ
ガ
ハ
ミ
横
縦

↓
キ
ケ
ガ
ハ
ミ
縦
縦

／ －281 '73 W－6 Ⅲ層 饗 6． (1

↓
斗
十

ケ
ガ
ハ
ミ
横
縦

↓
圭
十

ケ
ガ
ハ
ミ
縦
縦

〃－282 W－6 11層 喪 7. (）
胴部下半7()％付着

〃－283 X－5 I層 饗 7． 1 横ハケ 縦ハケ

↓
キ
ケ
ガ
ハ
ミ
横
縦

281 Ⅱ層 喪 1.5'一

縦ミガキ 胴部下半70％付着 胴部下半40％付着

-285 零W－6 Ⅱ層 7. 8

286 Ⅱ層 甕､ノー6 縦ミガォ 縦ミガキ（

〃－287 Ⅱ層V一川
~上 可 喪 7. (i 縦ミガキ 縦ミガキ

↓
キ
ケ
ガ
ハ
ミ
横
縦

↓
十
十

ケ
ガ

恥
ハ
ミ
ヘ

縦

縦

〃 288 V－R Ⅱ層 甕 7. (）

-281） Y－7 Ⅱ層 蕊 7. (） 縦ミガキ 縦ミガキ

fll雛のた
め不明

↓
キ
ケ
ガ
ハ
ミ
縦
縦

' －291） Y 5 1回 鞭 8－ 8

↓
土
‐

ケ
ガ

い
ハ
一
二

横

縦

〃－291 喪Z－3 Ⅱ層 7. 0 縦ミガキ

沢底直
’二

292 饗Y 5 6. 7 縦ミガニキ 縦ミガオ

〃 293 X－5 l層｜ 甕 7. 0 縦ミガキ 縦ミガキ 胴部下半30％付着

↓
キ

ケ
ガ
ハ
ミ
横
縦

↓
キ
ケ
ガ
ハ
ミ
縦
縦

ツ0，1
己4Jｴ Ⅱ層 喪W－6 7 1｛

1 . 1J

胴部下半30％酸化
消失

ノーツ〔1局
＝qrFJ Ⅱ層W－6 甕 (j、 2 縦ミガキ 縦ミガキ

饗2{)(i 174 Ⅱ層W－6 6.3 縦ミガキ 縦ミガキ 胴部 ﾄ半50%付着

2()7 11層 喪Y 5 弓 、

イ． ‘ 縦ミガヰ 縦ミガキ

川底直
上

〃－298 Z－5 蕊 6. ‘ I 縦ミガキ 縦ミガキ

↓
キ
ケ
ガ
ハ
ミ
横
縦

"-2911 W一 （ I層 蕊 7． 1 縦ミガキ

↓
一
十

ケ
ガ
ハ
ミ
横
縦

11層 喪釧
一
抑

X 6
61

)． 』 樅ミガォ

↓
幸
十

デ
ガ
ナ
ミ
横
縦

↓
斗
十

デ
ガ
ナ
ミ
横
縦

蜜X－6 Ⅱ層 ワ I〕
8. 曲

’-3()2 Ⅱ層 雲？Y-5 5． 5 ﾄ明 横ナデ

表Ⅵ－3 包含層掲載土製品一覧

｜ 長さ(c､）調査区(層位） ’図番号 図版番号 幅(cⅡ'） 重さ(cⅢ）厚さ(cl l1） 分類 ili考

耳栓図|Ⅵ-21 1 17民
1 1 1J 0 1 ．1 （ 1 ） 1． 9 N 1 ． 8 5． 1

〃－2 F－37（Ⅱ） 2. 0 Z, 0 l n 耳栓
ｎ
ｍ
Ｖ

【
ｆ
〃
Ｉ

一リ

H 20（ 1） Ⅳ
一
叩

1 ． 7 I） ワ
ム. 』 耳栓

~耳栓
鋤
一
町'－4 H－21 （1）

C 22（1 ）

2． （） 2. 0

~

1 ． 9 ， 9 2. 4 耳楢!). ､1

〃－6 175 T r－ワツイ I 1
LL 首團L L ﾉ

iノ ’《
国● 『』
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備考分類重さ(c､）幅(c''') 厚さ(cln)調査区(層位） 長さ(cI]1)図版番号図番号
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3．石器・石製品など(図Ⅵ 1 ･ 3 ･4･ 21～48表Ⅵ－4表4 図版177～186)

包含層出土の石器などの総点数は53,805点である。剥片(フレイク)類は40, 319点、礫・礫片が
4, 734点で、出土総点数の約84％を占めている。定形的石器は3,590点(剥片石器2,818点、礫石器772

点)である。剥片石器では石鍼が1, 108点と約40%を占めている。他に石錐(約1O%)、つまみ付ナイフ

(約6％)も多い。礫石器では石斧が249点(約32％)、すり石が238点(約31%)で、約63%を占めている。

また剥片石器では黒曜石、礫石器では安山岩の多さが目に付く。 ここでは完型品に近いものを選び出

し、掲載している。なお、出土層位については、 I層Ⅱ層、 Ⅲ層に分けて掲載しているが、 I層は

Ⅱ層が撹乱されたものであり、両方もⅡ層に近いところでの出土であり、大半がⅡ層出土のものと考
えられる。 ｜

’

石鍼(図Ⅵ-24～27表Ⅵ 4 図版177･ 178)

石鍼は1, 108点出土している。 このうち241点を図示した。石材は黒曜石、頁岩、珪質頁岩などであ

るが、黒曜石が大半を占めている。 1～148はI層149～232はⅡ層233はⅢ層出土のもので、 234～

236は風倒木痕、 237～241は表採等出土層位不明のものである。 1 ． 149．234は薄身で、柳葉形のもの

である。 2～17･37･ 150～158･233は三角形状で凹基のものである。 150は基部が大きく内湾し、 233

は尖端部が欠損するが、側縁部が外側に大きく張り出している。 5～17．37 ． 151～158は細長い二等

辺三角形状である。 18～27． 159～166.235は三角形状で平基のものである。 18は五角形状に近いも

ので、 21～23･ 159･ 160は正三角形状、他は細長い二等辺三角形状のものである。 28～36･ 167～172

は菱形のものである。 172は有茎平基、 38～148. 173～232.236～241は有茎凸基のものである。 38～

52． 173は茎部に対して尖頭部の長さが短いものである。 86～148･200～232･237～241は尖頭部が細

長い二等辺三角形状のものである。 7 ． 11 ． 15．25．29．71 ．78．84． 128． 153． 154． 162． 167．212

・216は周縁部を加工調整し、 29．71 ．212．216は片面に礫皮面が残る。 138． 144は両側縁部に一カ所

ずつ、 141は浅く二ケ所にえく、りがあり、異形石器状である。石材は、 15･ 16･30･36･65． 118･ 167

・ 178． 180．210．227 ．232．240は頁岩、 61 ･ 105は珪質頁岩、 149はメノウで、他はすべて黒曜石で

ある。

’

石槍(図Ⅵ－28表Ⅵ－4 図版178)

石槍は26点出土している。 このうち13点を図示した。石材は黒曜石、頁岩、珪質頁岩などがある。

1～7はI層、 8～13はⅡ層出土である。 1～4 ． 8～13は有茎のもの、 5～7は茎が明瞭に見られ

ない、木葉形に近いものである。 1 ． 4は茎の下半が欠損し、 6は下半部の両側縁部に一カ所づつえ

く→りを有する様に見えるが、左は新しいキズである。何度も加工したためか、尖頭部がゆがんできて

いる。 10は茎部下端を平らに加工し、すぐ上両側縁にえくゞりを作っている。石材は1～4 ･ 6 ･ 8 ･

9 ． 11 ． 13は黒曜石、 7 ． 12は頁岩 5は珪質頁岩･ 10は珪岩である。

石錐(図Ⅵ-29～31 表Ⅵ－4 図版179)

石錐は264点出土している。 このうち85点図示した。石材は頁岩、珪質頁岩が多く、他にメノウ、黒

曜石などもある。 1～68はIE 69～84はⅡ層出土のもので、 85は出土層位不明のものである。 1～

20， 69･85は素材の一部に刺突部を作り出したものである。 85は石雛の転用品であろう。石材は4～

6 ． 7 ． 19 ． 69は珪質頁岩、 11は黒曜石、 12はメノウ、他は頁岩である。 21～60．70～76はつまみ部

をもつ棒状のものである。 43～60． 73～75は刺突部が長いものである。 41は当初異形石器と見間違
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図Ⅵ－26包含層出土の石器(3) 石鍼(3)
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図VI-27包含層出土の石器(4) 石鍼(4)

えたもので、 47は被熱している。 22．27．29．34．36 ．48．52．57のつまみ部には礫皮面が残る。石

材は、 23．47．64は黒曜石、 32はメノウ、 22 ． 24．25 ． 27．33．45は珪質頁岩、 51は泥岩、他は頁岩

である。 61～68．77～84は棒状のものである。石材は、 64．78．81 ．84は黒曜石、 68･72･80はメノ

ウ、 62．65 ． 79は珪盾頁岩、他は頁岩である。

つまみ付きナイフ(図Ⅵ-32～34表Ⅵ－4 図版180)

つまみ付きナイフは173点出土している。 このうち35点を図示した。石材は頁岩、珪質頁岩、黒旺石

などである。 1～20はI層21～33がⅡ層34･35がⅢ層出土のものである。 1は片面全面加工のも

ので両側縁に刃部を作り出す。石材は黒曜石。 2～8 ．21は片面全面加工のものである。 9～19．22

～32．35．36は片面周縁加工のものである。 10は刃部欠損16．23の表面には礫皮面が残る。石材は

9 ． 11 ． 15･22･30は黒曜石、 10･ 18･25･28は珪質頁岩、他は頁岩である。 20･33は両面加工のも

ので、 33は破損品の再利用のものである。石材は20が頁岩、 33は黒曜石である。
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図Ⅵ－31 包含層出土の石器(8) 石錐(3)

スクレイパー(図Ⅵ－35 ． 36表Ⅵ－4 図版181)

スクレイパーは134点出土している。 このうち23点を図示した。石材は黒曜石、頁岩などで、黒曜石

のものが多い。 1～12はI層、 13～23はⅡ層出土のものである。 1 ． 2 ． 13～16は円形のものである。

周縁に刃部を作り、 13の上面には礫皮面が残る。 17は周縁に刃部を作り出し表面に礫皮面が残る。 3

． 18は縦長で、側縁に刃部をもつ。 4～12． 19～23は素材の形状を大きく変えていないものである。

7 ． 8 ． 10 ． 12は表面に礫皮面が残り、 12． 23は側縁と下端を調整し、 21 ． 22は剥片の片面側縁をき

わめて丁寧に加工調整し、刃部を作り出している。石材は、 3 ． 6 ．23は頁岩、 5 ． 8は珪質頁岩、

他は黒曜石である。

石斧(図Ⅵ－37 ． 38表Ⅵ－4 図版181 ･ 182)

石斧は233点出土しているが、破損品が多く、 ここでは34点を図示した。石材は緑色泥岩、泥岩、蛇

紋岩などであるが、緑色泥岩が圧倒的に多く、 また基部を破損するものがない。 1～17はI層、 18．

19 ． 21～33はⅡ層20はⅢ層出土である。 18･ 19･20は擦り切り手法によって製作されたもの、 1～

4 ．21～23は敲打痕のみられるもの、 5～12, 24～30は打ち欠きにより整形されているもの、 13～17,

31～33は表裏全面磨製のものである。 34は石のみで全面磨製のものである。基部を欠損する。石材は、

18･ 19･20が蛇紋岩、 4が砂岩、 8 ･32は泥岩、 9 ･ 10･25･26は片岩で他は緑色泥岩である。

すり石(図Ⅵ－39･40表Ⅵ 4 図版182･ 183)

すり石は148点出土しているが、破損品が多く、ここでは19点を図示した。石材は安山岩が多い。 1

～4はI層、 5～18はⅡ層19はⅢ層出土である。 1 ． 2 ． 5～13． 19は断面が三角形の礫で、稜をす

ったものである。 14は扁平礫を素材としたもの、 15は扁平礫を半円状に打ち欠き弦をすったもの、 3，

4， 16～18は北海道式石冠と称されるもの、である。石材は17が片麻岩、 18は砂岩で、他は安山岩で
ある。
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たたき石(図Ⅵ－41 ･42表Ⅵ－4 図版183･ 184)

たたき石は62点出土しているが、破損品がなく、 ここでは15点を図示した。安山岩、片麻岩、砂岩

などがあるが、安山岩が多い。またすり石と区別し難いものもあるが、たたき痕が顕著なものをたた

き石に分類した。 1～5は棒状礫を素材としたもの、 6 ． 7は扁平礫を素材としたもの、 8 ． 9 ． 13

は円礫を素材としたもの、 10～12， 14． 15はくぼみ石と称されるもの、である。石材は、 9が珪岩、

13が片麻岩、 3 ． 5 ． 7 ． 11～12 ． 14が砂岩、他は安山岩である。

石皿(図Ⅵ－44表Ⅵ－4 図版184)

石皿は31点出土している。 ここでは3点を図示した。破片が多い。石材は安山岩が大半を占めてい

る。 1 ． 2はI層、 3はⅡ層出土である。 1 ． 2は厚い素材、 3は薄い素材を使用しており、すり痕

が顕著に見られる。石材は安山岩である。
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砥石(図Ⅵ－43表VI-4 図版185)

砥石は50点出土しているが破損品が多く、 ここでは6点を図示した。石材は砂岩が大半を占める。

1～3はI層、 4～6はⅡ層出土である。 4は研磨面に溝があるもの、 1は板状のもの、 5は角柱状

のもので、四面砥石と称されるものである。 2 ． 3 ． 6は破片である。石材はすべて砂岩である。

石製品(図Ⅵ－45 ． 46 ． 47表Ⅵ－4 図版186)

石製品は、 30点出土している。 ここでは28点を図示した。 1～19はIE､ 20～28はⅡ層出土である。

1～5 ．20は異形石器状のもので、 5は石槍の転用品であろう。 6 ． 7 ． 9～12． 14． 15．22～24は

玉、 8 ． 13． 18． 19．25．27．28は垂飾、 16 ． 17は石棒片、 7は三角形状で丁寧に研磨している。 26

は石以外の材質か考えられるが不明である。 27．28には未貫通の孔が1カ所づつ見られる。石材は、

1 ･ 4 ･20が黒曜石、 3が珪質頁岩･ 5が珪岩 9が蛇紋岩、 16･ 18･27が泥岩、 17が粘板岩、 21が

滑石、 19が凝灰岩、 2が頁岩、他はカンラン岩である。

礫(図Ⅵ－48表Ⅵ－4 図版185)

ここには安山岩の円礫を図示した‘

じ形状のものが出土している。

1 ． 2はI層・ 3 ． 4はⅡ層出土である。遺構覆土中からも同
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１

’
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一
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一
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２
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１
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二

二
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２
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２
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ｌ
２
７
８
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８
３
９
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３
６
７
３
９
２
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４
１
１
６
２
２
７
８
９
８
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１
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２

２
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．
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／
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０
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０
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８
０
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５
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］
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－
４
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７
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８
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４
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５
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ｌ
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０
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０
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２
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Ｐ
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礫・
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２
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２
翌

Ｉ

ｌ
｜
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２
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２
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２
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２

２
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ｌ
２
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ｌ
２
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６
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２
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６
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２
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５
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２
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２
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ｌ
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０
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３
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５
ｌ
ｌ
ｌ

２
ｌ
ｌ
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９
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２
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ｌ
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ｌ
ｌ
ｌ
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ｌ
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－1－－〆

40

2

6

14

2

326

63

7

11

171

13

7， 526

8, 152
76

77

石核 原石石

一郷㈱

レ
ー
ク
パ
ス
イ
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Ｐ
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４
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４
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Ｈ

Ｈ

Ｈ
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司
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Ｆ
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ｌ
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Ｏ
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ｎ
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Ｐ
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Ｗ
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耳＝ 9－ -肖：H9 覆ゴ 層I

覆土2層
~

甦
一
鞆
一
計

l

7 畷3 133

(6)土擴(縄文）
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］
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０
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４
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⑪
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７
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２
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Ⅶ自然科学的手法による分析結果

1 ．放射性炭素年代測定

放射性炭素年代測定の依頼を受けました試料について、別表の結果を得ましたのでご報告申し上げ

ます。

報告内容の説明

14C年代11measuredradiocarbonage

試料の14C/12C比から、単純に現在(1950年AD)から何年前(BP)かを計算した年代。半減期
はリビーの5568年を用いた。

14Cage(yBP)

補正14C年代IIconventional radiocarbonage

試料の炭素安定同位体比(13C/12C)を測定して試料の炭素の同位体分別を知り14C/12Cの測
定値に補正値を加えた上で、算出した年代。

試料の13C値を-25(%｡)に標準化することによって得られる年代値である。
暦年代を得る際にはこの年代値をもちいる。

補正14Cage

(yBP)

試料の測定14C/12C比を補正するための13C/12C比。

この安定同位体比は、下式のように標準物質(PDB)の同位体比からの千分偏差(%0)で表現す
る。

(13C/12C)[試料]-(13C/12C)[標準］
613C(%0)= ×1000

(13C/12C)[標準］

ここで、 13C/12C[標準]=0.0112372である。

613C(permil)

暦年代 ：過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動に対する補正により、暦年代を算出する。
具体的には年代既知の樹木年輪の14Cの測定、サンゴのU-Th年代と14C年代の比較により、
補正曲線を作成し、暦年代を算出する。最新のデータベース("INTCAL98RediocarbonAge
Calibration'Stuiveretal,1998,Radiocarbon40(3))により約19000yBPまでの換算が可能と
なった。 ＊

*但し、 10000yPB以前のデータはまだ不完全であり今後も改善される可能性が高いので、補正前のデータの保管を推奨します。
11The calendar calibrationswere calculated using the newest calibration data as published inRadiocarbon,V0l.40,

No.3,1998 using the cubic spline fit mathematics as published by Taima and Vogel,Radiocarbon,Vol.35,No.2,p9
317-322,1993:ASimplified Approach to CalibratingC14Dates. Results are reported both as calBC and calBP.
Note that calibration for samplesbeyondaboutlO,000yearsis stillvery subjective. Thecalibrationdatabeyond

about l3,000yearsisa mbest fit ' ! compilationofmadeleddataand,althoughanimprovement on theaccuracyof the
radiocarbondate,shouldbeconsideredillustrative． l tisverylikelythat calibrationdatabeyondlO,000yearswill

changein thefuture.Becauseof this,it is veryimportant toquote theoriginalBPdatesand these referencesin

yourpublicationssothatfuturerefinementscanbeappliedtoyour results.!'

測定方法などに関するデータ

測定方法AMS :加速器質量分析

Radiometr ic :液体シンチレーションカウンタによるβ一線計数法

処理・調製・その他：資料の前処理、調製などの情報
acid-alkal i-acid :酸一アルカリー酸洗浄

acidwashes :酸洗浄

acidetch :酸によるエッチング

none :未処理

前処理

調製、その他

Bulk-LowCarbonMaterial :低濃度有機物処理

BoneCollagenExtraction :骨、歯などのコラーゲン抽出

Cel luloseExtraction :木材のセルローズ抽出

ExtendedCounting:Radiometricによる測定の際測定時間を延長する

BETAANALYTICINC.

4985SW74Count,Miami ,F1, U.S.A33155

分析機関
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西島松5遺跡平成12年度

Beta-150475 1260±40 -28. 0 4210±40

試料名(16478) NM5-1 (H7－①）

測定方法、期間AMS-SIandal･d

試料種前処理など charre(Imalerial aCid/alkali/acid

Beta 150476 1190=t50 －27． 6 4150±50

試料名(16479) NM5-2 (H7－②）

測定方法、期間AMS-Slandar(I

試料種、前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

Beta-150477 4070±40 －26． 5 4050±40

試料名(16480) NM5-3 (H7－③）

測定方法、期間AMS-Standar(I

試料種、前処理など chal･redmaierial acid/alkali/acid

Beta 150478 1660=t40 －27．4 1620±40

試料名(16481) NM5-4 (H9覆土2層上面）

測定方法、期間AMS-Standard

試料種、前処理など charrednlaterial acid/alkali/acid

Beta-150479 2520士40 －24． 8 2520±40

試料名(16482) NM5-5 (H9床）

測定方法、期間AMS-Standard

試料種、前処理など organiCsedimeni aCi(IwaSheS

Beta-150480 4190±40 －23． 9 4210±40

試料名(16483) NM5-6 (P174)

測定方法、期間AMS-Standard

試料種前処理など organiCsedimelll acidwashes

年代値はRCYBP(1950A.D.を0年とする)で表記。モダンリファレンススタンダードは、国際的な慣例として、 NBS
Oxal icAcidのC14濃度の95%を使用し、半減期はリビーの5568年を使用した。エラーは1シグマ(68%確率)である。
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Ⅶ自然科学的手法による分析結果

1220±40－24． 61210±40Beta-150481

試料名(16484) NM5-7 (Pl78)

測定方法、期間AMS-Standard

試料種、前処理など organicsediment acidwasheS

Beta-150482 1310±4026． 91340±40

試料名(16485) NM5-8 (P3小ピット）

測定方法、期間AMS-Standard

試料種、前処理などwood acid/alkali/acid

380±40－25．4390±40Beta-150483

試料名(16486) NM5-9 (沢lの下層の木）

測定方法、期間AMS-Standard

試料種、前処理などwood acid/alkali/acid

36()士40－25． 1360±40Beta-150484

試料名(16487) NM5-10 同上

測定方法、期間AMS-Standard

試料種、前処理などwood acid/alkali/acid

年代値はRCYBP(1950A.D・を0年とする)で表記。モダン リファレンススタンダードは、国際的な慣例として、 NBS

OxalicAcidのC14濃度の95%を使用し、半減期はリビーの5568年を使用した。エラーは1シグマ(68%確率)である。
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西島松5遺跡平成12年度

CALIBRATIONOFRADIOCARBONAGETOCALENDARYEARS

(Variables:Cl3/C12=-28:hb.mult=1)

Laboratorynumber: Beta-150475

Conventionalradiocarbonage: 4210±40BP

2Sigmacalibratedresults: CalBC2900to2850(CalBP4850to4800)and
(95%probability) CalBC2820to2670(CalBP4770to4620)

Interceptdata

Interceptofradiocarbonage

withcahbrationcurve: CalBC2880(CalBP4830)

1SigmacaUbratedresults: CalBC2890to2860(CalBP4840to4810)and
(68%probabmty) CalBC2800to2760(CalBP4750to4710)
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Ⅶ自然科学的手法による分析結果

CALIBRATIONOFRADIOCARBONAGETOCALENDARYEARS

(Variables:C13/C12=-27.6:lab.mult=1)

Laboratorynumber: Beta-150476

Conventionalradiocarbonage: 4150±50BP

2Sigmacalibratedresult: CalBC2890to2580(CalBP4840to4520)
(95%probability)

Interceptdata

Interceptsofradiocarbonage

withcalibrationcurve: CalBC2860(CalBP4810)and

CalBC2810(CalBP4760)and

CalBC2690(CalBP4640)

1Sigmacalibratedresult: CalBC2870to2620(CalBP4820to4570)
(68%probabmty)
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西島松5遺跡平成12年度

CALIBRATIONOFRADIOCARBONAGETOCALENDARYEARS
~

(Variables:C13/C12=-26.5:lab.mult=1)

Laboratorynumber: Beta-150477

Conventionalradiocarbonage: 4050i40BP

2Sigmacalibratedresults: CalBC2850to2820(CalBP4800to4770)and
(95%probability) CalBC2670to2470(CalBP4620to4420)

Interceptdata

Interceptofradiocarbonage

withcahbrationcurve: CalBC2580(CalBP4520)

1Sigmacahbratedresults: CalBC2600to2550(CalBP4560to4500)and

(68%probabmty) CalBC2540to2490(CalBP4480to4440)
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Ⅶ自然科学的手法による分析結果

CALIBRATIONOFRADIOCARBONAGETOCALENDARYEARS

(Variables:C13/C12=-27.4:lab"mult=1)

Laboratorynumber: Beta-150478

Conventio皿alradiocarbonage: 1620±40BP

2Sigmacalibratedresult: CalAD370to540(CalBP1580to1410)
(95%probability)

Interceptdata

Interceptofradiocarbonage

withcalibrationcurve: CalAD420(CalBP1530)

1Sigmacahbratedresult: CalAD400to450(CalBP1550tol500)

(68%probability)
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西島松5遺跡平成12年度

CALIBRATIONOFRADIOCARBONAGETOCALENDARYEARS
~

(Variables: C13/C12=-24.8:lab.mult=1)

LaboratOrynumber: Beta-150479

Conventionalradiocarbonage: 2520±40BP

2Sigmacalibratedresult: CalBC800to520(CalBP2750to2460)
(95%probability)

Interceptdata

Interceptofradiocarbonage

withcalibrationcurve: CalBC770(CalBP2720)

1Sigmacalibratedresults: CalBC790to760(CalBP2740to2710)and
(68%probability) CalBC680to550(CalBP2630to2500)
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Ⅷ自然科学的手法による分析結果

CALIBRATIONOFRADIOCARBONAGETOCALENDARYEARS

(Variables: C13/C12=-23.9:lab,mult=1)

Laboratorynumber: Beta-150480

Conventionalradiocarbonage: 4210±40BP

2Sigmacalibratedresults: CalBC2900tO2850(CalBP4850tO4800)and
(95%probability) CalBC2820to2670(CalBP4770to4620)

Interceptdata

Interceptofradiocarbonage
withcalibrationcurve: CalBC2880(CalBP4830)

ISigmacalibratedresults: CalBC2890to2860(CalBP4840to4810)and
(68%probability) CalBC2800to2760(CalBP4750to4710)
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西島松5遺跡平成12年度

CALIBRATIONOFRADIOCARBONAGETOCALENDARYEARS

(Variables: C13/C12=-24.6:lab.mult=1)

Laboratorynumber: Beta-150481

Conventionalradiocarbonage: 4220~40BP

2SigmacalibratedreSultS: CalBC2900to2850(CalBP4850to4800)and

(95%probability) CalBC2820to2680(CalBP4770to4630)

Interceptdata

InterCeptofradiocarbonage

withcalibrationcurve: CalBC2880(CalBP4830)

1Sigmacalibratedresults: CalBC2890to2870(CalBP4840to4820)and

(68%probability) CalBC2800to2770(CalBP4750to4720) ’
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Ⅶ自然科学的手法による分析結果

CALIBRATIONOFRADIOCARBONAGETOCALENDARYEARS

(Variables:C13/C12=-26.9:lab.mult=1)

Laboratorynumber: Beta-150482

Conventionalradiocarbonage: 1310±40BP

2Sigmacalibratedresult: CalAD650to780(CalBP1300to1170)

(95%probability)

Interceptdata

Interceptofradiocarbonage

withcalibrationcurve: CalAD690(CalBP1260)

CalAD670to720(CalBP1280tol230)and

CalAD740to760(CalBP1210toll90)

lSigmacalibratedresults:

(68%probabmty)
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西島松5遺跡平成12年度

CALIBRATIONOFRADIOCARBONAGETOCALENDARYEARS

(Variables: C13/C12=-25.4:lab､mult=1)

Laboratorynumber: Beta－150483

Conventionalradiocarbonage: 380±40BP

2Sigmacalibratedresult: CalAD1440to1640(CalBP510to310)

(95%probability)

Interceptdata

Interceptofradiocarbonage
withcalibrationcurve: CalAD1480(CalBP470)

1Sigmacalibratedresults: CalAD1450tol520(CalBP500to430)and

(68%Probability) CalAD1590tol620(CalBP360to330)
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Ⅶ自然科学的手法による分析結果

CALIBRATIONOFRADIOCARBONAGETOCALENDARYEARS

(Variables: C13/C12=-25.1:lab.mult=1)

LaboratOrynumber: Beta.150484

Conventionalradiocarbonage: 360i40BP

2Sigmacalibratedresult: CalAD1440to1640(CalBP510to310)
(95%probability)

Interceptdata

Interceptofradiocarbonage
withcalibrationcurve: CalAD1500(CalBP450)

1Sigmacalibratedresults: CalAD1460tol530(CalBP490to420)and
(68%probability) CalAD1560to1630(CalBP390to320)
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~西島松5遺跡平成12年度

2． 西島松5遺跡から出土した土壌。土器に残存する脂肪の分析

帯広畜産大学生物資源科学科

（株）ズコーシャ・総合科学研究所

男

子

恵

益

寛

利

野

野

中

中

門

清水了

星山賢一

動植物を構成している主要な生体成分にタンパク質、核酸糖質（炭水化物）および脂質（脂肪．

油脂）がある。 これらの主体成分は環境の変化に対して不安定で、圧力、水分などの物理的作用を受

けて崩壊してゆくだけでなく、土の中に棲んでいる微生物による生物的作用によっても分解してゆく。

これまで生体成分を構成している有機質が完全な状態で遣存するのは、地下水位の高い低地遺跡、泥

炭遺跡、貝塚などごく限られた場所にすぎないと考えられてきた。

最近、 ドイツ新石器時代後期にバター脂肪が存在していたこと、古代遺跡から出土した約2千年前

のトウモロコシ種子、約5千年前のハーゼルナッツ種子に残存する脂肪の脂肪酸は安定した状態に保

持されていることがわかった。 このように脂肪は微量ながら比較的安定した状態で千年・万年という

長い年月を経過しても変化しないで遣存することが判明した。

脂質は有機溶媒に溶けて、水に溶けない成分を指している。脂質はさらに構造的な違いによって誘

導脂質、単純脂質および複合脂質に大別される。 これらの脂質を構成している主要なクラス （種）が、

脂肪酸であり、その種類、含量ともに脂質中でも最も多い。その脂肪酸には炭素の鎖がまっすぐ､に延

びた飽和型と鎖の途中に二重結合を持つ不飽和型がある。動物は炭素数の多い飽和型の脂肪酸、植物

は不飽和型の脂肪酸を多く持つというように、動植物は種ごとに固有の脂肪酸を持っている、ステロ

ールについても、動物性のものはコレステロール、植物性のものはシトステロール、微生物はエルゴ

ステロールというように動植物に固有の特徴がある。従って、出土遺物の脂質の種類およびそれらを

構成している脂肪酸組成と現生動植物のそれとを比較することによって、 目に見える形では造存しな

い原始時代の動植物を判定することが可能である。

このような出土遺構・遺物に残存する脂肪を分析する方法を「残存脂肪分析法」 という。 この「残

存脂肪分析法」を用いて西島松5遣跡から出土した土壌と土壌内や土壌側壁袋状ピット内土器の性格

を解明しようとした。

l .土壌および炭化物試料

北海道恵庭市に所在する西島松5遺跡からは、 これまでに縄文時代早期から晩期、続縄文時代、擦

文時代の遺構や遺物が検出されている。 このうち続縄文時代から擦文時代にかけてのものと推定され

ている土壌の壌底から採取した土曠試料や土壌内から出土した土器と士塘側壁の袋状ピット内から出

土した土器の内面に付着していた炭化物試料を分析した。遣跡内での土壌の配置状況および土壌内外

での土壌試料と炭化物試料採取地点を図lに示す。試料NO. 1～N0.4は土壌P90,NO.5～NO.8はP92の

もので、すべて塘底から採取した土壌試料である。試料N0.9， N0.14, N0.15は土壌の頭位側壁中にみら

れる袋状ピット内、 N0.10～NO.13は土壌内から出土した、土器の内面に付着していた炭化物試料である。

試料N0.16は対照試料としてそれらの土壌出土地点とは異なる区域から採取した土壌試料である。

2．残存脂肪の抽出

土壌試料169～8489に3倍量、炭化物試料0. 1～0. 59に試料が十分浸潰する量のクロロホルムーメ

タノール（2 ： 1）混液を加、超音波浴槽中で30分間処理し残存脂肪を抽出した。処理液をろ過後、残
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瘡に再度クロロホルムメタノール混液を加え、再び30分間超音波処理をする。 この操作をさらに2回

繰り返して残存脂肪を抽出した。得られた全抽出溶媒に1%塩化バリウムを全抽出溶媒の4倍の1容

量加え、 クロロホルム層と水層に分配し、下層のクロロホルム層を濃縮して残存脂肪を分離した。

残存脂肪の抽出量を表lに示す。抽出率は土壌試料が0. 0054～0.00387%、平均0.0099%、炭化物試

料が0. 0800～4. 0909%、平均1. 1851%であった。 この値は土壌試料が全国各地の遣跡から出土した土

壌石器土器などの試料の平均抽出率0.0010～0.00100%の範囲内のもので、炭化物試料はそれより

は平均で約120倍も高いものであった。

残存脂肪をケイ酸薄層クロマトグラフイーで分析した結果、脂肪は単純脂質で構成されていた。そ

の中では遊離脂肪酸が最も多く、次いでグリセロールと脂肪酸が結合したトリアシグリセロール（ト

リグリセリド)、ステロールエステル、スチロールの順に多く、微量の長鎖炭化水素も存在していた。

3．残存脂肪の脂肪酸組成

分離した残存脂肪の遊離脂肪酸とトリアシルグリセロールに5％メタノール性塩酸を加え、 125℃

封管中で2時間分解し、 メタノール分解によって精製した脂肪酸メチルエステルを含む画分をクロロ

ホルムで分離し、 さらにジアゾメタンで遊離脂肪酸を完全にメチルエステル化してから、ヘキサンー

エチルエーテルー酢酸(80 : 30 : 1)またはへキサンーエチルエーテル(85 : 15)を展開溶媒とするケイ

酸薄層クロマトグラフィーで精製後、ガスクロマトグラフィーで分析した。

残存脂肪の脂肪酸組成を図2- 1と2-2に示す。残存脂肪から12種類脂肪酸を検出した。 このう

ちパルミチン酸(Cl6 : 0)、ステアリン酸(Cl8 : 0)、オレイン酸(Cl8 : 1)、 リノール酸(C18 : 2)、

アラキジン酸(C20 : 0)、エイコサモノエン酸(C20 : 1)、ベヘン酸(C22 : 1)、エルシン酸(C22 :

1)、 リグノセリン酸(C24 : 0)、ネルボン酸(C24 : 1)の10種類の脂肪酸をガスクロマトグラフイー

質量分析により同定した。

今回の試料N0.9～NO.15は土器内の炭化物であることから、 これらの試料中の脂肪酸は加熱変性を受

けていると考えられる。脂肪酸は300℃以上の加熱で大きく変性する。特にパルミチン酸とオレイン

酸は加熱後に著しい変化があり、オレイン酸はパルミチン酸へと移行する。そこで標準試料を用いて

求めた熱変性の係数で割って、実測値ではない試料の過熱前の脂肪酸組成も算出した。図2－2は試

料No.9～No.15については加熱変性後の脂肪酸組成を示したものである。以下の比較検討は加熱変性後

の値、即ち実測値で行った。

試料中の脂肪酸組成をみると大きく2つのパターンに分かれ、そのパターンは土壌内土壌試料と土

器内炭化物試料で明確に分かれた。 このうち炭素数18までの中級脂肪酸は、土壌内土壌試料N0.1～NO.

8では主要な脂肪酸がオレイン酸で次いでパルミチン酸、ステアリン酸の順に多かった。土器内炭化

物試料NO.9～NO.15ではNo.9， N0.11, N0.13, N0.14で主要な脂肪酸がパルミチン酸とオレイン酸ではほぼ

同程度分布し、 N0.10, N0.12, N0.15で主要な脂肪酸がパルミチン酸であった。対照土壌試料NO.16は土器

内炭化物試料の組成パターンに近く、主要な脂肪酸がパルチミン酸で次いでステアリン酸とオレイン

酸がほぼ同程度分布していた。一般に考古遺物にはパルミチン酸が多く含まれている。 これは長い年

月の間にオレイン酸、 リノール酸といった不飽和脂肪酸の一部が分解し、パルミチン酸を生成するた

めで、主として植物遺体の土壌化に伴う腐植物から来ていると推定される。オレイン酸の分布割合の

高いものとしては、動物性脂肪と植物性脂肪の両方が考えられ、植物性脂肪は特に根、茎、種子に多

く分布するが、動物性脂肪の方が分布割合は高い。オレイン酸はまた、 ヒトの骨のみを埋葬した再葬

墓試料などにも多く含まれる。ステアリン酸は動物体脂肪や植物の根に比較的多く分布している。 リ
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ノール酸は主として植物種子・葉に多く分布する。

一方、高等動物、特に高等動物の臓器、脳、神経組織、血液、胎盤に特徴的に見られる炭素数20以

上のアラキジン酸、ベヘン酸、 リグノセリン酸などの高級飽和脂肪酸はそれら3つの合計含有率が、

土壌内土壌試料で約12～19%、土器内炭化物試料で約3%以下、対照土壌試料で約20%であった。通

常の遺跡出土土壌中でのアラキジン酸ベヘン酸リグノセリン酸の高級飽和脂肪酸3つの合計含有

率は約4～10%であるから、土壌内土壌試料と対照土壌試料中の高級飽和脂肪酸含有量はやや多めで、

土器内炭化物試料中のそれは非常に少なかった。高級飽和脂肪酸含有量が多い場合としては、試料中

に高等動物の血液、脳、神経組織臓器などの特殊な部分が含まれている場合と、植物の種子・葉な

どの植物体の表面を覆うワックスの構成分が含まれている場合とがある。高級飽和脂肪酸が動物、植

物のどちらに由来するかはコレステロールの分布割合によって決めることができる。概して、動物に

由来する場合はコレステロール含有量が多く、植物に由来する場合はコレステロール含有量が少ない。

以上、西島松5遺跡の内料中の脂肪酸組成は土壌内土壌試料と土器内炭化物試料で明確に2つのパ

ターンに分かれ、土壌内土壌試料中では主要な脂肪酸がオレイン酸で、土器内炭化物試料中では主要

な脂肪酸がオレイン酸で、土器内炭化物試料中では主要な脂肪酸がパルミチン酸とオレイン酸の両方

であるか、パルミチン酸であることがわかった。高級飽和脂肪酸は土壌内土壌試料中ではやや多く、

土器内炭化物試料中では非常に少ないこともわかった。対照土壌試料の脂肪酸組成パターンの傾向は

土器内炭化物試料の傾向に近かったが、高級飽和脂肪酸は士曠内土壌試料並みに含まれていた。

１
１

4．残存脂肪のステロール組成

残存脂肪のステロールをへキサンーエチルエーテル酢酸(80 ： 30 ： 1）を展開溶媒とするケイ酸薄層

クロマトグラフィーで分離・精製後、ピリジンー無水酢酸(1 : 1)を窒素気流下で反応させてアセテ

ート誘導体にする。得られた誘導体をもう一度|司じ展開溶媒で精製してから、ガスクロマトグラフィ

ーより分析した。残存脂肪の主なステロール組成を図3に示す。残存脂肪から9～24種類のスチロー

ルを検出した。 このうち．プロスタノール、 コレステロール、エルゴステロール、 カンペスチロール、

スチグマステロール、 シトスチロールなど8種類のステロールをガスクロマトグラフィー－質量分析

より同定した。

試料中ステロール組成をみると、動物由来のコレステロールは土壌内土壌試料と対照土壌試料中に

約4～7％、土器内炭素化物試料中に約64％～87％分布していた。通常一般的な植物腐植土中にはコ

レステロールは2～6％分布している。従って、土壌内土壌試料と対照土壌試料中のコレステロール

含有量は通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みで、土器内炭化物試料中でのそれは非常に多かった。

植物由来のシトステロールは土壌内土壌試料と対照土壌試料中に約22～31%、土器内炭化物試料中

に約2～13%分布していた。通常の遺跡出土土壌中にはシトスチロールは30～40%、 もしくはそれ以

上に分布している。従って、土擴内土壌試料と対照土壌試料中のシトスチロール含有料は通常の遺跡

出土土壌の植物腐植土中でよりも少なめではあるが、かなり植物腐植土中での含有量に近く、土器内

炭化物試料中でのそれは非常に少ないものであった。

クリ、 クルミなどの堅果植物由来のカンペステロール、 スチグマステロールは、 カンペスチロール

がすべての試料中に約1～10%、スチグマステロールが土壌内土壌試料と対照土壌試料中に約7～

11%、土器内炭化物試料中に約1～3%分布していた。通常の遺跡出土土壌中にはカンペステロール、

スチグマステロールは1～10%分布している。従って、試料中のカンペステロール、スチグマステロ

ール含有量はすべてほぼ通常の遺跡出土土壌中の植物腐植士並みであったが、土器内炭化物試料中で
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はカンペスチロール、 スチグマステロールのいずれもがほぼ3％以下の含有量で、他の土壌試料中で

よりもかなり少なめであった。

微生物由来のエルゴステロールは試料N0.3， N0.9， N0.15,に痕跡程度、他のすべての試料中に約0.3

～3. 3％分布していた。通常の遺跡出土土壌中にはエルゴステロールは数％分布している。従って、

この程度の量は土壌微生物の存在による結果と考えられる。

哺乳動物の腸および糞便中に特異的に分布するコプロスタノールは、試料N0.10, N0.14, N0.15に痕跡

程度、 NO.1， NO.7～N0.9に約3～4%、他のすべての試料中に約0. 1%～2. 5%分布していた。 コプロ

スタノールは通常の遺跡出土土壌中には分布していないが、 l～2％程度の量は検出されることがあ

る。また、 コプロスタノールの分布により試料中での哺乳動物の存在を確認することができる他に、

コプロスタノールが10%以上含まれると、試料中に残存している脂肪の動物種や性別、 また遺体の配

置状況などが特定できる場合がある。今回はコプロスタノールが10%以上含まれている試料はなかっ

たが、試料NO.1， N0.7～N0.9には通常よりはごくわずかに多く含まれており、 これらの試料中には哺

乳動物の腸もしくは糞便由来の脂肪がごくわずかに残存していた可能性が考えられる。

一般に動物遺体の存在を示唆するコレステロールとシトステロールの分布比の指標値は土壌で0. 6

以上、土器・石器・右製品で0.8～23. 5である。試料中のコレステロールとシトステロールの分布比

を表2に示す。表からわかるように、分布比は土壌内土壌試料と対照土壌試料がすべて0. 3以下、土器

内炭化物試料はすべて4.0以上であった。従って、分布比は土壌内土壌試料と対照土壌試料中には動

物遺体もしくは動物由来の脂肪がほとんど残存しておらず、逆に土器内炭化物試料中にはそれらが非

常に多く残存していることを示唆している。

以上、西島松5遺跡の試料中に含まれている各種ステロール類は、動物由来のコレステロールがす

べての土器内炭化物試料中に非常に多く、哺乳動物由来のコプロスタノールがP90内土壌試料NO.1、

P92内土壌試料N0.7、 No.8， P8土器内炭化物試料NO.9にごくわずかに多めである他は、すべて通常

の遺跡出土土壌中の植物腐植十茄みか少なめであることがわかった。植物由来のシトステロール、堅

果植物由来のカンペステロール、 スチグマステロールはほぼ通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並み

の含有量であったが、士器内炭化物試料中では特に非常に少なめのものが多かった。 これは炭化物の

主成分が動物脂肪に由来していることを示唆している。 コレステロールとシトスチロールの分布比は

すべての土器内炭化物試料が4.0以上で、すべての炭化物試料中に動物遺体もしくは動物由来の脂肪

が非常に多く現存していることがわかった。ステロール分析の結果を考え合わすと、土器内炭化物試

料中にはあれほど多くのステロールが含まれているにもかかわらず、高級飽和脂肪酸は逆に非常に少

ないので、脂肪酸分析で多めに含まれていた高級飽和脂肪酸は植物体の表面を覆うワックスの構成分

由来のものと推測される。

5．脂肪酸組成の数理解析

残存脂肪の脂肪酸組成をパターン化し、重回帰分析により各試料間の相関係数を求め、 この相関係

数を基礎にしてクラスター分析を行って各試料の類似度を調べた。同時に土擴内土壌試料NO.1～No.8

と対照試料NO.16については、 同じ北海道内の遺跡で出土土曠にヒト遺体を直接埋葬した場合と類似の

脂肪やヒトの骨部分をよく含むヒト遺体全般の脂肪が残存していると判明した美沢3遺跡、遺跡A

2地区、納内3遣跡、滝里38遺跡、キウス4B遺跡、キウス4遺跡I地区、キウス5キウス5遺跡B

区、 C地区、キウス7遺跡、ユカンボシC15遺跡、ユカンボシE7遺跡、オバルベツ2遺跡、出土土

壌を土壌出十i壌や出土土器にヒトの骨のみを埋納した場合と類似の脂肪が残存していると判明した
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北海道栄町5遺跡出土土壌を再葬墓と判定した宮城県摺萩遺跡、 ヒトの骨油試料など各種遺跡試料

や現生試料の脂肪酸との類似度を比較した。土器内炭化物試料N0.9～NO.15らついては、 これらの試料

の加熱変性前後の脂肪酸や現生動物試料の脂肪酸との類似度を比較した。予めデータベースの脂肪酸

組成と試料中のそれとでクラススター分析を行い、その中から出土状況を考盧して類似度の高い試料

を選び出し、再びクラスター分析によりパターン間距離にして表したのが試料NO. l～N0.8とNO.16につ

いては図4－1， NO.9～NO.15については図4－2である。

図4－1をみると、西島松5遺跡のすべての土壌内土壌試料NO.l～N0.8はオバルベツ2遣跡、ユカ

ンボシE7遺跡、摺萩遺跡栄町5遺跡の試料やヒトの骨油試料と共に相関行列距離0. 1以内でA群を

形成し、 よく類似していた。西島松5遺跡の対照土壌試料N0.16は滝里38遣跡、キウス5遺跡B地区、

C地区、キウス5遺跡A－2地区、オバルベツ2遺跡キウス4B遺跡キウス7遺跡、キウス4遺

跡I地区の試料と共に相関行列距離0. 1以内でB群を形成し、 よく類似していた。他の対照試料はC

～E群を形成した。従って、西島松5遺跡のすべての土壌内土壌試料中に残存する脂肪は、 ヒトの骨

のみを埋葬したことに関わる遺跡試料の脂肪やヒトの骨油と類似しているといえる。

図4－2をみると、西島松5遺跡の土器内炭化物試料No.9～NO.15とNO.10, N0.12の加熱前換算値試料

はエゾシカ、イヌ、オットセイ、 イルカ、アユ試料と共に相関行列距離0. 15以内でA'群を形成し、類

似していた。西島松5遺跡の試料N0.9， N0.11、 No.13～NO.15の加熱前換算値試料はヒグマ、 アザラシ、

オオカミ（またはヤマイヌ)試料と共に相関行列距離0. 1以内でC'群を形成し、 よく類似していた。他

の対照試料はB'群、 D'～H'群を形成した。 これらの群のうちA'群とB'群は相関行列距離0. 15以

内の所にあり類似しており、 C'群とD'群も相関行列距離0. 15以内の所にあり類似していた。

クラスター分析の成績から西島松5遺跡の土器内炭化物試料No.9～NO.15とNO.10, N0.12の加熱前換算

値試料中にはエゾシカ、 イヌ、 タヌキのような動物、オットセイ、 イルカのような海産動物、モズ、

アカハラ、エゾライチョウのような野鳥、 アユのような淡水性魚類試料の脂肪、試料N0.9， N0.11, N0.

13～N0.5の加熱前換算値試料中にはオオカミ（またはヤマイヌ)、 ヒグマのような動物、 アザラシのよ

うな海産動物、 カヤ、 トチのような堅果植物試料の脂肪の混在が推測された。そこでクラスター分析

から導き出されたこれらの動植物がどれくらいの割合で混ざっているかを求めた。相関行列距離の短

い動植物の脂肪酸組成に基づいて、 ラグランジェの未定係数法を用いて誤差の二乗和が最も小さくな

るような動植物の組み合わせを数理計算し、試料中の動植物の分布割合を求めた。相関行列距離によ

り異なる群を形成し、動植物の組み合わせが異なった試料として、試料N0.9とNO.10の具体的な数値を

表3－1と3－2に、すべての土器内炭化物試料N0.9～NO.15での動植物の分布割合に表4を示す。今

回はクラスター分析に用いた現生動植物試料が非加熱試料であるため、 ラグランジェの未定係数法に

よる計算も土器内炭化物試料の加熱前換算値で行なった。表3－1の試料NO.9を例にとれば、 N0.9に

残存する動植物がオオカミ（またはヤマイヌ)57. 6％、蚊帳5.4％、土地4. 1%、アザラシ9.2%、 ヒグマ

3.8％である時、試料中の残存脂肪分析値が計算上の分析値に最も誤差なく近似することを示してい

る。 これらの試料の分析値の誤差の二乗和の最少値はすべて100以下で、誤差の二乗和の最小値が100

以下である場合はこの分布割合は一応の目安になるものである。従って、試料NO.9， N0.11, N0.14に共

通して多く残存している動植物としてはオオカミ（またはヤマイヌ)、カヤ、 トチが挙げられ、 これら

の動植物の脂肪が約84～87％を占めていた。試料NO.13とNO.15ではオオカミ（またはヤマイヌ)、 ヒグマ、

アザラシが約86％を占めていた。試料NO.10とNo.12ではアユのような淡水性魚類、モズのような野鳥が

約43～44％を占めていた。

以上、西島松5遺跡のすべての土曠内土試料中に残存する脂肪は、 ヒトの骨のみを埋葬したことに

’
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関わる遣跡試料の脂肪やヒトノ骨油と類似していることがわかった。土器内炭化物試料中に残存する

脂肪は、エゾシカ、 イヌ、タヌキのような動物、オットセイ、 イルカのような海産動物、モズ、 アカ

ハラ、エゾライチョウのような野鳥、アユのような淡水性魚類試料に類似するものと、オオカミ（また

はヤマイヌ)、 ヒグマのような動物、アラザシのような海産動物、カヤ、 トチのような堅果植物試料の

脂肪に類似するものとに分かれ、前者のタイプは試料NO.10とNO.12、後者のタイプはNO.9， N0.11、 No.13

~NO.15であった。その中でも試料N0.9， N0.11, N0.14に共通して多く残存している動物としてはオオカミ

(またはヤマイヌ)、カヤ、 トチが挙げられ、 これらの脂肪が約84～87％、 NO.13とNO.15ではオオカミ（ま

たはヤマイヌ) 、 ヒグマ、アザラシが約86％、 NO.10とNO.12ではアユのような淡水性魚類モズのような

野烏が約43～44％占めていることもわかった。

6．脂肪酸組成による種特異性相関

残存脂肪の脂肪酸組成から種を特定するために、中級脂肪酸(炭素数16のパルミチン酸から炭素数

18のステアリン酸オレイン酸、 リノール酸リノレン酸まで)と高級脂肪酸(炭素数20のアラキジン

酸以上)との比をX軸に、飽和脂肪酸と不飽和脂肪酸との比をY軸にとり種特異性相関を求めた。 こ

の比例配分により第1象限の原点から離れた位置に高等動物の血液、脳、神経組織臓器などに由来

する脂肪、第1象限から第2象限の原点から離れた位置にヒト胎盤、第2像限原点から離れた位置に

高等動物の体脂肪、骨油に由来する脂肪がそれぞれに分布する。第2象限から第3象限にかけての原

点付近に植物と微生物、原点から離れた位置に植物腐植第3象限から第4象限にかけての原点から

離れた位置に海産動物に由来する脂肪が分布する。

試料の残存脂肪から求めた種特異性相関を図5に示す。図からわかるように、土擴内土壌試料は試

料N0.3がX軸上、 NO.7が第2象限内に分布した他は、すべて第3象限内に分布した。土器内炭化物試

料はすべて第2象限内に分布した。土壌内土壌試料のそれは高等動物の体脂肪や骨油に由来すること

を示唆している。

以上、西島松5遺跡のすべての土壌内土壌試料N0. 1～N0.8と対照土壌試料N0.16に残存する脂肪は植

物腐植土に由来し、土器内炭化物試料N0.9～NO.15に残存する脂肪は高等動物の体脂肪や骨油に由来す

ることがわかった。

7．総括

西島松5遣跡から出土した土曠と土曠内や土壌側壁袋状ピット内土器の性格を判定するために、土

壌内外の土壌試料と土器内の炭化物試料の残存脂肪分析を行った。残存する脂肪の脂肪酸分析、ステ

ロール分析、脂肪酸組成の分布に基づく数理解析の結果土壌P90とP92に残存する脂肪はヒトの骨

のみを埋葬したことに関わる遺跡試料の脂肪やヒトの骨油と類似していることがわかった。哺乳動物

由来のコプロスタノールが土壌P90の試料Nb. 1に約4%、 P92の試料N0.7とN0.8に約3%含まれてい

ることと、 これらの土曠に残存する脂肪がヒトの骨のみと類似することとは一致しない。 しかし、 コ

プロスタノールが含まれていても非常にわずかであり、 これらの土壌が浅いことも考えると、土曠の

内容物を示唆するような哺乳動物に由来する脂肪が残存していると判定できない。後世に哺乳動物や

糞便由来の脂肪で汚染された可能性も考えられる。土器P8， P89、 P101、 P131、 P145内炭化物試

料NO.9， N0.11, N0.13～NO.15に残存する脂肪はオオカミ（またはヤマイヌ)、 ヒグマのような動物、 アザ

ラシのような海産動物、 カヤ、 トチのような堅果植物の脂肪が84～87％、 PIOlとP145のそれはオオ

カミ（またはヤマイヌ)、 ヒグマのような動物とアザラシのような海産動物の脂肪が86％分布している
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時に、試料中の残存脂肪分析値の加熱前換算値が計算上の分析値に最も誤差なく近似することがわか

った。 P39とP97に残存する肪はエゾシカ、 イヌ、 タヌキのような動物、 オットセイ、 イルカのよう

な海産動物、モズ、 アカハラ、エゾライチョウのような野烏、 アユのような淡水性魚類試料の脂肪と

類似しており、その中でもアユのような淡水性魚類とモズのような野烏の脂肪が43～44％分布してい

る時に、試料中の残存脂肪分析値の加熱前換算値が計算上の分析値に最も誤差なく近似していること
がわかった。
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表1 試料の残存脂肪抽出量

採取地点試料No. 湿重量(9) 全脂質(mg) 抽出率(%)

内

内

何

週

①
②
③
④
①
②
③
④
卜
中
中
中
唾
酎
副
辨

ツ

率
諏
諏
率
牽
諏
詑
蕊
辨
鐘
針
謹
唾
難
鋤
帽

状

０９
ノ
ノ
ノ
９
／
／
／
８
羽
朋
師
皿
皿
岻
嘔

２

Ｐ

ノ

ノ

ノ

Ｐ

ノ

／

／

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

酢

１

２

３

４

５

６

７

８

９

Ⅲ

Ⅱ

吃

旧

Ｍ

旧

陥

777.5

833.3

847.5

802.4

434.8

538.2

319.2

319.8

0. 1

0．5

0．2

0. 1

0.2

0.4

0. 1

168.8

64.9

50.9

49.3

59.3

24. 1

32.0

17.1

20.8

0．3

0．4

0.4

2．5

0.4

4．4

4.5

65.4

0.0083

0.0061

0.0058

0.0074

0.0055

0.0059

0.0054

0.0065

0.2308

0.0800

0.2500

2.2727

0. 1818

1. 1892

4.0909

0.0387

ｈ

表2 試料中に分布するステロールの割合

，い難ﾃ,_‘試料No. ｺﾌﾛｽﾀﾉｰﾙ(%) ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ(%) ｼﾄｽﾃﾛｰﾙ(%)

１

２

３

４

５

６

７

８

９

岨

Ⅱ

哩

岨

Ⅲ

賜

陥

3.96

1.50

1.74

2.45

2.14

1.79

3.03

3.00

3．43

tre.

0.11

2.05

1.97

tre.

tre.

2.30

6．94

5.80

4．65

5.09

405

4．46

4．43

4.57

66.52

77.04

87.37

71.27

73.07

63．89

84．67

4．59

28.28

28.23

31.40

27.61

28.79

30.30

26．40

26．85

8.60

1.71

1.72

3. 15

4．73

13.47

2．75

21.89

0．25

0.21

0. 15

0. 18

0.14

0.15

0. 17

0. 17

7.73

45.05

50.80

22.63

15.45

4．74

30．79

0.21
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Ⅶ自然科学的手法による分析結果
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Ⅶ自然科学的手法による分析結果

3．恵庭市西島松5遺跡から出土した擦文時代人骨

乗安整而(札幌医科大学）

松村博文(国立科学博物館）

緒言

恵庭市の北に位置する西島松5遺跡より、擦文時代前半の人骨が出土した。人骨が残存していたの

は、 P16、 P101、 P150、 Pl79、 Pll9号の墳墓である。保存状態は極めて不良であり、検出された

部位は頭蓋の一部および破片と歯である。 これらの人骨について、観察と歯による人類学的所見を得

たので報告する。写真は、 P16号人骨とP179号人骨の一部で、図版lに掲載した。

所見

P16号人骨幼児性別不明(図版1)

幼児人骨の側頭骨の錐体を含む脳頭蓋の破片が検出された。年齢、性別などは不明である

P101号人骨年齢・性別不明

わずかな骨紛のみ検出。性別、年齢などは不明

P119号人骨年齢・性別不明

頭蓋骨の左側頭骨の一部と錐体部と判別できる部位のみが残存する。錐体部の前縁部と後縁部の一

部は欠損している。錐体部長軸における最大長は47111mで、これに直角な最大幅は27mmである。前縁で

は頚動脈管内口が開口している。上面では三叉神経圧痕、および上錐体洞溝が認められる。その外側

では大錐体神経溝から大錐体神経管裂孔へと続いていることが確認できる。下面では頚動脈管外口と

頚静脈切痕がみられる。内面では内耳孔が存在するが、その孔はやや縦位の傾向を示してる。外側部

は鼓室部が欠損し、その後部の乳突蜂巣が露出する。

P150号人骨年齢。性別不明

わずかな骨紛のみ検出。性別、年齢などは不明。

P179号人骨壮年男性(写真図版1)

残存するのは歯列のみであった。切歯や犬歯などの前歯は破損が著しく、小臼歯から大臼歯の後歯

のみが、かろうじて原形をとどめている。 これらの後歯も上顎は比較的良好な保存されている歯種も

みられるが、下顎の歯はかなり破損している。破損の著しい歯も含めて検出された歯種は以下の歯式

に示されるとおりである。

8765／／／／｜／／ //45678

X/6543///234567X

咬耗はBrocaの2度弱、ただし上顎の第3大臼歯は1度ほどである。従って、第3大臼歯が萌出して

からさほどの年を経てないようにもみえるが、咬合する下顎の第3大臼歯が先天的に欠如している可

能性もあるので、咬耗がさほど進行していないのかもしれない。 しかし他の歯の咬耗もさほど著しく
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ないことから、被葬者の年齢は、壮年後半(30-40歳)と推定される。カリエスも歯石も観察できる範
囲においては認められない。

歯冠の計測は、一部の小臼歯と大臼歯のみに対してかろうじて可能であった。計測結果は表lに示

されるとおりである。被葬者の性別については推定が困難であるが、歯の大きさに性差が存在するこ

とが知られているので、性別分析による性判別を試みた。現時点では擦文時代の人骨の歯のまとまっ

たデータがないため、他の擦文時代人を性判別のための基準とすることは困難である。そこで近世ア

イヌを用いるのが適当と考えられるが、 この被葬者が在地のアイヌの系統に属する人物とは限らない《

本州からの和人の可能性もあるからである。 しかし、 アイヌか和人かを判定するには、歯の大きさな

どから分析する以外にない。その分析には、性別がわかっていることが前提となる。そこで、性別判

定を優先することとし、 この被葬者がアイヌの系統とした場合と和人とみなした両方のケースを想定

し、性判別分析をおこなった。計算に用いた計測項目は、被葬者から得ることの可能であった表1の

8項である。性判別分析の結果を表2に示す。アイヌ(Matsumura, 1989)を基準にした判別関数と、和

人として本州の古墳時代人(MatSulllllra, 1990)を基準とした判別関数を導き出した。正答率は判別の

精度をあらわす。いずれも70％代であり、 さほど高い正答率ではないが、歯冠径を用いた性判別とし

ては妥当な精度である。 この判別分析では、判別得点が正であれば男性、負であれば女性と判別され

る。被葬者をアイヌの系統と仮定しても、和人の系統と仮定しても、 どちらの場合もこの被葬者は男

性に判別された。また男性に属する確立は、 アイヌとした場合も和人とした場合も80%以上であり、

かなりの確からしさで、被葬者の性別は男性であるといえる。

次に、 この被葬者がアイヌの系譜に属するのか、和人かの判別をおこなった。和人のデータは、 同

じく本州の古墳時代人男性を用いた。結果は表3に示されるとおりである。判別関数に用いた項目は、

先の性判別分析と同じである。アイヌと和人(古墳人)の集団間の判別の正答率は87％と高い。和人

(古墳人)の歯がアイヌに比べてかなり大きいことが知られており(Matsumura, 1990)、歯冠径を用いた

判別分析によって、高い正答率で判別できるのは当然の結果である。判別得点が正の値であれば和人、

負であればアイヌの系譜に属することになるが、被葬者の得点は負の値であり、 アイヌの系譜に判別

されたことになる。 しかも、 この被葬者がアイヌの系譜に属する確率は99. 9％と算出された。従って、

被葬者はアイヌの系譜に属する男性であることにほぼ間違いないといえる。

結語

性別・年齢の推定まで可能であったのは、 P16号人骨とP179号人骨のみであった。 P16号人骨は

幼児であること以外の情報を得ることはできなかった。 P179号人骨については、残存する歯の分析

により、年齢性別は、壮年男性と推定された。またこの被葬者の集団の帰属は、和人ではなくアイ

ヌの系譜である可能性が示された。

文献

Malsll皿lraH. (1989)Geographicalvariationofdenial lneasurements inthe .1()RI()npopulation.人類

学雑誌97:493-512

Matsumura ll. (1989) Geographical variationof dental characteristics in the JapaneseOf the

Protohist()ricKofunperiod.人類学雑誌98:439-449
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表1 西島松5遺跡出土P179号人骨の歯冠計測値
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２

１

２
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臼

臼
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２
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第

第

第
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10. 019． 98

表2 西島松P179号人骨の歯冠径にもとづく性判別結果

和人(古墳人)を

基準にした場合

近世アイヌを基

準にした場合

|生判別係数性判別係数

近遠心径

-0.3735

-0. 7236

1. 2122

-1.0149

-0. 8108

歯

歯

歯

歯

歯

臼

臼
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２
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70. 00%
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83. 00％

性判別分析に用いた個体数

性判別の正答率

西島松P179号の性判別得点

西島松P179号の性判別結果

判別された性に属する確率
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表3 歯冠径に基づく和人(古墳人)とアイヌの判別関数と

西島松P179号人骨に対する判別結果

判別係数

近遠心棒

l
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臼
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第
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0. 1275
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性判別分析に用いた個体数

集団判別の正答率

西島松P179号の判別得点

西島松P179号の判別結果

判別された集団に属する確率

57

87.70％

－4． 678

アイヌ

99. 90%

~
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~~ 蝉ぞ

衝

~ P16号人骨
幼児の頭蓋片

P179号人骨
分離された
上顎歯列

図版1 出土人骨
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4． 西島松5遺跡出土の入歯

札幌医科大学松村博文

北海道埋蔵文化財センターによる2000年度の西島松5遺跡の発掘調査において、 8基の土壌からヒ

トの歯が検出された。以下に保存状態と所見を記す。

P2

土墳底の直上から検出された。約2～3ミリメートル方のエナメル質の破片5点が残存。細片のた

め歯種は同定は困難であった。特筆すべき所見はない。

P30

黒土の床から検出された。時期は続縄文時代から察文時代と推定されている。残存するのは約2ミ

リメートル方のエナメル質の破片13点である。細片のため歯種は同定は困難であった。特筆すべき所

見はない。

P48

覆土下層の頭が位置していたとみられる地点から、約2～4ミリメートル方のエナメル質の破片57

点が検出された。細片のため歯種は同定は困難であった。特筆すべき所見はない。

P70

土曠底の直上から出土。時期は続縄文時代から察文時代にかけてと推定されている。最大約7ミリ

メートル方のエナメル質の破片10点が残存する。細片のため歯種は同定は困難であったが、永久歯で

あることは判明した。特筆すべき所見はない。

P103

土曠底の直上から出土。約4ミリメートル方のエナメル質の破片1点のみ残存。細片のため歯種は

同定は困難であった。特筆すべき所見はない。

P112

覆土2層から検出された。約2ミリメートル方のエナメル質の破片3点が残存。細片のため歯種は

同定は困難であった。特筆すべき所見はない。

P127

覆土2層から検出された。約2～3ミリメートル方のエナメル質の破片2点のみ残存。細片のため

歯種は同定は困難であった。特筆すべき所見はない。

’
P129

Ⅳ層から出土。約2ミリメートル方のエナメル質の破片5点が残存。細片のため歯種は同定は困難

であった。特筆すべき所見はない。
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5． 西島松5遣跡出土動物遣存体

高橋理／千歳サケのふるさと館

太子夕佳／札幌国際大学大学院

遺跡の概要

遺跡名

所在地

調査原因

発掘調査期間

発掘調査面積

西島松5遺跡(にししままつ5いせき）

北海道恵庭市西島松545

柏木川河川改修工事に伴う発掘調査

平成12年4月1日～平成13年3月31日(内現地調査期間

8.485㎡

5月8日～10月27日）

調査主体

調査担当者

時期

検出遺構

出土遣物

北海道札I幌土木現業所

高橋和樹・和泉田毅・中山昭大・末光正卓・石井淳平

縄文時代早期～擦文時代

竪穴住居Tピット、焼土、柱穴、墓

土器・石器・鉄器(大刀・蕨手刀・刀子・鉄斧・鎌・釣り針など）

はじめに

恵庭市の北3km、柏木川の左岸の標高25mの台地上に所在する。縄文時代から擦文時代の多くの遺

構が検出されたが、特に調査地域の北西において83基にのぼる続縄文時代から擦文時代の墓擴が検出

された。 この多くの墓墳分布域に、墓擴の間を埋めるように多量の焼土がみつかり、 中には焼けた骨

片が包含されていた。

筆者らに分析の機会を与えられた第2調査課和泉田毅氏、高橋和樹氏およびスタッフの方々

に御礼申し上げます。

出土動物這存体

出土した動物遣存体はつぎのとおりである。また、各遺構の出土状況は表を参照されたい。

二枚貝綱Pelecypoda

ウチムラサキ Saxidomuspurpllratus

エゾワスレガイ Callista(Ezocallista)Brevisiphonata

陸産貝類sp. indet.

硬骨魚綱OsteichthyeS

サケ科魚類Salmonidae

烏綱AveS

哺乳綱Mammalia
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シカ科Cel･vidae

ニホンジカ Cervllsnil)I)0n

イノシシ科Suidae

イノシシ Susscr()fa leuColl1ystax

クマ科Ursidae

ヒグマUrsusal･ctos

イヌ科Canidae

コメント

墓壌にともなう焼土群から多量の動物遣存体が検出されたわけであるが、 この焼土群はどのような

性格をもっていたのであろうか。その動物相はニホンジカ Cel･vusnipponやヒグマUl･susarct()s、

サケ科魚類Salmonidaeを含むものであり、 同期の他の遺跡や縄文時代の焼土などと大きく異なるも

のではない。 しかし少量ではあるがイノシシ Susscrofa leucomysiaxの遣存体が検出されたことは

特筆されるだろう。W･X･Yの5区から6区において数点のイノシシが認められた。

続縄文時代のイノシシは、恵山期例では伊達市の有珠モシリ遺跡や南有珠7遺跡、豊浦町礼文華遣

跡などで出土しており(註)、後北C2 ･D式期では高橋が七飯町桜町遺跡において墓曠の埋士中のイ

ノシシを確認している(高橋・太子 inpress)。擦文時代のイノシシ遣存体はほとんど出土例がなか

ったが、最近になって千歳市のウサクマイ遺跡N地点において当該期のイノシシが確認されたらしい

(私信による)。ウサクマイ例が墓域にともなうものだとすると、 この西島松5遺跡例と同様の性格を

もっているのかもしれない。そしてその背後に、 当時イノシシを使う儀礼の存在した可能性も考えら

れる。 この点はウサクマイ遺跡の報告をまって再考したい。

ところで、 イノシシは白老町虎杖浜2遺跡において縄文時代前期中葉(円筒下層a式期)の需十潰構

から確認され、従来北海道の遣跡から出土しはじめるとされてきた縄文後期初頭を大きくさかのぼる

こととなった(高橋2001, inl)ress)。縄文時代前半期から擦文時代にいたるまで(現段階では｢断続

的｣ではあるが)本州からくりかえし移入されてきたイノシシは、北海道内においてどのような扱いを

受けていたのか、そのもつ意味はどのようなものだったのかなど、今後考えていくべき問題は少なく

ない。

(註） これらについては、 山崎京美（いわき短期大学） 、遠藤秀紀（国立科学博物館） 、菅原弘樹

（奥松島縄文歴史資料館）および高橋が集計・分析を行っている。

引用文献

高橋理・太子夕佳(2001) 「白老町虎杖浜2遺跡出土動物遣存体｣ (inpress)

高橋理「七飯町桜町遺跡出土動物遣存体｣ (inpress)
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０ ４ 尺 》 リ 白 ８

３ ０ ０ １

戸 ９ ． １

f
r

他
に
微
細
骨
有



恵
庭
市
西
島
松
5
遺
跡

No
.
|資
料
採
取
年
月
日

｜
遺
構
名
｜
調
査
区
名
’

層
位

ﾌ
ﾛ
ｰ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
番
号

備
考

部
位

｜
数
量
｜
重
量
(9
）

出
十
部
位

種
別

時
期

称 ：

稚
骨

歯

サ
ケ
科
魚
類
S
a
I
l1
1(
)n
id
“
I】
(〕
n(
|G
1

サ
ケ
科
魚
類
S
a
I
l1
10
ni
da
("
Io
nd
(J
1

|･
r

他
に
微
細
骨
有

“
!）

９ ５ ９

５ １ １

８ ０ １

部
位
不
明

椎
板

部
位
不
明

末
節
骨

中
節
骨
？

中
間
手
根
骨

部
位
不
明

歯 椎
骨

部
位
不
明

椎
骨

歯

６ １ ５ １ １ １ ３ ９ ９ ２ Ｒ

‐ ３ １

統
縄
文
～
擦
文
'1
甫
乳
綱
Ma
Ⅲ
Ⅱ
1t
l
1
ia
ll
on
〔
IC
I

・

哺
乳
綱
M
a
m
Ⅲ
t
l
I
ia
sI
)．

哺
乳
綱
M
a
'
1
Ⅲ
I
a
l
i3
,,
()
nd
eI

･

ニ
ホ
ン
ジ
カ
ce
1･
''
1
l
R
n
l
I)
l〕
〔
)n

ニ
ホ
ン
ジ
カ
C
e
r
1
'
u
s
n
I
I〕
I〕
〔)
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
C
C
I
･
v
u
s
n
l
I)
I〕
()
、
？

鳥
網
A
v
e
s
？

サ
ケ
科
魚
類
S
a
l
Ⅲ
O
n
l
d
a
e
n
(
)
n
d
c
l

サ
ケ
科
魚
類
S
a
l
m
(
)
l
I

i〔
ia(
,
11
()
nd
cl

硬
骨
魚
網
（
)s
le
ic
ll
Ih
ye
sn
()
Il
de
i

サ
ケ
科
魚
類
S
t
l
Il
1,(
〕,
l
id
“
,,
(〕
,,
(I(
』1

サ
ケ
科
魚
類
S
t
l
lm
()
ni
d“
sI
〕
I〕
．

1.
r、

f1．
．

｢r
、

近
位
(畦
）

遠
位
(
頭
)
I
r

1.
『
･

Ir
．

暁
'．

00
．
08
．
2
8
F

l
’

5
9

右
？

６ １ ２ ４

２ １ １ ５

０ ０ ０ ０

ｒ ｒ ｒ

ｌ ｆ ｆ

他
に
微
細
骨
有

２

6
7
0

他
に
微
細
骨
有

６ ６ ‐

０ １ ‐

５ ０ ０

０ ０ 〈 ｘ Ｕ ▲ 刈 迅 田 Ⅱ ０ ４ ４ Ａ ハ 叩 ｖ ・ ’ １

， ／ 】 ｇ ｌ Ｌ １ １ ‐ 川 宝

部
位
不
明

歯
冠

歯 歯
根

椎
骨

部
位
不
明

後
側
歯
付
近
左
殼
？

統
縄
文
～
擦
文
哺
乳
綱
M
a
m
m
a
l
ia
ll
()
n(
le
t

，

ニ
ホ
ン
ジ
カ
Cc
r1
『
us
]'
'1
)I
〕
0，

サ
ケ
科
魚
類
S
a
l
m
(
)
n
i
d
a
e
n
(
)
n
〔
l
e
L

哺
乳
綱
M
a
m
m
a
l
ia
”
、

サ
ケ
科
魚
類
S
a
l
I
I
l
0
l
l
i
“
e
、
(
)
,
,
d
c
l

・

不
明
’
]o
n〔
](
JL

エ
ゾ
ヮ
ス
レ
ガ
ィ

C{
l
l
l
i
s
t
a
b
l
-
c
v
i
s
i
I)
h(
ln
al
a？

~ ~１ １

焼
土

F
1
4

00
．
08
．
2
8

(j
(）

４ ６ ６

０ １ ７

０ ０ ０

ｒ ｒ ｒ

ｉ ｌ ｉ

『
h
可
n

U
{
乙

他
に
微
細
骨
有

⑪ 白 － 皿

か 恥 Ｕ 『 Ｊ １

⑪ 、 リ ハ Ⅱ ｖ

部
位
不
明

指
趾
骨
？

中
節
骨

部
位
不
明

部
位
不
明

椎
骨

歯 椎
骨

［1
．．

微
細
片

近
位
(底
)｢
」

fr
．

i1
-．

rr
．

Ⅲ 〉 壷 ０ １ ２ ７ ７ ‐ ０

小 ０ ９ 色

１

焼
土

続
縄
文
～
擦
文
哺
乳
綱
M
a
m
m
a
l
ia
I1
Dn
(l
et

・

ニ
ホ
ン
ジ
カ
C
e
r
Ⅷ
s
n
i
l)
I〕
0，
？

イ
ノ
シ
シ
Sl
Is
sc
l－
()
fa
le
uc
ol
い
,s
ta
x

不
明

sI
)．

硬
骨
魚
綱
O
s
l
e
i
c
h
t
h
y
e
s
n
(
〕
'
1
“
1
．

サ
ケ
科
魚
類
S
a
l
m
(
)
I
1
i
d
a
e
n
(
)
I
)
d
e
t

・

サ
ケ
科
魚
類
S
a
l
m
(
)
n
l
d
a
c
s
l
)
．

サ
ケ
科
魚
類
S
a
l
m
o
n
i
〔
l
a
e
n
(
〕
I
1
d
〔
)
[

．

()
0
0
8
2
8
F
l
4

6
1

６ ４

０ １

０ ０

１ ３

Ｏ ０

ｕ Ｏ
［I
．

他
に
微
細
骨
有

6
7
5

2－
51

９ １ １ ５ ２ 月~
統
縄
文
～
擦
文

部
位
不
明

部
位
不
明

基
節
骨

椎
骨

歯 部
位
不
明

部
位
不
明

種
子
骨

椎
骨

歯 尾
椎

部
位
不
明

歯 椎
骨
(
側
隆
線
微
細
）

哺
乳
綱
M
d
Ⅲ
m
a
l
ia
]]
()
nd
eL

l
l
甫
乳
綱
M
a
Ⅲ
m
a
l
it
l
sp
･

哺
乳
綱
M
a
m
m
a
l
ia
91
)．

サ
ケ
科
魚
類
S
a
1
m
o
I
1
i
d
a
c
n
<
)
n
d
c
l

サ
ケ
科
魚
類
S
a
l
m
o
n
i
d
a
e
s
”
、

硬
骨
魚
網
O
s
i
e
i
c
h
l
h
y
t
c
s
？

哺
乳
綱
M
a
m
m
a
l
ia
n〔
〕
,]
(l
et

ニ
ホ
ン
ジ
カ
“
r
Ⅵ
l
s
n
I
l)
I}
0，

サ
ケ
科
魚
類
S
a
l
m
(
)
I
]
i
d
“
n
o
n
〔
l
e
I

サ
ケ
科
魚
類
Sa
lⅢ
〔
)n
i“
es
l〕
．

サ
ケ
科
魚
類
Sa
lⅢ
0]
'i
“
e？

硬
骨
魚
網
O
s
l
e
i
c
l
l
l
h
y
e
s
n
o
n
(
I
C
I

サ
ケ
科
魚
類
S
a
l
I
n
o
'
1
i
d
a
c
s
p
、

サ
ケ
科
魚
類
S
a
l
m
o
n
i
d
a
c
？

'.
I

焼
土

F
14

r
B
A
1

1
)
4

0
0
.
08
．
Z
8

遠
位
(頭
）

fr
･

fr
．

f『
．

１ １ ２

０ ０ ０

Ｏ ｕ Ｏ

剛
他
に
微
細
骨
有

４ １ １ １ １ 帥 ｌ ｌＯ ２ ~
２ ６ ６ ２ １ ６

１ ２ ０ ０ ０ １

６ ０ ０ ０ ０ ０

1．
]‐

f
r

続
縄
文
～
擦
文

焼
土

F
I
4

6
3

00
－
08
－
2
8

三 四 諜 謹 惟 番 州 蕗 丙 片 が 琴 弐 詣 細

f1
．

1，
r

6
8
0

５ １ １ ８~
ｉ ９ １ １

ｌ ２ ０ ０

ｌ Ｏ Ｑ Ｏ

く

部
位
不
明

基
節
骨

椎
骨

部
位
不
明

''
1．．

遠
位
(
頭
)
f
r

fr
．

’
r、

焼
土

統
縄
文
～
擦
文
|
哺
乳
綱
M
n
Ⅱ
l
m
a
l
i
a
n
(
)
n
d
e
i

~

ニ
ホ
ン
ジ
カ
（
JC
I｡
Ⅵ
ls
n'
1)
I)
()
'1

サ
ケ
科
魚
類
S
a
l
''
'0
11
id
ac
sl
〕
、

不
明
、
(〕
n(
le
l・

哺
乳
綱
M
f
Ⅲ
l
m
a
l
ia
]1
()
11
〔
le
t、

サ
ケ
科
魚
類
S
a
l
m
0
n
i
d
t
l
c
n
O
n
d
e
I

サ
ケ
科
魚
類
Sa
lm
(〕
ni
di
le
n〔
)】
1．
〔
〕

I

硬
骨
魚
綱
（
)s
IG
i
〔
:h
Il
w“
n〔
)n
．
(〕

I

サ
ケ
科
魚
類
S
a
l
Ⅲ
〔
)
n
i
(I
ae
sl
〕
I〕
．

F
l4

6‘
1

00
．
08
．
2
8

岬
他
に
微
細
骨
有

８ ２

４ ０

４ ‐

7
3

部
位
不
明

歯 椎
骨

部
位
不
明

歯 部
位
不
明

椎
骨

ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ

ｌ ｌ ｌ ｆ ｌ

続
純
文
～
擦
文

焼
土

F
l
'1

0(
)‐

（
)8
－
2
8

0;
）

２ ２

３ １
0．
1
7

他
に
微
細
骨
有

6
(
i
8

７ １

０ ０

１ ０
く

り 白 句

１
続
縄
文
～
擦
文
哺
乳
綱
M
(
l
m
m
a
l
l
a
n
(
〕
n
d
G
I

・

サ
ケ
科
魚
類
S
a
l
m
o
n
i
(i
aG
sp
【
〕

~ ~１ １

焼
土

F
－
l
5

O
q
0
8
．
2
8

6
6

つ い ④



恵
庭
市
西
島
松
5
遺
跡

① 一 つ
囲 卯 諄 断 耐 雲 判 罫 屋 補 照

No
.
|
資
料
採
取
年
月
日

｜
遺
構
名
｜
調
査
区
名
’

層
位

時
期

種
別

出
十
部
位

部
位

数
量
重
量
（
9
）

備
考

ﾌ
ﾛ
ｰ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
番
号

サ
ケ
科
魚
類
Sa
lm
(〕
Il
j“
es
I〕
・

硬
骨
魚
網
O
s
I
e
i
c
h
l
h
y
e
s
n
〔
)
n
d
c
［

不
明

sI〕
．

歯 部
位
不
明

部
位
不
明

ｒ ｒ ｒ

ｆ ｌ ｌ

１ １ ハ Ⅲ ｖ ｌ １

ｎ ／ ］

１ ８

０ ０

０ ０

く

⑥ 八 Ｖ 、 八 Ｕ

叩 ノ ］ 、 ノ 】

Ｕ Ｏ Ｑ Ｏ

ハ Ⅱ Ｕ ｎ 叩 ｕ

ｎ Ｕ ｎ 叩 〕

ｎ Ｕ ハ 川 平

５ ５１ １

Ｆ Ｆ

焼
土

焼
土

続
縄
文
～
擦
文
哺
乳
綱
M
a
m
m
a
l
ia
？

哺
乳
綱
M
a
m
Ⅲ
i
i
l
ia
sI
)．

哺
乳
綱
M
a
m
Ⅱ
i
a
l
i
a
n
o
'
'
d
c
I

･

哺
乳
綱
N
a
Ⅲ
Ⅲ
a
I

it
l
sl〕
．

サ
ケ
科
魚
類
Sa
lⅢ
〔
)n
l〔
la
CS
P・

不
明
s”
、

サ
ケ
科
魚
類
S
a
l
m
0
n
i
d
a
c
n
o
n
d
c
l

不
明
、
(
)
n
d
e
I

~

硬
骨
魚
網
（
)
s
I
e
i
c
h
l
h
v
e
s
？

(j
イ

部
位
不
明

歯
冠

部
位
不
明

歯
冠

歯 部
位
不
明

歯 部
位
不
明

部
位
不
明

ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ ｒ

ｉ ｉ ｆ ｒ ｆ ｌ ｌ ｆ ｆ

１ ２ ９ ３ １

４ ６

９ ４ ０ １

８ ０ ５ ０

０ ０ １ ０

１ ３

７ ７

６ ６

0．
0
3

0
．
0
2

１ ３ ８

0
0
~
08
．
2
8

6
8

F
－
l
5

焼
土

続
縄
文
～
擦
文
不
明
、
〔
)
n
(
l
e
l

、

サ
ケ
科
魚
類
S
a
l
Ⅲ
(
)
n
i
d
a
e
n
o
n
d
〔
)
i

サ
ケ
科
魚
類
S
a
i
m
0
n
i
d
“
S
P
・

不
明
、
()
nd
eI

．

部
位
不
明

椎
骨

鰭
基
骨

部
位
不
明

ｒ ｒ

ｌ ｌ

2
9 5 1

1
6

８ ‐ １ ６

《 ３ （ Ｕ 【 ０ ０

０ 〈 Ｕ 《 ０ ０

6
8
1

1
1

6
9

焼
士

0{
)
0
8
2
8

－ ３
１

Ｆ

続
縄
文
～
擦
文
不
明
no
'l
de
I，

サ
ケ
科
魚
類
S
a
l
n
]
(
)
n
i
d
a
e
n
o
n
d
e
I

サ
ケ
科
魚
類
S
a
l
Ⅱ
l
(
)
n
i
d
“
？

不
明
’
'0
11
de
l

．

部
位
不
明

椎
骨

歯 部
位
不
明

部
位
不
明

部
位
不
明

基
節
骨

歯
槽
一
部
・
歯

椎
骨

歯
冠

部
位
不
明

蝿
ｒ ｒ

ｆ ｆ

側 い 、 ／ 』 屯 １ １ 。 ■ １

口 句 土 １ １ 叩 当

⑪ ｊ ニ リ ー ０ ０

’ ４ ０ ０ ｖ Ｏ

Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ
I
r

7
0

焼
土

00
．
08
－
2
8
F
－
l
5

続
縄
文
～
擦
文
哺
乳
綱
M
a
m
Ⅲ
a
l
ia
ll
(〕
n．
“

哺
乳
綱
M
a
Ⅲ
m
a
l
ia
sl
〕
I)
．

ニ
ホ
ン
ジ
カ
C
G
r
V
u
S
n
l
l〕
I)
()
n

サ
ケ
科
魚
類
Sa
ln
l(
〕
ni
df
ic
sI
)．

サ
ケ
科
魚
類
S
a
I
Ⅲ
O
n
i
d
a
e
S
p
I
)
．

哺
乳
網
M
a
m
m
a
l
ia
ll
()
n〔
|C
l

・

硬
骨
魚
綱
O
s
I
G
i
c
h
l
h
v
c
s
n
o
I
l
(l
et

｜ 卿
fr
－

i.
r、

近
位
(
底
）

1．
r，

[｢
、

1.
1..

f1－
．

ｎ り り 】 Ｉ Ｌ ｌ ９

Ｆ 帥
Ｐ ３ Ｒ Ｕ

ｎ ｊ 房 Ｉ

？ 】 ０

他
に
微
細
骨
有

９ ２ ３ ０

０ ０ ０ １

０ ０ ０ ０
〔 Ｎ ⑪ ⑪ ／ 〕

7
1

O(
)．
08
．
2
8

焼
」

F
1
5

続
縄
文
～
擦
文
哺
乳
綱
Mt
lⅡ
Ⅲ
la
l
i
a
n
<
)
I
'
“
L

サ
ケ
科
魚
類
Sa
lm
on
id
il
es
l)
I)
．

サ
ケ
科
魚
類
S
a
i
II
1〔
)n
id
“
n(
)n
dG
I

不
明
n
o
n
〔
l
e
l

・

不
明
n
O
n
d
e
I

．

部
位
不
明

歯 椎
骨

部
位
不
明

部
位
不
明

6
8
5

ｒ ｌ １

１ ｆ ｆ

４ ２ ９ １ ３

小 リ ３

９ １ ｎ Ｄ １ ４

５ ０ ０ ハ Ｕ ｌ

ｌ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

7
2

00
．
08
．
2
9

焼
土

続
縄
文
～
擦
文

F
－
l
う

哺
乳
綱
M
a
n
Ⅲ
職
l
ja
？

哺
乳
綱
M
i
t
m
Ⅱ
l
a
l
ia
sI
〕
･

サ
ケ
科
魚
類
S
a
l
m
〔
〕
n
i
〔
lt
le
Rl
)．

サ
ケ
科
魚
類
S
a
l
m
〔
)
n
l
d
a
e
n
o
n
(
i
e
i

硬
骨
魚
類
（
)s
le
ic
hI
hy
〔
〕
s
】
](
〕
n“
1

部
位
不
明

歯
冠
？

歯 椎
骨

部
位
不
明

ｒ ｒ

ｌ ｆ

ｏ Ｉ ｌ ０ Ｉ ｊ ■ Ｉ ■ 刊 １ １ 戸 ｊ ● ０

４ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０

く く く

(j
6;
〕

” １ １ ３ 恥

ｒ ｒ

ｌ ｆ

部
位
不
明

角 歯 歯 部
位
不
明

椎
骨

部
位
不
明

7
3

00
．
08
．
2
9

焼
土

続
縄
文
～
擦
文

F
－
l
5

哺
乳
綱
M
a
m
m
a
l
ia
？

ニ
ホ
ン
ジ
カ
Ce
爪
･u
s冊
1
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Ⅶ自然科学的手法による分析結果

6． 恵庭市西島松5遺跡出土動物遣存体(平成12年度）

高橋理／千歳サケのふるさと館

太子夕佳／北海道大学大学院獣医学部

這跡の概要

遺跡名

所在地

調査原因

発掘調査期間

発掘調査面積

西島松5遺跡(にししままつ5いせき）

北海道恵庭市西島松545

柏木川河川改修工事にともなう事前調査

平成12年4月8日～10月27日

8,485㎡

(財)北海道埋蔵文化財センター

高橋和樹・和泉田毅・中山昭大・末光正卓・石井淳平

縄文時代早期～晩期、続縄文時代末期～擦文時代

竪穴住居、 Tピット、焼土、柱穴、墓

土器・石器・鉄器(大刀・蕨手刀・刀子・鉄斧。鎌・釣針など）

調査主体

調査担当者

時期

検出遺構

出土遺物

はじめに

恵庭市の北3km、柏木川の左岸の標高25mの台地上に所在する。縄文時代から擦文時代の多くの遺

構が検出されたが、特に調査地域の北西において83基にのぼる続縄文時代から擦文時代の墓曠が検出

された。 この多くの墓壌分布域に、墓墳の間を埋めるように多量の焼土がみつかり、 中には焼けた動

物遣存体が包含されていた。筆者は昨年度、 この遺物を実見する機会を与えられた。石狩低地帯では

はじめて続縄文末期のイノシシ SuSScr()fa leucomystaxを確認することができた。

今回はやはり昨年度調査時に、墓曠・焼土および包含層より検出された動物遣存体を分析すること

となった。

筆者らに分析の機会を与えられた第2調査課高橋和樹氏・和泉田毅氏およびスタッフの各氏

に御礼申し上げます。

出土動物遣存体

出土した動物遣存体は表に示している。遺物はハンドピック法と土壌水洗

双方によって回収された。すべて激しく火を受けている。

フローテーション法の

哺乳綱Mammalia

食肉目 Carnivora

イヌ科Canidae

偶蹄目 ArtiodacIvla

シカ科Cervidae

ニホンジカ Cervusnippon

イノシシ科Suidae

イノシシ Susscr()fa leucolllystax

硬骨魚綱Osteichthyes

サケ目 Salm()niforines

サケ科Salmonidae

コイ目 Cypriniformes

コイ科Cyprinidae

烏綱AveS
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西島松5遺跡平成12年度

コメント

前記のように、遺物はハンドピック法と土壌水洗・フローテーション法によって回収された。表に

あるように、 2つの方法による遺物回収の成果は歴然としている。ハンドピック法ではサケ科やコイ

科などの微細な魚類遣存体がまったく回収されない。土壌水洗(WalerSieving)やフローテーション

法が採用されなければ、西島松5遺跡は続縄文期のシカを処理する場である、 という結論にいたった

と推察される。同様な指摘は、かつて千歳市キウス4遺跡の分析において行ったことがある(高橋：
2000)。

続縄文期の遺跡では、同じ恵庭市ユカンボシE9遺跡のように、遺構によって微細な魚類に限られ

たり、大型のシカ遣存体のみが出土するなど｢限定された場｣としての性格を付与されていたと考えら

れる例がある(高橋: 1993)。隣接する西島松9遺跡も、 このようなコンテクストのなかでシカ処理の

場と理解される(高橋: 2002 inpress)。 したがって、特に悉皆サンプリングを期待できるフローテ

ーション法の採用は、遣構・遺跡解釈にいたる重要な条件となる。

出土した動物遣存体の種類は多くはなく、サケ科魚類とニホンジカが主体を占める。 ここに前年度

と同様にイノシシが加わっている。 これらの動物遣存体は、墓擴の人為堆積土、焼土、竪穴住居(縄文

時代中期)の遺構および台地西側の二つの沢と斜面台地東側の斜面である。 このうち焼土遺構は西

側に集中しており、東側は斜面と沢に数基みられるにすぎない。前述のように、動物遣存体はすべて

強く被熱していることから、本来的な給源は焼土である。 したがって、台地東側に集中する焼土が二

次的に台地西側に集中する墓曠および西側斜面に動かされたと考えられる。

以上をどのように解釈できるだろうか。続縄文期の遺跡・遺構が限定された場の性格をもっていた

らしいことが、実はここからもうかがうことができるようだ。すなわち、台地東側は食資源の対象と

なった動物の骨を焼くという儀礼的な行為が行われ、それを包含した土で墓壌を埋めていったという

一連の埋葬儀礼プロセスを想定することができるのではないだろうか。 「焼く」という行為を行う台地

東側、焼いた骨を混ぜながら埋葬セレモニーを行う台地西側の墓域という、 この二つの場に付与され

た性格は厳密なものであったらしい(余った焼骨は沢＝川に｢送られた（？)」のかもしれない)。

埋葬儀礼に動物骨が重要な位置を占めていたことは、墓擴埋土中のイノシシ骨の存在で一層支持さ

れよう。 5基(NO.70 ･ 98･ 99 ･ 113 ･ 121)の墓墳からイノシシ骨が検出された。千歳市キウス4遺跡に

おけるイノシシ骨のあり方などから、食料対象としてのみならず、 これが儀礼行為に密接に関わり続

けたこともまた(従来のとおり)認められるところであろう。そして、そこにこそ縄文時代から擦文時

代にいたるまで、本州より営々とイノシシが移入され続けた史的事実を生む原因があったのかもしれ

ない。

続縄文期の遺跡より出土する動物遣存体とその種構成における強い偏重性が、一つは当時の人間た

ちの埋葬儀礼に関わっていたのかもしれないという仮説を掲げつつ、今後の分析にあたるべきだろう。

引用文献

高橋理(1993) 「恵庭市ユカンボシE9遣跡出土動物遣存体」 『ユカンボシE9遣跡ユカンボシ

E3遺跡』恵庭市教育委員会 l)I). 127-130

高橋理・太子夕佳(2000) ｢4千歳市キウス4遺跡D･F･G地区出土動物遣存体」 「千歳市キ

ウス4遺跡(8) F･G地区』 （財）北海道埋蔵文化財センターpp.481-501

高橋理・太子夕佳(2002) 「恵庭市西島松9遺跡出土動物遣存体」 (inpress)
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図版2 西島松遺跡出土動物遣存体
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西島松5遺跡平成12年度

7． 西島松5遺跡から出土した木材の樹種

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

西島松5遺跡では、縄文時代の住居跡、 Tピット、焼土、柱穴状小ピット、縄文時代～続縄文時代

の土壌柱穴状小ピット、続縄文時代～擦文時代の土壌、擦文時代の周溝のある土墳墓などが検出さ

れている。 このうち、続縄文時代～擦文時代の士曠墓P3の壌底四隅に見られた小柱穴の下端部から

は、杭状の木材が出土している。また、キトウシュナイに流れ込む沢の底直上からは、加工痕のある

木材が出土している。

本今回の分析調査では、 これらの木材の樹種同定を行い、様々な用途に用いられた木材の種類や周

辺の古植生に関する資料を得る。

l .試料

試料は、各遺構から出土した木材4点(試料番号l～4)である。各試料の詳細は、樹種同定結果と

ともに表lに記した。

2．方法

剃刀の刃を用いて木口(横断面） ・柾目(放射断面） ・板目(接線断面)の3断面の徒手切片を作製し、

ガム・クロラール(泡水クロラール， アラビアゴム粉末， グリセリン， 蒸留水の混合液)で封入し、 フ

レパラートを作製する。作製したブレパラートは、生物顕微鏡で観察・同定する。

3．結果

樹種同定結果を表1に示す。試

料番号3は樹皮であり、種類の同

定には至らなかった。その他の木

材は、広葉樹2種類(ヤマグワ・

トリネコ属)に|司定された。各種トリネコ属)に|司定された。各種

表1 樹種同定結果

藷
１
２
３
４

占
い
ノ

５

５

４

地
３
｜
｜

岬
Ｐ
Ｙ
Ｚ
Ｚ

」

上

上

上

上

ｆ

穴

直

直

直

言

柱

底

底

底

１

小

沢

沢

沢

状 況

杭状のもの

先端部に加工痕あり

板状杭、加工痕あり

木材、加工痕あり

樹種

ヤマグワ

ヤマグワ

樹皮

トリネコ属

類の主な解剖学的特徴を以下に記す。

・ヤマグワ(MorusallsIral iSPoirel)クワ科クワ属

環孔材で、孔圏部はl～5列、孔圏外への移行は緩やかで、晩材部へ向かって管径を斬減させ、 の

ち魂状に複合して斜方面に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはら

せん肥厚が認められる。放射組織は異性Ⅱ～Ⅲ型、 l～6細胞幅、 l～50細胞高で、 しばしば結晶を

含む。

4．考察

今回確認された樹種は、ヤマグワとトネリコ属であった。いずれも、現在北海道の川沿いの低地等

に普通に見られる種類である。 これまで周辺で行われた古植生に関する調査例(小野・五十嵐1991 ;

山田, 1996)などからも、 これらの種類が本遺跡周辺に生育しており、現在と似た植生が見られたこと

が推定される。

トリネコ属は、比較的大径木になり、強度も高い。周辺地域では、住居構築材などにもよく利用さ
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Ⅷ自然科学的手法による分析結果

れており(三野, 1987, 1994)、最も一般的な木材の一つであったことが推定される。今回の木材につ

いて詳細は不明であるが、本遺跡周辺で入手できたトリネコ属を様々な用途に利用していたことがう

かがえる。

一方、ヤマグワは、 トリネコ属ほどの巨木にはならないが、強度や靭性が高い材質を有する。杭材

などは、 これまで各地で行われた調査で多くの種類が確認できることから(島地・伊東, 1988)、入手

できる様々な木材が利用されていたことが推定される。そのため、今回のヤマグワについても、本遺

跡周辺で入手できたヤマグワの木材を利用した可能性がある。アイヌの民族事例では、ヤマグワはカ

ンジキに選択的に利用される有用材である。アイヌの木器には、続縄文時代～擦文時代以降進化しな

がら受け継がれてきたものや、各時代に完成していたものが存在することが指摘されている(田口，

1994)。 このことを考慮すれば、本遺跡においてもヤマグワがカンジキなどの用途に利用されていた

可能性がある。

今後さらに調査例を重ね、用材の詳細を明らかにしたい。
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8． 西島松5遺跡から出土した炭化植物種子

＊吉崎昌一・ ＊＊椿坂恭代

1 ）遺跡と調査の概要

遺跡の名称：西島松5遺跡(A-04-38)

遺跡の所在：北海道恵庭市西島松545

調査の機関：財団法人北海道埋蔵文化財センター

調査担当者：高橋和樹和泉田毅ほか

調査期間：平成12年(2000年) 4月1日～平成13年3月31日

遺跡の立地:遺跡は恵庭市の西方、 JR線恵み野駅から北西約800mのところに位置する。遺跡の束

を柏木川、西を柏木川の支流であるキトウシュメンナイが流れ、 この二つの小河川

に挟まれた標高約25mの台地上に立地する。

遺跡の年代と遺構:縄文文化早期～擦文時代。ただし扱った資料は全て北大Ⅲ式土器（西暦6世紀

後半？）に伴出した土壌墓から検出されたもの。遺構は縄文時代の堅穴住居跡、

Tピット、焼土、柱穴、続縄文時代末から擦文時代の土曠墓などが検出されて

いる。縄文時代後期末～晩期初頭の時期が主体で､次に多いのが北大式土器に

よって代表される時期である。

2）扱った資料

分析資料として扱った炭化植物は、西暦6世紀後半と考えられている北大Ⅲ式土器に属する土壌

墓に埋納されていた土器中の土壌と墓構築面の土壌から採取された。 これをフローテーション法で

処理後、第一次選別を経て炭化植物遣体のみが送付されてきた。 これらの資料について、実体顕微

鏡で観察を行った。検出された植物種子の出土表は第1表に示しておいた。なお、検出された資料

は細片のため撮影は不可能であった。

3）検出された種子

検出された植物種子は、墓曠内に埋葬されていた北大Ⅲ式土器の内部土壌から検出されたニワト

コ属SambuCllSL.種子の破片が1片。墓擴構築直後とみられる土壌から検出された木本類の冬芽が1

片検出されただけである。

4）若干のコメント

筆者らの関与した遺跡においては、墓曠内に副葬されていた土器中から明確に副葬されたと見ら

れる植物遺体が検出された例はまだない。 これは土器中に窓意的に植物または植物遺体を奉納する

習|員がなかったからではないか。火災をうけた住居中の土器の中には、明らかに植物種子を格納し

た例が知られているのに、若干奇妙な感がなきにしもあらずである。 しかし、骨格を伴わない動物

の肉や液体を格納していたとするならば、話は別である。副葬された土器の中に何を入れていたか

については、同位体分析など他の手段で確認する必要があるのかもしれない。

今回の資料分析を実施していて、 いくつか問題が生まれてきた。つまり、北大式土器で代表され

るような仲間が、 いわゆる続縄文文化に属するものなのか、擦文時代に属するものなのかについて

は、 まだ議論があって決着が付いていないのではないか、 と思う。 この解釈は、我々栽培植物史を

目指す者としても気になるところである。西島松5遺跡では､調査者によって墳墓中から229点とい

う大量の鉄製品が検出されている（本文参照のこと)。 この時期の北海道では、まだ鉄製品の製作が

おこなわれていないから、 これらの製品は本州からの輸入品と考えるべきなのであろう。 もし、 こ

うした推理が妥当であるならば、北海道の栽培植物の出現にもあるヒントが得られる可能性がある。

ハF戸
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西島松5遺跡平成12年度

何故なら、北海道の栽培植物は擦文文化になって急速にその種類と量が増加し、本州東北部並みに

なるからである。 この現象を前述の鉄製品の輸入量急増と絡めて考えることができないであろうか。

つまり、続縄文文化の末期にヒトの移動を伴いながら鉄製品や新しい栽培植物の品種が、北海道に

大量に流入したという考え方である。石器類の利用の消滅や栽培植物の品種の急激な増加現象なら

びに擦文文化の成立は、 こうした仮説を考えると説明しやすい。大胆な推理が許されるならば、続

縄文文化末から擦文文化初頭にみられるという北大式土器で代表されるステージは、北海道古代史

上の特殊な画期として別建てで認識可能なのではないだろうか。つまり、続縄文文化と擦文文化の

間の北大式土器によって代表される時期は、両文化から切り離して特殊な画期TranSitional Stage

としての意味が与えられるのではないか。縄文文化からアイヌ文化までの栽培植物の変遷をたどっ

てみると、 こうした仮説に強く魅力を感じる。 したがって、 この段階の墓地以外の生活遺跡を至急

調査し、栽培植物史上の空白を埋めるのが急務であると考える。考古学関係者に御教示を乞いたい

と思う。

＊札幌国際大学

＊＊札幌国際大学吉崎研究室考古植物研究会
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9． 西島松5遺跡出土須惠器の胎土について

奈良教育大学 三辻利一

古代、北海道では須恵器を製作した形跡はない。それにもかかわらず、道内各地の遺跡から須恵器

の出土例は増加している。 これらの須恵器はすべて、北海道以外の地から持ち込まれたものである。

これらの生産地は何処かという問題は北海道の古代の人々が遺跡のどの地と交流をもっていたかを考

える上に役立つ。 このような視点から、道内の遺跡出土須恵器の蛍光x線分析のデータは集積されて

きた。本報告でも、西島松5遺跡から出土した2点の須恵器の蛍光X線分析の結果について報告する。

分析値は表lにまとめられている。K， Ca， Fe、 Rb、 Sr， Naの6元素が選択的に分析さ

れている。須恵器の素材は粘土である。粘土は岩石が風化して生成したものである。岩石は構成元素

からみると、 ○s i ，Al ， Na， K，Mg、 Ca、 Fe、 Tiを主成分とする、その他の多くの微

量元素を包含することは周知の事実である。同様に、粘土も上記の主成分元素のほかに多くの微量元

素を含有する。

土器(粘土)中ですべての主成分元素と多くの微量元素の含有量を分析することは容易なことではな

い。また、均質な溶液試料でない限り、測定可能なすべての元素を分析することも必要ではない。 と

くに、産地問題の研究では大量の試料の分析が必要である。 この分析作業を遂行するためには、少数

の元素にしぼることが必要である。 どの元素を有効元素として選択するかは、実際に、全国各地の窯

跡出土須恵器を分析し、比較してみなければわからない。筆者は20年を越える年月をかけて全国各地

の窯跡出土須恵器を大量に分析した。その結果、 K-Ca、 Rb-Srの両分布図上で各地の窯跡出

土須恵器は窯ごとにそれぞれまとまって分析し、かつ、地域ごとに両図での分布位置がずれることが

見つけ出された。いいかえれば、K、 Ca， Rb、 Srが各地の須恵器の指紋を表すと考えられよう。

そうすると、元素分析による産地推定とは、 あらかじめ、生産地(窯跡)出土須恵器の指紋(K、 Ca、

Rb、 Sr)を求めておき、遺跡出土須恵器の指紋を生産地に照合することに他ならない。当然、照合

法も開発しておかなければならない。既に地元産か搬入品かを判断するための2群間判別分析法は開

発されている。北海道の遺跡出土須恵器の場合は至近距離にある青森県五所川原市にある五所川原窯

群の製品が地元産と考えてデータ解析は進められる。

以上のような考え方で、表lに示すように、 K、 Ca， Fe、 Rb、 Sr、 Naの6元素が選択的

に完全自動分析装置で分析された。データ解析にはK、 Ca， Rb， Sr、の4元素を使用している

が、 Fe、 Naもこれら4元素のうちのいずれかに置き換わって使用される場合もある。

本報告では分析試料数も少ないこともあって、 2群間判別分析法は使用せず、 K Ca、 Rb-S

rの両指紋図を使って、定性的に産地への照合を行った。

図1にその結果を示す。 2点の試料は両分布図で近接して分布するのみならず、表lから、 Fe，

Naの含有量も類似する。同一生産地の製品である可能性が高い。では、その生産地は何処か。図l

でも五所川原領域に対応しないことは明らかである。 しかも、 Fe量でも五所川原群への帰属条件、

Fe>3.0を満足しない。 したがって、五所川原窯群の製品ではない。また、東北地方太平洋側の窯跡

出土須恵器のなかに、図lで2点の試料が分布する領域に分布するものはない。K、 Rb量がもっと

少ないのである。 このことから、 N0.1 , 2の試料が東北地方太平洋側の岩手、宮城、福島県下の窯の

製品である可能性は少ない。残るは東北地方日本海側の生産地を考えなくてはならない。秋田城周辺

の窯群の中に、図lで2点の試料が分布する領域に分布するものがある。 ここでは、秋田城周辺窯群

を有力な産地候補としてあげておく。秋田城周辺から、 同時にこの遺跡へ持ち込まれた須恵器である
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可能性が高い。

青森県内の遺跡からも五所川原窯群の製品ではない須恵器が相当出土している。 これらの産地は東

北地方日本海側の製品と推定される場合が多い。 しかも、その多くは器形観察から、五所川原窯群が

採業に入る前の古い須恵器であるといわれている。 この点から、今回分析した試料も、古い須恵器で

ある可能性は十分ある。

北海道、青森県内の遺跡出土須恵器の産地推定の結果を近い将来まとめる予定であるが、そのとき、

上述した傾向がもう少し鮮明な形をとるであろう。

表1 須恵器の分析データ

推定産地

秋田城周辺

秋田城周辺

Rb

0. 618

0. 578

Na

0. 333

0.419

K

0． 554

0－ 513

Ca

(). 203

(). 264

Fe Sr

0. 511

0.609

陥
一
肋
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０

０
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０
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２
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図1 両指数図
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10． 西島松5遺跡墓擴出土の非鉄金属の分析

1 ．はじめに

西島松5遺跡からは7～8世紀の墓曠が多数発見され、大刀、直刀、刀子、袋状鉄斧、鉄鑛攝子、

釘、用途不明の金属製品などが副葬されていた。 これらに混じって、墓曠の曠底から耳環と推測され

る数点の非鉄金属が検出されている。 ここではP-23擴底の2地点(No. 2は2点、 No. 3は6点)から検

出された耳環と推測される8点の破片試料について主成分元素の判定と同一個体の可能性について検

討を試みた。

2．分析試料および分析方法

分析試料はP-23曠底の2地点(No. 2は2点、 No. 3は6点)から検出された8点である。各試料につ

いては実体顕微鏡やHDビデオマイクロ装置を併用して観察し、実測図を作成した。出土状況等の詳細

が不明なため、 あえて復元的な実測は行っていない。いずれの試料も露出状態で遣構内に長期間置か

れていたものであり、表面に多数の亀裂や剥落などの著しい劣化が認められる。 これらは長さl～2

CIn、径0. 6cm程の湾曲のわずかに見られる細片となっており、取上げも困難な程に劣化していた(図1，

図2参照)。そのため現場において7％のアセトン＋パラロイドB72(アクリル樹脂)の混合溶液によ

り仮強化されたものである。分析にあたっては、含浸されたパラロイドB72をアセトンで溶脱し、充

分に乾燥させた。分析過程で試料が粉砕する危険性を考盧し、できる限り非破壊的分析を希望し、蛍

光X線分析法を実施した。測定条件は電圧30.0kV、電流1.00mA、 ライブタイム240.00secである。分析

元素はAl,Si,P,Ca,Cr,Mn,Fe,Cll,Ga,As,Rh,Sn,0s,Pb,Thとした。

試料には分析のために、①～⑧の連続した分析番号を付した。

P-23 No. 2①、②、③、④、⑤、⑥総重量3. 0949(B72処理後、微細なため⑥は実測せず）

P-23 N(). 3⑦、⑧ 総重量1.6899(B72処理後）

3.分析結果ならびに考察

P-23 No. 2， No. 3の①～⑧の分析結果については、一覧表、グラフ、分析チャートに示すとおり

である。

非破壊的手法による蛍光X線分析では、遺物表面を覆っているサビや付着物の上からの分析となる

ため、外部から混入した微量金属も合わせて測定している。特にアルミニウムやケイ素などの土壌成

分が混入することは避けられない。 ここで得られた分析値は、地金本来の正確な組成を示すものでは

なく、試料自体も不均一であるので注意を要する。 このことを念頭においた上で、数値上のみから若

干の考察を試みる。

分析結果によりNo. 2①、②、③、④およびNo. 3⑦、⑧の主成分は錫であり、 いずれも10%以上の鉛

を含むことが共通しており、錫合金と判定される。特にNo. 2①と④、 No. 3⑦と⑧は主成分である錫

が70%以上で、鉛が10%以上含まれるなど、結果が互いに類似しており、同じ種類の錫製品である。

ただし、 No. 2②、③では主成分である錫が50%前後で、 10～22%程の鉛が含まれ、他に比してケイ素、

鉄がやや多い。分析部位の違い、成分の溶出、土壌成分の影響とも考えられるが別個体の可能性も否

定できない。また、 No. 2⑤、⑥には錫が含まれず、ケイ素、鉄、カルシウムが多く、 さらに微量のリ

ン、カリウムが見られなど大きな違いが認められる。

以上から、試料のP-23 No. 2とP-23 No. 3は当初2個体の錫製耳環と推測されていたが、 No. 2①、

④とNo. 3⑦、⑧の別2個体がそれぞれ同一破片である可能性がある。また、 No. 2②、③については

~
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No. 2①、④と別の破片あるいは刀の鞘や把などの付属品とも考えられる。なお、 No. 2⑤、⑥は錫耳

環ではなく、土壌あるいは生物排泄物と推測される成分であろう。 したがって、 3個体以上の錫合金

製品が存在した可能性が考えられる。今後は細部の測定部位を変え、繰返し測定するなど、 さらに詳

細な分析が必要であり、他遺跡出土試料との比較も重要な課題である。

分析は北海道大学高等教育機能開発総合センター小笠原正明教授、大学院工学研究科加藤晃一

氏、工学部応用化学科干谷洋平氏によるものであり、御協力、御教授に深く感謝いたします。

(第1調査部第1調査課保存処理部門田口尚）

表1 スズの蛍光X線分析結果(wt%)
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測定日時: 2002年2月20B14時44分25秒
測定条件 ： 電圧: 30.0kV電流: 1.00qnA ﾗｲﾌﾞﾀｲﾑ: 240.00secパス:Vac
分析元素: AI ,Si ,P,Ca,Ti ,Cr,Mn,Fe,Cu,As,Rh,Sn, 1r,Pb

Num元素／化学式 wt(%) at/mole(%) 測定強度比積分強度標準偏差
1 13AI 6.9515 17.1412 0.0079420 4432 0.0844
2 14Si 13.0782 30.9812 0.0263805 17924 0.0420
3 15P 1.3957 2.9979 0.0079073 2818 0.0322
4 20Ca 1.9300 3.2038 0.0043819 3371 0.0485

5 22Ti 0.7333 1.0186 0.0007991 1087 0.0548
6 24Cr 0.3303 0.4227 0.0004263 761 0.0390
7 25Mn 0.2371 0.2872 0.0003428 623 0．0358
8 26Fe 7.0480 8.3966 0.0106320 21037 0.0328
9 29Cu 0.6987 0.7315 0.0013533 2902 0.0276
10 33As nd

11 50Sn 54.7626 30.6979 0. 1489530 56350 0． 1410
12 77 1r nd

13 82Pb l2.8347 4.1215 0.0608344 39838 0.0760
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測定日時： 2002年2月20日14時52分27秒
測定条件 ：電圧： 30．0kV電流: 1.000TA ﾗｲﾌﾞﾀｲﾑ: 240.00secパス:Vac
分析元素: AI ,Si ,P,Ca,Fe,Cu,As,Rh,Sn,0s, Ir,Pb

Num元素／化学式 wt(%) at伽ole(%) 測定強度比積分強度標準偏差
1 13AI 4.2067 13.8336 0.0080373 4485 0.2550
2 14Si 5.2760 16.6682 0.0186032 12640 0. 1216

3 15P 1.0876 3. 1157 0.0117100 4173 0.0857
4 20Ca 0.9701 2.1477 0.0038960 2997 0.1385
5 26Fe 1．0550 1．6762 0.0025055 4957 0.1052

6 29Cu 0.9316 1.3009 0.0030118 6459 0.0835
7 33As nd

8 50Sn 75.8636 56.7142 0.3679588 139201 0.3997
9 760s nd

10 77 1r nd

11 82Pb lO.6093 4.5435 0.0849568 55635 0.2273
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測定日時： 2002年2月20日15時0分36秒
測定条件 ：電圧: 30.0kV電流: 1.00q1曲ﾗｲﾌﾞﾀｲﾑ: 240.00secパス:Vac
分析元素: A1 ,Si ,P,S,K,Ca,Ti ,V,Mn!Fe,Rh

Num元素／化学式 wt(%) at/mole(%) 測定強度比積分強度標準偏差
1 13AI 20.4286 25.3694 0.0242516 13533 0.0913
2 14Si 36.4948 43.5399 0.0595305 40448 0.0585
3 15P 4．2440 4.5911 0.0150005 5346 0.0583
4 16S 0.6051 0.6324 0.0007574 1252 0.0351
5 19K 3.1341 2.6857 0.0070426 3928 0.0598
6 20Ca 8．0864 6．7604 0．0182102 14010 0．0480

7 22Ti 2.0908 1.4626 0.0037815 5145 0.0374
8 23V 0.1056 0.0695 0.0001998 324 0.0316
9 25Mn 0．2890 0.1763 0.0006164 1120 0.0273

10 26Fe 24.5215 14.7127 0.0520768 103041 0.0262
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測定日時： 2002年2月20B15時16分27秒
測定条件 ：電圧: 30.0kV電流: 1.00Q1叺 ﾗｲﾌﾞﾀｲﾑ: 240.00sec
分析元素: AI ,Si ,P,S,K,Ca,Ti ,Cr,Mn,Fe,Zn,"AS,.Rh,B5,.Pb
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測定日時： 2002年2月20日15時8分52秒
測定条件 ：電圧: 30.0kV電流: 1.00h曲ﾗｲﾌﾞﾀｲﾑ: 240．00secパス:Vac
分析元素: AI ,Si ,P,CaCr,Mn,Fe,Cu,As,Rh,Sn, lr,Pb

Num元素／化学式 wt(%) at/mole(%) 測定強度比積分強度標準偏差
1 13AI 3.1766 11.2340 0.0032050 1789 0.0884
2 14Si 29600 10.0564 0.0055478 3769 0.0419
3 15P 2.3704 7.3025 0.0137750 4909 0．0325
4 20Ca O,9494 2．2604 0.0019271 1483 0．0502
5 24Cr 0． 1789 0．3283 0.0001884 336 0．0441
6 25Mn nd

7 26Fe 0.8866 1.5148 0.0011162 2209 0.0363
8 29Cu 0．8030 1．2058 0.0013782 2956 0．0288
9 33As nd

10 50Sn 73.5451 59.1272 0.1803058 68211 0.1448
11 77 1r 0.0658 0.0327 0.0004921 181 0.0874
12 82Pb 15.0643 6.9379 0.0628010 41126 0.0812
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測定日時： 2002年2月20日15時23分44秒
測定条件 ：電圧: 30.0kV電流: 1.00QnA ﾗｲﾌ･ﾀｲﾑ
分析元素: AI ,Si ,P,Ca,Cr,Mn,Fe,Cu,As,Rh,Sh,.Pb

240.00secパス:Vac
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VⅢ成果と問題点

Ⅷ成果と問題点

1 ．遺構

はじめに

平成12年度西島松5遣跡の調査によって続縄文時代と擦文時代の墓が多数発見された。発見された

遺構は、続縄文時代の土墳墓4基、擦文時代の土壌墓84基、周溝のある墓6基、そして円形状の土壌

70基である。 これらは調査区の北西側、柏木川の支流であるキトウシュメンナイ川に面する標高

25. 201I～23.40mの緩斜面上に分布し、小さな沢(沢1)周辺約3,500㎡の範囲に集中している。ただこ

の範囲の北と南側は未調査であり、墓域の全体は明らかになっていない。また調査地区は長い間畑地

として使用されていたため、耕作により深く撹乱・削平を受け、遺構の上方部分が大きく破壊されて

いて遣構全体を把握できなかったものも多い。 このような制約を前提に、事実関係を整理し、その成

果と、残された課題を示すこととする。 ここでは擦文時代(北大Ⅲ式土器と擦文土器を伴う時期)の土

曠墓と周溝のある墓を中心に整理・検討し、 円形状の土曠についても若干触れることにする。なお平

面形、長さ、方向は擴底面での計測値を用いている。

1 .構造 平面形、長軸方向、深さ、 について整理し、覆土の推積状態についてもここで取り上げ

る。

平面形～土壌墓と周溝のある墓の主体部の平面形は、ほとんどが丸味のある長方形状であるが、な

かには①長円形あるいは楕円形状のもの、②長方形状のもの、③細長い長方形状のもの、 もある。①

は沢1の南東側に見られ、③は沢lの南西側のみに見られる(図Ⅷ－1)。 ところでP61とP87は他と

異なる形状である。なおⅡ、 Ⅲ層中で検出されたP1～P6(S-6周辺)の検出面での平面形は楕円

形状である。他の掘り込みの深い土曠墓も、 まず楕円形状に広く掘り、途中から長方形状に形を整え

ていったのではないかと考えられる。

長軸方向～長軸方向はほぼ南東北西方向であるが、 N-55．－Wを境いに大きく二つのまとまり

が見られる(図Ⅷ－2）。 ところでP87とPll5は南西一北東、 P210とP61は南北、 P48とPll9は東

西方向というように他とは異なる長軸方向である。

長軸長と短軸長～図Ⅷ 3は長軸長を横軸、短軸長を縦軸で表したものである。①X3 ･ 5 ･ 6の

主体部は短軸長に対して長軸長が非常に長く、 P119･ 150･ 210もこれに近い値を示している(平面形

の③に対応する)。②P15は短軸長と長軸長にあまり差がない。また③P16･48･ 51 ･ 52･212･ 214･

X3は長軸長短軸長ともに他に比べ非常に短かく、 P23･ 203･211もこれに近い土壌墓である。①

は沢1とその延長線の西側にのみ見られる。

深さ～遺構の上方部分はすべて撹乱させており、掘り込み面を検出することができなかった。 この

ためここでは沢地形やⅡ ．Ⅲ層の残存状態などから判断して、擴底面や構築面からⅣ層上面付近まで

を深さとして計測した。 これによると98cm～90cm(l1基)、 69cnl～60cIn(9基)39cm～30c'n(7基)の深さ

のものが多く、逆に70cl1付近、 40cnl付近、 20cm以下のものが少なくなっている。 このことから便宣的

に次の三つの深さに分けて整理することにした。①72cnl以上、②70cm～45cm、③40cm以下である。

①は沢lの南東側に、②は沢lの北東側に、そして③は沢1周辺と南西側に、それぞれ多く分布して

いる傾向がうかがえる(図Ⅷ－4)。

覆土～覆土は、①Ⅳ層を主体とする混合土、②黒(暗)褐色土を主体とする黒っぽい土、の二つに大

別することができる。 ともに埋め戻し土である。①は沢1の東～南東側に分布し、②は沢l周辺から

西～南西方面に広く分布している(図Ⅷ 5）。なお覆土は乱雑に埋め戻しているのではなく、混合土、
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黒(暗)褐色土、黄色土、灰色土などを丁寧に分けて埋め戻しており、士塘墓を掘る際にも掘り上げ土

はきちんと分けられていた様子がうかがえる。

覆土を含めて｢構造｣から以下のようなまとまりが見られる。深さ①．②の土墳墓は沢lとその延長

線の東側に分布し、覆土は大半が混合土である。深さ③の土壌墓は沢l周辺と西側に分布しており、

覆土は混合土のものもあるが、多くは黒(暗)褐色土である。平面形の③と長軸長と短軸長の①は伸展

葬と考えられるが、 これらは周溝のある墓の主体部と沢1の西～南側にのみ分布し、覆土は黒(暗)褐

色土である。長軸長と短軸長の②は遺物の出土状況などから見て合葬墓と思われる。同③は小人の墓

と思われるが、 これらには明瞭なまとまりは見られない。

2．付属構築物 ここでは袋状ピット、壌底の小ピット、木榔痕、貼床について整理する。

袋状ピット～袋状ピットは66基の土曠墓に作られている。ただ上方が削平されているものもあり、

この66基以外では作られていなかったかどうかは断定できない。沢lとその延長線の西側では周溝の

ある墓の主体部を含めてP101 ･ 117以外は検出されていない。 このP101 ･ 117もはっきりと袋状ピッ

トと言えるかどうかは断定できない。袋状ピットの位置は、大半が南東壁の中央部付近に作られてい

るが、なかには東側コーナー付近(P73･76･99･100･101)や、西側コーナー付近(P85･96･117 ･

130)にあるものもある。また高さは、 30cI1～40cm付近のものが多いが、曠底面付近に作られているも

の(P86･93･96･98･101･117)もあり、平均は約29cmである。基本的に一土壌墓に一個であるが、

P15(合葬墓)、 P24(上下)、 P131(追葬)のように二つあるものもある。袋状ピットには土器が1個体

入れられている(Ⅷ－6の①)が、何も入れられていないものや礫が二個入れられているもの(Ⅷ－6

の②)もある(図Ⅷ－6）。土器は小型の甕がほとんどであるが、なかには注口土器(P98)や片口土器

(P16･85)のものもある。 これらの土器はすべて口縁部を一部打ち欠き、その部分を上にして、斜め

に入れられている。袋状ピットは平面形、深さ、長軸方向、覆土の違いにあまり関係なく、 P101とP

ll7以外は沢1とその延長線の東側の土墳墓に作られている。

壌底の小ピット～小ピットが検出されなかったのは29基の土壌墓であるが、なかには調査中黒褐色

土のきわめて浅い小ピット状のものが確認されているものもあり、 これらを含めると小ピットが検出

されなかった土壌墓は17基である。小ピットは基本的に擴底の四隅付近にあるが、長軸方向の壁際中

央部付近に一個ずつ、やや大きな小ピットを有するもの(@Pll･12･19･20･21･73･ 125)もあり、

P73では四隅にも小ピットが検出されており、両小ピットには時間差が認められた。沢lの西側では

PIOlとPl79でも浅い小ピットが見られるが、 これらはかなり形骸化したものである。 このように小

ピットは沢1とその延長線の東側に集中しており、平面形、深さ、長軸方向、覆土などにあまり関係

しないようである。小ピットの位置には①曠底四隅の下場のライン上、②長軸方向の下塲のライン上

に二個ずつ並ぶもの、③下塲のラインより5cm～1OcI1ほど内側にあるものがある(図Ⅷ－7)。また覆

土上層で小ピットのものと思われる円形状の空洞が検出されているものや四隅の壁が上方でオーバー

ハングしているものもある。 P30･ 68･ 125のように小ピットの壁側が角柱状に掘り広げられている

ものもあり、 P68のようにその小ピットが残っているもの、四角形状の痕跡が残っているものもある。

小ピットは杭状で、直立しており、 どのような構築物が想定されるか不明であるが、即上屋構造を考

える前に、前述のあり様を充分に検討する必要があるだろう。 P73では四隅の小ピットと長軸方向壁

際に二個の小ピットが検出され時間差が認められたため、 当初2個→4個へという新旧を想定した

が、他の土壌墓(Pl9)に共伴する土器では必ずしもそのように考えられないことがはっきりした。従

って現時点では単純に新旧関係(P73では四隅の小ピットの方が新しいけれども)ではなく、性格の異

なる構築物によるもの、 と考えておく。
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木榔痕～木榔の存在を確認したのは①擴底の壁際付近に細長い溝状の落ち込みが検出された、②土

居断面で壁に沿うように細長い板状の層を検出した、③士層断面や壁際で裏込め土と考えられる粘土

を検出した、④墳底から30cm～40cm上方までの壁面が垂直で、非常に丁寧に作られている、⑤壁の中

程で段上になっている、 ことなどからである。①にはP1 ･4･ 9 ･ 12 ･ 15 ･ 16 ･ 17 ･ 20･ 21 ･ 39 ･

73 ･ 93･ 94･ 96･97･ 102･ 103･ 117･ 120･ 125 ･ 126②にはP4 ･ 6 ･ 11 ･ 12 ･ 17 ･ 84･ 101 ･ 103

③にはP8 ･ 11 ･ 20 ･ 21 ･29 ･75 ･ 80 ･ 83 ｡ 93･ 94･ 102 ･ 145 ･203④にはP2 ･ 3 ･ 5 ･ 7 ･ 11 ･

14･ 29･30･33･ 66･ 70･75･76･ 89 ･ 98･ 121 ･ 127･ 129･ 143 ･ 145･ 146･203⑤にはP30･ 66 ･

75･ 96 ･ 98･ 143 がある。ただし①から⑤までの状況が完全なかたちで検出されているものは少な

く、その一部が検出されているものが大半である。木榔痕の形状はほぼ長方形状のものであるが、な

かには楕円形状のもの(P73･97･ 103)や組み合わせ式のもの(P12 ･ 15 ･ 16 ･ 94･ 117)もある。木榔

の高さの平均は約34cmである｡壌底で検出された溝状の落ち込みから見て､先端は鋭角的で、板状ある

いは杭状のものである。木榔痕はほぼ墓域の全体で検出されており（図Ⅷ－8)、沢lとその延長線の

東側では板状のもの、西側では杭状のもの、 という違いが見られる。 とくに周溝のある墓の主体部で

は杭状のもので、上方が開き気味で、お互いが重なり合うように深く打ち込まれている。なお、木榔

の高さ(推定値)と袋状ピットの高さを比べるとほぼ同じ高さか、袋状ピットが高いところに作られて

いるのが一般的であるが、なかには袋状ピットが低いもの(P2･70･93･98･203)もある(図Ⅷ 11)。

貼床～①構築面を皿状に掘り、そこに土を入れて遺体面を平坦にしているもの、②構築面が軟弱の

ため薄く粘土を入れて遺体面を安定させているもの、 を貼床としている。②にはP21 ･85･ 131 ･203

がある。貼床を作っている士曠墓は沢1とその延長線の東側だけにある(図Ⅷ－9)。

付属構築物は、袋状ピット、曠底の小ピット、木榔、貼床とも沢1とその延長線の東側に集中して

いる。ただし西側にあるP101 ･ 117 ･ 179のように袋状ピットや曠底の小ピットを伴うものもあるが、

明確にそれと判断できないほど形骸化している。ただ木榔痕のみははっきりと沢lの西側でも確認さ

れ、 しかも杭状のものを深く打ち込んで作っている。

3． 副葬品 ここでは曠底および壌底直上付近出土の鉄製品と礫(置き石と呼称する)を副葬品とし

ている。鉄製品は保存処理の結果により種類や数量に変更が生じると思われるが、 ここでは調査時お

よび取り上げ時点での種類、数量にもとづいている。

鉄製品～鉄製品には直刀、小刀、刀子、鉄鑛鉄斧、鉄鎌、釣針、釘、鉄環、攝子などがあり、蕨

手刀も二点出土している。 これらの組み合わせは、①直刀(蕨手刀も含む)のみ、②小刀のみ、③刀子

のみ、④鉄斧のみ、⑤鉄鎌のみ、⑥直刀十小刀十刀子十鉄斧、直刀十刀子十鉄斧、⑧直刀十刀子、⑨

直刀十鉄斧、⑩小刀十刀子、⑪刀子十鉄斧十鉄鎌、⑫刀子十鉄斧⑬刀子十鉄鎌、などがあり、一定

していない。 この組み合わせの中でも③が14基(P3 ･ 7 ･ 19 ･ 21 ･ 22 ･ 28 ･ 84･89 ･ 111 ･ 117･ 121

･ 129･ 145 ･207)⑧が10基(P12･ 15 ･ 96 ･ 98･ 101 ･ 125 ･ 130･ 131 ･ 150･X6)と圧倒的に多い。ち

なみに①は2基(P29･ll2)、②は1基(P68)、④は3基(P2 ･73･ 143)、⑤は1基(P127)、⑥は1

基(Pll)、⑦は1基(P30)、⑨は1基(P128)、⑩は1基(P9)、⑪は1基(P75)、⑫は1基(P16)、

⑬は2基(P14, 146)で、他に刀子十鉄製品(P97)がある。鉄製品の置かれている位置は、遺体の横付

近や頭部付近の壁側に多く、なかにはP96 ･ 98のように直刀を南東壁際に突き立てているものもある。

また出土状況などから見て、刀子や鉄斧、鉄鎌を突き立てていたのではないかと想定されるものもあ

り、刀子ではP3、鉄斧ではP2 ･30･33 ･ 128･ 143、鉄鎌ではP14･ 127がある。また木榔外に鉄雛、

鉄鎌、釣針などを入れているもの(P28･101･ 143)もある。

鉄製品は52基の土壌墓に副葬されており（図Ⅷ-10)、一土壌墓に数種類、数点の鉄製品を副葬して
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いるものも多い。 これらは沢lとその延長線の東側に集中しているが西側の土壌墓や周溝のある墓の

主体部にも副葬されている。 P101 ･ 112の蕨手刀やX6の直刀十刀子というように種類、数は少ない。

置き石～置き石には①1個のもの、②2個のもの、③3個のものがある。①は11基(P3･70．76 ･

86 ･ 94･ 96 ･ 103 ･ l17･ 120 ･ 145 ･ 150)②は29z(P4･ 6 ･ 7 ･ 11 ･ 14･ 15 ･ 17･ 24･ 28 ･ 29･ 30･

39 ･ 51 ･83 ･84 ･ 97･ 98 ･ 121 ･ 126 ･ 127 ･ 128･ 129 ･ 130･ 131 ･ 139 ･ 145 ･ 146 ･ 203･ 207)、③は1

基(P8)である。置き石のある土墳墓は41基で、 2個のものが圧倒的に多い。そしてほとんどが頭部

付近で頭部をはさむような位置にある。なお長軸方向壁際に小ピットが一個ずつある土墳墓6基のう

ち置き石のある土曠墓はP11の1基のみである。また置き石には自然礫を半割して入れられているも

の、すり石やたたき石をそのまま利用しているものも見られる。置き石はP117･ 120 ． 121 ． 150(P

117 ･ 120 ･ 150は1個で、浅い土曠墓)以外は沢1とその延長線の東側に集中している(図Ⅷ-12)｡

4． その他 ここでは｢追葬｣と覆土中の｢一括土器｣について整理する。

追葬～追葬は①曠底の小ピットが4個以上検出されたこと、②曠底面出土の礫が覆土中出土の礫と

接合したこと、③土層断面で遺体層と思われる粘質土の層が検出されたこと、などにより確認された。

①には6個のもの(P4･86･96･73)、 8個のもの(P85･93)、 10個のもの(P98)があり、②にはP

98,③にはP76 ｡83･97があり、 l～3回の追葬が行なわれていた様子がうかがえる。なおPl31には

袋状ピットが2個あり、 P15とは位置、検出状況も違うことから追葬の結果によるものと思われる。

またP73は塘底の小ピット4個と長軸方向壁際に1個ずつ、計6個の小ピットが検出されており、検

出状況から見て2個→4個へという追葬が想定される。追葬はP98のように土曠を掘り広げているも

のもあるが、多くが前と同じ大きさで、前の遺体面より少し上に新しい遺体面を作っている。追葬は

沢lの南東側の深い土壌墓に集中している。

覆土中出土の一括土器～擴底より5Cm～10cmほど上方で土器が一個体ほぼ横倒しの状態で出土して

いる土壌墓が12基ある。その出土位置は、①南東壁側にあるもの(P2 ･4･33 ･39 ･ 129 ･ 150･ 212)、

②南西壁側にあるもの(P23･89･97)、③北東壁側にあるもの(P102･132)がある。 このうち袋状ピ

ットが検出されていないのはP2 ･ 23 ･ 33 ･ 150 ･ 212で他には袋状ピットが作られている。 しかしな

がらこれらの袋状ピットには土器が入れられていない。当初これらは袋状ピットから落ちたものと考

えていたが、袋状ピットの調査が進むにつれ、袋状ピット内の土器はしっかり固定されていることが

明らかになった。従ってこれらの土器は袋状ピット内の土器ではなく、木榔上にのせられていたもの

と考えている。 Pl50とP212は被葬者の頭付近に直接置かれていたものではないかと思われる。 これ

らの一括土器は、曠口付近で破片の状態で出土する土器とは違い、埋葬儀礼に伴うものという範蠕に

は含まれるだろうが、恐らく袋状ピット内の土器と同じ用途が考えられる。

土墳墓と周溝のある墓の構造、付属構築物、副葬品、その他について整理してみた。 これらからは

沢lとその延長線を境いに東側と西側でかなりの違いが見られ、 またやや共通する点も確認できた。

以下にその違いと共通点を整理しておく。

(1) 塘底面の大きさ、長軸長と短軸長の比から見て、東側の土壌墓は屈葬、西側では屈葬と伸展葬が

あり、周溝のある墓ではX7以外は伸展葬である。

(2) 深さは、周溝のある墓の主体部を含めて西側のものはほぼ40cm以下の浅いもので、沢1周辺にも

浅い土壌墓はあり、東側の多くは深い土壌墓や、やや深い土壌墓である。

(3) 覆土は、西側は黒(暗)褐色土の埋め戻し土、東側は混合土と黒(暗)褐色土の土墳墓があり、深い

ものは混合土、浅いものの中には黒(暗)褐色土のものもある。

(4) 袋状ピットは、東側に集中し、西側ではP101 ･ ll7のように形骸化したものしか見られてない。

~

｜

~
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(5) 墳底の小ピットは、東側に集中し、西側ではP101 ･ 179のように形骸化したものしか見られない。

(6) 追葬貼床、置き石は東側にしか見られない。

ほぼ共通するものは、

(7) 長軸方向はほぼ南東一北西方向であるが、その中でも二方向に大きなまとまりがある。

(8) 木榔痕は共通して見られる。 しかしながら材や作り方では、東側は板状で丁寧に作っているのに

対して、西側のものは、 とくに周溝のある墓の主体部では杭状のものをやや乱雑に、深く打ち込んで

いる、 という違いも見られる。

(9) 副葬品の鉄製品は、双方に見られる。 しかしながら東側の土擴墓では種類、数量が多く、一土曠

墓に複数の鉄製品が副葬されているものが多い。 P101 ･ 112 ･X6とは明瞭な違いが見られる。

ここで付属構築物と副葬品のあり方(組み合わせ)を整理しておく。ただすべての土曠墓、周溝のあ

る墓の主体部が完全なかたちで調査された訳ではないので、埋葬時の姿をそのまま示しているのでは

ないことは言うまでもない。

(イ)袋状ピット＋曠底の小ピット＋鉄製品十置き石～P3 ･ 5 ･ 6 ･ 7 ･ 11 ･ 14･ 16･29･30･83 ･

84． 96 ． 97 ． 98． 127 ． 128 ･ 129 ･ 130 ｡ (131) ・ 143 ． 145･ 146 ･203･ 207

（ロ)袋状ピット＋曠底の小ピット＋鉄製品～P9 ･ 12･ 15 ･ 19 ･ 20･ 21 ･21 ･ 68･73･75･89･ 101 ･

125

(ハ)袋状ピット＋曠底の小ピット＋置き石～P4･ 8 ･ 17 ･ 24･ 39 ｡48 ･ 70 ｡ 76 ･ 86 ･ 121 ･ 126

(二)袋状ピット＋曠底の小ピヅト～(P1) ･ 27 ･ 55 ｡ 66 ･ 80 ･ 85 ･ 93 ･ 99 ･ 100･ (102) ･ 132

(ホ)壌底の小ピット＋鉄製品十置き石～P28 ･ 94 (ヘ)墳底の小ピット＋鉄製品～P2 ･33

（ト)曠底の小ピット＋置き石～P51 ･ 139 (チ)袋状ピット＋鉄製品十置き石～Pll7

（リ）袋状ピット＋置き石～P103 (ヌ)塘底の小ピット～P152 ･ 179

(ル)鉄製品十置き石～(P94) ･150 (ヲ)鉄製品～Plll ･ 112 ･X6

（ワ)置き石～P120

袋状ピット、壌底の小ピット、鉄製品、置き石を有する土曠墓は24基と最も多く、置き石がないも

のが12基、鉄製品がないものと副葬品を伴わない士墳墓がそれぞれ11基ずつである。また袋状ピット

のみという土壌墓はなく、 P10 ･ 23 ･ 26 ･ 61 ･ 87 ･ 115 ･ 210 ･ 211 ･ 214は付属構築物、 畠l1葬品を有し

ていない。 このうち沢lとその延長線の西側の土曠墓ではP101が(ロ)、 P179が(ヌ)、 Pll7が(チ)、

Plll･112･X6が(ヲ)、 Pl20が(ワ)、 Pl50が(ル)であるが、 P101 ･ 117･ 109の袋状ピットや曠底

の小ピットは形骸化したものであり、副葬品とくに鉄製品のみを有する土壌墓ということになる。

5．構造、付属構築物、副葬品など個々のあり様を整理してみたが、以下にそれらを総合的に眺め、

土擴墓の変遷を中心に検討することにする。

(1) 周溝のある墓を含めて擦文時代の土墳墓が90基検出されている。 これらは沢l周辺一帯に作ら

れており、 同地域一帯が墓域として長期間利用されていたものと思われる。前述したように沢lとそ

の延長線を境いに共通する点もあるが、相違する点が多く、これは共伴する土器(東側では北大Ⅲ式土

器西側では擦文土器とそれに併行する時期の土器)から見て、時間的な違いから生じたものと考えら

れる。即ち沢lとその延長線を境いに東側が北大Ⅲ式期、西側が擦文前期に該当するものと思われる。

墓域は、東側から西側へ、そしてキトウシュメンナイ川寄りの土擴墓から周溝のある墓へ、 という大

きな変遷が考えられる。 ところで重複する土塘墓はP20とP21のみで、 また共伴する土器などの良好

な接合資料がなく、北大Ⅲ式期の土墳墓のより細かな変遷をたどることがむづかしい。 しかしながら

大雑把に北大Ⅲ式期の土墳墓は深く、混合土の覆土が多く、擦文前期のものは浅く、黒(暗)褐色土の
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Ⅷ成果と問題点

表Ⅷ－1 周溝のある墓(主体部)と土壌墓一覧 最大深の( )は1V届上面付近からの深さ

袋状ﾋｯﾄの( )は土器なし｡甑位は､

猫底の

小ビット

の有無

袋 状

ビッ ト

の有無

道 物塘底の規模 埋葬

形態

榧き石

の有無

遺構

番号

塘底の

平面形

時期 備考燈土長軸方|向I最大深

城底呂’ 覆土中 塘口 Wl長軸 短軸

jL味のあ覆

長方 昨
混合」屈葬 |上大Ⅲ十幾片､礫有鉦 1Hf、 16（ | 、 04） N-56° －、P l } ､ 96 0－ 82

一括土器有 榧 鉄斧(1座

蹄

ハ⑪D

U. 、､ 0．76(0- 67） N－43． 帆0．6（

刀子(1) ､礫( 1） 土器片 土器片､礫 有T-u4》口 冊凡0. 8.1 0．55 1 ． ’6(0.98） 4ｺ
I】

追葬？上器l固体(有 礫(2)P4 1 ． ’0（ | ，00） 弾-59u －咽， 01 0．60

土器片､刀子(1) 鉄鰄(1) ､礫 土器片､礫N-3.1. 咽 熱fp賃
L､｣ 0． 92 (1．72(0.66）(}､ 前2

鉄製品､礫鉄製品､礫(2) 上器片､礫有 有P6 1 ． 16（1 .02） N－60u －凧| 、32 0.80

刀子(2) ､礫(2)(有、"
1 1 【) . 5() (0.昂0 N76u －、、| ， I ’ 1 ， 61

裏込め土あり礫(2有P8 0. (i4 0． 50(0．39 N－18u －咽0. 9(）

黒褐色ゴJJ(1)、刀子( |） 4Hモ(有”

叩

0. (jO 0． 19(0． ’9 N -15･ －凧| ・ ()0

鉦0． 76 0． 12(0． 12） N－80． 凧 ｲHf1 ． 30

Ｉ刀小

１

ｈ
句
、
叩

卿
辮

２

１

１

１

刀

下

位
″

有 混合土 上大Ⅲ有(2)N一蛤14｡ －，1 有Pl 0， 58(0．38| 、 26 I)． i9

組み合わせ式木榔直刀(1) ､刀子(《1) 伽EPI2 0．47(0. 17 N66｡ 瓜0． 600．W

刀子(2) ､鉄鎌(1)

礫(2)
有＞ 1 1 0． 61 0． 52(0． 52 N56Ⅷ －11| ， l）

合葬墓

組み合わせ式木榔

I貞刀(2)、小ﾉj（1）

耳環(2)

刀子(2)､鉄斧( |）

鉄環(1 )､土器片､磯(2)

L器片 }}｝長方 雁 0． 71 (0. 71）P15 1 ． 25 N53” －料| 、 08

小人の墓

組み合わせ式木榔
右0－25(0. 25） N57． 咽0． 18（ I) 6M

土器片､礫(2)

鉄片(?）

丸味のある

長方形
混合土 |上大､Pl7 N50． 1町

I LDp

l－ ，)｡ 0. {)(i 0． 63((). 63 ﾄﾆI

有(2) J1ヱイ”
J~』h里'

11［PI9 | ， ､10 (1 811 0‘ 』11 （0. 1 1 ） N－4昴哩 V

鉄製品 農込め土あIN-ﾙ1. -刑1 1 0． 62（0． 62P2U 0. Ii6

I]子(1)､土器片 土器片 黒褐色土 典込め土あIP？I | ，50 N－64． －乳| ・ (}8 0，洲(0, 3S

有 刀子(2)P22 1- 1 1 0－ 92 0． 26(0. 26） N－‘13ビ 咄

P｡Wあ舟 班 括土器､耳環 1商褐色土 小人の墓？1慨0妬 0． 56 0． 1 1 （0. 1 1） N－50u －Ⅸ

丸味のある

長方形

△参■

月 礫(2 土器片､鉄製』＆ 有 混合目 |上大ⅢP21 L01 0． 91 （0． 91 N－､10. -咽0－ 1 （有）

N－l9o －M 魁f 皿 黒褐伝十鉦ロリ | ‐ 罰.！ 0． 93 0－ 0月（0． 05

北大ⅢP27 有0‘ 23((). 23 N-60･ 一Ⅵ 有0，91 0

鉦 釣針 有 混合土 敷物ありﾜ子(2) ､礫(2)pリR 1 ． 18 0．42(0. 12） N－62． －Ⅵ0． 7(1

直刀(1)､礫(2) 鉄製品有） |上大Ⅲ剛
一
剛

0． K7 0． 80(0． 77 N-50. 刺1 －21

直刀(2) ､刀子(2)

鉄斧
有 鉄製品N36． －m0． 74（0， 61| 、02 0． 5．J

鉄斧(1 ) 括土冊 雑 黒褐色士N-62. 凧D'岨呂1 I) ！)H 0． （i6 0－ :; I （0. :14）

(有） 礫(2) 土器個体 混合土上器片､礫 有P39 0． 72(0． 72' －02 N－{i8轡 一Ⅶl)‐ （』卜）

1,人の墓？有 礫( ’ 黒褐色二1P18 0．64 0． 15(0 N-89画 一M().39

1,人の墓P51 0． 17(0． 17） N-64. -W 』正 礫(2)0．42(1．6(）

皿 1,人の墓？p届ツ
L リ￥ 0．52 N－57． －Ⅵ0， 38 0． 12(0． ’2）

1,人の墓？有N71． －¥0－91 0－ 55 039（ ()． ;州）】

下 整 冊 弧E弓61 1 ． l li N－S 斑f0． (i8 0． 1)6(1)． （16）

有 田葬 混合．'-土器片､石器 |上大llIP6（ 楕円 〃 N-70. -V 向0－95(0－ 96）【 ) 9Ii [) i1I］

P"費味:あ鳥 土器石器､礫 黒褐伍十1,刀（1）0.8』1 N－27． 乳0. 19 0． 40(0.30）

混合土 追葬？蕊(1)P70 0－ 55 10． 110. 8(） 1 ． 15（ 1 ．09） 円

追葬？鉄斧(1） I]子(1)､鉄製品 無桔円形P73 1 ． 40 0－73 (1．90(0. 90） N－‘iOu －W

刀子( | ) ､鉄斧(l

鉄鎌( | )、f(1 )

丸味のある

長方形
農込め土ありP7 (1 ヨ3 0．3X(0-38） N－63． 凧0 N9

追葬有楕 円 形 礫(1 )P76 0. 8.1 0－55 0．90(0.90） 66唇 W

ﾒL味のある

長方形
有(礫） 鉦N40診 肌0‘ 96 0 61 0． 91 （0．91 ）PH( 1

２１礫ｊ

ｊ

ｌ
ｌ
子
娠
刀
鉄

追葬有 有0． 00 0． 71 0． 50(0.50） －61u 一WPR:｛

刀子(1)､礫(2PRI 0－ 83 0． 58 (). 69（0. 69） 一n7u -1N
1Jロ ~~

追葬鉄製品長方形1
？
】
ハ
リ

ハ
リ (j ､ 40(0． ’0） N－30． －帆 mE0． 1
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塘底の

小ピット

の有無

袋 状

ビッ ト

の有無

陥底の規模 遺 物遺構

番号

蛎底の

平間形

埋葬

形態

置き石

の有無

最大深 長軸方向 時1馴糧土 備考

長輌 短軸 峨底間' 覆土中 塘口部

丸味のある

長方形
礫(1 )P86 1 －0． 1 O-6ii 0-3(i (0－ 36 N－5()“ －m 土器片 追葬？ザf l 黒褐色B

下 整形 1 ， 2(' 0． 1 ()(0． 1 (』 HIf 鉦［P87 0．79 N－22u 恥 蝿f

丸味のある

長 ノ』 形
有PR9 0.71｝ 0.61 (0． 61 ） N-82° W0． 62 (有 U子（ 1 ） 上器1個＃ 屈葬 昆合二I 北大Ⅲ

長方形 虹モ| 、07（1 . 07 向 追葬？P93 1 ， ’2 ().62 N63管 一N

鉄鰄( 1) ､釣針(1)

鉄製品､礫(1)
1 ， 22 0.6,1 1 ． 10（1 ． ｜ (1 N-65･ 一Ⅵ

胚
》
盛
土 組み合わせ式木榊P9．1 有

丸味のある

長力． 形

直刀(2)

刀子( | ) ､礫(1)
1 ． 1 ’ 0．86(0.86） N(iOo 咽 有 (有 鉄鋸(1） 追葬？P96 0.6N

土器l個体

鉄雄
梢円 形 I]子(､1) ､礫(2) 追葬？P1l7 ’ ’00 0．82(0, 82 N Ii .#’ 11()． 'ｲ！〕 (何

丸味のある

長方形

直刀(3) ､小刀( 1 )

礫(1)
PIl8 1 ． 15 0．84(0. 8-1） N48. M 土器片(1)､礫(1) 追葬0．63 有

口
′÷

1個 t器片､石器0－78 0．ヨIi 0．58(0－ 58 N－59u －Ⅲ 土器片石器P1l9 粥肥

0．57(0. 57） N-(i8o -い0－鮒 黒褐色士P100 0．60

ワラビテノ]（1 ）

ﾉJ子(1) .土器(2)

鉄鑑、鉄片

鉄製品
長方形 0．28(0. 28） 擦文PlOl 1 ， ｜ ！ (1 ． 72 N一:15． －W

丸味のある

長方形

土器1個イオ

釣針． ､鉄雛
1HfN－Ii1． 恥 混合二｛ 北大ⅢPlO2 | , 02 ､7，11J｡ ~ロ【ロ 0．85(0.8月

楕 円 形 肖’ ． ’ <1．72 0．98(0． 98 N一(i4． －W 刀子( | 〕 、礫( | ） 有PlO3

長方形 0． 87 0. 38(0-38） N-38. -恥 U子(1) 擦文Pl l i 鉦 仙肥1 ． 3Ii

ワラビテノJ(1)

石器(1) 、玉(1)
0. 78 0． 40(0. .10 N70･ 一V 黒褐仁1十Pl I2 1 ， 4｛

丸味のある

長方形
N-23o -EPl l5 1 ． 7（ <) . 81 0． 1 ． 1 (0． 1 ’

組み合わせ式木榔肥葬長方形 0. 2()(0.別） N－70． －凧Pl l7 1 ． 2（ 0． H1 ワ子（1 ）

細長い長方
瓦侈

仲腱葬 擦文？1 ． 25 WE 玉（1）P1 19 (), 0．1 0‘ 22(().22

丸味のある

長方 形
礫( 1) 刀子(1)､釣針(1 ) 南 混合土肥葬P12（ 0． 7（ ()‘ 6(） 0， 1 (j (0， l ii） N-62． 一風

(有） 北大111 追葬？(). 70 N67 何 礫(1) ､刀子(1) 礫(1) ､刀子(1)0． 9－1 0. (i6(0. (jIi）P’21

有有(2) 鉄製品
圧
曲

恥

財

、Pl2ヨ | 、0( 0． 61 0－80(0. 80） N－37u －乳 1，ﾉ』（1） 、刀子

(有）長方 月 0． 92(0. 92） N－16. 刑
Ｔ
止
恥

↑
虻
痢 '二器､片礫(2) 有1 ． 1； 0． 73Pl2（

丸味のある

長方 1W
鉄鎌( | ) ､礫(2)0－ 68(0. 1淵） N-33。 －Ⅵ 有Pl27 1． 20 0． 7（

直刀(2) ､鉄斧(2)

礫(2)
有P128 ' － 1 O‘ 75 0. (iO(0． 00） N8U 研

(有） i二器1個体0. 7 0．71 （0. 71） N-64。 一刑 刀子(2) ､礫(2)Pl2I 1．0‘1

直刀(5) ､刀子([ ）

礫(2)
有0．82P’30 怖 円 11 1 ． ’2 | 、02（1．02） N52

直刀(1 ) ､小刀(1)

礫(2)

丸味のあ登

長方 服

圧
咽
拙
北 追葬？1 ． ()同（ | 、05） N57c －恥1 ． ｜ (i ､ Q1

J. t》-LPl31

有 (有） 土器l個体 黒褐色土() ． 1.1(0. -1 1） 睦PI32 0． 可3 W－42U －M| ，01

鉦0. 51 (0. ,15） N-70. 咽 礫(2) 礫(1) 有(). 71。 130 ' ． （)5

鉄鎌(1) .刀子( 1 )

土器片
有 鉄斧( 1 )､礫( | ）

§イヨ△$=
ｲ比口－P’4 0． 62 55(0. 10） N－65U 、1()． 7

0． 69 0‘ 83(0.83） N ．19． －凧 刀子(1)、礫(2)P｜ :1月 0． 90

刀子(1)､鉄鎌（1）

礫(2)

一括土器

石器
N－55． －1、0. 5ざI 1 ． 02（1 ．02）P’ 16 () 110

細長い長ﾉ

形
hj倍 紐 刀子(1)､礫( | ） 土器片 仲腱葬 黒褐色士0． 12(0． 12） 擦文？P’50 | ･ 15 N36咳 砥0 Ii

丸味のある

長方形
有 人骨遺存屈葬0‘ 79 0．75 0. 10(0. 10） N 12⑫ 一別 鉦Pl79

有 北大Ⅱ 小人の墓？有P20 [) 76 0. 18(0. 35） N l2睦 一W U子(1)、礫(1 ）0． 可2

0． 7，1 0. 3.1 ((). l (i） N-43o -別 (有 刀子(2) ､礫(2)P2(） 0 司卜

細長い長r

形
0． 99 0．43 0． 13(0. 13） 鉦 紐E つまみ付きナイフ 伸展葬

疸今」

ｲ比にI」N S nfP210

丸味のある

長方形
擦文？屈葬 黒褐色士 小人の墓？0． 77 0．08(0. 0卜 N-8凹 一EP21 1 0－ ‘10

初 擦文 小人の墓？P212 0－6‘1 0－ 12 0． 18(0． 18 N-27噂 V

0． 12(()． 12） W－E 1,人の墓？P21 ，1 0． 180． (>6

周溝のある墓擦文X2

周溝のある墓の主体部

小人の墓？
榧

ｒ

届

、

釧
小 伸展非| 、9(） N－67． －Ⅵ 黒褐色二tX3 長刀 汗 0．68 0． （)9 脈

|劉溝のある墓X4

紺l長い長方

形
鉦 紐 伸展葬 周溝のある墓の主体部黒褐色ゴX5 1 －85 N38“ 咽 鉦1 1 ． i1n

0． 1 ’ N38o ぃ2－08 0．84 疸刀(1) 、刀子（1 ）X（

屈葬長 方形 0，84 0． 1 ’ N－63． －VV弓
八I 1 ． 51
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Ⅷ成果と問題点

覆土である、 ことを考慮すると、北大Ⅲ式期の土壌墓は沢1の南東側(混合土で、深い土壌墓)から北

東側(混合土で、やや深い土壌墓)へ、そして沢1周辺(混合土で、浅い土壌墓→黒(暗)褐色土で、浅い

士擴墓)から西側(黒褐色士で、浅い土壌墓)へ、 というきわめて大まかな流れが考えられる。

（2） 図Ⅷ-13は長軸方向と鉄製品の組み合わせを図示したものである。 この組み合わせを手懸りに

土壌の変遷をもう少し検討してみることにする。長軸方向には二つの大きなまとまりがあることは前

述したが、一応それらを①南南東グループ(図Ⅷ-13のZ)、②南東東グループ(図Ⅷ-13の●)としてお

く。図からはこの二つのグループ中にいくつかのまとまりが見られる。②には(A)P96･76･102 ･

146･ 103･ 97･95･93･ (89)、 (B)P130 ･ 131 ･ 143 ･ 6 ･4･ 1 ･ 129、 (C)P12･ 10･ 7 ･ 27｡ 28 ･

21(北東側に広がる可能性がある)、①には(D)P98･ 2･ 3･85･70． 68･ 84･80、 (E)P11 ･ 19 ･

23 ･ 26 ･ 24･ 17 ･ 15 ･ 8 ･ 9 ･ 20 ･ 21 ･ 29という小グループのまとまりが読み取れる。 ところでこの

小グループで二点以上の直刀が副葬されているのは②－(A)ではP96、②－(B)ではP130、① (D)

ではP98,①－(E)ではPll(P15は合葬墓と思われるので除外する)と、各小グループに一基ずつあ

り、 また直刀が一点副葬されているのはP131 ･29･ 12･ 101 ･ 112 ･X6であるが、二点以上の鉄製品

が副葬される土壌墓は沢1とその延長線の東側にのみ見られるものである。またこの小グループには

刀子を副葬する土曠墓が1～3基(②－(A)はP97･ 146、②－(B)はPl29、② (C)はP7 ･21 ･27，

①－(D)はP2 ･84，①－(E)はPl29、そしてPlll ･ 117も刀子を副葬する)含まれている。鉄製品

や土壌墓のまとまりから考えると、 この小グループは家族墓と考えて良いのではないだろうか。 とく

に②－(A)はP96のまわりに士墳墓が作られているように、 きわめて印象的な配置を見せている。 と

ころでP4･ 6 ･ 97･ 102･ 103･ 146の覆土中からは、径5cm～8cm、表面ツルヅルの安山岩の円礫が出

土している。 この円礫はかたち、大きさともに酷似するものである。そしてこの円礫は②－(A)と

(B)のグループにしか見られない。 P97･ 146には刀子が副葬されている。一般的に刀子が女性の副

葬品とするならば、① (A)と(B)は婚姻関係を有する親族グループと推測される。更に想像をたく

ましくするならばP96とP97、 Pl30とPl29、 P98とP2、 PllとP14、 Pl2とP21、 PIOlとPlll，

Pll2とP117は位置、長軸方向そして畠'1葬品から夫婦の墓と考えることができないであろうか。 ここ

では各土壌墓間の関係をさらに細かく、具体的に検討することはできないが、前述の｢大きな変遷｣を

重ね合わせると、②グループは(A)=(B)→(C)→沢頭周辺→Pll2 ･ ll7→X7→X3→(X2)、①

グループは(D)→(E)→(P30･207)→P102･ 111→X5→X6、 という変遷が想定される。ただこ

れら小グループの他にもP125･ 128で二点以上の直刀が副葬されており、 これらや他の土壌墓も含め

てより具体的な再検討を要することは言うまでもない。一土壌墓数点の直刀から一土壌墓一直刀、 さ

らに周溝のある墓へという変化は、一点とはいえそれまでとは違う蕨手刀を所有できる被葬者、 さら

に小空間を占有できる被葬者は、多くの鉄製品を所有、副葬されているとはいえ、家族墓内に葬られ

る被葬者とは明らかにその立場地位が変質していることを示している。

多くの鉄製品を副葬する家族の長を含めた家族墓(袋状ピット、曠底の小ピット、鉄製品や置き石を

有し、屈葬という埋葬形態の、深く掘り込んだ土壌墓)から夫婦墓(蕨手刀を一点副葬し、付属構築物

などは形骸化した、屈葬という埋葬形態の、掘り込みの浅い土壌墓=Pll2とP117、 P101とPlll)へ、

さらに周溝により小空間を墓域として区画、占有する首長(X7は小空間を意識しているが屈葬、X2

～6は伸展葬、 ともに杭状の木榔を作り、掘り込みの浅い主体部をもつ周溝のある墓)へ、という被葬

者の集団内での位置、政治的な変質をこの｢大きな変遷｣に見ることができる。共伴土器から家族墓は

北大Ⅲ式期、夫婦墓首長墓は擦文前期に対応する。北海道における鉄製品はこれまで東北地方との

関係から、交易によるもの、 あるいは中央権力者からの下賜品というとらえ方が一般的であった。 と
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ころが多くの鉄製品が出土した当遺跡の状況から考えると、 これらにもう一つ、 「何らかの戦利品｣と

いう考えを付け加えても良いのではなかろうか。北大Ⅲ式期の副葬された多くの鉄製品は交易品や戦

利品であり、 P101 ･ 102 ･X6の蕨手刀や直刀は下賜品と考えておく。

6． 沢lの南東側と北東側の土曠墓にはさまれるように円形状の土壌が47基、 P 7周辺にも同様の

土曠が5基まとまって検出されている。時期を決定し得る遺物も出土せず、その用途・性格も含めて

はっきりしなかったが、①土壌墓と重複しているものがあり、土曠墓に切られているもの(P12･ 18･

31 ･ 149)や切っているもの(P38･61･88･95)もあり、②覆土は土壌墓と|司じ混合土や黒(暗)褐色士

とである、 ことから土壌墓と併行する擦文時代の土壌として取り扱った。その用途・性格については、

一定のまとまりをもつこと、土墳墓の時期に併行すること、 を前提に考えると、③小人や土墳墓に葬

られない人々の墓④追葬時に遣存していた人骨などを改葬したもの、⑤その他の土曠、などが考え

られる。土壌墓に小人のものが少ないことや当時鉄製品を副葬できる人々ばかりだったことは考えに

くいこと、 さらにP90･92曠底直上採取土壌の残存脂肪分析の結果などから見て、④の可能性も否定

できないが、検出数から見て③の可能性が高い、 と考えている。 これに関連して沢lⅡ層上層出土の

遺物集中(W-6周辺)との関係について若干触れておく。土曠墓とくに深い土曠墓の覆土中と擴口

付近からまとまった遺物が出土している。 これらはその出土状況から見て、土曠墓で供献、埋葬儀礼

を行っていたことを示している。それでは円形状の土壌(墓)に葬られた人々とそれに近い人々は埋葬

儀礼は行われなかったのだろうか。恐らくそのような人々の共同の埋葬儀礼の場がこの沢1Ⅱ層上層

の遺物集中地区だったのではないかと推測される。出土土器などの厳密な検討が必要であることは言

うまでもないが、一つの可能性として指摘しておきたい。

7． 周溝のある墓の盛り土についても若干触れておく。周溝のある墓は曠底直上付近しか残存してい

なかったため、主体部の上の状況(盛り土)は、はっきりしない。擦文期の地表面が検出面から20cII~

40cm上方とすると(沢地形周辺のⅡ層残存状態やPl～P6の覆土の推積状態から推測して)、土曠墓

の木榔の高さが30cm～40clllであったとして、それらを考慮すると、主体部の木榔の高さは地表面から

やや高くなる程度である。 この上に埋め戻しの土や周溝の掘削土をのせたとしても、それ程高い盛り

土であったとは考えにくい。また周溝のある墓は、小空間を区画することを目的とし(X7 ｡ 3は小

空間を意識し始めた時期のものであろう)、より高い墳丘を作る意識、目的は稀薄だったのではなかろ

うか。次年度以降の調査結果や土量の検討などを踏えて、再検討が必要だろう。また所謂北海道式古

墳との関係について判断する直接的な材料はなく、大きな課題としておく。

P3の壌底の小ピット出土の杭痕の放射性炭素年代分析や周溝のある墓周辺出土の須恵器片の編年

などから、 当墓域の形成時期は7世紀初頭前後から9世紀前後の約200年間が想定される。 この間継

続的に利用されていたのか、 あるいは中断があったのかは明瞭ではないが、家族墓から首長墓へとい

う過程で、蕨手刀を副葬するP101とPll2の出現はきわめて重要な意味をもっていると思われる。家

族墓から離れ、蕨手刀を一点副葬する行為は被葬者の社会的、政治的背景の変質を物語っており、か

つ所謂擦文土器を供伴する士壌墓の出現と重なることは、土壌墓の変化を含めて大きな転換点を示し

ていると言えないだろうか。

西島松5遺跡という小範囲、 しかも墓域全体が不明な時点で、なおかつ共伴土器や副葬品としての

鉄製品の十分な吟味なしに、遺構のみで整理・検討してみた。調査者の思い込みが激しく、一面的で

大雑杷等々の批判は甘受するつもりである。それでもいろいろな事実が浮かび上がり、 当時の人々の

墓、 あるいは死者に対する意識の変化とその背景を垣い間見ることができたと考えている。 今後こ

こで得られた資料をもとに、西島松5遺跡という小範囲にとどまらず、北海道の、そして日本全体で

’
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の歴史的位置付けなどについて、大いに議論し、再検討する一資料となることを念願してい

る。 （和泉田）

2．遺物と遺構

1.土器

遺構出土の主な遺物は北大Ⅲ式～擦文前期の土壌墓に副葬されるⅦ群土器、縄文時代中期中葉の住

居跡出土のⅢ群土器がある。包含層では調査区北西のキトウシュメンナイ川側の沢lから北大Ⅲ式土

器が多く出土し、調査区南側では御殿山式を中心とした縄文時代後期後葉の土器が多く出土している。

調査区南側で出土した土器は細かく割れたものが多く、出土点数に比べて復元可能な個体は非常に少

ない。以下、時代毎に概説する。

縄文時代早期の土器は包含層から破片で出土しており、東釧路Ⅲ式～東釧路Ⅳ式にかけての時期の

ものが出土している。

縄文時代前期は前葉の縄文式、静内中野式に相当するものが包含層から出土している。胎土がもろ

く粉々に割れている破片が多かったため、復元個体はない。

縄文時代中期の土器は包含層の他に住居跡から出土した。住居跡から出土した土器のうち、時期の

わかるものはH4， 5， 7で出土しており、天神山式が主体である。包含層からも天神山式が多く出

土し、 また一段階先行する萩ケ岡1， 2式も包含層からは多く出土していることから、 中期前葉から

後葉にかけての時期に集落が営まれたものと推測する。

縄文時代後期は前葉では余市式、 白坂3式並行のもの、 中葉では手稲、ホッケマ式に相当する破片、

後葉では営林式から御殿山式にかけての時期のものが出土している。御殿山式は包含層を中心に多量

に出土したが、多くは細かく割れており、復元できた個体は少ない。

縄文時代晩期は晩期前葉の大洞BC式並行のものが出土している。後期後葉の御殿山式に後続する

ものと考えられ、遺跡は後期後葉から晩期前葉にかけて連続的に営まれたものと推測する。

続縄文時代の土器は後北C2D式が土壌から一括出土しているほか、包含層からも一定の量が出土

している。

Ⅶ群土器は北大Ⅲ式が中心で、土墳墓や沢から良好な資料が出土した。土墳墓の袋状ピットからは

特に残存状態のよいものが出土しているが、 口縁部を欠くものや、胴部下半から底部のみが残存する

個体が多く、意図的に口縁部から胴部上体を打ち欠いたものと考えられる。また、多くは煤や炭化物

などが付着しており、火にかける調理に使用されたことが明らかである。 しかし後述するように、土

壌墓出土の土器は沢などの包含層から出土した土器と比較すると小型のものが多いことから、 日常的

に使用されていた土器を副葬したものではなく、埋葬用として製作された小型の土器を埋納したもの

と推測する。つまり土器にみられる使用痕は埋葬に伴う儀礼的な行為によって形成されたもので、 日

常的な使用を示すものではないと考えられる。炭化物や煤が、割れ口に付着する資料が存在すること

からも、 これらの使用痕が日常的な使用によるものではない可能性が高いといえるのではないだろう

か。

2．金属製品

金属製品は土擴墓に副葬品として埋納されていたものの他、土壌墓周辺の包含層から出土したもの

があり、合わせて256点出土した。今回報告した金属製品は遣構から出土したもののうち、 （財)元興寺

文化財研究所に保存処理作業を委託した約20点の遣物と、 これらと同じ遺構から出土した金属製品で、

直刀、蕨手刀、小刀・刀子、鉄斧、鎌、鉄鍼などで、特に刀剣類は鞘柄、刀装具類が残存するもの

691



西島松5遺跡平成12年度

が多い。また、布、樹皮、獣皮が付着するものも多い。

3．土擴篁出十の北大Ⅲ式土器の大きさ

(1 ) はじめに

土壌墓から出土する北大Ⅲ式土器は小型のものが多く、特に袋状ピットから出土する土器は口径が

15cm前後のきわめて小型のものが多い。一方、包含層から出土する北大Ⅲ式土器は口径が30cm前後の

ものが多い。本稿では｢袋状ピット」 ｢覆土｣｢包含層｣から出土する北大Ⅲ式土器の容量の比較を行い、

土墳墓から出土する土器の特殊性を指摘する。ただし、沢から出土した北大Ⅲ式土器は容量を計測可

能な個体が少ないため、 口径から容量を予測する回帰式を算出し、 これに口縁部破片の口径を代入し

て求めた値を分析に用いた。

(2) 口径から容量を予測する回帰式の作成 3~5

口径から容量を求める回帰式と回帰直線を図Ⅷ－14に示し 3
25

た。回帰式の作成に用いたデータは、遺構出土、包含層出土 二
一 2

を問わず、容量を算出し得た全ての北大Ⅲ式土器である。回 M
1 ，5

帰式は最小自乗法により算出した。理論的には定数項は0と

するべきだが、定数項を0にとると回帰式全体の当てはまり 。~5

が悪くなることがわかったため、定数項を含めた回帰式を作 ｡

成した。 P値が1%以下であることから、回帰係数、定数項

ともに有意であるといえる。

(3) 出土層位毎の容量の比較

図Ⅷ-15は層位毎の容量のヒストグラムと、平均値を比較図Ⅷ

した分散分析表である。 「袋状ピット」｢覆士｣｢包含層｣の順に
14

容量が増加し、データの散らばりもこの順に大きくなる傾向 ，2
10

が読みとれる。分散分析表からは、 「袋状ピット」と｢覆土｣が 8
6

5％、他は1％で棄却でき、一応、出土層位毎の土器の容量 4

には有意な差があると判断する。 。

「袋状ピット｣は土器の大きさが必然的に制約され、小さな

ばらつきを示す結果になったと考えられる。 「覆土｣では物理 ；
的な制約が少ないことと、袋状ピットから覆土内に転落した 5

4

土器なども含まれることから｢袋状ピット｣よりも大きなばら

つきを示す結果になったと考えられる。 しかし、なお｢包含 ’

層｣よりばらつきが小さいことは土壌内に副葬する土器の大

きさに一定のルールが存在したことを意味する。 「包含層｣で
70

は1リットル以下の小さな個体から7リットル近い大型の固 60
50

体まで様々な容量のものが存在する。 日常的に使用される士度数40
30

器は、用途に応じて様々な大きさに分化することが普通であ 2．
10

り、 「包含層｣の容量分布は日常的に使用された土器のそれに 。

近いと推測する。

以上から、墓曠内から出土する土器は大きさが限定され、

特に袋状ピットから出土する土器はきわめて小型のものに限

定されることから、儀礼用の特殊な土器であった可能性が高弓…

図Ⅷ
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いと考える。

4． 北大Ⅲ式～擦文時代前期の土擴墓と土器の返遷について

(1) はじめに

西島松5遺跡で出土した北大Ⅲ式期～擦文時代前期の土擴墓と土擴墓から出土した土器の返遷につ

いて、土擴墓の形態的な返遷をもとに推測し、それぞれの変化の過程を記述する。分析は以下の順序

で行う。

①士擴墓の形態的な特徴のうち、時間的な変化を反映すると考えられる特徴を抽出する。

②出土遺物や土擴墓の形態から、先に分類した士擴墓の先後関係を推測する。

③土擴墓の返遷段階毎に土器の特長を抽出し、土器の各属性がどのような時間的変化をたどるかを

記述する。

④最後に周辺遺跡も含めた当該期の墓制と土器の返遷を示す。

(2) 土擴墓の分類

土擴墓は平面形、覆土の推積状況、長深比(長径/深さ)から3つに分類できる。 （図Ⅷ 16)｡

A類：平面形が楕円形で覆土の中央がくぼむもの。

Bl類：平面形が隅丸長方形、覆土はパミスを含む均質なもので、長深比が2. 5以下のもの。

B2類：平面形が隅丸長方形、覆土はパミスを含む均質なもので、長深比が2. 5以上のもの。 B1類と

比較し、墓擴が角張り、直径が長い。

図Ⅷ-17左のグラフは墓擴の直径と深さの散布図で、 ここから直径と深さの関係は直線的な関係で

はないことがわかる。 これは異なる長深比をもつ
A類 B1類 B2類

墓擴群が存在する可能性を意味しており、図Ⅷ

園Uw17右のグラフが示すように、 2. 5あたりまでは直

線的に増加した長深比がこれを境に屈曲し、角度

口
を増して再び直線的に増加することがわかる。 こ

心
のことから長深比2. 5を境に墓擴群が2つに分類

できると推測でき、 これによりBl類とB2類を

分類した。

さらにB2類の中には擦文時代前期のものが含ま
図Ⅷ－16土墳墓分類模式図
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西島松5遺跡平成12年度

れており、 これらは袋状ビットや四隅の柱穴状小ピットをもたず、 また、 出土する土器も擦文式の範

晴でとらえられることから、他の北大Ⅲ式期の土壌とは区別し、 B2 b類とした。それぞれの特徴

はB2類の墓曠の特徴に加えて以下の特徴を持つ。

B2-a類：袋状ピットや柱穴状ピットをもつもの

B2-b類：袋状ピットや柱穴状ピットをもたず、擦文土器が供伴するもの

(3) 土擴墓の分布

分類毎の分布をみると、 A類は調査区北東を中心に分布し、 B1類はA類より南東に位置する一群

と、 B2-a類とほぼ重なる位置に分布する一群とに分かれる。 B2 a類は調査区北西隅に分布し、

さらに調査範囲を超えて北西側に広がりそうである。 B2-b類は沢の南側に分布し、他の土壌墓と

は沢を挟んで反対側に位置する。沢の南側には周溝のある墓が分布することから、擦文時代前期の墓

域は沢の南側に移動したものと考えられる。

(4) 土壌墓群の先後関係

土墳墓群のうち、 B2-b類は擦文時代前期に位置づけられ、北大Ⅲ式期の他の土壌墓群より新し

いことが判明している。 B2-b類の墓曠形態の特徴をまとめると

①浅いこと(長深比2.5以上）

②直径が長いこと

③墓曠の角が角張り、長方形に近い形状をとること

などがあげられる。以上の特徴は周溝のある墓の主体部の特徴とも共通し、周溝のある墓では、主体

部の深さが土壌墓よりさらに浅くなり（削平により主体部が消失したものが多い)、直径は拡大する。

このような変化は続縄文時代からの伝統を引く屈葬から擦文時代以降主流となる伸展葬への変化とと

らえることができる。一方、古い時期の土壌墓の特徴は石狩市ワッカオイ地点で検出された後北C2

D式期の土壌墓に求めることができ

①深いこと

②直径が短いこと

③墓擴の角が丸く、隅丸長方形から楕円形に近い形状をとること

などがあげられる。

すなわち、墓曠の深さは深いものから浅いものへ、直径は短いものから長いものへ、形状は円形に

近いものから楕円形、隅丸方形を経て長方形へと変化するものと考えられる。

これを先述の土曠墓の分類に当てはめると、A類が最も古い特徴を持ち、以下、 B1類→B2-a

類→B2-b類の順に変遷すると考えられる。以下ではこの変遷案に沿って土壌墓出土の土器の変遷

について記述する。

(5) 土器の属性の変化と土壌墓群との関係

図Ⅷ-19は上で仮定した土壌墓の変遷案に従って土器を並べたものである。 これに基づき時間的な

変化を示すと考えられる属性を抽出し、土器の変換過程について述べたい。

時間的な変化を示すと考えられる土器の属性は

①口縁端部の形状

②胴部と頸部の境界

③底部の形状

④ハケメの残存状態と、 ミガキの密度

の4点で、予想されるそれぞれの属性の変化を図Ⅷ-20に示した。以下、各属性の変遷と土墳墓群と
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Ⅷ成果と問題点

の対応関係を示し、土壌墓出土の土器の変遷を考える。

口縁端部の形状は丸みをもつものと面取りを施すものに分けられ、 A類出土の土器のほとんどは丸

みをもつもので、 B1類出土の土器では、丸みをもつものと面取りを施すものが混在し、 B2-a類、

B2-b類出土の土器では面取りを施すものが主体となることから、丸みをもつものから面取りを施

すものに変遷すると考えられる。

また、藺島遺跡B地点では口唇部を上方につまみ上げる手法が用いられる土器(41-7A炉吐)が出

土しており、 いわゆる擦文式土器の口唇部に用いられることの多い手法であることから、 より新しい

時期の特徴であろう。

胴部と頸部の境界は、境界が不明瞭のもの、沈線や連続する刺突で区画するもの、段を有するもの

に分けられ、A類出土の土器は境界が不明瞭なものが主体、 B1類出土の土器は境界が不明瞭なもの、

沈線や連続する刺突で区画するもの、段を有するものが混在し、 B2-a類、 B2-b類出土の土器

では段を有するものが主体を占める。 したがって、胴部と頸部の境界が不明瞭なものから、段などで

明瞭に区画するものに変遷すると考えられる。

B2 a類、 B2-b類出土の土器ではハケメやミガキなどの調整も胴部と頸部では別々に行って

いるものが多く、成形・調整技法のにおいても頸部と胴部の境界を意識しているといえる。

底部の形状は、底部外面が外へ張り出すものと、張り出しをもたず底部から直線的に立ち上がるも

のに分けられる。北大Ⅲ式に位置づけられるA類～B2-a類出土の士器ではほとんど底部外面が外

へ張り出すもので、 いわゆる擦文式に位置づけられるB2-b類出土の土器では張り出しをもたず底

部から直線的に立ち上がるものが主体となることから、底部外面が外へ張り出すものは北大Ⅲ式、張

り出しをもたず底部から直線的に立ち上がるものは擦文式の特徴であると考えられる。

ハケメの残存状態と、 ミガキの密度は漸移的に変化し、個体差も大きいことから段階的に記述する

ことは難しいが、 A類出土の土器ではハケメが内外面ミガキ消され、 B1類出土の土器では内外面と

も磨かれるものの内面ではハケメが残り、 B2-a類出土の土器では内面のミガキの省略され、ハケ

メが5割以上残り、B2-b類出土の土器ではミガキが施されず、全面にハケメが残るものが多い傾向

がある。

以上の属性毎の変遷をまとめて西島松5遣跡土壌墓出土の土器を以下の四段階に区分する。

1段階：口縁端部は丸みをもち、頸部と胴部の境界が不明瞭で、内外面ともよく磨かれハケメが残ら

ないもの

2段階：口縁端部に面取りを施し、胴部と頸部の境界には沈線又は緩やかな段を有し、内外面とも全

〃一汀……
口唇端部丸みをもつ

~~~~ノ~~~

A～B1類 B1類～B2-b類

口縁部

~／

ゞ

、一一一プ

と胴部の

に沈線

Ｉ
、
～
１
１ 〆

部
瞭

－〉

A～B1類 B1類 B1類～B2-b類

A類～B2-a類 B2-b類

底部 胴部～頸部

図Ⅷ－20各属性の変化と墓擴群との関係
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面的に磨かれるが、内面の一部にハケメが残るもの

3段階：口縁端部に面取りを施し、胴部と頸部の境

界は明瞭な段を有し、内面のミガキが大幅に省略さ

れハケメが残るもの

4段階:B2-b類出土の土器で石附編年0に相当

するもの

以上の変遷段階は、続縄文時代的な特徴をもつ土

器が本州北部の土器との共通性を高め、擦文化する

過程と理解したい。また、土器の変遷は、土壌墓の

変遷段階とも矛盾しない結果となっており、前節で

推測した土壌墓の変遷がおおむね正しいことの傍

証になると考える。

(6) 北大Ⅲ式期～擦文前期の墓制と土器の変化

図Ⅷ-21は土墳墓の変遷案と土器の変遷案をまと

め、 さらに周辺の同時期の遺跡を時間軸に沿って並

べたものである。

B2-a類の土壌墓は、 Pl9やP22などで擦文前

期の土器が出土していることから、北大Ⅲ式期に収

まらず、擦文前期の段階まで存続したと考えられる。

すなわち、袋状ピットや柱穴状小ピットをもつ士墳

墓は擦文前期まで存続し、その後B2-b類の土壌

墓や周溝のある墓へと移り変わったものと考えら

れる。

(7) まとめ

土塘蟇の
変遷

土器型式年代 該当遺跡土器の変遷

北大Ⅱ式

7世紀

1類 く
、
腸
‐
心
中
心

ユカンボシE7

l段階

’懸崎I
’ B1類

2段階

天内山

蘭島

B2-a類

3段階

8世紀

脾
「

ウサクマイA

~~ ~~~ ~
4段階b類

撫難擦文前期

以上、土曠墓の変遷と土擴墓から出土する土器の図Ⅷ－21 北大Ⅲ式土器及び土擴墓の変遷概念図
変遷を推測してきた。また、

①西島松5遺跡の土壌墓と出土した土器は続縄文的な要素を次第に減じ、徐々に擦文的な要素を増

すという方向性で変化する

②北大Ⅲ式期から擦文前期にかけて、土器と墓制の変化が必ずしも一致しない

という現象を確認した。墓制や土器の変化が漸移敵に推移すること、擦文化する時期にずれが生じる

ことは、 このような変化が北大Ⅲ式期～擦文前期における北海道の人間社会内部で進行したことを意

味するものと考える。

北大Ⅲ式期～擦文前期には、本州中央部に成立した律令国家が支配領域の拡大を図ろうとする一方

で、列島の周辺部ではこれに対抗する動きも活発になる。西島松5遣跡でみられる墓制と土器の変遷

は、北海道の人間集団が東北北部の人間集団と連動し、 こうした動きの中に加わっていく過程を示し

ているものと理解したい。 （石井淳平）
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まとめ

平成12年度調査で発見された遣構は、住居跡9軒、周溝のある墓6基、土壌墓89基、土壌129基、 T

ピット8基、焼土56カ所、小ピット1, 154個、その他に沢2カ所などである。 このうち擦文時代の遺構

は周溝のある墓6基土墳墓84基土擴70基小ピット141個、続縄文時代の遺構は土墳墓4基、縄文

時代の遺構は住居跡9軒、土壌墓1基土曠41基Tピット、焼土、小ピット1,013個、である。縄文

時代の住居跡は同中期のもの7軒、後期のもの1軒、士曠では同中期のもの8基後期のもの10基で、

他の遺構は明確な時期を確定できなかった。

擦文時代～続縄文時代の遺構は調査区の北側、柏木川の支流キトウシュメンナイ川に面する沢l周

辺に集中している。 とくに北大Ⅲ式土器と擦文前期の土器を伴う土壌墓と周溝のある墓は沢l周辺か

ら沢2にかけての一帯に分布し、墓域を形成している。土壌墓は袋状ピット、曠底の小ピット、鉄製

品や置き石の副葬品を有する所謂｢ウサクマイ葬法｣と呼称される北大Ⅲ式期の埋葬形態の要素を持つ

ものである。 しかしながら同時期の土壌墓にすべて上記の要素を構成している訳ではなく、そのいく

つかを持つものが多々見られる。今回の調査では北大Ⅲ式期から擦文前期にかけての土壌墓から周溝

のある墓へと移行する、その過程を明瞭に認識される好資料を提出しており、 また鉄製品の多さも特

筆すべきもので、今後の研究にとって貴重かつ重要な意味をもっていると言えるだろう。

縄文時代の遺構は、擦文時代の遣構周辺から南側に広く分布し、次年度以降の調査区に広がってい

る様である。

遣物は、出土総数276,706点で、 この内訳は土器201,295点、石器など75, 155点、鉄製品など260点で

ある。土器は縄文時代早期から擦文時代までのものが出土しているが、 中でも縄文時代中期、後期、

擦文時代の土器が多く、 中期では萩ヶ岡1 ． 2式土器後期では御殿山式土器、擦文時代では北大Ⅲ

式土器の多さが目に付く。石器などでは石嫉、石槍、つまみ付きナイフ、スクレイパー、石斧、すり

石、たたき石、石皿、砥石などが出土しているが、 フレイク・チップや礫・礫片が約95％を占めてい

る。定型的な石器では石鑛石錐、スクレイパー、すり石、たたき石が多く、石材では剥片石器では

黒曜石、礫石器では安山岩が多い。 この他に土製品、石製品も出土しており、土製品では垂飾、耳環、

石製品では垂飾、異形石器石棒片などが出土している。またガラス玉や錫製耳環も出土している。

鉄製品は直刀(蕨手刀2点)、小刀、刀子、鉄雛、鉄斧、鉄鎌、釣針、鉄環、攝子などが出土している。

これらは包含層からも若干出土しているが、ほとんどが擦文時代の土墳墓や周溝のある墓に副葬され

ていたものである。

本報告書では、放射性炭素年代測定、残存脂肪分析、人骨および入歯の鑑定、 出土動物遣存体、木

材の樹種同定、炭化植物種子同定、須恵器の胎土分析、錫製品の蛍光X線分析をそれぞれ㈱地球科学、

中野益男氏・㈱ズコーシャ、乗安整而氏・松村博文氏、高橋理氏・太田夕佳氏、パリノ・サーヴェイ

㈱、吉崎昌一氏・椿坂恭代氏、三辻利一氏、小笠原正明氏に依頼し、その分析結果の報告をいただき、

掲載することができた。放射性炭素年代測定では、 P3の曠底の小ピット出土の杭片で1340±40とい

う結果が得られ、残存脂肪分析では、 P90･92の塘底直上の土壌からの残存脂肪酸などから「ヒトの骨

のみを埋葬したことに関わる遣跡試料の脂肪やヒトの骨油と類似していること｣が判明している。ま

た遣存人骨と入歯では、 Pl79の人骨について、残存する歯の分析により、壮年男性と推定され、被葬

者の帰属集団はアイヌの系譜である可能性を示唆されている。なお｢Ⅶ章の4」は平成13年度フローテ

ーション処理によって得られた土壌墓曠底直上付近の士曠中検出入歯の鑑定結果である。動物遣存体

同定ではニホンジカやヒグマ、 またサケ科魚類も含まれていることが明らかとなっており、W－6周
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辺(沢1Ⅱ層土層の遺物集中地区)で検出された焼土中の骨片から数点のイノシシが認められたという。

イノシシを使う儀礼の存在した可能性を示唆している。なお｢Ⅶ章の6」は平成13年度フローテーショ

ン処理された土壌中検出の動物遣存体資料の同定結果である。樹種同定では、 P3の曠底の小ピット

に残存していた杭片がヤマグワで、他遺跡でも杭材などに利用されているものである、 としている。

炭化植物種子同定では、袋状ピット内土壌からニワトコ属種子の破片が1点検出されている。 この1

点だけでは土器内に植物性のものが入れられていたかどうかは判断しがたいが、多量の鉄製品の出土

は、栽培植物品種の大量流入と機を一としたものであり｢続縄文文化末から擦文文化初頭にみられる

という北大式土器で代表されるステージは、北海道古代史上の特殊な画期として別建てで認識可能な

のではないだろうか｣という見解は示唆に富む、貴重な提言と受けとめておきたい。また須恵器の胎

土分析では、 「秋田城周辺から、同時にこの遺跡へ持ち込まれた須恵器である可能性が高い。 」という

結果が得られており、 当遣跡周辺を生活基盤としていた人々の社会的、政治的背景を考えるうえで重

要な意味を示しているであろう。錫製品の蛍光X線分析では、北方地方との関係を示唆する結果がう

かがえるという御教示を得、東北地方のみならず、他地域との交流の広さを物語る貴重な分析結果と

言えるだろう。なお鉄製品に関連する種々の分析・鑑定結果は次回刊行の報告書に掲載予定である。

それらを含めて改めて当遺跡の性格、歴史的位置付けなどについて検討していきたい。

さて、 「成果と問題点｣や他の個所で調査者間にやや相異する見解が見られるかも知れない。たとえ

ば、沢lにおけるⅦ群土器の出土状態に対するその性格などについて、 また｢成果と問題点｣の項での

土擴墓の類型や変遷についてである。 これらは遺構のみによるものと土器を主体とする検討方法の相

異や調査者それぞれの遺跡・遺物に対する認識の違いなどにより生じたものであり、現時点では調査

者各自の見解を尊重し、そのまま掲載することとした。調査は次年度以降も継続されることであり、

今後資料の蓄積により、 これらの相違点を再検討し、議論を深めていきたいと考えている。

最後に鉄製品の保存処理について記しておく。平成12年度調査で256点もの鉄製品が出土した。当

センターでの保存処理能力を越えた状態となり、 また複雑かつ貴重な鉄製品も含まれていることから、

一部(ll遺構20点)を保存処理専門機関に委託した。 これらの保存処理には約2カ年を要するため、本

報告書では委託分の保存処理前の写真、実測と当センターでの保存処理終了分の写真実測およびX

線写真を掲載するにとどまった。大半は現在保存処理中であり、平成14年度中にそれを終え、報告書

の刊行を予定している。

平成12年度調査では、北大Ⅲ式期の土壌墓や周溝のある墓の発見、多量の鉄製品の出土、 また縄文

時代の遺構・遺物など、予想を越える発見は、調査者の力量をはるかに越えるものであった。発掘調

査や整理期間において、 同僚諸氏、多くの專門研究者の方々に多大の御指導、御助力をいただいた。

このようなかたちでの報告書となったことはきわめて遺憾なことであり、諸事情があったとはいえ担

当者の力量不足故であり、深く反省し、お詫びする次第である。西島松5遺跡の発掘調査は今後も続

く予定である。資料の蓄積をもとに議論と検討を重ね、擦文時代などの時代区分を含めて、政治的、

社会的、文化的背景を探り、 当時の人々の生活、意識、そして他地方との関係等々について認識をよ

り深めていただきたい、 と念願している。 （和泉田）
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